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玉
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の
編
集
に
つ
い
て 

 
新
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
浦
和
支
部 

支
部
長 

益
田
光
男 

い
つ
も
年
度
初
め
に
は
基
本
計
画
を
立
て
る

の
で
す
が
、
３
年
前
は
中
期
計
画
と
し
て
３
年

計
画
も
掲
げ
ま
し
た
。 

そ
の
計
画
が
埼
玉
百
山
の
編
集
で
し
た
。 

浦
和
支
部
は
ほ
と
ん
ど
の
会
員
が
埼
玉
県
人 

で
す
か
ら
県
内
で
登
っ
た
こ
と
の
な
い
山
は
な 

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
い
ざ
、
リ
ス
ト 

ア
ッ
プ
し
て
見
る
と
ま
だ
登
っ
た
こ
と
に
な
い 

山
や
、
か
な
り
前
に
登
っ
た
が
最
近
は
登
っ
て 

な
い
山
が
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
リ 

ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
埼
玉
百
山
を
３
年
間
で
新
た

に
登
っ
て
編
集
し
よ
う
と
い
う
と
い
う
こ
と
に

し
た
の
で
す
。
そ
し
て
い
ざ
登
っ
て
み
る
と
、

以
前
歩
い
た
登
山
道
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
山
や
、
最
近
登
ら
な
く
な
っ
た
た
め
に
途
中

で
消
え
て
ヤ
ブ
漕
ぎ
に
な
っ
て
い
る
登
山
道
も

あ
り
ま
し
た
。 

浦
和
支
部
の
ほ
と
ん
ど
の
会
員
に
参
加
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
登
り
な
が
ら
現
地
の

方
々
と
の
触
れ
合
い
を
持
ち
、
そ
の
地
域
の
話

を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
温
か
い
も
も
て
な

し
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た

山
は
す
べ
て
を
登
り
ま
し
た
。 

あ
え
て
１
０
０
名
山
と
し
な
か
っ
た
の
は
ガ

イ
ド
コ
ー
ス
と
し
て
の
編
集
で
は
な
く
紀
行
文

と
し
て
編
集
し
た
こ
と
、
ま
た
、
自
然
に
対
し

て
ラ
ン
ク
付
け
は
し
な
い
方
が
よ
い
と
考
え
た

か
ら
で
す
。 

今
年
は
浦
和
支
部
の
創
立
二
十
周
年
に
な
り

ま
す
。
わ
た
し
達
が
登
っ
た
埼
玉
百
山
を
皆
様

方
に
ご
紹
介
す
る
に
は
よ
い
機
会
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
お
読
み
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

お
か
げ
さ
ま
で
今
日
ま
で
大
き
な
事
故
も
な

く
登
山
活
動
が
で
き
た
こ
と
対
し
自
然
（
山
）

に
感
謝
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 
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埼玉百山（新ハイキングクラブ浦和支部選定） 

山  名（△三角点・標高・読み）       紀行文筆者    1/25,000 地形図 

1.☆多峯主山(△270.8ｍ とうのすやま)         池田        「飯能」      

2.☆鐘撞堂山(△330.2ｍ かねつきどうやま)       松田        「寄居」      

3.☆雨乞山(△340.3ｍ あまごいやま)              本島        「越生」     

4.☆金鑚・御嶽山(△343.4ｍ かなさな・みたけやま)    塩﨑           「藤岡」     

5.☆官ノ倉山(344ｍ かんのくらやま)          川俣        「安戸」      

6.☆物見山(△375.4ｍ ものみやま)               神山        「飯能」      

7.☆大高取山(△376.4ｍ おおたかとりやま)       力丸        「越生」     

8.☆雷電山(△418.2ｍ らいでんやま)          松本        「武蔵小川」  

9.☆弓立山(△426.9ｍ ゆみたてやま)          互         「越生」      

10.★ノボット(△435.8ｍ)               本島(健)      「原市場」    

11.☆天覚山(△445.5ｍ てんかくさん)         池田        「飯能」     

12.☆大築山(466ｍ おおづくやま)            本島(健)      「正丸峠」    

13.☆大高山(493ｍ おおたかやま)            池田        「原市場」 

14.☆宝登山(△497.1ｍ ほどさん)            佐藤(新)      「鬼石」      

15.☆大仁田山(△505.7ｍ おおにたやま)         刈谷        「原市場」    

16.☆金岳(511ｍ かねたけ)               高田        「皆野」      

17.☆陣見山(△531ｍ じんみやま)            益田        「寄居」      

18.☆不動山(△549.2ｍ ふどうやま)           益田        「鬼石」      

19.☆楢抜山(△553.5ｍ ならぬきやま)          本島(健)      「原市場」    

20.★釜ノ沢五峰(565ｍ かまのさわごほう)       益田        「秩父、三峰」  

21.☆越上山(△566.5ｍ おがみやま)           本島(由)      「越生」     

22.☆釜伏山(582ｍ かまふせやま)            佐藤(新)      「寄居」      

23.☆簑山(△586.9ｍ みのやま)             益田        「皆野」      

24.☆横隈山(△593.6ｍ よこがいさん)          豊田        「鬼石」      

25.★戸蓋山(615ｍ とぶたやま)             高田        「長又」      

26.☆皆野・破風山(△626.5m  はっぷさん)         山崎        「皆野」      

27.☆日向山(633ｍ ひなたやま)                      荻原        「正丸峠」    

28.★子ノ山(660ｍ ねのやま)              小澤(紀)      「原市場」    

29.☆登谷山(668ｍ とやさん)             浅田        「安戸」     

30.★粟野山(△675.3ｍ あわのやま)           高田        「皆野」      

31.☆皇鈴山(679ｍ みすずやま)             浅田        「安戸」      

32.☆観音山(△698ｍ かんのんやま)            浅田        「長又」      

33.☆神山(△732ｍ かみやま)              塩﨑        「鬼石」      

34.★関八州見晴台(760ｍ かんはっしゅうみはらしだい)        床次・浅田     「正丸峠」    

35.☆大霧山(△766.6ｍ おおぎりやま)          力丸        「安戸」      

36.☆四阿屋山(△771.6ｍ あずまやさん)         大和田       「三峰」      

37.☆正丸山(780ｍ しょうまるやま)           吉野        「正丸峠」    

38.★真弓沢山(790ｍ まゆみざわやま))          高田        「長又、万場」 

39.★両詰山(△790.7ｍ りょうづまりやま)        清水(博)      「長又」      

40.☆古御岳(820ｍ こみたけ)                       小澤(紀)           「正丸峠」    

41.☆笠山(837ｍ かさやま)               益田        「安戸」      

42.☆伊豆ヶ岳(△850.9ｍ いずがたけ)          小澤(紀)      「正丸峠」    

43.☆大反山(△853.7ｍ おおそりやま)          大和田       「秩父」      

44.☆堂平山(△875.8ｍ どうだいらさん)            榎本・互      「安戸」      

45.横瀬・☆二子山(△882.7ｍ ふたごやま)        益田        「正丸峠」    

46.☆塚山(△953.9ｍ つかやま)             倉重        「万場」      
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山  名（△三角点・標高・読み）       紀行文筆者    1/25,000 地形図 

47.☆丸山(△960.3ｍ まるやま)             荻原        「正丸峠」 

48.☆棒ノ嶺(969ｍ ぼうのみね)※棒ノ折山        倉重        「原市場」 

49.☆毘沙門山(△996.8ｍ びしゃもんさん)※白石山   清水(博)      「長又」 

50.☆城峯山(△1037.7ｍ じょうみねさん)        髙橋・互      「鬼石」 

51.☆蕨山(1044ｍ わらびやま)             杉原        「原市場」 

52.☆父不見山(1047ｍ ててみずやま)          大和田       「万場」 

53.☆武川岳(1052ｍ たけかわだけ)           益田        「正丸峠」 

54.☆秩父御岳山(△1080.4ｍ ちちぶおんたけさん)    益田         「三峰」 

55.★三合落(△1115.1ｍさんごうつ)           大和田       「三峰」 

56.☆天理岳(1150ｍ てんりだけ)                 田中          「両神山」 

57.小鹿野・☆二子山(△1165.8ｍ ふたごやま)       山崎        「両神山」 

58.☆諏訪山(△1207.1ｍ すわやま)           互         「両神山」 

59.★瞽女ヶ岳(1208ｍ ごぜがたけ)           高田        「長又、三峰」 

60.☆有間山(△1213.5ｍ ありまやま)                 杉原              「武蔵日原」 

61.☆小持山(1273ｍ こもちやま)            清水(順)      「秩父」 

62.☆大持山(△1294.1ｍ おおもちやま)         清水(順)      「秩父」 

63.☆武甲山(1304ｍ ぶこうさん) ※△1295.4        清水(順)      「秩父」 

64.☆妙法ヶ岳(1329ｍ みょうほうがたけ)        柳舘        「雲取山」 

65.★倉明山(△1333.4ｍ くらけやま)               柳舘        「三峰」 

66.☆秩父槍ヶ岳(1341ｍ ちちぶやりがたけ)       田中         「中津峡」 

67.☆矢岳(△1357.9ｍ やだけ)             大和田       「武蔵日原」 

68.☆熊倉山(△1426.5ｍ くまくらやま)         大和田       「三峰」 

69.☆芋掘ドッケン(△1464.0ｍ いもほりどっけん)       柳舘             「中津峡」 

70.☆蕎麦粒山(△1472.9ｍ そばつぶやま)        大和田       「武蔵日原」 

71.☆南天山(1483ｍ なんてんさん)           萩原        「両神山」 

72.★宗四郎山(1510ｍ そうしろうやま)               萩原        「両神山」 

73.☆霧藻ヶ峰(△1523.1ｍ きりもがみね)        浅田        「雲取山」 

74.☆赤岩岳(1570ｍ あかいわだけ)          佐藤(新)      「両神山」 

75.☆天目山(△1576ｍ てんもくざん※三ツドッケ)       大和田、力丸    「武蔵日原」  

76.☆大平山(△1603ｍ おおひらやま)                 大和田         「武蔵日原」 

77.☆帳付山(1619ｍ ちょうづけやま)          萩原        「両神山」 

78.★狩倉槍ヶ岳(1640ｍ かりくらやりがたけ)      大瀧        「両神山」 

79.☆七跳山(1651ｍ ななはねやま)           大和田       「武蔵日原」 

80.☆酉谷山(△1718.3ｍ とりだにやま)         大和田       「武蔵日原」 

81.☆両神山(△1723.0ｍ りょうかみさん)        大和田       「両神山」 

82.☆長沢山(1738ｍ ながさわやま)                    箕輪              「雲取山」 

83.☆白泰山(△1793.9ｍ はくたいさん)           大瀧        「中津峡」  

84.☆赤沢山(△1818.9ｍ あかざわやま)         大瀧        「中津峡」 

85.☆三国山(1834ｍ みくにやま)                  大瀧               「居倉」 
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【
水
野
律
子 

ス
ケ
ッ
チ
】 

 

山  名（△三角点・標高・読み）      紀行文筆者    1/25,000 地形図 

86.☆白岩山(△1921.2ｍ しらいわやま)          浅田        「雲取山」 

87.☆笠取山(1953ｍ かさとりやま)            松田        「雁坂峠」 

88.★仙波山(△2003.1ｍ せんばやま)          森田        「雲取山」  

89.☆雲取山(△2017.1ｍ くもとりやま)               浅田         「雲取山」 

90.☆和名倉山(△2036ｍ わなくらやま)※白石山     森田        「雲取山」  

91.☆十文字山(△2071.9ｍ じゅうもんじやま)      大瀧        「居倉」 

92.☆飛龍山(2077ｍ ひりゅうさん) ※△2069.1m      浅田        「雲取山」 

93.☆唐松尾山(△2109.2ｍ からまつおやま)       松田         「雁坂峠」 

94.☆古礼山(△2112.1ｍ これいさん)           床次        「雁坂峠」 

95.☆水晶山(2158ｍ すいしょうやま)            床次           「雁坂峠」  

96.☆雁坂嶺(△2289.2ｍ かりさかれい)         加藤・内田     「雁坂峠」 

97.☆破風山(△2317.7ｍ はふさん)           加藤・内田     「雁坂峠」 

98.☆木賊山(△2468.6m  とくさやま)          加藤・内田     「金峰山」  

99.☆甲武信ヶ岳(2475ｍ こぶしがたけ)        益田・大和田    「金峰山」 

100.☆三宝山(△2483.3ｍ さんぽうざん)        益田・大和田    「金峰山」 

 

備  考 

☆印は日本山名事典(三省堂)による表記、 ★・・その他 

・ No01  多峯主山(とうのすやま)は現地の山名板も国土地理院の地形図にもこの表記。 

ただし古い日本山名辞典では多峰主山と表記 

・ No48 棒ノ嶺(ぼうのみね※棒ノ折山) 現地の山名板は棒ノ嶺。国土地理院の地形図 

では棒ノ嶺(棒ノ折山)。 

・ No63 武甲山と No92 飛龍山は三角点はあるが、山頂より少し低い所に位置する 

・ No88 東仙波と西仙波の総称 
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―組み合わせて歩いた山の紹介― 

＊11天覚山(445.5m)～13 大高山(493m) 

＊12 大築山(466m)～3雨乞山(340.3m) 

＊16 金岳(511m)～30 粟野山(675.3m) 

＊17 陣見山(531m)～18 不動山(549.2m) 

＊19 楢抜山(553.5m)～10 ノボット(435.8m) 

＊31 皇鈴山(679m)～29 登谷山(668m) 

＊36 四阿屋山(771.6m)～55 三合落(1115.1m) 

＊42 伊豆ヶ岳(850.9ｍ)～40 古御岳(820m) 

＊53 武川岳(1052m)～45 二子山(882.7m) 

＊47 丸山(960.3m)～27 日向山(633m) 

＊60 有間山(1213.5m)～51 蕨山(1044m) 

＊61 小持山(1273m)～62 大持山(1294.1m)～63 武甲山(1295.4m) 

＊65 倉明山(1333.4m)～69 芋掘ドッケン(1464m) 

＊68 熊倉山(1426.5m)～80 酉谷山(1718.3m)～67 矢岳(1357.9m)～43 大反山(853.7m) 

＊72 宗四郎山(1510m)・77 帳付山(1619m) 

＊76 大平山(1603m)～79 七跳山(1651m)～70 蕎麦粒山(1472.9m) 

＊85 三国山(1834m)～91 十文字山(2071.9m)～ 

                   ～84 赤沢山(1818.9m)～83 白泰山(1793.9m) 

＊その 1 73 霧藻ヶ峰(1523.1m)～86 白岩山(1921.2m)～ 

～89 雲取山(2017.1m)～92 飛龍山(2069,1m) 

～その 2 88 仙波山(2003.1m)～90 和名倉山(2036m) 

＊93 唐松尾山(2109.2m)～87 笠取山(1953m) 

＊94 古礼山(2112.1m)～95 水晶山(2158m) 

＊98 木賊山(2468.6m)～97 破風山(2317.7m)～96 雁坂嶺(2289.2m) 

＊100 三宝山(2483.3m)～99 甲武信ヶ岳(2475m) 
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飯
能
市
に
鎮
座
す
る
「
多
峰
主
山
」、
標
高
が

僅
か
な
た
め
、
飯
能
市
民
は
も
と
よ
り
、
近
郊

の
人
々
に
と
っ
て
は
格
好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
対
象

だ
。
山
歩
き
に
お
い
て
は
強
者
ぞ
ろ
い
の
我
が

浦
和
支
部
の
山
行
で
は
、
多
峰
主
山
一
座
だ
け

で
は
勿
論
物
足
り
ず
、
隣
に
峰
を
並
べ
る
天
覧

山
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
た
縦
走
と
な
る
。
天
覧

山
か
ら
武
甲
山
ま
で
を
歩
く
シ
リ
ー
ズ
山
行
が

企
画
さ
れ
、
そ
の
パ
ー
ト
１
と
し
て
天
覧
山
・

多
峰
主
山
を
含
め
た
山
歩
き
が
実
施
さ
れ
た
。 

西
武
鉄
道
飯
能
駅
を
ス
タ
ー
ト
し
、
飯
能
市
街

を
抜
け
、
山
裾
に
デ
ン
と
構
え
た
禅
寺
「
能
仁

寺
」
に
到
達
。
こ
こ
で
休
憩
を
兼
ね
て
山
歩
き

の
身
支
度
を
す
る
。
禅
寺
ら
し
い
立
派
な
寺
構

え
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
隅
々
ま
で
手
入
れ
さ

れ
た
広
大
な
庭
園
に
、
静
寂
の
中
で
の
座
禅
の

様
が
忍
ば
れ
る
。
清
々
し
さ
を
胸
に
抱
き
な
が

ら
背
後
の
山
を
見
上
げ
る
。
境
内
を
右
手
に
抜

け
て
、
天
覧
山
登
山
口
に
出
る
。
県
民
憩
い
の

場
を
思
わ
せ
る
整
備
さ
れ
た
山
道
を
ハ
イ
カ
ー

と
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
登
る
。
そ
ん
な
の
ど

か
な
山
歩
き
を
楽
し
ん
で
い
る
と
、
忽
然
と 

 
 

懸
崖
が
現
れ
る
。
そ
の
岩
棚
の
あ
ち
こ
ち
に
、

様
々
な
表
情
を
し
た
十
六
羅
漢
像
が
座
し
て
い 

【
天 
覧 
山 

 

山 

頂
】 

る
。
暫
し
歩
み
を
留
め
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
見

入
り
心
を
寄
せ
る
。
こ
こ
に
は
不
釣
り
合
い
な

ほ
ど
の
急
な
岩
を
登
り
切
っ
て
、
展
覧
山
の
頂

に
立
つ
。
富
士
山
や
奥
多
摩
の
山
々
、
そ
し
て

飯
能
市
街
を
一
望
に
す
る
。
早
く
も
一
座
達
成

だ
。
し
ば
し
の
山
座
同
定
の
後
、
冬
枯
れ
の
木

立
の
中
を
、
厚
く
積
も
っ
た
落
ち
葉
を
蹴
散
ら

し
な
が
ら
下
る
。
湿
地
に
張
っ
た
氷
を
無
心
に

割
る
幼
な
子
の
姿
が
微
笑
ま
し
い
。
埼
玉
県
の

固
有
種
で
あ
り
、
県
指
定
天
然
記
念
物
の
飯
能

笹
を
解
説
す
る
標
識
に
注
目
が
集
ま
る
。
還
暦

を
思
わ
せ
る
真
っ
赤
な
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
を
纏

っ
た
コ
リ
ー
と
散
歩
す
る
翁
な
ど
、
親
し
み
を

覚
え
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
を
あ
じ
わ
っ
て

い
る
う
ち
に
、
多
峰
主
山
（
２
７
１
ｍ
）
の
頂

に
到
達
。
山
名
が
読
み
ず
ら
い
と
の
印
象
が
強

い
こ
と
、
こ
の
辺
り
の
最
高
峰
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
か
、
冬
場
の
人
気
の
高
い
山
だ
。
最
高
峰

登
頂
で
、
こ
の
日
の
山
歩
き
の
大
半
を
消
化
し

た
よ
う
な
気
分
に
な
る
。
頂
上
か
ら
の
眺
め
、

そ
れ
は
山
の
中
と
い
う
よ
り
も
、
住
宅
街
だ
。

ち
ょ
っ
と
下
る
と
、
延
々
と
広
が
る
戸
建
分
譲

団
地
の
中
へ
。
山
歩
き
の
最
中
に
は
、
不
似
合

い
な
住
宅
街
歩
き
が
し
ば
ら
く
続
く
。
こ
れ
を

通
り
抜
け
、
先
の
山
塊
に
取
り
つ
い
て
、
公
園

の
広
場
で
漸
く
昼
食
に
。
冬
の
季
節
に
と
っ
て

は
有
り
難
い
日
当
た
り
の
芝
生
広
場
で
の
ん
び

り
と
一
時
を
過
ご
す
。残
す
は
か
ま
ど
山
一
座
。

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
が
甘
く
は
な
か
っ
た
。
小

さ
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
繰
返
し
が
延
々
と
何
処

ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
。
低
山
の
物
足
り
な
さ
を

こ
こ
で
一
気
に
取
り
戻
す
か
の
よ
う
に
歩
く
歩

く
。
そ
し
て
急
登
の
末
に
漸
く
カ
マ
ド
山
に
到

達
。
そ
の
頂
か
ら
は
、
真
下
と
も
思
わ
れ
る
眼

下
に
電
車
の
線
路
が
見
え
て
ほ
っ
と
す
る
。
及

び
腰
に
な
り
、
滑
り
な
が
ら
も
急
降
下
の
果
て

に
山
里
に
。
た
わ
わ
に
実
を
付
け
た
柚
子
の
木

Ｎo001 

（天
覧
山
～
多
峰
主
山
～
カ
マ
ド
山
） 

多 

峯 

主 

山 

（と
う
の
す
や
ま
） 

 

標高 

△270.8m 

N355205 

 E1391753 

 

2012,01,15 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「飯能」 
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や
、
蠟
梅
の
花
が
咲
く
里
を
通
り
抜
け
て
、
本

日
の
山
行
を
完
歩
。
正
月
に
蓄
え
た
脂
肪
が
、

少
し
は
燃
焼
し
た
こ
と
を
期
待
し
て
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

（
池
田
信
一 

記
） 

 

【
多 

峰 

主 

山 
 

山 

頂
】 

 
 

    

            

                     

        

参 加 者 

◎清水順子、松田昭子、藤田喜久子、和田厚子、 

荻原章子、川俣秀子、鹿野紀彦、野澤六治、野澤珙子、

神尾ますみ、山本富枝、安才冨美子、吉野喜八郎、 

石塚嘉子、今福孝代、榎本千代子、浜田茂子、互 茂子、

島 博子、浅田良一、益田光男、高橋八重子、豊田孝道、

高木幸代、池田信一       計 25 名 

コースタイム 

西武･飯能駅－35 分 ―能仁寺―55 分―天覧山―40 分― 

―多峰主山―55 分―永田台展望広場―80 分― 

―かまど山―45 分―武蔵横手駅 
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連
日
３
０
度
を
越
す
日
が
続
く
な
か
、
今
日

も
予
報
は
猛
暑
日
。
家
で
は
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ

に
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
で
過
ご
し
て
い
る
の
だ
が

（
我
が
家
は
田
舎
に
あ
る
の
で
、
昼
間
は
自
然

の
風
を
入
れ
、
ク
ー
ラ
ー
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
な

い
の
で
）
ま
さ
か
そ
れ
は
通
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 
 
 

長
い
パ
ン
ツ
に
、
厚
ぼ
っ
た
い
靴
下
、
登
山

靴
。
背
中
に
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
出
発
。
近
場

な
の
で
、出
発
時
間
も
い
つ
も
に
比
べ
て
遅
い
。

今
ひ
と
つ
気
合
が
入
ら
な
い
感
じ
で
い
た
が
、

上
尾
か
ら
高
崎
線
に
乗
っ
て
皆
さ
ん
の
顔
を
見

た
ら
、
い
っ
ぺ
ん
に
元
気
が
出
た
。
秩
父
鉄
道

の
桜
沢
と
い
う
小
さ
な
駅
で
下
車
。
「
ト
イ
レ

は
階
段
登
っ
て
左
で
す
よ
。
」
と
、
す
か
さ
ず

リ
ー
ダ
ー
の
声
。「
さ
す
が
！
」
と
感
動
し
た
。 

八
幡
山
に
向
か
う
。
途
中
の
八
幡
神
社
は
、

立
派
な
神
楽
殿
が
あ
る
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
の

社
だ
っ
た
。
山
行
の
安
全
を
祈
願
し
て
、
わ
き

の
山
道
か
ら
急
に
登
り
始
め
る
。
八
幡
山
の
小

さ
な
ピ
ー
ク
に
着
く
と
、
潅
木
の
間
か
ら
寄
居

の
方
が
わ
ず
か
に
見
え
た
。
出
発
し
て
３
０
分

も
し
な
い
の
に
、「
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
休
ん
で
」

と
の
お
言
葉
。
「
早
く
着
い
て
も
開
い
て
な
い

し
」？
？
？ 

以
下
、し
ば
し
ば
小
休
止
あ
り
。

道
は
い
く
つ
か
の
小
ピ
ー
ク
を
上
り
下
り
し
て
、

階
段
状
の
登
り
を
詰
め
る
と
、
つ
い
に
鐘
撞
堂

山
頂
へ
。
大
き
な
東
屋
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し

た
広
場
に
な
っ
て
い
る
。
幸
い
他
に
人
が
い
な

い
の
で
、
東
屋
の
下
に
屋
根
が
あ
る
の
で
、
い

く
ら
か
は
涼
し
い
だ
ろ
う
。 

「
暑
か
っ
た
！
」 

荷
物
を
下
ろ
す
と
、
み
ん
な
背
中
が
び
っ
し
ょ

り
。
風
が
あ
ま
り
な
い
。
南
側
は
寄
居
の
町
が

広
が
り
、
陣
見
山
な
ど
外
秩
父
の
山
々
。
荒
川

沿
い
の
鉢
形
城
を
守
る
た
め
の
見
張
り
の
山
だ

っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
こ
こ
に
敵
の
襲
来
を
知
ら

せ
る
鐘
撞
堂
が
あ
っ
た
。
見
張
り
役
が
い
つ
も

数
人
詰
め
て
い
た
。
大
河
ド
ラ
マ
に
で
て
く
る

よ
う
な
華
や
か
な
場
面
で
は
な
い
が
、
戦
の
世

の
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
昼
食
を
食
べ
始

め
る
と
ま
も
な
く
４
０
名
も
の
団
体
が
上
が
っ

て
来
て
、
た
ち
ま
ち
あ
た
り
一
面
占
領
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
佐
野
市
の
歩
こ
う
会
。
「
平
均
年

齢
は
あ
ち
ら
の
方
が
ち
ょ
っ
と
高
い
ね
」
と
の

感
想
が
。
と
に
か
く
暑
い
の
で
、
食
欲
が
今
ひ

と
つ
。
食
べ
終
わ
っ
て
立
ち
上
が
る
と
、
座
っ

て
い
た
ベ
ン
チ
に
大
き
な
シ
ミ
が
。
「
人
に
よ

っ
て
汗
を
か
く
所
が
違
う
ん
で
す
よ
」
と
、
隣

の
男
性
に
言
わ
れ
、
恥
ず
か
し
か
っ
た
。
「
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
が
見
え
る
。
」
と
、
は
し
ゃ
い
で

い
る
人
た
ち
も
い
る
。
下
る
道
は
沢
に
沿
っ
て

続
き
、
簡
易
歩
道
と
な
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
ミ

ズ
ヒ
キ
、
ハ
ン
シ
ョ
ウ
ヅ
ル
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、

ノ
ギ
ク
な
ど
、花
を
見
つ
け
、歓
声
を
上
げ
る
。

円
良
田
湖(

つ
ぶ
ら
だ
こ)

の
東
の
端
に
出
る
。

ヘ
ラ
鮒
釣
り
の
人
た
ち
が
色
と
り
ど
り
の
パ
ラ

ソ
ル
を
連
ね
て
い
る
。
草
深
い
道
を
登
っ
て
、

羅
漢
山
に
。
明
る
い
山
頂
に
は
釈
迦
像
や
菩
薩

Ｎo002 
 

鐘 

撞 

堂 

山 
 

（か
ね
つ
き
ど
う
や
ま
） 

 

標高 

△330.2m 

N360804 

E1391050 

 

2011,09,18 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「寄居」 
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像
が
。
草
原
と
桜
の
木
が
茂
っ
て
展
望
は
な
い

が
、
の
ど
か
な
所
だ
。
こ
こ
か
ら
少
林
寺
ま
で

の
ジ
グ
ザ
ク
の
下
り
の
道
に
沿
っ
て
五
百
羅
漢

像
が
列
に
並
ん
で
い
る
。
穏
や
か
な
表
情
の
も

の
が
多
い
が
、
一
つ
一
つ
皆
違
っ
て
個
性
的
。

大
笑
い
し
て
い
る
も
の
、
突
っ
伏
し
て
泣
い
て

い
る
も
の
や
、
プ
イ
と
空
を
に
ら
ん
で
い
る
も

の
、
実
に
面
白
い
。
ど
ん
な
人
が
作
っ
た
の
だ

ろ
う
。麓
の
少
林
寺
か
ら
波
久
礼
駅
ま
で
歩
く
。

こ
こ
が
そ
の
日
一
番
の
き
つ
い
コ
ー
ス
で
あ
っ

た
。
夏
の
日
の
午
後
２
時
、
全
く
日
陰
の
な
い

車
道
を
行
く
３
０
分
。
と
に
か
く
「
暑
い
」
の

一
言
に
尽
き
る
一
日
だ
っ
た
。
一
人
で
は
と
て

も
行
か
れ
な
い
コ
ー
ス
だ
が
、
皆
で
と
な
る
と

行
っ
て
し
ま
う
。た
い
し
た
も
の
だ
と
思
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
松
田
昭
子 

記
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

                             

参 加 者 

◎野澤六治 野澤珙子 

刈谷恵三 水野律子、大滝 悟

鹿野紀彦、本島 健、広瀬栄子 

本島由利子、今福孝代 

互 茂子、山崎 忠、石田 徹 

広川ふじ子、松田昭子、計 15名 

 

コースタイム 

熊谷＝桜沢−45分－八幡山-80分 

−鐘撞堂山-45分-円良田湖−30分

－羅漢山－25 分－少林寺-45 分 

−波久礼駅=熊谷 
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御
嶽
山
（
御
室
ヶ
嶽
）
は
埼
玉
県
児
玉
郡
神

川
町
に
あ
る
武
蔵
二
ノ
宮
・
金
鑚
神
社
の
ご
神

体
で
あ
る
。
由
緒
あ
る
金
鑚
神
社
は
日
本
武
尊

が
東
征
の
際
に
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
拝

殿
の
奥
に
あ
る
御
室
ヶ
嶽
一
帯
を
ご
神
体
と
し

て
祀
っ
て
い
る
た
め
、
本
殿
が
な
く
、
拝
殿
の

み
の
構
造
で
、
こ
う
し
た
古
い
祭
祀
形
態
を
と

ど
め
て
い
る
神
社
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
長
野

県
の
諏
訪
大
社
と
奈
良
県
の
大
神
神
社
と
の
３

社
だ
け
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
金
鑚
神

社
一
帯
に
広
が
る
寺
社
林
は
典
型
的
な
シ
ラ
カ

シ
林
と
な
っ
て
い
る
。 

国
道
４
６
２
か
ら
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
金
鑚
神

社
参
道
へ
入
り
、
も
う
一
つ
の
鳥
居
を
少
し
過

ぎ
た
左
側
に
駐
車
場
が
あ
り
こ
こ
か
ら
歩
き
始

め
た
。
駐
車
場
か
ら
金
鑚
神
社
の
拝
殿
へ
向
か

う
途
中
に
ト
イ
レ
あ
り
、
そ
の
反
対
側
、
高
台

の
上
に
国
重
文
の
多
宝
塔
が
あ
る
。 

境
内
に
あ
る
多
宝
塔
は
国
指
定
重
要
文
化
財
で
、

天
文
３
年
（
１
５
３
４
年
）
に
、
武
蔵
七
党
で

名
高
い
安
保
弾
正
全
隆
が
子
孫
の
多
幸
を
祈
る

た
め
建
立
し
た
。
拝
殿
に
向
か
っ
て
左
へ
進
む

と
、
鏡
岩
方
面
か
ら
登
る
コ
ー
ス
と
蓮
池
方
面

か
ら
登
る
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。
我
々
は
鏡
岩

方
面
コ
ー
ス
を
と
る
。
程
な
く
国
指
定
特
別
天

然
記
念
物
鏡
岩
に
到
着
、
鏡
岩
は
断
層
が
生
じ

る
際
に
摩
擦
に
よ
っ
て
磨
か
れ
、
岩
肌
が
鏡
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
し
ば
し
の
休
憩

と
各
自
腕
を
振
る
っ
て
の
記
念
撮
影
。 

鏡
岩
か
ら
さ
ら
に
登
っ
て
い
く
と
展
望
台
と

山
頂
の
間
の
鞍
部
に
出
る
。
山
頂
は
樹
木
に
覆

わ
れ
あ
ま
り
展
望
は
き
か
な
い
が
そ
こ
か
ら
少

し
離
れ
た
所
に
展
望
台
が
あ
る
。
頂
上
を
踏
ん

だ
後
、
展
望
台
へ
と
向
か
い
そ
こ
で
３
６
０
度

の
展
望
を
満
喫
し
、
大
休
止
と
い
つ
も
の
記
念

撮
影
を
終
え
た
。
帰
路
は
鞍
部
ま
で
戻
り
、
そ

Ｎo004 

 

金 

鑚
・御 

嶽 

山 
 

（か
な
さ
な
・み
た
け
や
ま
） 

 

標高 

△343.4m 

N361043 

E1390408 

 

2013,01,20 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「藤岡」 
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こ
か
ら
蓮
池
方
面
の
方
へ
の
コ
ー
ス
を
と
り
元

の
金
鑚
神
社
に
到
着
し
た
。
コ
ー
ス
中
、
多
少

の
凍
結
し
た
と
こ
ろ
と
積
雪
が
あ
っ
た
が
歩
き

や
す
い
２
時
間
ほ
ど
の
山
旅
で
し
た
。 

（
塩
崎
孝
壽 

記
） 

   

 

参 

考 

資 

料 

金
鑚
神
社 

金
鑚
神
社
は
拝
殿
の
み
で
、
背
後
に
あ
る
御

室
ヶ
嶽
を
御
神
体
と
し
て
祀
る
（
旧
官
幣
社
で

本
殿
が
無
い
の
は
、
こ
こ
と
奈
良
県
の
大
神
神

社
、
長
野
県
の
諏
訪
大
社
だ
け
）。
武
蔵
国
二
ノ

宮
（
武
蔵
国
一
の
宮
は
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
の

氷
川
神
社
）。「
延
喜
式
」
神
名
帳
に
も
「
金
佐

奈
神
社
」
と
記
さ
れ
た
古
社
で
、
日
本
武
尊
が

東
国
遠
征
の
折
に
、
伊
勢
神
宮
で
倭
姫
命
よ
り

与
え
ら
れ
た
草
薙
剣
と
と
も
に
携
え
て
き
た
火

打
金
を
御
霊
代
と
し
て
御
室
ヶ
嶽
山
中
に
奉
納
、

天
照
皇
太
神
・
素
戔
嗚
尊
を
祀
っ
た
の
が
創
始

と
伝
え
ら
れ
る
。 

   

                

参 加 者 

◎広川ふじ子、大瀧正巳、

青木道子、石黒由美子、 

榎原忠雄、荻原章子、 

小澤紀行、斉藤悦子、 

佐藤 新、塩﨑孝壽、 

鹿野紀彦、首藤恒子、 

鈴木市子、松田昭子、 

森田憲子、和田淳子 

神尾ますみ 計 17 名 

コースタイム 

金鑚神社－45 分－御嶽山

—65 分−金鑚神社。 
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駅
を
出
る
と
、
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る
柿
が

あ
ち
こ
ち
に
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
光
景
。 

国
道
２
５
４
号
を
横
切
る
と
石
彫
の
六
地
蔵
が

あ
る
安
照
寺
を
横
目
に
、
の
ど
か
な
里
山
歩
き

で
あ
る
。
日
、
月
、
星
の
天
体
を
祀
る
三
光
神

社
前
に
は
、「
外
秩
父
七
峰
縦
走
」
の
道
標
が
あ

り
、
左
に
歩
い
て
行
く
と
登
山
口
の
天
王
池
に

着
く
。
不
気
味
な
池
に
鯉
が
泳
い
で
い
て
、
手

を
た
た
く
と
餌
で
も
欲
し
い
の
か
寄
っ
て
く
る
。 

ジ
グ
ザ
グ
の
山
道
を
登
る
と
官
ノ
倉
峠
に
。
紅

葉
の
中
に
一
段
と
美
し
い
黄
金
色
の
木
に
目
が

奪
わ
れ
、
心
が
癒
さ
れ
る
。 

傾
斜
が
き
つ
い
露
岩
の
山
道
を
登
り
切
る
と
官

ノ
倉
山
頂
で
あ
る
。
見
晴
し
も
良
く
笠
山
、
堂

平
山
、
大
霧
山
が
目
の
前
に
。
は
る
か
遠
く
に

は
日
光
連
山
、
赤
城
、
榛
名
と
期
待
し
た
が
残

念
な
が
ら
展
望
は
良
く
な
い
。
前
方
に
見
え
る

石
尊
山
に
登
り
小
川
町
に
下
る
人
や
、
山
頂
か

ら
急
坂
を
下
る
と
安
土
集
落
方
面
に
。
先
ほ
ど

登
っ
て
来
た
峠
に
戻
り
直
進
す
る
と
杉
と
檜
に

覆
わ
れ
た
山
道
は
踏
ま
れ
て
い
て
歩
き
や
す
く
、

見
晴
ら
し
が
な
い
せ
い
か
枝
打
ち
し
て
あ
る

木
々
が
気
持
よ
く
感
じ
ら
れ
る
。
い
く
つ
も
の

ピ
ー
ク
を
越
え
竹
林
を
抜
け
る
と
、
や
が
て
三

等
三
角
点
の
あ
る
臼
入
山
に
着
く
。 

別
名
「
細
窪
山
」
と
も
呼
ぶ
。
目
立
た
な
い
ひ

っ
そ
り
と
し
た
山
で
は
あ
る
が
、
開
け
て
い
る 

【
重
要
文
化
財 

 

吉
田
家
住
宅
】 

場
所
か
ら
は
、
秩
父
高
原
牧
場
，
皇
鈴
山
が
良

く
見
え
る
。 

下
山
は
、
来
た
道
を
し
ば
ら
く
戻
り
、
白
い

リ
ボ
ン
だ
け
を
頼
り
に
左
に
急
降
下
開
始
。 

踏
み
跡
も
な
く
、
倒
木
あ
り
、
岩
あ
り
、
頭
上

の
木
々
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
枯
れ
た
沢
沿
い

を
離
れ
ず
一
途
に
木
呂
子
林
道
へ
下
る
。
長
い

林
道
を
道
な
り
に
歩
い
て
い
る
と
人
家
が
。 

Ｎo005 

 

官 

ノ 

倉 

山 

（か
ん
の
く
ら
や
ま
） 

 

標高 

344m 

N360336    

E1391324 

 

2011,11,10 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「安戸」 



12 

 

左
折
し
て
少
し
行
く
と
左
手
高
台
に
国
の
重
要

文
化
財
の
吉
田
家
が
見
え
る
。
享
保
６
年
に
建

築
さ
れ
た
入
母
屋
造
り
で
茅
葺
屋
根
を
持
つ
江

戸
時
代
の
典
型
的
な
民
家
で
土
間
に
は
竈
や
厩

も
あ
り
子
孫
の
方
が
管
理
し
て
い
る
と
か
。 

囲
炉
裏
を
囲
ん
で
お
茶
の
接
待
を
う
け
る
。
リ

ー
ダ
ー
の
細
心
の
気
配
り
と
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま

れ
て
奥
深
い
山
行
を
楽
し
ん
だ
秋
の
一
日
で
し

た
。 

 
 
 
 
 
 

 （
川
俣
秀
子 

記
） 

     

                        

                             

参 加 者 

◎佐藤 新、力丸忠夫、益田光男、 

浅田良一、井上武久、川俣秀子   

計 6 名 

 

コースタイム 

東武竹沢―35 分―天王池―30 分― 

―官ノ倉峠―10 分―官ノ倉山―30分― 

―臼入山―30 分―木呂子林道―40 分―

―吉田家住宅―60分―東武竹沢 
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日
高
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
日
和
田
山
は
、

西
武
池
袋
線
の
高
麗（
こ
ま
）駅
を
下
車
す
る
。

日
和
田
山
か
ら
物
見
山
へ
の
登
山
は
、
低
山
な

が
ら
、
素
晴
ら
し
い
展
望
、
の
ど
か
な
里
山
村

落
、
急
峻
な
岩
場
な
ど
が
あ
り
、
意
外
と
変
化

に
富
む
入
門
登
山
用
の
コ
ー
ス
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
駅
近
く
の
高
麗
（
こ
ま
）
神
社
や
巾

着
田
（
き
ん
ち
ゃ
く
だ
）
は
、
奈
良
時
代
、
大

陸
の
高
句
麗
の
人
が
こ
の
地
に
移
住
し
大
陸
の

先
進
文
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
日

は
総
勢
７
名
、高
麗
駅
か
ら
９
時
半
頃
出
発
し
、

ゆ
っ
く
り
ペ
ー
ス
で
北
向
き
地
蔵
、
五
条
の
滝

経
由
で
、
武
蔵
横
手
駅
ま
で
を
６
時
間
く
ら
い

の
行
程
で
歩
く
。
天
気
に
恵
ま
れ
（
１
０
月
）、

秋
ら
し
い
里
山
の
風
景
と
木
々
や
花
々
が
と
て

も
美
し
か
っ
た
。
特
に
い
ろ
い
ろ
な
色
の
コ
ス

モ
ス
の
花
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
咲
い
て
い
た
。

ル
ー
ト
は
、
高
麗
駅
を
出
て
右
に
進
み
、
す
ぐ

右
折
し
て
ガ
ー
ド
下
を
く
ぐ
り
住
宅
地
を
通
り

抜
け
て
（
高
麗
駅
を
出
て
左
に
進
み
、
踏
切
を

渡
っ
て
も
行
け
る
）、「
台
」
の
高
札
場
跡
を
右

折
。
国
道
を
右
折
し
、
鹿
台
橋
を
渡
り
、
信
号

を
左
折
す
る
と
し
ば
ら
く
道
標
に
導
か
れ
て
、

日
和
田
山
の
登
山
口
に
着
く
。
す
ぐ
の
登
山
道

は
、
左
側
と
右
側
の
２
コ
ー
ス
あ
る
が
（
本
日

は
右
側
の
、よ
り
整
備
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
歩
く
）、

両
方
と
も
し
ば
ら
く
歩
く
と
同
じ
鳥
居
に
着
く
。

そ
の
先
は
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
左
側
は
「
男

坂
」
で
岩
場
の
急
峻
な
登
り
、
右
側
は
「
女
坂
」

で
階
段
が
整
備
さ
れ
て
い
る
登
山
道
で
あ
る
。

本
日
は
こ
ち
ら
の
「
女
坂
」
を
通
っ
て
景
色
の

眺
め
が
い
い
金
刀
比
羅
神
社
へ
向
か
う
。
金
刀

比
羅
神
社
の
台
地
で
少
し
休
憩
し
て
か
ら
、
裏

側
か
ら
回
っ
て
日
和
田
山
の
頂
上
を
目
指
す
。

日
和
田
山
の
頂
上
に
は
、
江
戸
時
代
に
死
者
の

供
養
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
塔
が
あ
る
。

こ
こ
で
も
少
し
休
憩
し
て
か
ら
、
西
へ
下
り
し

ば
ら
く
歩
き
、
巨
大
な
電
波
塔
の
鉄
塔
が
あ
る

高
指
山
を
目
指
す
。
高
指
山
か
ら
は
車
道
を
少

し
歩
く
と
、
の
ど
か
な
東
屋
と
茶
店
が
見
え
て

く
る
。
こ
こ
で
も
少
し
休
憩
。
遠
く
の
稜
線
が

素
晴
ら
し
い
。本
当
に
の
ど
か
な
風
景
で
あ
る
。

物
見
山
へ
は
、
林
道
か
ら
横
切
っ
て
右
側
の
道

を
登
っ
て
し
ば
ら
く
歩
く
と
、
木
々
で
見
晴
ら

し
は
さ
え
ぎ
ら
れ
て
い
る
が
、
休
憩
場
所
と
し

て
は
手
ご
ろ
な
頂
上
に
１
１
時
半
頃
着
く
。
こ

こ
で
た
っ
ぷ
り
の
昼
食
休
憩
時
間
を
取
る
こ
と

に
す
る
。
物
見
山
山
頂
に
は
、
結
構
な
人
数
の

登
山
者
が
休
憩
し
て
い
た
。
午
後
１
時
少
し
前

に
、
北
向
き
地
蔵
方
面
に
向
け
て
出
発
。
途
中
、

「
古
瀬
名
下
降
点
」
で
分
か
れ
道
が
あ
り
、
左

側
の
道
を
通
る
と
、
奥
武
蔵
ら
し
い
山
里
の
古

瀬
名
集
落
の
畑
の
横
を
通
り
、
近
道
で
五
条
の

滝
方
面
へ
行
け
る
ル
ー
ト
が
あ
る
。
本
日
は
、

そ
の
ま
ま
ま
っ
す
ぐ
の
道
を
、「
北
向
き
地
蔵
」

方
面
へ
向
か
う
。「
北
向
き
地
蔵
」
に
着
い
て
こ

こ
で
少
し
休
憩
。
こ
こ
か
ら
東
へ
ゆ
る
や
か
な

道
を
下
る
と
鎌
北
湖
、
Ｊ
Ｒ
八
高
線
毛
呂
駅
や

Ｎo006 

 

物 

見 

山 

（も
の
み
や
ま
） 

 

標高 

△375.4m 

N355414 

E1391740 

 

2011,10,10 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「飯能」 
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東
武
越
生
線
東
毛
呂
駅
方
面
へ
の
長
い
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
る
。
本
日
は
反
対
の
方
向
か

ら
、
林
道
と
登
山
道
を
か
ら
ま
せ
な
が
ら
、
五

条
の
滝
方
面
を
目
指
す
。
五
条
の
滝
は
林
道
か

ら
左
に
そ
れ
て
少
し
下
る
と
見
え
て
く
る
。
た

っ
ぷ
り
の
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
に
打
た
れ
て
、
川

沿
い
の
道
を
し
ば
ら
く
歩
く
と
最
終
目
的
地
の

武
蔵
横
手
駅
に
着
く
。 

（
神
山 

晃 

記
） 

  
 
 
 
 
 

 

   

      

    

【
五 

常 

の 

滝
】 

             

参 加 者 

◎神山 晃、水野律子、菅江とき子、 

松本文雄、広瀬栄子、 

鈴木市子、石田 徹、 

計 7名 

 

コースタイム 

高麗駅―20分―日和田山登山口― 

―金毘羅神社―40分―日和田山― 

―ＮＴＴ中継塔―20 分―物見山北向

き地蔵―40－五常の滝―45 分― 

―武蔵横手駅 

 

http://www.mapple.net/photos/I01100007801.htm
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今
回
は
埼
玉
１
０
０
山
候
補
の
大
高
取
山
登

山
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
登
山
口
近
く
に
あ
る

五
大
尊
つ
つ
じ
公
園
の
つ
つ
じ
の
咲
く
時
期
を

設
定
し
花
見
と
抱
き
合
わ
せ
で
お
花
見
登
山
と

し
て
計
画
し
た
。 

五
大
尊
つ
つ
じ
公
園
は
越
生
駅
か
ら
徒
歩
で

２
０
分
程
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
４
月
下
旬
か
ら

５
月
に
か
け
て
つ
つ
じ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
立
派
な
越
生
町
役
場
庁
舎
の
前
を
通
り

公
園
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
道
路
端
に
祭
り
の
の

ぼ
り
が
見
え
て
く
る
。
入
園
料
（
自
然
環
境
保

全
協
力
金
）
２
０
０
円
を
払
っ
て
入
園
す
る
。

五
大
尊
境
内
の
樹
齢
３
０
０
年
以
上
と
い
わ
れ

る
つ
つ
じ
の
古
木
の
見
事
な
花
を
眺
め
な
が
ら

階
段
を
登
り
本
堂
を
お
参
り
し
た
あ
と
、
隣
接

す
る
つ
つ
じ
公
園
に
進
む
。
こ
こ
は
山
の
斜
面

に
１
０
数
種
類
、
約
１
０
．
０
０
０
株
が
植
え

ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
色
と
り
ど
り
の
花
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
植
え
て
あ
り
十
分
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
。
こ
れ
な
ら
２
０
０
円
は
安
い
も
の
だ

と
の
声
も
聞
こ
え
る
。
（
も
っ
と
も
昔
は
無
料

だ
っ
た
が
。
）
見
事
に
咲
き
誇
っ
た
つ
つ
じ
を

楽
し
み
な
が
ら
公
園
の
斜
面
を
登
り
詰
め
る
と

西
高
取
山
へ
の
や
や
朽
ち
か
け
た
道
標
が
あ
る

登
山
口
に
で
る
。
杉
林
に
囲
ま
れ
た
展
望
も
な

い
や
や
急
な
道
を
ひ
た
す
ら
登
っ
て
い
く
と
や

が
て
明
る
く
開
け
た
西
高
取
山
山
頂
に
出
る
。

こ
こ
は
東
側
が
開
け
て
い
て
、
関
東
平
野
が
一

望
出
来
、
池
袋
、
新
宿
副
都
心
の
ビ
ル
群
、
西

武
ド
ー
ム
や
目
を
凝
ら
し
て
見
る
と
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
も
見
え
る
。 

大
高
取
山
へ
は
一
旦
下
り
、
登
り
斜
面
に
か

か
る
と
木
イ
チ
ゴ
の
花
が
一
面
に
咲
い
て
い
て

実
り
の
時
期
に
再
度
来
て
み
た
い
と
思
う
程
で

あ
る
。
桂
木
観
音
方
面
や
今
回
の
下
り
コ
ー
ス

幕
岩
方
面
の
分
岐
が
あ
る
大
き
く
開
け
た
大
高

取
分
岐
に
出
る
と
こ
こ
か
ら
山
頂
は
間
も
な
い
。 

山
頂
に
は
大
高
取
山
三
角
点
の
標
識
と
三
等

三
角
点
が
あ
る
だ
け
で
展
望
も
良
く
な
い
の
で

記
念
写
真
を
撮
っ
た
だ
け
で
分
岐
に
戻
り
こ
こ

で
昼
食
。
下
り
始
め
て
間
も
な
く
幕
岩
展
望
台

に
到
着
。
こ
こ
に
は
展
望
台
か
ら
の
鳥
瞰
図
が

あ
り
西
高
取
山
と
同
様
に
関
東
平
野
が
一
望
で

き
る
。
暫
し
展
望
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
近
く
な

の
で
だ
い
こ
う
じ
跡
展
望
台
へ
足
を
延
ば
し
て

み
た
が
、
伐
採
さ
れ
て
い
な
い
立
ち
木
が
何
本

か
あ
り
、
幕
岩
の
展
望
台
の
方
が
良
か
っ
た
。 

幕
岩
か
ら
来
た
道
を
虚
空
蔵
尊
方
面
の
道
標
が

あ
る
分
岐
ま
で
戻
り
、
林
道
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
広
い
山
道
を
下
り
、
更
に
沢
沿
い
の
道
を
進

む
と
林
道
に
合
流
、
桜
の
時
期
が
過
ぎ
た
虚
空

蔵
尊
さ
く
ら
公
園
に
出
る
と
、
虚
空
蔵
尊
は
直

ぐ
右
手
に
見
え
て
く
る
。 

虚
空
蔵
尊
の
本
堂
へ
は
長
い
階
段
を
登
っ
て
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
疲
れ
た
体
に
結
構
こ
た

え
る
。 

本
堂
の
周
辺
も
数
は
少
な
い
が
色
々
な
つ
つ

じ
が
植
え
て
あ
り
、
こ
こ
も
い
ず
れ
入
場
料
を

取
る
の
か
な
と
冗
談
も
で
る
程
で
、
な
か
な
か

の
も
の
で
あ
っ
た
。
虚
空
蔵
尊
か
ら
越
生
駅
ま

で
は
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
道
を
の
ん
び
り
と

Ｎo007 

 

大
高
取
山 

(

お
お
た
か
と
り
や
ま
） 

 

標高 

△376.4m 
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2013,04,25 
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地 図 
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「越生」 
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歩
き
無
事
到
着
し
た
。 

参 
 
 

考 
幕
岩
展
望
台
の
直
ぐ
下
に
虚
空
蔵
尊
方
面

の
下
り
コ
ー
ス
が
あ
る
が
、
橋
が
崩
落
し
て

お
り
通
行
不
可
に
な
っ
て
い
る
の
で
注
意
。

な
お
、
そ
の
先
に
同
様
の
下
り
コ
ー
ス
が
あ

る
の
で
問
題
は
な
い
。 

 
 

（
Ｈ
２
５
．
４
．
２
５
現
在
） 

（
力
丸
忠
夫 

記
） 

 
 

       

                          

参 加 者 

◎力丸忠夫、阿部晴美、豊田孝道、高橋八重子、 

鈴木市子、桶川和子、榎原忠雄、今福孝代、西片 昇、

早川正雄、刈谷恵三、道江伸江、小澤紀行 

計 13 名 

 

コースタイム 

越生駅―15分―五大尊（つつじ公園を見ながら登山開始）

―60 分―西高取山―30 分―大高取分岐―10分―山頂― 

―5分―大高取分岐―10 分―幕岩―10 分― 

―だいこうじ跡展望台―35 分―虚空蔵尊― 

―45 分―越生駅 
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八
高
線
小
川
駅
に
降
り
立
つ
と
、
冷
た
い
風

が
吹
い
た
。
前
日
と
打
っ
て
変
っ
て
、
風
も
な

く
抜
け
る
よ
う
な
青
空
。
右
手
に
官
ノ
倉
山
が

く
っ
き
り
。
本
日
の
コ
ー
ス
入
口
、
日
影
で
バ

ス
を
降
り
、
な
だ
ら
か
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

へ
。
心
地
よ
い
天
気
の
せ
い
か
頻
り
と
軽
快
な

楽
し
い
ダ
ジ
ャ
レ
が
飛
び
交
い
足
取
り
も
軽
や

か
。
途
中
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
の
可
愛
い
花
を

愛
で
、
朴
の
落
ち
葉
が
皆
裏
返
し
に
な
っ
て
い

る
の
を
不
思
議
が
り
な
が
ら
雷
電
山
を
目
指
す
。

雷
電
山
と
堂
山
（
２
５
０
ｍ
）
へ
登
る
分
岐
点

か
ら
雷
電
山
へ
の
道
は
や
や
急
こ
う
配
。
リ
ー

ダ
ー
の
「
平
坦
な
コ
ー
ス
で
す
」
と
い
う
事
前

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が「
平
坦
じ
ゃ
な
い
ヨ
ー
」

と
さ
さ
や
か
な
一
言
も
。
た
ど
り
着
い
た
雷
電

山
山
頂
か
ら
の
眺
望
は
木
々
に
囲
ま
れ
悪
い
。

木
立
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
祠
が
鎮
座
し
て
い
る
。

異
な
る
標
高
掲
示
に
？ 

分
岐
点
に
降
り
、
陽

当
た
り
の
良
い
場
所
に
て
昼
食
。
堂
山
を
経
て

帰
路
の
下
り
道
を
歩
い
て
い
る
途
中
、
ど
な
た

か
が
繭
玉
を
見
つ
け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
明

Ｎo008 

 

雷 

電 

山 

（ら
い
で
ん
や
ま
） 

 

標高 

△418.2m 

N360101 

E1391500 

 

2013,02,10 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「武蔵小川」 
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日
（
２
月
１
１
日
（
月
））
か
ら
始
ま
る
恒
例
の

浦
和
支
部
第
１
３
回
「
文
化
展
」
の
展
示
物
に

華
を
添
え
よ
う
と
皆
で
童
心
に
返
り
躍
起
と
な

っ
て
繭
玉
探
す
。
川
俣
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
の
も

と
、
春
の
入
口
の
爽
や
か
な
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
松
本
文
男 

記
） 

   

   
 
 
 
 

 
 

           

           

【山 
 
 
 
 
 

繭
】 

           

参 加 者 

◎川俣秀子、浅田良一、小澤紀行、 

藤田喜久子、荻原章子、本島 健、 

本島由利子、鈴木市子、山崎 忠、  

野沢六治、今福孝代、鹿野紀彦、 

松本文男、水野律子  計 14 名 

コースタイム 

大宮＝川越＝小川＝日陰－15 分－日陰集

落上−30 分－雷電山－ 

40 分－堂山－30 分－ 

−せせらぎバスセンター＝ 

＝武蔵嵐山＝川越＝大宮 



19 

 

弓
立
山
と
云
う
山
名
は
、
源
頼
朝
が
四
方
か

た
め
の
矢
を
放
っ
た
の
が
そ
の
由
来
だ
と
、
都

幾
川
町
の
広
報
誌
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

と
意
識
し
な
け
れ
ば
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
、
ゆ

る
や
か
な
山
容
を
見
せ
る
里
山
の
ひ
と
つ
だ
。 

 

春
。
梅
の
か
お
り
を
期
待
し
て
、
終
着
を
越

生
の
梅
林
と
定
め
て
、
都
幾
川
町
の
第
二
庁
舎

バ
ス
停
か
ら
歩
き
は
じ
め
る
。
こ
の
年
の
春
の

歩
み
は
遅
い
が
、
杉
の
花
粉
は
盛
ん
に
舞
い
あ

が
り
、見
る
だ
け
で
く
し
ゃ
み
が
出
そ
う
、と
、

参
加
の
会
員
か
ら
声
が
上
が
る
。
県
道
を
、
目

指
す
山
を
見
な
が
ら
進
み
「
桃
の
木
バ
ス
停
」

か
ら
、
角
に
立
つ
お
地
蔵
さ
ま
と
賑
や
か
な
道

標
に
従
っ
て
里
道
へ
と
左
折
す
る
。
田
畑
の
ふ

ち
に
は
初
々
し
い
蕗
の
薹
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て

い
る
。
八
幡
神
社
前
の
Ｙ
字
路
を
右
に
と
り
、

や
が
て
幼
稚
園
の
広
々
し
た
園
舎
が
あ
ら
わ
れ

る
。こ
の
園
庭
の
フ
ェ
ン
ス
沿
い
が
登
山
口
だ
。 

（
ち
な
み
に
、
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
孫
の
一
人

が
こ
こ
に
通
園
し
て
お
り
、
弓
立
山
は
園
の
裏

山
！
な
の
で
、
時
折
り
の
お
散
歩
コ
ー
ス
だ
と

の
こ
と
。
そ
れ
も
園
の
方
針
で
裸
足
に
草
履
で

登
る
の
だ
そ
う
な…

。
）
ち
ょ
っ
と
荒
れ
気
味

の
暗
い
木
立
の
中
を
右
に
小
尾
根
に
と
り
つ
く
。

息
が
は
ず
み
だ
す
頃
、
目
の
前
に
大
岩
が
現
れ

る
。
男
鹿
岩
だ
。
東
斜
面
が
開
か
れ
都
幾
川
の

町
並
が
眼
下
に
ひ
ろ
が
り
、
ワ
イ
ワ
イ
言
い
な

が
ら
交
替
で
岩
の
上
に
立
つ
と
、
高
く
な
り
つ

つ
あ
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
も
遠
望
で
き
た
。

そ
こ
か
ら
ひ
と
息
で
山
頂
だ
。
木
立
に
か
こ
ま

れ
て
山
頂
か
ら
の
展
望
は
な
い
。
少
し
開
け
た

登
山
道
脇
で
車
座
に
な
り
、
ゆ
っ
く
り
と
お
弁

当
を
楽
し
む
。
頂
上
直
下
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
基
地
に
な
っ
て
お
り
、
何
機
か
が
、
の
ど
か

な
春
の
田
園
の
上
を
飛
翔
し
て
い
た
。 

 

下
山
は
越
生
へ
向
か
っ
て
の
穏
や
か
な
山
里

の
道
を
行
く
。農
家
の
庭
先
に
は
蝋
梅
が
香
り
、

み
の
っ
た
柚
が
た
く
さ
ん
実
を
落
と
し
て
い
る
。

福
寿
草
や
た
ん
ぽ
ぽ
の
黄
色
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、

ム
ラ
サ
キ
ハ
ナ
ナ
の
紫
、ま
さ
に
、山
里
は
春
。 

道
端
の
観
音
像
を
左
手
に
み
て
、「
越
生
梅
林
」

の
道
標
に
沿
っ
た
小
道
を
行
く
と
竹
林
の
中
の

八
幡
神
社
に
つ
く
。
境
内
の
木
陰
で
一
休
み
。

木
々
の
間
に
は
黒
ア
ゲ
ハ
が
何
頭
も
舞
っ
て
い

た
。
少
し
遠
く
の
坂
下
に
、
大
附
そ
ば
道
場
が

見
え
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
寄
り
道
歓
迎
ハ
イ

キ
ン
グ
な
の
で
、
み
な
で
お
邪
魔
す
る
。
蕎
麦

打
ち
体
験
ま
で
は
む
り
な
こ
と
だ
が
、
お
み
や

げ
購
入
体
験
？
は
、
し
っ
か
り
と
こ
な
す
。 

 

や
が
て
道
は
緩
や
か
に
越
生
の
里
へ
入
る
。

道
端
の
野
仏
に
カ
メ
ラ
を
向
け
た
り
、
ほ
こ
ろ

び
だ
し
た
紅
梅
を
め
で
た
り
し
な
が
ら
、
梅
林

近
く
の
「
梅
園
小
バ
ス
停
」
か
ら
帰
路
に
つ
い

た
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
早
春
散
策
に
心
満
た
さ

れ
た
一
日
だ
っ
た
。 

 
 

Ｎo009 

 

弓 

立 

山 

（ゆ
み
た
て
や
ま
） 

  

標高 

△426.9m 

N355942 

 E1391517 

 

2011,03,03 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「越生」 
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「
後
日
の
情
報
」 

今
年
２
０
１
３
年
の
５
月
５
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、

こ
の
弓
岳
山
で
山
火
事
が
あ
っ
た
と
知
り
び
っ

く
り
。
東
斜
面
で
昼
頃
か
ら
火
災
が
発
生
し
翌

日
に
鎮
火
。
７
日
に
は
西
斜
面
で
再
出
火
し
た

が
、
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
弓

立
山
に
親
し
ん
だ
身
と
し
て
は
ホ
ッ
と
し
た
こ

と
だ
っ
た
。 

 
 

（
互 

茂
子 

記
） 

        
 

 

             

                             

                             

参 加 者 

◎互 茂子、川俣秀子、佐藤 新、早川正雄、浅田良一、近藤武利 

池田信一、荻原章子、鈴木市子清水順子、安才冨美子 計 11 名 

コースタイム 

南浦和＝越生（バス）＝都幾川役場第二庁舎―20 分―幼稚園登山― 

―30 分―男鹿岩―20 分―弓立山山頂―120 分―越生梅林― 

―10 分―梅園小バス停＝越生 
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天
覚
山
か
ら
武
甲
山
ま
で
を
六
回
に
分
け
て

歩
く
企
画
の
第
二
回
目
。
初
回
は
か
ま
ど
山
経

由
で
武
蔵
横
手
駅
へ
下
り
て
い
る
た
め
、
今
回

は
武
蔵
横
手
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト
。 

い
よ
い
よ
三

月
、
歩
き
始
め
て
す
ぐ
路
傍
に
フ
キ
ノ
ト
ウ
を

発
見
。
皆
の
歩
み
が
暫
し
止
ま
る
。
そ
し
て
体

が
登
山
モ
ー
ド
に
入
る
前
に
、
か
ま
ど
山
ま
で

の
急
登
が
始
ま
り
、
気
温
が
低
い
に
も
拘
わ
ら

ず
汗
が
噴
き
出
す
。
か
ま
ど
山
以
後
は
平
坦
か

と
思
い
き
や
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
連
続
。
冬
枯

れ
の
中
、
気
を
引
く
植
物
な
ど
は
無
く
、
鬱
蒼

と
し
た
針
葉
樹
林
が
続
く
た
め
、
か
な
り
地
味

な
コ
ー
ス
だ
。
唯
一
変
化
を
も
た
ら
し
て
く
れ

る
の
は
、
次
々
と
現
れ
る
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
あ

り
、
こ
れ
に
興
味
が
集
中
す
る
。
道
標
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
分
岐
ご
と
に
神
経
を
使
う
。
東
峠

か
ら
沢
沿
い
の
道
に
な
っ
て
少
し
ば
か
り
気
分

転
換
と
な
っ
た
が
、
直
ぐ
に
急
登
続
き
に
。
急

坂
を
登
り
切
っ
て
漸
く
天
覚
山
頂
上
に
立
つ
。 

 
 

 

広
く
は
な
い
山
頂
の
ベ
ン
チ
で
一
休
み
。

山
々
の
間
に
霞
が
か
か
り
、
奥
行
を
際
立
た
せ

た
奥
多
摩
の
展
望
を
楽
し
む
。
天
覚
山
か
ら
ひ

と
下
り
す
る
と
、
雑
木
林
も
混
じ
り
、
景
観
が

変
わ
る
。
し
か
し
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
果
て
る
こ

と
は
な
い
。
や
っ
と
の
思
い
で
到
達
し
た
今
回

の
最
高
峰
の
大
高
山
山
頂
は
、
木
々
に
遮
ら
れ

て
眺
望
は
い
ま
い
ち
。
こ
こ
か
ら
は
漸
く
下
り

の
み
と
の
期
待
が
膨
ら
む
。
し
か
し
そ
の
後
も

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
か
ら
は
解
放
さ
れ
ず
、
遂
に
ロ

ン
グ
コ
ー
ス
の
あ
い
だ
じ
ゅ
う
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
。
山
中
で
は
会
う
人

も
殆
ど
居
ら
ず
標
識
の
無
い
分
岐
が
幾
つ
か
あ

り
、
迷
い
や
す
い
コ
ー
ス
と
の
印
象
を
抱
く
。

し
か
し
、
常
に
磁
石
を
胸
に
、
地
図
読
み
を
得

意
と
す
る
リ
ー
ダ
ー
、
こ
の
迷
コ
ー
ス
を
難
な

く
リ
ー
ド
す
る
。
吾
野
駅
に
ゴ
ー
ル
し
、
苦
行

の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
漸
く
ホ

ッ
と
す
る
。 

こ
の
日
の
山
行
は
、
標
高
差
の
わ
り
に
ロ
ン

グ
コ
ー
ス
で
且
つ
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
多
い
た
め
、

ハ
ー
ド
な
コ
ー
ス
と
の
印
象
が
残
っ
た
。
天
覚

山
へ
は
平
成
二
十
二
年
年
二
月
十
四
日
に
本
部

合
同
山
行
で
登
っ
て
お
り
、
そ
の
時
は
、
こ
れ

と
は
異
な
る
体
験
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
時
の

記
録
を
以
下
に
引
用
す
る
。 

『
久
々
の
好
天
、
し
か
し
集
合
地
の
東
吾
野

は
前
夜
の
降
雪
で
う
っ
す
ら
と
雪
化
粧
。
本
部

合
同
山
行
で
あ
り
、
本
部
・
支
部
参
加
者
そ
れ

ぞ
れ2

0

名
の
計4

0

名
の
大
所
帯
。
里
山
歩
き

に
も
か
か
わ
ら
ず
天
覚
山
に
向
け
て
は
急
登
。

長
蛇
の
列
が
渋
滞
ぎ
み
に
ゆ
っ
く
り
と
登
る
。

向
か
い
の
山
に
整
然
と
植
え
ら
れ
た
杉
や
檜
が
、

雪
を
冠
っ
て
陽
光
に
輝
き
、
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
。
天
覚
山
か
ら
先
は
尾
根
歩
き
か
と
思

い
き
や
急
降
下
。
滑
り
や
す
い
う
え
に
、
樹
上

の
雪
が
解
け
て
、
本
降
り
の
雨
の
よ
う
に
落
ち

て
く
る
。し
か
し
、青
空
ゆ
え
に
気
分
は
爽
快
。

水
滴
を
避
け
る
た
め
、
唯
一
頭
上
が
木
に
覆
わ

れ
て
い
な
い
鉄
塔
脇
の
わ
ず
か
な
敷
地
で
、
ゆ

Ｎo011 

Ｎo013 

（
か
ま
ど
山
～
天
覚
山
～
大
高
山
） 

天
覚
山
～
大
高
山 

（て
ん
か
く
さ
ん
～
お
お
た
か
や
ま
） 

 

天覚山 

△445.5m 

N355312 

E1391457 

2013,05,12 

日帰り 

1/25,000 

「飯能」 

大高山 

493m 

N355354 

 E1391359 

1/25,000 

「原市場」 
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っ
く
り
と
昼
食
。
そ
の
後
、
一
旦
林
道
ま
で
下

り
、
登
り
返
し
て
カ
マ
ド
山
に
。
樹
上
の
雪
も

解
け
終
わ
り
、
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ト
を
浴
び
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
武
蔵
横
手
駅
に
無
事
到

着
。
久
々
の
ひ
だ
ま
り
山
行
を
堪
能
し
た
。
』 

（
池
田
信
一 

記
） 

 

【
大 

高 

山 

山 

頂
】 

   

           

                  

           

参 加 者 

◎清水順子、松田昭子、倉重裕一、小澤紀行、 

小澤三枝子、荻原章子、高橋八重子、豊田孝道、

本島 健、本島由利子、鹿野紀彦、浅田良一、 

野澤珙子、池田信一、互 茂子 高木幸代、 

安才冨美子、吉野喜八郎、石塚嘉子、今福孝代、 

榎本千代子、和田厚子、島 博子  計 23 名 

コースタイム 

武蔵横手―50 分―かまど山―110 分―天覚山― 

―70 分―大岩―25 分―大高山―50 分― 

―前坂―50 分―吾野駅 
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大
築
山
は
、
越
生
町
と
都
幾
川
町
の
境
界
上

に
そ
び
え
る
静
か
な
山
で
、
地
元
で
は
オ
オ
ツ

キ
山
と
読
ま
れ
、
別
名
（
城
山
）
と
も
呼
び
、

ロ
マ
ン
を
秘
め
た
歴
史
と
伝
説
の
山
で
あ
り
ま

す
。 Ｊ

Ｒ
越
生
駅
か
ら
、
黒
山
行
き
の
バ
ス
で
２

０
分
、
麦
原
バ
ス
停
で
下
車
、
バ
ス
通
り
を
渡

り
麦
原
集
落
へ
向
か
う
、
人
も
車
も
通
り
の
少

な
い
舗
装
さ
れ
た
道
を
歩
く
、
あ
じ
さ
い
山
公

園
手
前
に
、
住
吉
神
社
が
現
れ
る
と
、
大
築
山

登
山
口
で
あ
る
、
暫
く
舗
装
道
路
を
歩
い
た
足

に
、
良
く
踏
ま
れ
た
登
山
道
は
や
さ
し
く
感
じ

る
。
こ
の
辺
り
は
、
檜
の
樹
林
が
ど
こ
ま
で
も

続
く
、
三
叉
路
を
右
に
行
く
と
左
側
の
木
に
、

大
築
山
へ
の
案
内
板
が
取
り
つ
け
て
あ
り
、
そ

こ
の
ヤ
ブ
っ
ぽ
い
急
坂
な
尾
根
を
登
り
、
左
へ

緩
や
か
に
登
れ
ば
大
築
山
山
頂
だ
、
東
西
に
長

い
平
場
で
、
展
望
は
雑
木
に
遮
ら
れ
、
少
し
下

が
っ
た
展
望
台
か
ら
が
良
い
。
山
頂
に
は
山
名

板
も
三
角
点
も
な
い
が
、
伝
説
の
山
ら
し
く
、

掲
示
板
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
る
。「
こ
の

城
跡
は
標
高
４
６
６
ｍ
あ
り
、
周
囲
の
斜
面
に

は
郭
や
、
そ
れ
を
結
ぶ
通
路
が
あ
り
、
防
備
の

た
め
の
空
掘
り
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
中
世 

【
大
築
山
直
下
の
急
坂
を
登
る
】 

の
山
城
と
し
て
は
県
で
も
、
有
数
の
規
模
と
遺

構
を
誇
る
も
の
で
あ
る
。
大
築
城
は
、
小
田
原

北
条
氏
の
家
臣
、
松
山
城
主
上
田
朝
直
が
、
山

一
七
五
坊
を
有
し
関
東
屈
指
の
寺
院
、
慈
光
寺

を
攻
略
す
る
に
際
し
、
築
上
し
た
も
の
と
思
わ 

【
埼
玉
県
内
一
位
の
大
楠
】 

れ
、
北
方
５
ｋ
ｍ
に
望
む
慈
光
寺
を
、
焼
き
討

ち
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」「
平
成
六
年
三
月
、

都
幾
川
村
教
育
委
員
会
」、
と
あ
る
。
展
望
を
楽

し
ん
で
下
山
に
か
か
る
、
今
き
た
ヤ
ブ
っ
ぽ
い

急
坂
の
尾
根
を
見
て
、
緩
や
か
に
小
築
山
へ
向

か
う
、
鞍
部
か
ら
少
し
登
り
返
せ
ば
、
樹
林
に

囲
ま
れ
た
小
築
山
へ
着
い
た
、展
望
は
な
い
が
、

丸
太
を
組
ん
だ
ベ
ン
チ
が
あ
り
、
休
憩
を
と
る

の
に
よ
い
。「
大
楠
へ
至
る
」の
案
内
板
に
従
い
、

解
放
的
で
気
持
ち
の
良
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
歩

Ｎo012 

Ｎo003 

 

大
築
山
～
雨
乞
山 

(

お
お
づ
く
や
ま
～
あ
ま
ご
い
や
ま) 

 

大築山 

466m 

N355828 

E1391350 

2013,12,08 

日帰り 

1/25,000 

「正丸峠」 

雨乞山 

△340.3m 

N355852 

 E1391526 

1/25,000 

「越生」 
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く
。
地
形
図
に
あ
る
３
３
２
ｍ
地
点
の
分
岐
を

越
え
、
石
仏
群
を
見
て
送
電
線
を
過
ぎ
る
と
六

万
部
塚
だ
。
塚
上
に
は
六
万
部
供
養
塔
の
石
碑

が
あ
り
、「
平
安
時
代
十
万
部
の
経
典
を
携
え
て
、

東
国
を
行
脚
中
の
高
僧
が
、
こ
の
地
に
塚
を
築

い
て
六
万
部
の
お
経
を
納
め
た
。
残
り
の
四
万

部
は
、
秩
父
の
栃
谷
の
里
に
納
め
、
こ
れ
が
四

万
部
寺
に
な
っ
た
」
と
の
由
来
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
そ
こ
は
展
望
が
良
く
じ
っ
く
り
三
座
同
定

が
楽
し
め
る
。
下
り
は
「
山
入
り
・
大
楠
」
を

目
指
し
緩
や
か
な
下
り
坂
と
な
る
、
下
り
き
っ

た
所
が
山
入
り
で
、
大
楠
へ
は
２
～
３
分
だ
。

日
本
有
数
の
巨
木
、
山
入
り
の
大
楠
は
幹
回
り

１
５
ｍ
余
、
廻
り
を
柵
で
保
護
さ
れ
て
い
る
。

来
た
道
を
降
り
て
雨
乞
山
へ
向
か
う
、
静
か
な

山
入
り
の
集
落
か
ら
大
附
へ
と
延
び
る
舗
装
さ

れ
た
道
路
を
歩
く
。
や
が
て
右
手
に
雨
乞
山
が

現
れ
近
道
し
よ
う
と
、
わ
ず
か
に
踏
み
跡
と
思

え
る
登
山
道
ら
し
き
箇
所
が
あ
り
、
意
を
決
し

入
る
。
の
っ
け
か
ら
急
な
登
り
だ
。
雑
木
や
ヤ

ブ
を
掴
み
な
が
ら
進
む
。
相
変
わ
ら
ず
山
道
は

不
鮮
明
だ
が
、
更
に
高
度
を
上
げ
る
と
パ
ッ
ト

山
頂
が
開
け
勇
躍
登
頂
す
る
。
小
広
い
山
頂
は

雑
木
に
覆
わ
れ
て
展
望
は
い
ま
い
ち
だ
。
中
央

に
四
等
三
角
点
の
石
標
が
頭
を
出
し
て
い
る
。

山
の
名
か
ら
、
そ
の
昔
村
人
は
、
日
照
り
が
続

く
時
、
雨
を
降
ら
せ
る
た
め
山
頂
で
火
を
燃
や

し
、
笛
・
太
鼓
を
鳴
ら
し
て
神
意
を
慰
め
雨
を

乞
う
神
仏
へ
祈
り
の
儀
式
が
、
行
わ
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
下
り
は
道
標
通
り
に
、

し
っ
か
り
踏
ま
れ
た
巾
広
い
道
を
降
り
れ
ば
、

そ
こ
が
登
山
口
で
、
山
入
集
落
か
ら
く
る
舗
装

道
路
に
出
た
。
大
附
の
三
叉
路
を
右
に
折
れ
、

奥
武
蔵
ゴ
ル
フ
場
を
左
に
見
て
歩
け
ば
、
越
生

梅
林
入
口
バ
ス
停
は
近
い
。 

（
本
島 

健 

記
） 

 

【 

雨
乞
山 

 

山
頂 
】 

 

                

参 加 者 

◎本島 健、山崎 忠、豊田孝道、 

高橋八重子、今福孝代、長島静江、 

安才冨美子、和田厚子、斎藤悦子、 

池田信一     計 10 名 

コースタイム 

越生＝(バス)=麦原入口−110 分－ 

－大築山−20 分－小築山−35 分－ 

−石仏−20 分－60 分－六万部塚− 

−40 分－大楠−30 分－雨乞山− 

―60 分―梅林入口＝（バス） 

=越生 
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長
瀞
の
石
畳
（
国
指
定
天
然
記
念
物
）
の
西

に
隣
接
す
る
山
で
す
。
関
東
の
テ
レ
ビ
で
、
ロ

ウ
バ
イ
の
花
が
い
ち
早
く
放
映
さ
れ
る
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
る
。 

 

麓
の
宝
登
山
神
社
は
、
秩
父
神
社
、
三
峰
神

社
と
な
ら
び
秩
父
三
社
と
称
さ
れ
、
火
災
盗
難

除
け
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。 

山
名
は
、
日
本
武
尊
が
登
頂
し
た
時
に
猛
火
に 

襲
わ
れ
、
こ
れ
を
従
者
の
巨
犬
が
消
し
止
め
、

宝
登
は
火
止
（
ほ
と
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
つ
い

た
と
さ
れ
て
い
る
。
秩
父
鉄
道
野
上
駅
を
ス
タ

ー
ト
し
、
長
瀞
ア
ル
プ
ス
の
別
称
が
あ
る
峰
を

た
ど
り
、
宝
登
山
を
経
て
長
瀞
駅
に
ゴ
ー
ル
す

る
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。 

野
上
駅
の
宮
沢
賢
治
歌
碑
の
前
で
体
操
を
し

て
い
る
と
晴
れ
て
き
ま
し
た
。
道
標
に
従
い
、

万
福
寺
の
手
前
を
曲
が
っ
て
山
道
に
入
っ
て
い

き
ま
す
。
５
０
㍍
程
爪
先
上
り
の
道
を
登
り
、

尾
根
の
上
に
出
る
と
な
だ
ら
か
に
な
り
ホ
ッ
ト

し
ま
し
た
。
風
も
な
く
、
落
ち
葉
の
雑
木
に
日

が
射
し
て
い
る
。
道
標
「
天
狗
山
分
岐
」
を
左

に
進
み
、
御
岳
山
（
３
５
３
㍍
）
を
通
り
２
・

５
万
図
に
３
４
２
㍍
の
標
高
点
の
あ
る
天
狗
山

に
着
く
。
木
造
の
社
と
社
務
所
が
あ
り
、
地
元

の
人
々
の
信
仰
が
厚
い
よ
う
で
す
。
樹
木
の
間

か
ら
宝
登
山
が
見
え
る
。 

 

先
ほ
ど
の
分
岐
ま
で
戻
る
。
南
西
の
方
向
に

平
坦
な
道
を
進
む
と
、
左
に
氷
池
へ
の
下
山
路

を
分
け
、
野
上
峠
に
着
い
て
休
憩
す
る
。 

 

可
愛
ら
し
い
名
の
小
鳥
峠
を
過
ぎ
て
林
道
に

出
る
。
右
に
進
む
と
「
毒
き
の
こ
注
意
」「
熊
出

没
」
な
ど
の
看
板
の
あ
る
賑
や
か
な
登
り
口
に

な
る
。
等
高
線
１
５
本
を
、
木
段
な
ど
で
一
気

に
登
る
。
桜
が
咲
き
、
三
角
点
の
あ
る
、
落
ち

葉
の
頂
上
で
の
ん
び
り
し
ま
し
た
。
今
日
の
仲

間
は
、
お
に
ぎ
り
派
が
多
く
、
パ
ン
は
少
数
派

で
し
た
。
や
は
り
、
山
は
展
望
よ
り
、
花
よ
り
、

昼
食
が
一
番
で
す
。
奥
の
院
、
咲
き
始
め
た
ロ

ウ
バ
イ
を
見
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
横
か
ら
下
山

し
ま
し
た
。
ジ
グ
ザ
グ
の
林
道
を
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
す
る
登
山
道
に
な
る
と
、
森
の
造
成
中
で

一
部
分
か
り
に
く
か
っ
た
。 

 

長
瀞
で
石
畳
を
見
学
し
、お
土
産
を
購
入
し
、

小
学
生
の
遠
足
の
よ
う
な
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

 
 
 

（
佐
藤 

新 

記
） 

【
宮
沢
賢
治
の
歌
碑
】 

盆
地
に
も
今
日
は
別
れ
の
本
野
上 

駅
に
ひ
か
れ
る
と
う
き
び
の
穂
よ 

 
 

    

Ｎo014 
 

宝 

登 

山 
 

（ほ
ど
さ
ん
） 

 

標高 

△497.1m 

N360535 

E1390530 

 

2009,12,17 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「鬼石」 
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『 

長 

瀞 

の 

石 

畳 

』 

 
幅
数
十
ｍ
、
長
さ
５
０
０
ｍ
の
日
本
で
も
有 

数
の
岩
石
段
丘
で
す
。
薄
く
は
が
れ
や
す
い
面 

（
片
理
面
）
に
そ
っ
て
は
が
れ
て
、
平
ら
な
畳 

の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し 

た
。
こ
こ
の
岩
石
は
、
砂
・
泥
・
火
山
灰
な
ど

が
地
中
深
く
で
数
千
か
ら
１
万
気
圧
の
も
の
す

ご
い
圧
力
と
２
０
０
℃
～
３
０
０
℃
の
温
度
で

つ
く
り
だ
さ
れ
た
変
成
岩
で
、「
黒
色
片
岩
」
と

い
う
名
称
で
す
。
荒
川
の
対
岸
に
は
高
さ
５
０

ｍ
に
お
よ
ぶ
崖
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
中
国
の 

揚
子
江
に
あ
る
赤
壁
に
ち
な
ん
で
「
秩
父 

赤
壁
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

岩
畳
の
上
に
ド
リ
ル
で
あ
け
た
よ
う
な
大
小 

の
丸
い
穴
が
み
つ
か
り
ま
す
。「
お
う
穴
」「
ポ 

ッ
ト
ホ
ー
ル
」
な
ど
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
岩 

畳
を
浸
食
し
た
昔
の
荒
川
が
、
く
ぼ
み
に
は
ま 

っ
た
小
石
を
回
転
さ
せ
て
削
っ
た
も
の
で
、
自 

然
の
不
思
議
を
感
じ
ま
す
。 

 

《
埼
玉
県
立
自
然
の
博
物
館
》
が
北
長
瀞
駅 

の
近
く
に
あ
り
ま
す
。
見
学
料
金
２
０
０
円
で 

駐
車
代
と
お
も
え
ば
安
い
も
の
で
す
。
岩
石
だ 

け
で
な
く
、
武
甲
山
の
石
灰
岩
地
域
に
自
生
す 

る
希
少
植
物
な
ど
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

＊
参
考
「
埼
玉
の
自
然
を
た
ず
ね
て
」 

 
 
 
 
 
 

堀
口
万
吉
監
修 

 

築
地
書
館 

  

 

『 

宝 

登 

山 

』 

 

宝
登
山
と
い
う
山
名
は
、
頂
上
に
祀
ら
れ
て 

い
る
宝
登
山
神
社
か
ら
き
て
い
る
。 

日
本
武
尊
が
東
征
の
折
に
、
こ
の
山
に
登
ろ 

う
と
す
る
と
猛
火
に
遭
遇
し
行
く
手
を
阻
ま
れ 

る
。
そ
の
時
に
大
犬
が
現
れ
て
道
案
内
を
し
、 

火
を
消
し
止
め
無
事
に
登
る
こ
と
が
で
き
た
。 

そ
こ
で
「
火
止
山
」
か
ら
宝
登
山
に
な
っ
た
と 

い
う
説
が
あ
る
。
山
頂
の
奥
の
院
は
火
災
除
、

盗
難
除
、
諸
難
除
の
守
護
神
と
し
て
参
拝
さ
れ

る
。
宝
の
山
に
登
る
と
い
う
縁
起
の
よ
さ
か
ら

登
山
者
が
多
い
。
宝
登
山
に
は
沢
山
の
蠟
梅
の

木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
関
東
地
方
の
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
で
、
毎
春
き
ま
っ
て
蠟
梅
の
咲
き
始

め
が
放
映
さ
れ
て
い
る
。 

                          

【
宝
登
山
の
蠟
梅
】 

 

参 加 者 

◎力丸忠夫、清水順子、互 茂子、 

榎本千代子、黒田尚信、川俣秀子、 

池田信一、倉重裕一、浜田茂子、 

森田憲子、早川正雄、佐藤 新 

計 12 名 

コースタイム 

秩父鉄道野上駅―45分－天狗山分

岐――20 分－天狗山―30 分－分

岐―20 分―野上峠－25 分― 

―林道登り口－30分―宝登山－ 

―40 分―参道－20分― 

―秩父鉄道長瀞駅 

http://20.pro.tok2.com/~shinhaiurawa/Houkoku2009/602/p01.jpg
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桜
は
満
開
、
前
日
の
雨
も
上
が
り
絶
好
の
山

行
日
和
と
な
る
。
飯
能
駅
よ
り
名
栗
行
き
の
バ

ス
に
乗
車
、「
自
由
の
森
学
園
」
に
通
学
す
る
学

生
さ
ん
で
途
中
ま
で
満
員
と
な
る
。「
自
由
の
森

学
園
」
は
自
然
の
中
で
新
し
い
教
育
を
行
っ
て

い
る
学
校
と
の
こ
と
。唐
竹
橋
バ
ス
停
で
下
車
、

唐
竹
の
空
地
で
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
車
道

を
進
む
、
住
宅
の
角
に
大
仁
田
山
登
山
口
の
標

識
が
出
て
い
る
。
こ
の
標
識
に
導
か
れ
て
、
小

さ
な
流
れ
の
沢
に
そ
っ
た
杉
林
の
中
の
登
山
道

を
登
る
。
五
年
前
に
登
っ
た
時
、
地
図
に
四
十

八
曲
と
あ
っ
た
の
で
つ
づ
ら
折
り
の
急
坂
が
続

く
も
の
と
思
い
、
ひ
た
す
ら
気
を
引
き
し
め
て

登
っ
た
が
、
そ
ん
な
難
所
も
な
く
、
や
や
平
坦

な
尾
根
道
に
出
た
の
で
ホ
ッ
ト
し
た
こ
と
が
想

い
出
さ
れ
た
。
杉
木
立
の
中
の
峠
道
の
両
側
に

杉
丸
太
の
椅
子
が
並
べ
て
あ
る
。
右
手
に
急
な

木
の
階
段
が
見
え
る
。
愛
宕
山
登
山
口
の
案
内

板
が
有
っ
た
が
そ
の
ま
ま
進
む
。
細
田
集
落
の

見
え
る
四
十
八
峠
の
地
蔵
堂
に
着
く
。
こ
の
お

地
蔵
さ
ん
は
寛
政
五
年
三
月
造
立
（
１
７
９
３

年
）
の
銘
が
有
る
江
戸
時
代
の
石
佛
で
堂
宇
は

平
成
二
十
年
に
改
築
さ
れ
「
い
ぼ
と
り
地
蔵
」

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
様
だ
。
み
ん
な
で
掃

除
し
て
山
行
の
安
全
を
祈
り
休
憩
。 

堂
脇
の
山
道
を
進
み
墓
所
前
の
分
岐
を
左
手

に
下
る
と
展
望
の
良
い
公
園
の
様
な
野
原
に
出

る
。
リ
ー
ダ
ー
よ
り
私
有
地
な
の
で
静
か
に
進

む
よ
う
注
意
さ
れ
る
。
傾
斜
面
の
家
庭
菜
園
の

様
な
畑
は
タ
イ
ル
や
電
気
柵
に
防
護
さ
れ
て
居

り
、
畑
の
方
に
聞
く
と
こ
の
辺
は
猪
や
鹿
で
は

な
く
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
よ
る
被
害
に
困
っ
て
い
る

と
の
こ
と
、
ま
た
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
眺
め
る
こ

と
が
出
来
る
場
所
だ
そ
う
だ
。
最
後
の
登
り
を

さ
ら
に
進
む
と
南
東
に
視
界
の
開
け
た
大
仁
田

山
の
山
頂
に
到
着
、
三
角
点
の
隣
に
新
し
い
石

柱
が
建
っ
て
い
る
。「
平
成
ニ
四
年
三
月
吉
日
南

高
麗
町
づ
く
り
委
員
会
建
立
、
北
緯
三
五
度
五

０
分
五
二
秒
、東
経
一
三
九
度
一
二
分
五
三
秒
」

と
位
置
ま
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。 

南
高
麗
村
は
昭
和
八
年
三
月
飯
能
市
に
合
併

Ｎo015 

 

大 

仁 

田 

山 

（お
お
に
た
や
ま
） 

 

標高 

△505.7m 

N355052 

E1391259 

 

2012,04,12 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「原市場」 
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さ
れ
た
村
と
の
こ
と
、
地
域
の
町
づ
く
り
運
動

の
人
達
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
昼
食

休
憩
の
後
に
下
山
、
赤
布
の
つ
く
登
山
道
を
ひ

た
す
ら
下
る
。
や
が
て
大
き
な
岩
を
眺
め
れ
ば

上
赤
沢
の
橋
の
所
に
着
く
。
こ
の
前
の
時
は
こ

の
橋
が
工
事
中
だ
っ
た
こ
と
を
想
い
出
す
。
上

赤
沢
の
バ
ス
停
で
乗
車
、
車
窓
よ
り
桜
を
眺
め

な
が
ら
楽
し
か
っ
た
山
行
を
話
し
合
い
な
が
ら

く
つ
ろ
ぐ
中
に
飯
能
駅
に
無
事
到
着
し
解
散
。 

 
 

(

刈
谷
惠
三 

記) 

       

（
細
田
の 

い
ぼ
と
り
地
蔵
） 

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
土
地
の
念
仏
講 

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
の
こ
と
。 

    

                       
 
 
 
 

 

参 加 者 

◎佐藤 新、浅田良一、 

刈谷恵三、広瀬栄子、互 茂子、 

倉重裕一、島 博子、早川正雄、 

神尾ますみ、池田信一、 

加藤憲司   計 11 名 

 

コースタイム 

唐竹バス停―４０分―登山口― 

―４５分―石地蔵―１０分― 

―大仁田山―３５分― 

―上赤沢バス停 
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旧
・
吉
田
町
（
現
・
秩
父
市
吉
田
地
区
）
は

最
後
の
百
姓
一
揆
と
言
わ
れ
る
「
秩
父
事
件
」

の
中
心
と
な
っ
た
地
域
で
、
関
連
す
る
史
跡
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
金
岳
、
粟
野
山

が
あ
る
阿
熊
地
区
、
石
間
地
区
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
家
が
事
件
に
か
か
わ
り
、
秩
父
困
民
党
の

幹
部
を
多
く
輩
出
し
て
い
る
。
今
回
は
、
ま
さ

に
そ
の
舞
台
を
巡
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
秩
父

事
件
の
予
備
知
識
が
あ
る
と
、
一
層
、
感
慨
深

い
山
行
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
登
山
の
適
期
は
秋

か
ら
春
の
間
で
、
夏
は
不
向
き
で
あ
る
。 

 

金
岳
は
地
域
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
山
で
、

５
つ
の
岩
峰
の
総
称
で
あ
る
。
江
戸
時
代
中
期

に
編
纂
さ
れ
た
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
も

金
嶽
山
と
記
さ
れ
、
古
く
か
ら
神
事
が
行
わ
れ

て
い
た
。
金
岳
は
当
て
字
で
、
本
来
は
神
岳
と

記
す
の
が
正
し
い
と
推
察
さ
れ
る
。 

 

粟
野
山
は
地
形
図
に
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
山
中
の
粟
野
集
落
で
秩
父
事
件
の
一

斉
蜂
起
が
決
定
さ
れ
た
「
粟
野
山
会
議
」
が
行

わ
れ
た
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。 

 

今
回
は
、
阿
熊
地
区
の
室
久
保
集
落
か
ら
粟

野
集
落
へ
の
峠
道
を
行
き
、
途
中
の
尾
根
を
た 

【
金 

岳 

の 

稜 
線
】 

ど
り
金
岳
と
粟
野
山
を
往
復
し
た
。
登
山
口
付

近
の
路
肩
に
駐
車
で
き
な
い
事
も
無
い
が
、
な

る
べ
く
阿
熊
川
沿
い
の
観
光
駐
車
場
を
利
用
し

た
い
。そ
こ
に
は
ト
イ
レ
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。 

 

当
コ
ー
ス
の
峠
道
は
道
標
が
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、
少
々
荒
れ
気
味
。
ま
た
、
峠
道
か
ら
金

岳
、
粟
野
山
へ
の
登
路
は
、
地
形
が
複
雑
で
、

道
標
も
登
山
道
も
な
い
の
で
、
地
図
読
み
の
熟

練
、
ま
た
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
携
帯
が
必
要
で
あ
る
。

岩
場
も
多
く
、初
心
者
の
み
で
は
危
険
で
あ
る
。 

 

登
山
口
は
室
久
保
集
落
に
あ
る
が
、
道
標
が

あ
る
の
で
安
心
で
あ
る
。
最
初
の
う
ち
は
民
家

の
庭
先
や
畑
の
中
を
た
ど
る
。
や
が
て
竹
林
を

抜
け
、植
林
の
中
を
金
岳
と
粟
野
山
の
鞍
部（
第

１
の
峠
）
を
目
指
し
て
登
る
。
峠
に
は
粟
野
（
廃

村
）
と
室
久
保
の
方
向
を
示
す
道
標
が
あ
る
。 

 

こ
こ
か
ら
尾
根
筋
を
た
ど
り
、
金
岳
を
往
復

す
る
。
踏
み
跡
ら
し
き
も
の
は
あ
る
が
、
道
は

な
い
と
思
っ
た
ほ
う
が
良
い
。
尾
根
を
南
に
行

く
と
、す
ぐ
に
直
立
す
る
岸
壁
に
突
き
当
た
る
。

こ
の
岸
壁
上
が
最
高
峰
の
五
峰
（
５
５
１
ｍ
）

で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
登
れ
な
い
の
で
左
側

か
ら
巻
く
。
す
る
と
土
の
尾
根
に
た
ど
り
着
く

の
で
、
こ
れ
を
登
り
五
峰
に
登
頂
す
る
。 

五
峰
を
下
る
と
ほ
ど
な
く
、
四
峰
の
岩
壁
に

突
き
当
た
る
。
ク
ラ
イ
マ
ー
な
ら
登
れ
な
い
こ

と
は
無
い
が
、
岩
が
脆
い
の
で
、
無
理
を
し
な

い
で
左
か
ら
巻
い
た
ほ
う
が
無
難
で
あ
る
。
た

だ
し
、
巻
く
ル
ー
ト
も
よ
く
な
い
。
や
や
下
っ

た
後
、
四
峰
と
三
峰
の
鞍
部
を
め
が
け
て
登
る

が
、
ス
ラ
ブ
状
の
岩
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。鞍
部
か
ら
四
峰
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
。 

三
峰
の
手
前
に
は
大
ピ
ナ
ク
ル
が
あ
り
、 

Ｎo016 

Ｎo030 

 

金 

岳
～
粟 

野 

山 

（か
ね
た
け
～
あ
わ
の
や
ま
） 

 

金 岳 

511m 

N360336 

E1390116 

2013,03,20 

日帰り 

 

粟野山 

△675.3m 

N360358 

 E1390045 

地図 

1/25,000 

「皆野」 
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【
粟 

野 

山 

の 

山 

頂
】 

こ
れ
を
右
（
粟
野
側
）
に
少
し
へ
つ
る
と
、
か

つ
て
神
事
が
行
な
わ
れ
て
い
た
大
洞
穴
を
望
む

テ
ラ
ス
が
あ
る
。
三
峰
は
ピ
ナ
ク
ル
の
左
側
の

基
部
を
巻
い
た
後
、
岩
稜
を
直
登
す
る
。
岩
に

慣
れ
て
い
な
い
と
、て
こ
ず
る
か
も
知
れ
な
い
。 

三
峰
は
す
っ
き
り
し
た
鋭
い
岩
峰
で
金
岳
の

山
頂
と
さ
れ
て
お
り
、
大
展
望
が
得
ら
れ
る
。

５
１
１
ｍ
の
標
高
点
が
あ
る
二
峰
よ
り
、
か
な

り
高
い
。
ち
な
み
に
一
峰
は
室
久
保
か
ら
望
む

と
二
峰
の
肩
の
よ
う
に
見
え
、
ピ
ー
ク
と
言
う

感
じ
は
し
な
い
。
今
日
は
二
峰
と
一
峰
は
割
愛

し
、
往
路
を
峠
道
ま
で
戻
る
。
峠
道
に
戻
り
粟

野
側
に
進
む
と
、
い
っ
た
ん
谷
に
下
り
た
後
、

粟
野
集
落
を
望
む
第
２
の
峠
に
た
ど
り
着
く
。

こ
こ
か
ら
北
側
に
尾
根
を
忠
実
に
た
ど
れ
ば
粟

野
山
だ
。
こ
の
尾
根
は
概
ね
自
然
林
で
構
成
さ

れ
、
好
ま
し
い
雰
囲
気
だ
が
、
す
で
に
伐
採
事

業
が
始
ま
っ
て
い
た
。
粟
野
山
（
６
７
５
・
３

ｍ
）
の
登
り
は
最
後
が
急
登
に
な
っ
て
お
り
、

ひ
と
頑
張
り
必
要
で
あ
る
。
山
頂
は
植
林
に
囲

ま
れ
、
展
望
は
無
い
。
三
角
点
と
小
さ
な
山
名

板
が
あ
る
。 

下
り
は
金
岳
と
の
鞍
部
（
第
１
の
峠
）
を
目

指
す
。
尾
根
を
忠
実
に
降
れ
ば
、
迷
う
心
配
は

無
い
が
、
途
中
に
あ
る
岩
場
は
左
か
ら
巻
く
。

鞍
部
か
ら
は
往
路
を
室
久
保
に
戻
る
。 

（
高
田 

良
一 

記
） 

 

                  

参 加 者 

◎高田良一小澤紀行、 

黒田拓司、杉原三千代、 

高田良一、西片 昇、 

萩原 昇、広川ふじ子、 

箕輪ゆり子  計 8名 

 

コースタイム 

大宮＝室久保―30 分― 

―第 1 の峠―90 分― 

―金岳(三峰)―60 分― 

―第 2の峠―60分―粟野山

――60 分―室久保＝大宮 
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師
走
の
二
十
四
日
、「
か
ん
ぽ
の
宿
寄
居
」

に
駐
車
の
許
可
を
得
て
駐
車
場
か
ら
出
発
。
す

ぐ
下
の
登
山
口
か
ら
建
物
の
裏
手
を
ほ
ん
の
少

し
歩
き
、ま
っ
す
ぐ
行
く
と
円
良
田
湖
で
す
が
、

左
折
し
て
陣
見
山
方
面
に
向
か
い
ま
す
。
す
る

と
左
側
が
コ
ナ
ラ
、
右
側
が
桜
と
杉
の
樹
林
帯

の
中
に
な
り
、
左
下
か
ら
国
道
１
４
０
号
線
を

通
る
車
の
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
落
ち
葉

を
踏
み
し
め
て
の
緩
や
か
な
登
り
は
脚
全
体
に

心
地
よ
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を

３
～
４
回
繰
り
返
し
、
長
い
急
な
階
段
を
登
り

詰
め
る
と
虎
ノ
岡
城
跡
で
、
展
望
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
が
広
い
広
場
に
立
派
な
東
屋
が
建
っ

て
お
り
休
憩
に
最
適
な
場
所
で
し
た
。
３
月
下

旬
に
は
こ
の
手
前
の
コ
ル
か
ら
円
良
田
湖
方
面

へ
５
分
下
る
と
カ
タ
ク
リ
の
群
生
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
大
き
な
花
び
ら
に
驚
き
ま
す
。
虎
ヶ

岡
城
址
か
ら
左
の
階
段
を
下
り
る
と
快
適
な
尾

根
を
歩
き
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
急
坂

を
少
し
注
意
し
て
下
る
と
大
槻
峠
で
、
こ
こ
に

は
馬
頭
観
音
様
が
祀
っ
て
あ
っ
て
、
右
下
３
０

ｍ
に
車
道
が
見
え
ま
し
た
。
大
槻
峠
か
ら
は
岩

の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
道
を
１
０
分
ほ
ど
登
る
と
３

６
８
・
４
ｍ
地
点
で
陶
器
で
で
き
た
珍
し
い
三

角
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
三
角

点
は
周
囲
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
囲
ん
で
あ
っ
て
、

上
部
中
心
に
丸
い
陶
器
を
埋
め
込
ん
で
、「
三
角

点
・
国
土
地
理
院
」
と
刻
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
の
登
り
は
今
日
一
番
の
急
登
で
冬
な

の
に
大
汗
を
か
き
ま
し
た
。 

陣
見
山
に
は
二
等
三
角
点
が
あ
り
、
テ
レ
ビ

埼
玉
の
中
継
局
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
く
展

望
が
あ
り
ま
せ
ん
。
昼
食
の
後
、
こ
こ
か
ら
、

西
へ
向
か
い
岩
谷
洞
を
経
て
児
玉
町
へ
の
道
を

右
に
見
て
し
ば
ら
く
行
く
と
榎
峠
に
着
き
ま
し

た
。
こ
こ
は
４
差
路
に
な
っ
て
い
て
、
西
側
の

一
番
左
を
行
く
と
樋
口
駅
方
面
で
、
真
ん
中
の

車
道
を
進
み
、
２
０
ｍ
先
か
ら
左
折
し
て
、
長

い
水
平
道
を
進
む
と
急
に
周
り
が
明
る
く
な
っ

て
雨
乞
山
に
着
き
ま
し
た
。 

雨
乞
山
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
発
進
場
に
な
っ

て
お
り
、
今
日
一
番
の
展
望
地
で
、
南
面
が
大

き
く
開
け
て
い
て
、
長
瀞
の
街
並
み
や
荒
川
、

そ
の
向
こ
う
に
奥
多
摩
の
山
々
が
見
え
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
ほ
ん
の
少
し
西
に
進
み
青
色
な
ど
の

布
の
目
印
を
見
て
右
折
し
、
登
山
道
に
入
り
、

や
や
下
る
と
間
瀬
峠
で
し
た
。
車
道
を
横
切
り

急
登
す
る
と
不
動
山
に
着
き
ま
し
た
。
頂
上
は

展
望
が
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
先
の
南
面
が
よ
く

Ｎo017 

Ｎo018 

 

陣
見
山
～
不
動
山 

（
じ
ん
み
や
ま
～
ふ
ど
う
や
ま
） 

 

陣見山 

△531m 

N360844 

E1390812 

2013,03,17 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「寄居」 

不動山 

△549.2m 

N360816 

 E1390544 

地図 

1/25,000 

「鬼石」 
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波久礼

野上

虎ヶ岡城址

秩

鉄
道

父
道

１４０

線

国

549.2

Ｎ

樋口

苔不動

◬ ◬◬

陣見山 ５３１

かんぽの宿

不動山

×

◬ 

榎峠

　　　　
間瀬峠

見
え
る
平
坦
地
で
昼
食
。
青
空
で
し
た
が
木
枯

ら
し
が
吹
い
て
粉
雪
が
舞
う
寒
い
食
事
で
し
た
。

こ
こ
か
ら
少
し
歩
く
と
車
道
に
出
ま
し
た
。
苔

不
動
へ
は
車
道
か
ら
分
か
れ
て
左
に
入
り
ま
す
。

苔
不
動
ま
で
は
ト
ラ
ロ
ー
プ
が
張
っ
て
あ
り
、

苔
不
動
か
ら
先
は
あ
ま
り
歩
か
れ
て
い
な
い
登

山
道
を
下
り
ま
し
た
。
赤
テ
ー
プ
の
目
印
が
谷

の
左
側
に
も
つ
い
て
い
ま
す
が
途
中
で
行
き
止

ま
り
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
戻
っ
て
、
右

側
の
ヤ
ブ
道
を
強
引
に
下
り
ま
し
た
。
登
山
者

の
歩
い
た
気
配
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
赤
テ
ー
プ

を
頼
り
に
、
ヤ
ブ
を
か
き
分
け
小
枝
を
バ
リ
バ

リ
踏
ん
で
下
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
す
こ
し
登

山
道
ら
し
く
な
り
、
長
瀞
射
撃
場
の
金
網
の
フ

ェ
ン
ス
を
右
に
し
な
が
ら
歩
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
や
が
て
大
黒
天
が
祀
っ
て
あ
る
場
所
に

出
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
明
瞭
な
登
山
道
と
な

り
、
車
道
に
出
て
野
上
駅
着
き
ま
し
た
。
秩
父

鉄
道
で
波
久
礼
駅
ま
で
戻
り
「
か
ん
ぽ
の
宿
寄

居
」
の
駐
車
場
へ
無
事
到
着
し
ま
し
た
。 

（
益
田
光
男 

記
） 

   

 
 
 

 

 

 

    

 

 

        

参 加 者 

◎益田光男、箕輪ゆり子、萩原 昇 

計 3 名 

コースタイム 

かんぽの宿登山口―50 分― 

―虎ヶ丘城址―20 分―大槻峠― 

―10 分―368.4m 三角点―30 分― 

―陣見山―35 分―榎峠―50 分― 

―雨乞山―10分―間瀬峠―25分――

不動山―55 分―秩父鉄道野上駅 
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楢
抜
山
・
周
助
山(

ノ
ボ
ッ
ト)

は
、
名
栗
川

の
北
側
に
位
置
す
る
奥
武
蔵
の
山
稜
で
、
名
郷

近
辺
の
名
の
知
ら
れ
た
山
と
違
い
、
山
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
や
、
山
岳
地
図
な
ど
に
も
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。
展
望
も
花
も
期
待
で
き
な
い
地
味

な
山
で
、
訪
れ
る
ハ
イ
カ
ー
も
少
な
い
。
し
か

し
標
高
５
０
０
ｍ
前
後
の
地
味
な
低
山
で
も
、

ヤ
ブ
の
雰
囲
気
が
あ
り
、
大
・
小
の
コ
ブ
が
４

０
余
り
あ
る
、
ま
た
踏
み
跡
が
薄
く
、
非
常
に

迷
い
や
す
い
手
ご
わ
い
山
だ
が
、
そ
れ
な
り
に

魅
か
れ
る
要
素
を
持
つ
山
で
あ
り
ま
す
。
飯
能

駅
か
ら
名
郷
行
き
バ
ス
で
３
０
分
、
赤
沢
バ
ス

停
で
下
車
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
あ
る
角
を
北
へ

入
り
、
右
に
折
れ
、
突
き
当
り
の
民
家
の
手
前

の
細
い
道
を
生
け
垣
に
沿
っ
て
入
る
と
、
赤
い

鳥
居
の
あ
る
素
盞
鳴
神
社
に
着
く
。
本
殿
の
左

脇
を
行
く
と
再
び
鳥
居
が
現
れ
、
奥
に
秋
葉
神

社
と
あ
る
そ
の
脇
を
下
り
鞍
部
を
登
り
返
す
と

尾
根
道
へ
出
る
。
か
つ
て
東
京
電
力
の
職
員
が

送
電
線
の
管
理
に
出
入
り
し
て
い
た
が
、
例
の

福
島
原
発
事
故
か
ら
、
入
山
が
中
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
よ
う
で
、予
想
以
上
に
荒
れ
て
い
る
。

踏
み
跡
は
薄
く
、
木
の
枝
は
散
乱
、
し
か
も
道

標
ら
し
き
も
の
も
全
く
な
い
。
わ
ず
か
に
残
る

赤
テ
ー
プ
と
、上
空
の
送
電
線
が
頼
り
に
な
り
、

コ
ン
パ
ス
と
に
ら
め
っ
こ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

山
歩
き
で
す
。
そ
ろ
そ
ろ
こ
こ
ら
辺
り
か
ら
ア

ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
山
特
有
の
荒
砂
状
の
コ
ブ
は
厄
介
な
こ
と

で
、
ズ
ル
ズ
ル
と
こ
け
て
前
へ
進
ま
な
い
、
そ

の
う
ち
の
ピ
ー
ク
ら
し
い
所
が
加
久
良
山
と
い

わ
れ
る
が
、
尾
根
上
の
小
突
起
に
過
ぎ
な
い
。

更
に
い
く
つ
か
の
コ
ブ
を
越
え
る
と
、
石
灰
岩

の
積
み
重
な
っ
た
岩
峰
が
現
れ
る
。
慎
重
に
登

り
ク
リ
ア
、
そ
こ
か
ら
の
急
登
を
一
気
に
登
り

き
る
と
、
楢
抜
山
山
頂
へ
出
る
が
、
残
念
な
が

ら
樹
林
に
囲
ま
れ
展
望
は
な
い
。 

中
央
部
に
三
等
三
角
点
の
石
標
が
置
か
れ
て

あ
る
。
立
木
に
「
楢
抜
山
」
と
書
か
れ
た
小
さ

な
板
が
結
ば
れ
て
い
る
。
楢
抜
山
か
ら
は
、
岩

石
交
り
の
急
下
降
と
な
り
、
雑
木
を
掴
み
な
が

ら
慎
重
に
降
り
る
。
分
岐
に
出
て
ホ
ッ
と
す
る

が
、
こ
こ
は
間
違
い
や
す
い
所
で
、
赤
テ
ー
プ

に
目
が
く
ら
み
そ
う
に
な
る
が
、
仁
田
山
峠
方

面
を
確
認
の
こ
と
。
亀
裂
の
入
っ
た
大
岩
を
見

て
、
滑
り
や
す
い
急
坂
を
慎
重
に
降
り
る
と
、

仁
田
山
峠
の
林
道
へ
出
る
。
林
道
を
約
２
０
ｍ

進
ん
だ
所
を
左
折
、
登
山
道
は
二
分
し
た
り
し

て
い
る
の
で
、
コ
ン
パ
ス
で
確
認
す
る
。 

標

高
差
に
し
て
約
１
５
０
ｍ
登
っ
た
地
点
に
４
７

号
鉄
塔
が
あ
る
こ
こ
も
展
望
は
な
い
。
さ
す
が

に
こ
の
辺
り
は
特
産
で
あ
る
「
西
山
杉
」
の
植

林
帯
。
ど
こ
を
向
い
て
も
杉
・
杉
・
杉
・
だ
。

鉄
塔
か
ら
は
そ
の
ま
ま
ピ
ー
ク
を
進
む
、「
鉄
塔

４
８
号
に
至
る
」の
案
内
を
東
か
ら
ま
わ
る
が
、

幾
度
越
え
て
も
現
れ
る
コ
ブ
に
は
難
儀
し
な
が

Ｎo019 

Ｎo010 

 

楢
抜
山
～
ノ
ボ
ッ
ト 

（な
ら
ぬ
き
や
ま
～
の
ぼ
っ
と
） 

 

楢抜山 

△553.5m 

N355215 

 E1391149 

 

ノボット 

△435.8m 

N355229 

E1391316 

2012,10,14 

日帰り 

地図 

1/25,000 

「原市場」 
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ら
歩
く
と
こ
ろ
だ
。
パ
ッ
ト
開
け
る
と
仁
田
山

峠
か
ら
き
た
林
道
へ
降
り
る
。
林
道
を
少
し
下

っ
た
と
こ
ろ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
小
さ
く
、《
周

助
山
》
と
書
か
れ
た
矢
印
が
あ
る
が
、
よ
く
入

口
を
確
認
し
な
と
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
を
ド
ー

ン
と
下
り
た
と
こ
ろ
は
平
坦
で
歩
き
や
す
い
檜

の
植
林
帯
だ
。
や
が
て
緩
や
か
な
登
り
を
登
り

き
る
と
、
周
助
山
山
頂
へ
出
る
。
ま
だ
新
し
い

立
派
な
看
板
に
、
周
助
山
（
ノ
ボ
ッ
ト
）
と
太

く
書
か
れ
て
あ
る
。
そ
こ
も
檜
の
樹
林
に
囲
ま

れ
て
薄
暗
く
展
望
は
な
い
。
三
等
三
角
点
が
ポ

ツ
ン
と
頭
を
出
し
て
い
る
。
下
り
は
赤
抗
に
沿

っ
て
南
南
東
へ
緩
や
か
に
降
り
て
鞍
部
へ
鞍
部

か
ら
原
市
場
を
め
ざ
す
。
次
の
コ
ブ
を
左
に
巻

い
て
薄
い
踏
み
跡
の
尾
根
を
行
く
。
こ
の
辺
も

迷
う
と
こ
ろ
だ
。 

東
南
東
方
向
に
あ
る
薄
い
踏
み
跡
を
た
ど
り
、

急
坂
を
ジ
グ
ザ
グ
に
降
り
れ
ば
墓
地
の
横
に
出

て
、
天
神
峠
か
ら
来
る
道
路
に
出
る
。
原
市
場

中
学
校
校
庭
に
沿
っ
て
広
い
道
路
へ
出
て
、 

右
へ
曲
が
る
と
原
市
場
中
学
校
前
バ
ス
停
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
本
島 

健 
 

記
） 

    

                             

参 加 者 

◎本島 健、山崎 忠、益田光男 

鹿野紀彦、榎原忠雄、石田 徹、 

石井正夫、熊谷裕子   

計 8 名 

 

コースタイム 

飯能駅＝30分＝赤沢－15 分－神社－30 分－ 

-加久良山－30 分－505m のコブ－40 分－ 

-楢抜山－45 分－分岐-25 分－仁田山峠－ 

-30 分-47 鉄塔-50 分-周助山[ノボット]- 

―70 分-原市場中学校バス停＝40分＝飯能駅 
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西
武
秩
父
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
長
若
山
荘
ま

で
向
か
い
、
案
内
板
に
従
い
沢
沿
い
に
登
山
道

に
入
り
ま
し
た
。
朽
ち
か
け
た
木
橋
を
２
本
一

人
ず
つ
慎
重
に
渡
り
、
谷
か
ら
離
れ
ジ
グ
ザ
グ

に
杉
林
の
中
を
登
る
と
大
き
な
岩
を
越
え
る
あ

た
り
か
ら
尾
根
に
な
り
、
ま
も
な
く
一
ノ
峰
に

着
き
ま
し
た
。
北
側
に
展
望
が
あ
り
ま
し
た
。

私
の
腕
時
計
は
４
３
５
ｍ
を
示
し
て
い
て
い
ま 

し
た
。
こ
こ
で
最
初
の
記
念
撮
影
。
一
ノ
峰
か

ら
ま
っ
す
ぐ
進
む
と
二
ノ
峰
で
す
が
途
中
、
右

に
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
と
四
ノ
峰
へ
直
行
で
き
ま

す
。
こ
の
頂
上
か
ら
は
南
の
展
望
が
よ
く
正
面

に
兎
岩
、
遠
く
に
熊
倉
山
が
望
め
ま
し
た
。 

二
ノ
峰
か
ら
の
下
り
は
１
０
ｍ
ほ
ど
の
ク
サ
リ

場
で
慎
重
に
時
間
を
か
け
て
降
り
る
。
こ
こ
か

ら
登
り
返
す
と
三
ノ
峰
で
し
た
。
三
ノ
峰
も
展

望
が
い
い
。
こ
の
山
頂
の
先
は
切
れ
落
ち
た
崖

に
な
っ
て
い
る
の
で
少
し
戻
っ
て
先
に
進
む
。

ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
た
下
り
で
三
ノ
峰
直
下
を
巻

く
よ
う
に
登
山
道
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

先
の
下
り
は
再
び
１
０
ｍ
ほ
ど
の
ク
サ
リ
場
だ

っ
た
。
紅
葉
に
は
少
し
早
か
っ
た
が
岩
場
の
こ

の
あ
た
り
は
少
し
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

再
び
登
り
返
す
と
四
ノ
峰
で
し
た
。
頂
上
か
ら

の
展
望
は
な
い
。
四
ノ
峰
を
過
ぎ
、
「
金
精
神

社
・
文
殊
峠
」の
表
示
に
従
っ
て
こ
れ
を
進
む
。

五
ノ
峯
は
な
ぜ
か
一
ノ
峰
か
ら
四
ノ
峰
の
よ
う

な
峰
の
文
字
を
使
っ
て
い
な
い
。
五
の
峯
か
ら

少
し
行
く
と
展
望
地
で
両
神
山
、
小
鹿
野
二
子

山
や
西
上
州
の
山
々
が
望
め
ま
し
た
。
５
６
５

ｍ
の
ピ
ー
ク
と
思
わ
れ
る
地
点
で
左
に
進
路
を

変
え
て
進
む
と
安
雲
幹
線
鉄
塔
（
３
０
３
号
）

に
出
る
。
さ
ら
に
進
む
と
布
沢
峠
に
着
き
ま
し

た
。
こ
こ
を
左
に
下
る
と
林
道
に
出
て
長
若
山

荘
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
こ
は
直
進

し
て
文
殊
峠
方
面
に
行
く
。
こ
の
あ
た
り
、
展

望
は
あ
り
ま
せ
ん
が
が
歩
き
や
す
い
気
持
ち
の

い
い
登
山
道
で
し
た
。
途
中
、
右
上
に
大
き
な

モ
ミ
の
巨
木
が
現
れ
る
。
Ｓ
さ
ん
が
巨
木
の
根

元
ま
で
登
り
記
念
写
真
を
撮
っ
た
が
巨
木
に
比

べ
体
が
小
さ
く
見
え
、
身
長
の
何
十
倍
も
あ
る

木
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
で
あ
る
。
ほ
ど
な
く 

中
の
沢
分
岐
で
さ
ら
に
５
分
で
金
精
神
社
に
着

く
。
文
殊
峠
の
天
体
観
測
所
の
あ
る
と
こ
ろ
か

Ｎo020 
 

釜 

ノ 

沢 

五 

峰 

（か
ま
の
さ
わ
ご
ほ
う
） 

 
 
 
 
 
 

（か
ま
の
さ
わ
ご
ほ
う
） 

 

標高 

565m 

N355925 

E1390006 

 

2013,11,02 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「秩父・三峰」 
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法性寺

卍

長若山荘

一ノ峰

二ノ峰

三ノ峰

四ノ峰

五ノ峰

◬
竜神山

中ノ沢分岐

文殊峠

般若山

布沢峠

ら
の
展
望
は
格
別
で
秩
父
、
西
上
州
の
山
々
を

ほ
ぼ
３
６
０
度
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近
く
に
屋
根
つ
き
の
休
憩
所
が
あ
り
昼
食
。 

帰
り
は
中
ノ
沢
分
岐
ま
で
戻
り
竜
神
山
へ
向

か
い
ま
し
た
。
竜
神
山
に
は
金
属
の
鋲
が
は
め

込
ま
れ
た
四
等
三
角
点
が
あ
り
ま
し
た
。
ゴ
ツ

ゴ
ツ
し
た
岩
の
登
山
道
を
慎
重
に
登
り
下
り
し

て
鉄
塔
の
先
で
賽
の
洞
窟
を
過
ぎ
、
さ
ら
に
行

く
と
登
山
道
の
両
サ
イ
ド
が
ク
サ
リ
で
守
ら
れ

た
大
き
な
兎
岩
の
上
に
出
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら

武
甲
山
が
近
く
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
が

霧
の
た
め
見
え
ず
残
念
で
し
た
。
兎
岩
か
ら
ジ

グ
ザ
グ
に
下
る
と
林
道
に
出
て
左
に
２
０
分
歩

く
と
長
若
山
荘
に
無
事
到
着
。 

こ
の
登
山
道
は
長
若
山
荘
の
ご
主
人
が
整
備

さ
れ
た
も
の
で
「
こ
の
登
山
コ
ー
ス
は
私
設
で

す･････

」
と
立
て
看
板
が
あ
り
ま
し
た
。
登
山

者
は
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
て
永
く
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
益
田
光
男 

記
） 

《
参
考
資
料
》 

金
精
神
社 

 

奥
日
光
の
金
精
峠
に
あ
る
金
精
神
社
の
分
室

で
、
お
祭
り
は
毎
年
１
０
月
第
３
日
曜
日
か
第

４
日
曜
日
に
秩
父
大
神
社
の
お
神
楽
が
奉
納
さ

れ
る
な
ど
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。 

 

天
体
観
測
所 

 
４
基
の
天
体
望
遠
鏡
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

ス
タ
ー
ウ
ォ
チ
ン
グ
す
る
に
は
長
若
山
荘
に
予

約
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

法
性
寺 

 

長
若
山
荘
か
ら
登
山
道
を
ほ
ん
の
少
し
歩
き

右
折
す
る
と
１
時
間
３
０
分
で
般
若
山
法
性
寺

に
行
き
着
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
秩
父
３
２
番

札
所
で
通
称
お
船
観
音
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

    

参 加 者 

小林善行・浅田良一・黒田拓司 

清水 博・杉原三千代・互茂子 

小澤紀行・益田光男  8 名 

コースタイム 

長若山荘―25 分―一ノ峰―10 分― 

―二ノ峰―10 分―三ノ峰―15 分―四ノ峰

―10分―五ノ峯―25分―モミの巨木―5分

―中ノ沢分岐―5 分－金精神社（文殊峠）

―5 分―中ノ沢分岐――10 分―竜神山―15

分―賽の洞窟―15 分―兎岩―20 分―林道

―20 分―長若山荘 
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吾
野
駅
か
ら
顔
振
峠
・
越
上
山
・
ユ
ガ
テ
坂
・

東
吾
野
駅
へ
と
歩
き
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、

飯
能
市
と
越
生
町
を
分
け
る
稜
線
上
に
位
置
し
、

歴
史
を
尋
ね
、
眺
望
を
楽
し
む
山
で
多
く
の
ハ

イ
カ
ー
が
訪
れ
る
。
他
に
、
今
は
周
囲
が
す
っ

か
り
観
光
化
さ
れ
て
い
て
マ
イ
カ
ー
族
も
多
く

見
か
け
る
。
西
武
線
吾
野
駅
舎
脇
の
石
段
か
ら

歩
く
、
古
民
家
の
連
な
る
街
道
は
昔
を
偲
ば
せ

て
く
れ
る
。
こ
の
辺
り
は
、
ホ
タ
ル
の
生
息
地

で
、《
ホ
タ
ル
の
里
》
の
案
内
板
が
目
に
つ
く
。

そ
の
清
流
に
沿
っ
て
歩
く
と
、
反
対
側
の
小
高

い
畑
に
は
、
梅
の
古
木
が
ふ
ぞ
ろ
い
に
並
ん
で

い
る
。
奥
手
に
は
桜
の
古
木
が
陣
取
り
、
開
花

期
に
は
そ
れ
ら
の
風
情
が
味
わ
え
そ
う
だ
。
暫

く
車
道
歩
き
と
な
り
ま
す
が
、
や
が
て
顔
振
峠

の
案
内
板
が
現
れ
、
そ
こ
を
右
に
折
れ
る
と
、

登
山
道
入
口
と
あ
り
、緩
や
か
な
上
リ
に
入
る
。

こ
の
一
帯
は
特
産
の
杉
・
桧
の
植
林
帯
が
続
き
、

下
草
は
き
れ
い
に
刈
り
払
わ
れ
、
枝
打
ち
さ
れ

た
杉
・
桧
の
樹
林
は
天
へ
伸
び
て
い
る
。
山
道

も
石
交
り
に
な
る
と
、
低
山
だ
が
結
構
な
コ
ブ

が
次
か
ら
次
へ
と
現
れ
る
の
で
、
休
憩
・
水
分

補
給
を
ま
め
に
と
っ
て
頂
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

明
る
い
日
向
の
集
落
が
見
え
て
、
展
望
の
良
い

所
に
出
る
と
、
そ
こ
に
は
地
蔵
堂
が
あ
り
、
そ

の
先
に
は
、魔
利
支
天
の
お
堂
が
建
っ
て
い
る
。

笑
楽
門
と
言
わ
れ
る
門
の
両
側
に「
宝
即
是
色
」

「
自
然
人
生
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
が
凡
人

に
は
意
味
不
詳
で
あ
る
。
や
が
て
岩
の
露
出
し

た
急
坂
を
一
気
に
登
り
き
る
と
顔
振
峠
へ
出
ま

す
。
顔
振
峠
は
、
鎌
倉
時
代
弁
慶
以
下
義
経
主

徒
が
、
奥
州
へ
落
ち
る
途
中
、
立
ち
寄
っ
た
際

に
、
そ
の
絶
景
に
何
度
も
顔
を
振
返
り
し
こ
と

が
、
そ
の
名
の
由
来
だ
そ
う
で
す
。
正
面
に
は

武
甲
山
・
蕎
麦
山
・
三
頭
山
が
見
え
ま
す
。 

 

茶
屋
の
横
か
ら
杉
の
根
が
張
っ
た
山
道
を
、
５

分
程
登
る
と
小
広
い
展
望
台
が
あ
り
、
こ
こ
か

ら
赤
城
山
・
榛
名
山
な
ど
の
上
州
の
山
が
見
え

ま
す
。
さ
て
、
こ
の
辺
で
昼
食
を
と
る
の
も
ど

う
か
し
ら
。
春
で
し
た
ら
茶
屋
へ
予
約
し
て
、

揚
げ
た
て
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
て
ん
ぷ
ら
と
か
、

味
噌
お
で
ん
に
舌
つ
づ
み
を
打
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
っ
か
り
腹
ご
し
ら
え
を
し
て
越
上
山

へ
向
か
う
と
し
ょ
う
。
峠
か
ら
杉
林
を
巻
く
よ

う
に
歩
く
と
、
秋
の
大
祭
に
は
獅
子
舞
が
奉
納

さ
る
諏
訪
神
社
へ
出
る
、
木
の
根
の
張
っ
た
道

を
暫
く
行
く
と
右
手
に
、「
こ
こ
か
ら
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
が
見
え
ま
す
」
の
立
看
板
が
現
れ
ま
す
。

今
は
富
士
山
よ
り
も
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
方
が

展
望
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
の
で
す
ね
ェ
ー
。 

 

や
が
て
、
ご
つ
ご
つ
し
た
岩
っ
ぽ
い
道
を
登
る

と
、
本
日
の
最
高
点
越
上
山
（
５
６
６
ｍ
）
へ
。

越
上
山
は
「
拝
み
山
」・「
御
神
山
」
が
転
じ
て

付
い
た
と
い
わ
れ
、
樹
林
に
遮
ら
れ
て
展
望
は

な
く
、
三
角
点
が
ポ
ツ
ン
と
頭
を
出
し
て
い
ま

す
。
帰
路
は
十
二
曲
り
・
エ
ビ
ガ
坂
と
心
地
よ

い 

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
、
更
に
ひ
と

越
え
し
ま
す
と
、
待
ち
遠
し
か
っ
た
ユ
ガ
テ
の

Ｎo021 
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集
落
へ
出
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
の
ど
か
な
山
村

風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
名
の
ル
ー
ツ
は

漢
字
で
「
湯
ヶ
天
」
と
書
き
、
そ
の
昔
、
湯
が

天
ま
で
吹
き
上
が
る
程
、
豊
富
に
出
た
こ
と
か

ら
名
づ
け
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
傍
ら

に
は
季
節
の
地
元
産
物
を
並
べ
た
無
人
売
り
場

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
土
産
を
買
い
込
む
の
も
良

い
で
し
ょ
う
。
昔
を
偲
ぶ
古
道
で
、「
飛
脚
道
」

の
案
内
板
を
見
て
、
杉
・
桧
の
イ
オ
ン
を
い
っ

ぱ
い
吸
い
な
が
ら
、
下
山
道
口
に
あ
る
「
福
徳

寺
」（
武
蔵
野
三
十
三
観
音
堂
の
三
十
番
目
に
あ

た
る
、重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
お
寺
）

へ
歩
き
ま
す
。
虎
秀
川
沿
い
を
下
り
、
高
麗
川

の
橋
を
渡
れ
ば
東
吾
野
駅
も
う
す
ぐ
で
す
。 

（
本
島 

由
利
子 

記
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 

                         

                             

参 加 者 

◎倉重裕一、本島 健、本島由利子 

和田厚子、小沢紀行、互 茂子、 

安才冨美子、藤田喜久子、広瀬栄子、

高橋八重子、豊田孝道、早川正雄 

力丸忠夫、菅江とき子、榎本千代子 

池田信一、森田憲子  計 17 名 

コースタイム 

西武吾野駅―50 分－地蔵堂―20 分－ 

―顔振峠―10 分－見晴台―10 分－ 

-峠の茶屋―20 分―諏訪神社－10分- 

－越上山一 20 分―本杉峠－20 分― 

-十二曲り－30 分-エビガ坂－10 分― 

ユガテ－50分―東吾野駅 
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寄
居
町
と
皆
野
町
の
町
境
に
あ
る
。
外
秩
父

七
峰
縦
走
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
最
後
の
登
谷
山

の
隣
に
位
置
す
る
。 

 

秩
父
鉄
道
の
波
久
礼
駅
を
出
発
し
、
日
本
水

（
や
ま
と
み
ず
）取
水
場
を
通
り
頂
上
に
登
り
、

寄
居
駅
ま
で
歩
く
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
。 

会
報
「
こ
も
れ
び
」
に
Ｉ
さ
ん
の
次
の
よ
う
な

山
行
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

前
日
の
雨
で
足
元
が
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
考
慮
し
、
登
る
山
は
釜
伏
山
に
し
ぼ

り
、ル
ー
ト
も
舗
装
道
路
歩
き
を
多
く
す
る
旨
、

波
久
礼
駅
出
発
時
に
リ
ー
ダ
ー
か
ら
発
表
さ
れ

る
。
時
折
薄
日
が
射
す
程
度
の
曇
り
空
で
暑
さ

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
な
く
爽
や
か
気
分
で
ハ
イ

キ
ン
グ
。
鳥
の
囀
り
に
双
眼
鏡
を
覗
き
、
飛
び

交
う
蝶
に
カ
メ
ラ
を
構
え
、
路
傍
の
花
々
を
愛

で
奥
入
瀬
渓
谷
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
清
ら
か
な

流
れ
に
見
惚
れ
な
が
ら
の
ん
び
り
と
歩
む
。
名

水
百
選
の
日
本
水
取
水
場
で
は
、
車
で
汲
み
に

来
て
い
る
方
々
に
混
じ
っ
て
名
水
に
舌
鼓
を
打

つ
。
目
的
地
の
釜
伏
山
の
ア
タ
ッ
ク
だ
け
は
、

濡
れ
た
ゴ
ロ
ゴ
ロ
岩
の
急
登
と
な
り
、
山
行
で

あ
る
こ
と
を
充
分
に
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。 

 

釜
伏
峠
の
東
屋
で
昼
食
を
済
ま
せ
た
後
は
外
秩

父
七
峰
縦
走
ハ
イ
キ
ン
グ
の
ル
ー
ト
を
辿
る
。 

 
 
 

触
れ
る
だ
け
で
落
ち
て
し
ま
う
ほ
ど
に
甘
く

黄
色
に
熟
し
き
っ
た
キ
イ
チ
ゴ
が
次
々
と
現
れ

歩
み
が
滞
る
こ
と
し
ば
し
ば
。
久
々
の
初
夏
の

ハ
イ
キ
ン
グ
に
充
分
満
足
し
て
寄
居
駅
に
ゴ
ー

ル
し
た
。 

（
佐
藤 

新 

記
） 

※
コ
ラ
ム 

秩
父
の
名
水 

・
日
本
水
は
、
日
本
武
尊
が
東
征
の
折
に
喉
の

渇
き
を
覚
え
て
剣
を
抜
い
て
大
岩
に
突
き
さ
し

た
と
こ
ろ
清
水
が
湧
き
だ
し
た
。
あ
ま
り
の
冷

た
さ
に
、
た
っ
た
一
杯
し
か
飲
め
な
か
っ
た
の

で
一
杯
水
と
も
い
う
。
昭
和
六
十
年
に
環
境
庁

（
今
は
省
）
が
選
定
し
た
名
水
百
選
で
あ
る
。

源
泉
は
頂
上
に
近
い
百
畳
敷
岩
だ
が
、
崖
崩
れ

Ｎo022 
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の
危
険
が
あ
り
現
在
は
立
入
禁
止
に
な
っ
て
い

る
。 

【
釜
伏
山
は
平
成
２
０
年
６
月
に
環
境
省
が
新

た
に
「
平
成
の
名
水
百
選
」
を
制
定
し
た
。
そ

の
中
に
秩
父
の
二
ケ
所
が
入
っ
て
い
る
。
重
複

し
な
い
の
で
名
水
ニ
百
選
と
も
い
え
る
。 

毘
沙
門
水
（
小
鹿
野
町
藤
倉
地
内
）
と
武
甲 

山
伏
流
水
（
秩
父
市
の
秩
父
神
社
周
辺
な
ど
） 

で
、
山
の
帰
り
に
寄
っ
て
み
た
い
も
の
だ
。
】 

 

※
コ
ラ
ム 

 

蛇
紋
岩
に
つ
い
て 

釜
伏
山
は
蛇
紋
岩
か
ら
で
き
て
い
る
。
周
囲 

の
岩
石
に
比
べ
て
硬
い
岩
石
な
の
で
浸
食
さ
れ 

ず
に
残
さ
れ
て
、
釜
を
伏
せ
た
よ
う
な
山
容
で 

あ
る
。
緑
の
地
に
曲
線
の
模
様
が
あ
っ
て
、
蛇

の
皮
の
紋
様
を
連
想
さ
せ
る
の
で
名
前
が
つ
い

た
。
装
飾
と
し
て
利
用
さ
れ
る
が
、
似
せ
て
つ

く
っ
た
人
工
石
材
が
建
築
物
の
床
や
壁
に
よ
く

使
わ
れ
て
い
る
。 

火
山
の
深
い
場
所
で
で
き
て
、
超
塩
基
性
岩 

と
呼
ば
れ
る
珍
し
い
種
類
の
岩
石
で
あ
る
。 

ま
た
超
苦
鉄
質
と
い
う
鉄
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の

多
い
成
分
か
ら
で
き
て
い
る
た
め
に
植
生
に
も

強
い
影
響
を
与
え
る
岩
石
で
も
あ
る
。 

 

北
海
道
の
夕
張
岳
と
北
上
山
地
の
早
池
峰
山 

が
蛇
紋
岩
の
山
と
し
て
有
名
だ
。
特
有
の
地
形 

と
固
有
の
高
山
植
物
が
あ
っ
て
、
名
山
と
し
て 

多
く
の
人
に
登
ら
れ
て
い
る
。 

 

上
長
瀞
駅
の
近
く
に
あ
る
県
立
の
「
自
然
の 

博
物
館
」
に
は
、
蛇
紋
岩
が
展
示
さ
れ
て
い
て 

固
有
な
植
物
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。 

釜
伏
山
は
低
い
山
で
す
が
、
岩
石
と
山
容
そ
し

て
植
生
と
、
他
の
山
と
は
違
っ
た
個
性
を
秘
め

た
山
で
、
隠
れ
名
山
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し 

ょ
う
か
。 

   

              

参 加 者 

◎佐藤 新、広瀬栄子、川俣秀子、 

刈谷恵三、榎原忠雄、野沢六冶、 

野沢珙子、菅江とき子、髙橋八重子、 

豊田孝道、吉野喜八郎、水野律子、 

本島健、本島由利子、佐藤初子、 

池田信一     計 16 名 

コースタイム 

秩父鉄道波久礼駅－120 分－ 

−日本水取水場－70分―釜伏山頂－ 

−30 分－釜伏峠－120 分－鉢形城公園

－40 分－東武寄居駅 
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簑
山
は
た
く
さ
ん
の
花
が
咲
く
こ
と
か
ら

「
美
の
山
」
と
い
う
名
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、

長
瀞
町
、
皆
野
町
、
秩
父
市
に
ま
た
が
る
標
高

５
８
６
．
９
ｍ
の
独
立
峰
で
す
。 

 

今
回
は
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
花
を
見
よ
う
と
５
月

中
旬
、
参
加
者
９
名
の
山
行
で
し
た
。
和
銅
黒

谷
駅
前
の
国
道
１
４
０
号
線
を
左
に
５
分
行
く

と
和
銅
遺
跡
へ
の
大
き
な
看
板
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
こ
を
右
折
し
て
緩
い
登
り
の
車

道
を
歩
く
と
二
つ
目
の
標
識
か
ら
和
銅
遺
跡
を

見
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
左
に
行
く
と
簑

山
へ
の
山
道
で
す
。
こ
こ
を
右
折
し
て
和
銅
遺

跡
を
見
学
。 

奈
良
時
代
、
こ
の
地
に
自
然
銅
が
採
掘
さ
れ

朝
廷
に
献
上
し
た
。
こ
れ
を
祝
っ
て
元
号
を
和

銅
元
年
（
７
０
８
年
）
と
改
元
し
た
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
和
銅
は
純
度
が
非
常
に
高

く
精
錬
を
要
し
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
後

「
和
同
開
珎
」
が
鋳
造
さ
れ
た
。
戦
国
時
代
に

は
こ
の
あ
た
り
か
ら
の
銅
の
産
出
が
盛
ん
に
行

わ
れ
、
日
本
全
国
に
送
り
出
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
、
秩
父
に
多
大
な
財
力
を
も
た
ら
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
車
道
ま
で
戻
っ
て
、
直
進
し
、
山

道
に
入
り
ま
し
た
。こ
こ
に
は「
山
頂
ま
で
１
．

３
Ｋ
ｍ
」
と
書
い
た
標
識
が
あ
り
ま
し
た
。
車

道
を
一
つ
横
切
り
、
二
つ
目
の
車
道
を
左
に
行

く
と
絶
好
の
展
望
地
で
し
た
が
、
今
日
は
霞
が

か
か
っ
て
お
り
左
に
武
甲
山
が
確
認
で
き
た
だ

け
だ
っ
た
。
４
月
の
単
独
行
で
は
中
央
に
秩
父

の
山
々
、
右
に
両
神
山
な
ど
が
遠
望
で
き
絶
景

で
し
た
。
こ
こ
か
ら
１
０
０
ｍ
先
を
右
折
し
て

舗
装
さ
れ
た
車
道
を
登
り
ま
し
た
が
す
ぐ
砂
利

道
に
な
り
、
も
う
少
し
行
く
と
右
折
し
て
山
道

と
な
り
ま
し
た
。
Ｕ
字
型
に
え
ぐ
ら
れ
た
道
で

し
た
が
広
く
歩
き
や
す
い
。
ジ
グ
ザ
グ
に
竹
や

中
木
の
中
を
登
っ
て
行
く
。
枯
葉
が
丁
度
い
い

具
合
に
積
も
っ
て
い
て
急
登
で
す
が
楽
な
歩
き

で
し
た
。
最
後
は
丸
太
で
仕
切
ら
れ
た
階
段
を

登
り
詰
め
、
山
頂
に
着
き
ま
し
た
。 

簑
山
山
頂
は
数
組
の
ハ
イ
カ
ー
が
ベ
ン
チ
な

ど
で
休
憩
し
た
り
、
食
事
を
し
た
り
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
こ
こ
は
国
民
休
養
地
に
指
定

さ
れ
た
埼
玉
県
で
管
理
し
て
い
る
県
立
美
の
山

公
園
と
の
こ
と
で
す
。
展
望
台
か
ら
は
３
６
０

度
の
展
望
で
、
寄
居
方
面
は
近
く
の
陣
見
山
、 

釜
伏
山
、
登
谷
山
、
皇
鈴
山
な
ど
が
確
認
で
き

ま
し
た
が
、
秩
父
方
面
の
山
々
は
霞
ん
で
い
て

多
く
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

３
５
０
０
株
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ヤ
マ
ツ
ツ

ジ
は
、
早
く
咲
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
多
く
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ベ
ン
チ
で

ゆ
っ
く
り
昼
食
。 

帰
り
は
親
鼻
駅
へ
向
か
っ
て
下
り
ま
し
た
。

ツ
ツ
ジ
園
地
は
満
開
が
過
ぎ
た
ツ
ツ
ジ
の
ト
ン

ネ
ル
を
く
ぐ
る
こ
と
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
残
念

で
し
た
。 

 
 
 

 

（
益
田
光
男 

記
） 
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親鼻

皆野

黒谷

秩
　

父

鉄

道

ト
ン

ネ
ル

国

道

１４０

号

線

バ

イ

パ

ス

関
東
ふ

れ

あ

の

道

い

和銅遺跡

Ｎ

卍 万福寺

◬ 

蓑山 ５８９

簑
山
に
咲
く
花 

３
月 

 
 

ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
、
キ
ブ
シ
、

マ
ン
サ
ク
、
マ
メ
ザ
ク
ラ 

４
月 

 
 

コ
ブ
シ
、
モ
ク
レ
ン
、
キ
ジ
ム
シ
ロ
、
タ

チ
ツ
ボ
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、
ベ
ニ
シ
ダ
レ

ザ
ク
ラ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
ヒ
ト
リ
シ
ズ

カ
、
エ
イ
ザ
ン
ス
ミ
レ
、
フ
デ
リ
ン
ド
ウ
、

シ
バ
ザ
ク
ラ
、
シ
ャ
ガ 

５
月 

 
 

バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ
、
ア
マ
ド
コ
ロ
、
ホ
タ
ル

カ
ズ
ラ 

６
月 

 
 

ノ
ア
ザ
ミ
、
ホ
タ
ル
ブ
ク
ロ
、
シ
モ
ツ
ケ

ソ
ウ
、
ウ
ツ
ボ
グ
サ 

 

７
月 

 
 

キ
キ
ョ
ウ
、
ヤ
マ
ユ
リ
、
ナ
ツ
ズ
イ
セ
ン 

８
月 

 
 

ウ
バ
ユ
リ
、
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
、
ツ
リ

ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン 

９
月 

マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ 

２
月 

 
 

ロ
ウ
バ
イ 

（「
美
の
山
公
園
四
季
の
花
々
」
を
参
考
） 

                  

                

参 加 者 

益田光男、西片 昇、水野律子、 

川俣秀子、大槻千代子、 

松岡茂夫、小林善行、大村登美子、

榎本千代子   計 9名 

 

コースタイム 

秩父鉄道・和銅黒谷駅―２０分― 

―和銅遺跡――70 分―簑 山― 

―75 分―秩父鉄道親鼻駅 
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横
隈
山
（
よ
こ
が
い
さ
ん
）
と
は
、
な
か
な

か
読
め
な
い
も
の
で
す
。
本
庄
市
児
玉
と
神
川

町
を
分
け
る
と
こ
ろ
に
あ
る
山
で
、
埼
玉
県
の

最
北
に
あ
り
す
ぐ
隣
は
群
馬
県
に
な
り
ま
す
。 

登
山
口
ま
で
の
交
通
機
関
の
便
は
良
く
な
く

マ
イ
カ
ー
利
用
が
便
利
に
な
り
ま
す
が
今
回
は

駅
か
ら
徒
歩
で
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。 

野
上
の
駅
前
に
は
清
潔
な
ト
イ
レ
が
あ
り
登
山

者
に
は
大
変
助
か
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
駅
前

広
場
に
は
宮
沢
賢
治
の
立
派
な
碑
が
建
て
ら
れ
、

賢
治
が
こ
の
地
を
訪
れ
た
足
跡
を
記
し
て
あ
り

ま
す
。
駅
か
ら
は
し
ば
ら
く
車
道
を
歩
き
、
途

中
萬
福
寺
で
長
瀞
ア
ル
プ
ス
へ
の
道
を
分
け
な

お
も
車
道
を
ゆ
き
ま
す
。
や
が
て
、
長
瀞
高
原

ビ
レ
ッ
ジ
の
跡
地
辺
り
か
ら
山
道
に
入
り
出
牛

峠
（
じ
ゅ
う
し
と
う
げ
）
に
着
き
ま
す
。 

こ
の
峠
は
、
明
治
の
こ
ろ
秩
父
困
民
党
が
東

京
に
攻
め
上
が
る
と
き
に
越
え
た
峠
で
そ
の
後

の
戦
い
で
敗
れ
生
き
残
っ
た
農
民
た
ち
が
再
び

秩
父
に
戻
る
と
き
に
も
通
っ
た
歴
史
の
あ
る
峠

道
で
す
。
今
は
完
全
舗
装
の
林
道
に
な
り
当
時

の
面
影
を
偲
ぶ
も
の
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

峠
を
下
る
と
再
び
ダ
ン
プ
カ
ー
の
行
き
交
う

車
道
に
出
ま
す
。
ゴ
ル
フ
場
入
り
口
を
分
け
る

と
よ
う
や
く
登
山
道
の
入
り
口
に
着
き
ま
す
。

こ
こ
ま
で
で
な
ん
と
２
時
間
も
か
か
り
ま
し
た
。 

登
山
道
は
植
林
と
自
然
林
の
間
を
縫
う
よ
う

に
進
み
、
展
望
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
途
中
平

沢
峠
と
い
う
峠
ら
し
く
な
い
峠
に
着
く
と
、
住

居
野
峠
（
す
も
う
の
と
う
げ
）
方
面
へ
の
道
を

分
け
北
に
向
か
い
ま
す
。
急
登
を
行
く
と
林
道

が
す
ぐ
左
側
に
出
て
き
て
少
々
が
っ
か
り
し
ま

す
が
、
間
も
な
く
こ
の
日
一
番
の
展
望
の
良
い

場
所
に
出
ま
す
。
こ
こ
は
西
側
が
開
け
群
馬
側

の
鬼
石
の
街
並
み
や
東
・
西
御
荷
鉾
山
を
見
る

事
が
出
来
ま
し
た
が
、
気
温
が
上
が
り
春
霞
の

た
め
遠
望
は
ほ
と
ん
ど
き
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
か
ら
山
頂
ま
で
は
約
５
分
、
す
ぐ
に
到
着

で
す
。
山
頂
で
昼
食
・
休
憩
、
集
合
写
真
を
撮

影
の
後
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。 
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山
頂
か
ら
は
今
日
登
っ
た
道
を
忠
実
に
た
ど

り
駅
に
向
か
い
ま
す
。 

 
 

(

豊
田
孝
道 

記)  

 

      

                             

             

参 加 者 

◎清水順子 浅田良一 髙橋八重子 

藤田喜久子 斎藤悦子 荻原章子 

桶川和子 豊田孝道 内田克己 

本島 健 榎原忠雄 鈴木 武 

力丸忠夫、池田信一、 吉野喜八郎、 

大室光江     計 16 名 

 

コースタイム 

熊谷＝野上－65 分－出牛峠－30 分－ 

―いろは橋－1 時間 10 分－登山口－ 

−60 分－山頂－往路を戻る－秩父野上駅 
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両
神
山
か
ら
派
出
す
る
長
大
な
尾
根
の
ひ
と

つ
に
天
武
将
尾
根
（
天
理
尾
根
）
が
あ
る
。
天

理
岳
～
楢
尾
沢
峠
～
両
詰
山
～
戸
蓋
峠
～
戸
蓋

山
～
高
突
山
～
権
五
郎
峠
（
五
合
落
峠
）
～
大

明
神
山
と
続
く
山
稜
は
１
０
ｋ
ｍ
を
優
に
越
え
、

小
鹿
野
市
街
地
に
迫
っ
て
い
る
。
は
た
し
て
こ

の
山
稜
全
部
を
天
武
将
尾
根
と
呼
ん
で
い
い
も

の
や
ら
。
と
に
か
く
楢
尾
沢
峠
か
ら
先
の
山
稜

は
高
度
を
落
と
し
、
山
容
も
穏
や
か
に
な
り
、

里
山
的
な
魅
力
に
富
ん
だ
山
と
な
る
。 

今
回
は
そ
の
山
稜
の
中
か
ら
、変
化
に
富
み
、

手
ご
ろ
な
ハ
イ
キ
ン
グ
の
対
象
と
な
る
戸
蓋
峠

～
戸
蓋
山
～
高
突
山
（
た
か
つ
き
や
ま
）
を
縦

走
し
た
。稜
線
上
に
道
は
な
い
が
、藪
も
な
く
、

快
適
に
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
危
険
な
箇
所
は

少
な
い
が
、
道
標
の
類
は
皆
無
な
の
で
、
地
図

読
み
の
熟
練
、
ま
た
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
携
帯
が
必
要

で
あ
る
。
登
山
の
適
期
は
晩
秋
か
ら
早
春
に
か

け
て
の
間
で
、
夏
は
不
向
き
で
あ
る
。 

戸
蓋
峠
道
は
、
志
賀
坂
峠
と
と
も
に
西
上
州

と
秩
父
を
結
ぶ
交
易
路
を
形
成
し
て
い
た
歴
史

的
な
街
道
の
一
部
で
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」

に
も
飛
二
峠
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
は
、

さ
ら
に
十
石
峠
を
介
し
、
信
州
・
佐
久
地
方
に

続
い
て
お
り
、
戦
国
期
に
は
、
武
田
勢
が
こ
の

ル
ー
ト
か
ら
数
度
に
わ
た
り
攻
め
込
ん
で
き
た

記
録
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
戸
蓋
峠
が
秩
父

地
方
の
防
御
線
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、

戸
蓋
峠
を
見
下
ろ
す
戸
蓋
山
に
、
大
規
模
な
要

塞
が
築
か
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
城
郭

関
係
の
資
料
で
は
要
害
山
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

加
明
地
集
落
で
要
害
山
と
い
っ
て
も
ま
っ
た
く

通
じ
な
い
。
地
元
で
は
戸
蓋
峠
の
脇
に
あ
る
の

で
、
戸
蓋
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
一
方
の
高
突

山
も
、「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
記
さ
れ
て
い

る
が
、
山
容
か
ら
す
る
と
、
こ
の
名
は
不
適
切

に
思
え
る
。
恐
ら
く
、
鷹
が
住
み
付
い
て
い
る

山
と
い
う
意
味
の
鷹
附
山
が
語
源
で
あ
ろ
う
。 

加
明
地
か
ら
戸
蓋
峠
へ
は
、
県
道
か
ら
集
落

の
中
の
舗
装
さ
れ
た
町
道
に
入
り
、
集
落
の
最

後
の
家
の
脇
の
広
場
状
の
空
き
地
か
ら
、
谷
に

入
る
山
道
を
行
く
。
峠
道
は
や
が
て
谷
か
ら
離

れ
、
植
林
の
中
を
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
で
高
度
を

上
げ
る
。
細
い
が
歩
き
や
す
い
道
で
、
程
な
く

戸
蓋
峠
に
到
着
す
る
。
峠
に
は
頭
が
落
ち
た
地

蔵
尊
が
２
体
あ
る
。
峠
か
ら
戸
蓋
山
ま
で
は
急

登
と
な
る
が
、
自
然
林
に
囲
ま
れ
た
快
適
な
登

り
で
あ
る
。
や
が
て
山
頂
直
下
の
痩
せ
尾
根
に

行
き
あ
た
る
。
最
も
狭
い
と
こ
ろ
は
一
人
が
通

過
す
る
の
が
や
っ
と
の
幅
し
か
な
い
、
両
側
が

切
れ
落
ち
た
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
に
な
っ
て
い
る
。

立
ち
木
が
な
け
れ
ば
、
恐
怖
を
感
じ
る
よ
う
な

と
こ
ろ
で
あ
る
。
軍
団
の
進
入
を
防
ぐ
た
め
、

人
工
的
に
削
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

戸
蓋
山
（
６
１
５
ｍ
）
の
山
頂
は
細
長
い
平

坦
地
に
な
っ
て
お
り
、
山
の
神
が
祭
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
段
状
に
い
く
つ
か
の
平
坦
地
が
連

な
っ
て
お
り
、
石
段
と
思
し
き
遺
構
も
あ
る
。 

戸
蓋
山
か
ら
の
下
り
も
急
傾
斜
で
あ
る
が
、

そ
の
先
は
、
比
較
的
緩
や
か
な
起
伏
の
山
稜
と

な
り
、
三
角
点
峰
（
５
６
６
・
７
ｍ
）、
５
５
９

ｍ
峰
も
難
な
く
通
過
す
る
。
こ
の
稜
線
は
全
体

的
に
雑
木
林
の
区
間
が
多
く
、
冬
枯
れ
の
季
節

な
ら
明
る
い
が
、
展
望
は
期
待
で
き
な
い
。 

同
じ
よ
う
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
、

や
や
飽
き
て
き
た
頃
、
最
後
の
登
り
と
な
る
高

突
山
（
５
７
７
ｍ
）
に
さ
し
か
か
る
。
こ
の
山

の
山
頂
は
植
林
地
に
な
っ
て
お
り
、
展
望
も
な

い
。
目
的
地
と
し
て
は
少
し
残
念
で
あ
る
。 

そ
の
代
わ
り
、
く
だ
り
に
使
用
す
る
龍
王
山 

に
至
る
尾
根
は
、
照
葉
樹
の
大
木
が
林
立
し
、

何
と
も
言
え
な
い
素
晴
ら
し
い
雰
囲
気
を
か
も

し
出
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
急
傾
斜
の
滑
り
や

す
い
痩
せ
尾
根
な
の
で
、
注
意
を
要
す
る
。
龍

王
山
の
山
頂
に
は「
八
大
龍
王
」の
石
碑
が
る
。 

下
り
は
、
龍
王
山
南
西
尾
根
が
よ
い
が
、
山

頂
か
ら
直
接
、
尾
根
を
下
る
ル
ー
ト
は
急
傾
斜
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で
、
浮
石
も
多
い
の
で
避
け
た
い
。
分
か
り
づ

ら
い
の
だ
が
、
い
っ
た
ん
高
突
山
と
の
鞍
部
に

戻
り
、
山
腹
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
龍
王
山
南
西

尾
根
に
乗
る
踏
み
跡
が
あ
る
。
尾
根
に
乗
る
と

傾
斜
も
緩
く
な
り
、
山
道
も
明
瞭
に
な
る
。
や

が
て
稲
荷
社
を
経
て
、
赤
い
鳥
居
が
あ
る
登
り

口
（
大
平
集
落
）
に
た
ど
り
着
く
。 

（
高
田
良
一 

記
） 

 

【
戸 

蓋 

山 

山
頂
】 

                             

                  

参 加 者 

◎高田良一、柳舘紀人、 

吉野喜八郎、阿部米子、 

杉原三千代、箕輪ゆり子、  

山内恵美子    計 7 名 

 

コースタイム 

大宮＝加明地―40分― 

―戸蓋峠――20 分―戸蓋山

―70 分―高突山―20分― 

―龍王山―40 分＝大宮 
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皆
野
町
か
ら
３
分
程
歩
い
た
所
に
町
営
の
バ

ス
乗
り
場
が
あ
る
。
西
立
沢
行
き
の
バ
ス
に
乗

り
秩
父
華
厳
の
滝
で
下
車
、
今
回
は
こ
こ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
と
し
た
。 

早
速
近
く
の
滝
へ
落
差
２
０
ｍ
程
で
あ
る
が

半
分
凍
っ
た
滝
と
氷
柱
も
見
ら
れ
ま
あ
ま
あ
の

迫
力
で
あ
る
。
滝
の
上
部
ま
で
歩
道
を
回
り
込

ん
で
行
っ
て
み
る
。
大
き
な
石
段
や
い
く
つ
か

の
碑
が
立
っ
て
い
て
一
見
す
る
価
値
あ
り
。
見

学
の
あ
と
車
道
下
り
で
秩
父
札
所
３
４
番
の
水

潜
寺
へ
、
坂
東
３
３
ヶ
寺
、
西
国
３
３
ヶ
所
を

合
わ
せ
て
百
観
音
の
納
め
札
所
で
あ
る
。
胎
内

く
ぐ
り
の
岩
穴
は
危
険
の
為
立
ち
入
り
禁
止
と

な
っ
て
い
た
。本
来
と
は
逆
コ
ー
ス
と
な
る
が
、

こ
こ
か
ら
山
登
り
の
巡
礼
道
に
入
る
。 

し
ば
ら
く
雨
も
降
っ
て
い
な
い
の
で
道
も
快

適
と
思
わ
れ
た
が
所
々
で
染
み
出
し
た
水
が
凍

っ
て
い
て
何
度
か
ヒ
ヤ
リ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
ほ

ど
な
く
今
回
コ
ー
ス
の
起
点
で
あ
る
札
立
峠
に

出
る
。
気
温
の
低
さ
に
加
え
風
も
強
く
な
っ
て

来
て
い
た
。
峠
か
ら
西
方
面
に
行
く
。
岩
場
や

ロ
ー
プ
の
有
る
登
り
を
慎
重
に
進
め
て
如
金
峰

（
の
っ
き
ん
ぽ
う
）
へ
、
こ
の
ピ
ー
ク
か
ら
は

武
甲
山
・
雲
取
山
・
両
神
山
そ
れ
に
城
峰
山
が

木
々
の
間
か
ら
見
え
る
展
望
で
あ
る
。 

札
立
峠
ま
で
一
度
戻
っ
て
目
的
の
破
風
山
へ
、

狭
い
が
三
等
三
角
点
の
あ
る
山
頂
で
あ
る
。
笠

山
、
堂
平
山
を
含
め
奥
武
蔵
の
山
々
や
秩
父
市

街
地
と
素
晴
ら
し
い
展
望
で
し
た
が
寒
さ
と
風

の
強
さ
に
そ
く
切
上
げ
東
方
面
に
下
る
。 

５
分
程
の
所
に
広
い
あ
ず
ま
屋
が
あ
る
。
風

を
防
い
で
の
昼
食
タ
イ
ム
と
し
た
。
温
か
い
物

を
身
体
に
い
れ
る
間
に
も
今
度
は
パ
ラ
パ
ラ
と
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雪
が
、
誰
か
が
マ
イ
ナ
ス
２
度
だ
！
と
言
っ
て

い
た
。
雪
が
す
ぐ
に
上
が
っ
た
の
を
機
に
下
山

開
始
す
る
。
途
中
に
は
柚
子
園
あ
り
民
家
の
庭 

先
に
は
紅
梅
の
花
が
、
春
は
も
う
近
い
！
野
巻

地
区
に
降
り
て
か
ら
は
長
い
車
道
歩
き
で
皆
野

駅
に
着
く
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
山
崎 

忠 

記
） 

 

【
頂 

上 

は 

目 

の 

前 

に
】 

        

                             

       

【
秩 

父 

華 

厳 

の 

滝
】 

 

参 加 者 

◎山崎 忠、村松登茂恵、川俣秀子、本島 健、 

本島由利子、互 茂子、大和田良一、野澤六治、 

野澤珙子、広川ふじ子、早川正雄、山本富枝、 

神尾ますみ、浜田茂子、石田 徹、 

熊谷裕子      計 16 名 

コースタイム 

熊谷=皆野（バス）=秩父華厳の滝―60 分― 

―水潜寺―45 分―札立峠―10 分― 

―如金峰・鞍掛山―20 分―札立峠―30 分―破風山―

―30―柚子園―20 分―野巻地区―40 分― 

―秩父鉄道・皆野駅 
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子
ノ
権
現
の
正
式
名
称
は
、
大
麟
山
雲
洞
院

天
龍
寺
と
い
う
。
開
創
は
延
喜
１
１
年
（
９
１

１
年
）
と
い
う
か
ら
名
実
共
に
古
刹
で
あ
る
。 

足
腰
を
鍛
え
る
神
仏
を
祭
る
と
言
わ
れ
て
い

る
の
で
、
私
達
、
山
屋
に
と
っ
て
は
、
有
り
難

い
山
上
の
寺
院
で
あ
る
。
こ
れ
を
象
徴
す
る
か

の
様
に
、
鉄
製
の
大
草
鞋
と
夫
婦
下
駄
が
境
内

の
ど
真
ん
中
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
寺
宝
は
十

一
面
観
音
像
と
聞
く
が
、
山
屋
に
と
っ
て
は
こ

の
仏
像
よ
り
も
、
大
草
鞋
や
大
下
駄
の
方
が
効

能
が
有
り
そ
う
に
思
え
る
か
ら
不
思
議
で
あ
る
。

私
達
が
子
ノ
権
現
を
訪
れ
た
の
は
、
ま
だ
春
浅

い
３
月
の
初
旬
で
あ
っ
た
。
西
吾
野
駅
か
ら
森

坂
峠
と
イ
モ
リ
山
を
経
由
し
て
、
子
ノ
権
現
に

参
拝
を
し
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
、
ほ
と
ん
ど
歩

か
れ
て
お
ら
ず
、
メ
イ
ン
ル
ー
ト
に
合
流
す
る

ま
で
、
他
の
登
山
者
に
会
う
事
は
な
く
、
ま
だ

冬
の
冷
気
が
残
る
小
路
に
は
、
私
達
の
足
音
が

小
気
味
よ
く
響
い
て
い
た
。
そ
し
て
巨
大
仁
王

像
（
左
右
二
体
）
の
出
迎
え
を
受
け
、
境
内
に

入
る
と
、
江
戸
時
代
か
ら
葺
き
続
け
て
い
る
と

い
う
茅
葺
き
の
本
堂
が
現
れ
た
。
見
事
な
社
殿

は
昔
人
の
技
術
の
高
さ
を
認
識
す
る
。
そ
し
て

私
達
は
、
境
内
の
美
し
さ
に
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
、
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
展
望
台
に
登
っ
て

行
っ
た
。
こ
こ
の
案
内
板
に
よ
る
と
、
こ
こ
か

ら
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
見
え
る
と
い
う
。
思
え
ば

時
代
も
変
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
少
し
前
ま
で

は
、
新
宿
副
都
心
、
そ
れ
以
前
は
池
袋
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
ビ
ル
等
が
目
的
物
な
っ
て
い
て
、
そ
の

展
望
の
良
さ
を
競
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
達

の
本
日
の
登
山
目
的
は
「
子
ノ
山
」
と
い
う
ピ

ー
ク
を
探
し
て
確
認
す
る
事
だ
っ
た
の
で
、
こ

の
展
望
台
が
、
当
該
ピ
ー
ク
だ
と
思
っ
た
の
で

あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
「
子
ノ
山
」
を
示
す
道

標
は
無
か
っ
た
。
境
内
と
思
わ
れ
る
敷
地
の
中

で
、
こ
こ
が
一
番
高
い
と
こ
ろ
の
様
に
思
え
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
子
ノ
権
現
か
ら
伊
豆

ヶ
岳
へ
の
縦
走
路
を
天
目
指
峠
に
向
か
っ
て
少

Ｎo028 
 

子 

ノ 

山 
 

（ね
の
や
ま
） 

 

標高 

660m 

N355425 

E1391107 

 

2014,03,06 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「原市場」 
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し
行
っ
た
と
こ
ろ
に
小
高
い
ピ
ー
ク
が
あ
る
の

で
、
そ
こ
へ
行
っ
て
み
る
事
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
小
高
い
岩
の
ピ
ー
ク
に
は
愛
宕
山
と

の
表
示
が
あ
っ
て
祠
が
祀
ら
れ
て
は
い
た
が
、

こ
こ
も
子
ノ
山
で
は
な
か
っ
た
。
境
内
に
あ
る

展
望
台
も
、
こ
の
愛
宕
山
も
、
子
ノ
山
で
は
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
子
ノ
権
現
周
辺
に
は
、
こ
れ

ら
以
上
に
高
い
凸
張
り
は
無
い
の
で
、
寺
に
訪

ね
て
み
る
事
に
な
っ
た
。
「
子
ノ
山
と
い
う
名

称
の
山
は
有
り
ま
せ
ん
。
境
内
を
含
め
た
こ
の

あ
た
り
一
帯
の
総
称
が
子
ノ
山
な
の
で
す
。
」

な
る
ほ
ど
、
八
ヶ
岳
や
霧
島
山
等
と
同
様
に
山

域
全
体
を
示
す
山
名
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回

の
山
行
で
謎
が
解
け
た
私
達
は
、
推
理
小
説
の

謎
を
解
い
た
読
後
感
の
様
な
清
々
し
い
気
分
で

子
ノ
山
を
後
に
し
た
の
で
あ
る
。
途
中
浅
見
茶

屋
に
立
ち
寄
っ
て
名
物
の
う
ど
ん
と
甘
味
も
の 

を
食
べ
て
吾
野
駅
か
ら
浦
和
に
戻
っ
た
の
で
あ

る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
澤
紀
行 

記
） 

                             

                             

参 加 者 

◎小澤紀行、 

田中比佐子 

桶川和子、 

小澤三枝子 

計 4 名 

 

コースタイム 

西吾野駅―20 分－ 

―森坂峠-20 分― 

―イモリ山-60 分－ 

―子ノ山-20 分― 

―浅見茶屋-60 分― 

―吾野駅 
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皇
鈴
山
・
登
谷
山
は
、
東
武
鉄
道
が
毎
年
４

月
に
開
催
す
る
「
外
秩
父
七
峰
縦
走
ハ
イ
キ
ン

グ
大
会
」
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
多
く
の
人

が
参
加
す
る
。
昭
和
六
十
一
年
か
ら
行
わ
れ
て

お
り
、
既
に
二
十
七
年
の
歴
史
を
持
つ
。 

私
も
一
度
参
加
し
た
事
が
あ
る
が
、
私
の
実

力
で
は
そ
の
日
の
内
に
ゴ
ー
ル
出
来
ず
、
二
年

が
か
り
で
完
歩
し
た
。
距
離
４
２
㌔
と
い
っ
て

も
七
峰
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
相
当
な
実
力
を
要

求
さ
れ
る
。
二
年
目
に
皇
鈴
山
・
登
谷
山
を
歩

い
た
が
新
緑
の
素
晴
ら
し
さ
が
印
象
に
残
っ
て

い
た
。
今
年
４
月
中
旬
仲
間
１
０
名
と
再
び
歩

い
た
。
俳
句
に
造
詣
深
い
Ｈ
氏
の
作
品
も
使
わ

せ
て
も
ら
い
、
こ
の
コ
ー
ス
を
紹
介
し
よ
う
。 

小
川
町
駅
か
ら
バ
ス
で
打
出
ま
で
行
き
二
本

木
峠
、
愛
宕
山
を
通
り
皇
鈴
山
、
登
谷
山
に
登

り
釜
伏
山
、
日
本
の
里
経
由
で
秩
父
鉄
道
波
久

礼
駅
ま
で
歩
く
ル
ー
ト
で
あ
る
。
打
出
バ
ス
停

に
下
り
た
日
は
天
気
が
良
く
、
周
り
の
山
々
は

萌
木
色
に
染
ま
り
、
終
わ
り
近
い
山
桜
、
そ
の

他
多
く
の
花
が
咲
き
、
鳥
が
囀
る
。
春
だ
！ 

「
奥
武
蔵
ど
っ
ち
を
見
て
も
山
笑
う 

 

暇
有
」 

「
春
な
れ
や
名
も
な
き
山
の
薄
霞 

 
 

芭
蕉
」 

【
槻
川
を
渡
り
二
本
木
峠
に
向
か
う
】 

こ
の
ル
ー
ト
は
車
道
が
走
っ
て
お
り
、
車
道
を

横
切
っ
て
は
ま
た
山
道
に
入
る
、
そ
ん
な
事
を 

何
回
か
繰
り
返
す
と
二
本
木
峠
に
出
る
。 

峠
か
ら
山
つ
つ
じ
の
群
落
の
間
を
登
る
と
愛

宕
山
だ
。
が
、
ま
だ
蕾
だ
っ
た
。
満
開
ま
で
後 

一
週
間
位
だ
ろ
う
か
。 

「
風
筋
や
縺 も

つ

れ
し
ま
っ
た
錨
草 

飯
島
晴
子
」 

一
旦
下
り
、
車
道
を
横
断
し
て
雑
木
林
の
間
を

登
り
返
せ
ば
皇
鈴
山
の
広
場
に
着
く
。
あ
ず
ま

や
が
あ
り
秩
父
の
方
の
山
々
が
み
え
、
昼
食
を

取
る
に
は
気
持
良
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

「
一
人
静
花
の
さ
び
し
さ
見
せ
も
せ
ず 

 

河
野
南
畦
」 

皇
鈴
山
か
ら
ガ
レ
場
の
縁
を
フ
ェ
ン
ス
沿
い
に 

Ｎo031 

Ｎo029 

 

皇
鈴
山
～
登
谷
山 

（み
す
ず
や
ま
～
と
や
さ
ん
） 

 

皇鈴山 

679m 

N360424 

E1390927 

2013,04,18 

日帰り 

地 図 

登谷山 

668ｍ 

N360457 

 E1390922 

地図 

1/25,000 

「安戸」 
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下
り
、
登
り
返
せ
ば
登
谷
山
で
あ
る
。
頂
上
に

は
電
波
施
設
が
あ
り
、
北
東
面
の
展
望
が
開
け

寄
居
の
街
が
見
え
る
。
そ
の
背
後
に
日
光
方
面

の
山
、
榛
名
山
、
赤
城
山
な
ど
が
見
え
る
の
だ

が
、
春
霞
み
で
そ
の
姿
は
確
認
で
き
な
い
。
し

か
し
登
谷
山
の
頂
上
は
荒
れ
て
い
た
。
表
示
板

取
付
け
の
基
礎
は
あ
る
が
表
示
板
は
な
い
。
車

道
に
近
く
誰
か
が
持
ち
去
っ
た
の
だ
ろ
う
。
嘆

か
わ
し
い
こ
と
だ
。
釜
伏
峠
で
右
前
方
の
釜
山

神
社
の
参
道
に
入
る
。
そ
の
日
偶
然
に
も
「
お

神
楽
・
石
戸
開
の
舞
」
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
。

カ
メ
ラ
マ
ン
と
僅
か
な
観
客
の
み
、
我
々
も
暫

く
鑑
賞
し
た
。
折
角
の
お
神
楽
、
土
・
日
の
人

が
出
易
い
時
に
や
れ
ば
お
神
楽
を
踊
る
人
も
や

り
が
い
が
あ
る
の
に
と
思
っ
た
の
だ
が
、
後
で

調
べ
て
み
る
と
、
毎
年
４
月
１
７
～
１
９
日
が

例
大
祭
と
決
ま
っ
て
い
る
。
お
祭
り
は
曜
日
は

関
係
な
い
の
だ
。
秩
父
の
夜
祭
り
も
１
２
月 

３
・
４
日
で
毎
年
同
じ
日
に
行
わ
れ
る
。 

「
鈴
鳴
ら
す
と
き
に
揃
ひ
て
神
楽
舞 

 

鷹
羽
狩
行
」 

釜
山
神
社
の
裏
を
登
る
と
直
ぐ
に
釜
伏
山
の

頂
上
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
風
布
（
ふ
っ
ぷ
）
へ

の
下
り
が
き
つ
か
っ
た
。
鎖
や
ロ
ー
プ
が
あ
る

岩
稜
を
急
降
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
日
本

水(

や
ま
と
み
ず)

水
源
へ
の
道
は
立
ち
入
り
禁

止
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
下
り
は
長
い
。
慎
重

に
下
る
。
皇
鈴
山
・
登
谷
山
が
メ
イ
ン
デ
ィ
シ

ュ
な
の
だ
が
、
デ
ザ
ー
ト
の
方
に
お
株
を
取
ら

れ
た
よ
う
な
感
じ
だ
。
山
と
し
て
は
釜
伏
山
の

方
が
面
白
い
の
だ
が
、
平
易
な
歩
き
を
期
待
し

て
参
加
し
た
人
に
は
厳
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

「
ゆ
と
り
な
く
路
険
の
芽
吹
き 

目
に
入
ら
ず 

暇
有
」 

風
布
に
下
り
て
し
ま
う
と
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ

る
。
日
本
の
里
を
す
ぎ
、
風
布
川
沿
い
の
「
風

の
道
」
を
通
り
、
車
道
を
も
く
も
く
と
歩
く
と

荒
川
に
架
か
る
寄
居
橋
が
出
て
く
る
。
橋
を
渡

る
と
波
久
礼
駅
で
あ
る
。 

風
薫
り
脚
も
軽
や
か
風
の
道 

暇
有
」 

(

浅
田
良
一 

記) 

    

参 加 者 

浅田良一、力丸忠雄、 

桶川和子、小林善行、 

松岡茂夫、大槻千代子、 

西方 昇、新井淳司、 

森田憲子、早川正雄 計 10 名 

 

コースタイム 

打出−70分－二本木峠－30分－

皇鈴山−25 分－登谷山−30 分 

−釜伏山−40 分－風布館−20 分

－波久礼駅 
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観
音
山
の
山
腹
に
は
札
所
三
十
一
番
観
音
院

が
あ
り
、
こ
こ
に
は
何
回
か
来
た
事
が
あ
る
。

こ
の
周
辺
は
秋
の
紅
葉
が
素
晴
ら
し
く
、
ス
ケ

ッ
チ
ハ
イ
ク
で
き
た
こ
と
が
あ
る
し
、
こ
の
辺

り
を
良
く
知
っ
て
い
る
Ｏ
氏
の
取
っ
て
置
き
の

秘
場
「
幻
の
石
門
」
を
巡
っ
た
後
観
音
山
に
登

っ
た
事
も
あ
る
。「
幻
の
石
門
」
は
秘
密
の
場
所

だ
か
ら
余
り
詳
し
く
書
け
な
い
が
、
少
し
触
れ

よ
う
。
観
音
山
だ
け
書
く
よ
り
ず
っ
と
と
奥
行

き
深
い
、
楽
し
い
山
行
記
録
に
な
る
。
但
し
、

ル
ー
ト
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
危
険
な
所
も
あ

る
の
で
知
ら
な
い
人
は
近
づ
か
な
い
で
欲
し
い
。

我
々
も
Ｏ
氏
の
ガ
イ
ド
で
行
く
こ
と
が
出
来
た

の
で
あ
る
。 

小
鹿
野
町
の
静
か
な
山
の
中
に
あ
る
Ｏ
氏
の

山
荘
に
前
日
泊
り
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
い

語
ら
い
の
時
間
を
過
ご
し
た
翌
日
、
ゆ
っ
く
り

車
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。
観
音
院
の
駐
車
場
に
車

を
止
め
観
音
山
と
は
反
対
側
の
山
に
向
か
っ
て

歩
き
出
す
。
道
は
な
い
、
Ｏ
氏
の
後
を
追
う
だ

け
で
あ
る
。
砂
地
の
急
登
で
滑
り
易
く
中
々
前

に
進
ま
な
い
。
喘
ぎ
な
が
ら
稜
線
に
辿
り
着
く

と
、
直
ぐ
に
急
降
下
す
る
。
沢
筋
に
下
り
る
の

だ
が
人
に
よ
っ
て
は
ロ
ー
プ
が
必
要
に
な
る
。

沢
筋
を
少
し
下
り
再
び
登
り
に
入
る
。
こ
れ
ま

た
傾
斜
が
厳
し
い
。
登
り
切
り
暫
く
歩
く
と
石

門
に
辿
り
着
く
。
か
な
り
大
き
な
ド
ー
ム
で
そ 

【
幻 

の 

石 

門
】 

 
 

【
観 

 

音 
 

山
】 

こ
か
ら
紅
葉
に
包
ま
れ
た
観
音
山
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
。 

「
幻
の
石
門
」
を
後
に
下
る
と
、
観
音
院
か
ら

牛
首
峠
に
つ
な
が
る
道
に
出
る
。
何
時
も
暗
く

て
、
じ
っ
と
り
と
湿
っ
た
木
立
の
な
か
を
登
っ

て
い
く
と
、
急
に
展
望
が
開
け
、
明
る
い
色
彩

に
満
た
さ
れ
る
。
こ
こ
が
牛
首
峠
で
あ
る
。
こ

こ
を
左
に
下
り
て
行
く
と
吉
田
川
沿
い
の
バ
ス

道
に
出
る
。
牛
首
峠
か
ら
下
の
方
に
目
を
や
る

と
、
民
家
と
共
に
西
秩
父
桃
湖
が
見
え
る
。 

牛
首
峠
の
直
ぐ
脇
で
初
心
者
の
た
め
に
、
Ｏ
氏

の
指
導
で
懸
垂
下
降
練
習
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。 

我
々
は
右
に
ル
ー
ト
を
取
る
。
紅
葉
し
た
葉
が

Ｎo032 
 

観 

音 

山 

（か
ん
の
ん
や
ま
） 
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太
陽
の
光
に
透
け
て
見
え
美
し
い
。
間
も
な
く

日
尾
城
跡
に
出
る
が
、
城
跡
の
面
影
は
な
い
。

小
さ
な
鎖
場
を
登
り
観
音
院
の
方
に
歩
く
と
、

観
音
山
に
登
る
ル
ー
ト
が
見
え
て
く
る
。
階
段

が
続
い
て
お
り
、
一
気
に
頂
上
に
登
る
。 

紅
葉
で
鮮
や
か
に
化
粧
さ
れ
た
山
の
中
に
「
幻

の
石
門
」
が
見
え
る
。
そ
の
右
手
の
方
に
目
を

移
し
て
い
く
と
新
た
な
石
門
を
発
見
、
Ｏ
氏
は

新
た
な
挑
戦
に
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。 

元
の
道
に
戻
り
観
音
院
に
下
り
る
。
観
音
院
へ

は
一
般
的
に
は
左
廻
り
で
下
り
る
の
だ
が
、
右

回
り
の
ル
ー
ト
も
あ
る
。
や
や
急
で
滑
り
易
い

所
も
あ
る
が
、「
か
ぶ
り
岩
下
の
石
仏
群
」
を
近

く
で
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

観
音
院
で
手
を
合
わ
せ
た
後
、
石
段
を
下
れ
ば

駐
車
場
で
あ
る
。 

（
浅
田
良
一 

記
） 

 

                             

                            

参 加 者 

◎小澤紀行、互 茂子、 

広川ふじ子、清水順子、 

森田憲子、浅田良一 

計 6 名 

 

コースタイム 

礼所 31 番観音寺駐車場

―道なき道？―60 分― 

―幻の石門―30 分― 

―牛首峠―40 分― 

―観音山―30 分― 

―礼所 31 番観音寺駐車場 
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神
山
は
児
玉
郡
神
川
町
に
あ
る
山
で
、
山
頂

に
城
峯
神
社
①
奥
の
院
が
あ
る
。 

北
麓
は
神
流
湖
②
で
、
東
山
腹
の
城
峯
神
社
は

フ
ユ
ザ
ク
ラ
③
・
ツ
ツ
ジ
の
名
所
。
城
峯
公
園

④
の
駐
車
場
か
ら
歩
き
始
め
る
。
間
も
な
く
城

峯
神
社
に
到
着
。
神
社
の
境
内
あ
た
り
か
ら
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
道
路
が
凍
っ
て
い
る
。
ア
イ
ゼ
ン

を
付
け
る
に
は
土
や
石
が
多
す
ぎ
る
。
結
局
登

山
靴
の
ま
ま
滑
ら
な
い
よ
う
に
慎
重
に
歩
く
。

高
度
が
増
す
に
し
た
が
い
だ
ん
だ
ん
積
雪
が
増

え
て
き
た
が
新
雪
の
た
め
足
元
は
し
っ
か
り
し

て
い
て
ア
イ
ゼ
ン
不
要
。
尾
根
筋
に
出
る
と
今

日
は
風
が
こ
と
の
ほ
か
寒
い
。
そ
れ
で
も
全
員

元
気
に
頂
上
を
目
指
す
。
頂
上
近
く
で
道
は
直

登
に
近
い
登
山
道
と
緩
や
か
な
の
ぼ
り
の
林
道

の
二
手
に
分
か
れ
る
。
こ
こ
で
急
な
登
山
道
を

登
る
健
脚
組
と
林
道
を
ゆ
く
軟
弱
隊
の
二
班
に

分
か
れ
て
行
動
、
程
な
く
両
隊
は
神
山
頂
上
で

無
事
合
流
し
た
。
山
頂
付
近
は
樹
木
に
覆
わ
れ

あ
ま
り
展
望
は
よ
く
な
い
が
梢
越
し
に
神
流
湖

と
そ
の
周
辺
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
。
山
頂
に

あ
る
城
峯
神
社
奥
の
院
で
い
つ
も
の
登
頂
証
拠

記
念
写
真
を
撮
り
、
少
し
下
っ
た
広
場
で
昼

食
・
大
休
止
。
山
頂
で
ア
イ
ゼ
ン
装
着
の
訓
練

後
下
山
開
始
。
新
雪
で
あ
っ
た
が
ア
イ
ゼ
ン
は

よ
く
利
き
快
適
に
下
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
だ

ま
り
ハ
イ
ク
と
ほ
ん
の
少
し
の
雪
山
気
分
を
味

わ
っ
た
楽
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
は
無
事
終
了
し
た
。 

【
参 

考 

資 

料
】 

① 

城
峯
神
社 

日
本
武
尊
が
東
征
の
折
、
山
頂
に
大
山
祇
命
を

祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明

治
維
新
ま
で
、
柚
木
氏
邸
内
に
社
殿
が
設
け
ら

れ
て
い
た
が
、
明
治
５
年
入
間
県
の
と
き
、
現

在
の
位
置
に
遷
宮
さ
れ
郷
社
に
列
せ
ら
れ
た
。

大
和
武
尊
が
弓
矢
を
収
め
た
由
来
に
よ
り
矢
納

の
地
名
と
な
る
。 

大
山
祇
神
：
大
山
を
司
る
神
、
山
の
神
の
総
元

締
の
山
神
、
金
運
の
神 

ご
利
益
：
金
運
招
福
、
災
難
厄
除
け
、 

商
売
繁
盛 

他 

参
拝
形
式 

二
拝
二
拍
一
拝 

② 

神
流
湖
： 

下
久
保
ダ
ム
に
よ
り
神
流
川
を
せ
き
止
め
た
こ

と
に
よ
り
出
来
た
人
造
湖
で
る
。
首
都
圏
の
水

が
め
で
あ
る
神
流
湖
は
、
群
馬
県
と
埼
玉
県
の

県
境
に
あ
り
、
釣
り
を
楽
し
む
人
々
や
湖
面
散

策
な
ど
の
人
々
で
賑
わ
う
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

下
流
受
益
者
と
の
上
下
流
交
流
会
等
の
ふ
れ
あ

い
の
場
で
も
あ
る
。
昭
和
４
４
年
か
ら
管
理
開

始
さ
れ
た
下
久
保
ダ
ム
は
全
国
で
も
珍
し
い
Ｌ

字
型
の
ダ
ム
で
あ
り
、
堤
頂
長
の
長
さ
は
６
０

Ｎo033 
 

神 
 

山 

（か
み
や
ま
） 
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５
ｍ
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
は
全
国
一
を
誇

る
。
ま
た
、
神
流
湖
周
辺
は
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
、
四
季
折
々
の
自
然
を
楽
し
め
る
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
も
人
気
が
あ
る 

③ 

フ
ユ
ザ
ク
ラ
（
別
名
：
コ
バ
ザ
ク
ラ
） 

紅
葉
の
時
期
に
見
頃
を
迎
え
る
「
冬
桜
」。
冬
桜

は
別
名
「
十
月
桜
」
と
も
呼
ば
れ
、
晩
秋
か
ら

初
冬
に
か
け
て
開
花
す
る
珍
し
い
桜
で
あ
る
。

冬
に
咲
く
桜
に
は
、「
冬
桜
」「
十
月
桜
」「
寒
桜
」

「
寒
緋
桜（
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
）」の
種
類
が
あ
る
。

「
冬
桜
」
は
一
重
の
白
い
花
を
、「
十
月
桜
」
は

八
重
に
淡
い
ピ
ン
ク
の
花
を
十
一
月
下
旬
か
ら

十
二
月
に
か
け
て
咲
か
せ
、春
に
も
ま
た
咲
く
。

「
寒
桜
」
や
「
寒
緋
桜
」
は
暖
か
い
地
方
（
沖

縄
）
で
、
早
春
（
一
～
二
月
）
に
一
回
咲
く
だ

け
で
あ
る
。
城
峯
公
園
の
冬
桜
は
、「
十
月
桜
」

の
改
良
種
で
、
八
重
咲
き
の
匂
い
の
あ
る
可
憐

な
桜
で
あ
る
。 

花
言
葉
は
冷
静
、
優
美
、
純
潔
、
精
神
美 

④ 

城
峯
公
園 

埼
玉
と
群
馬
の
県
境
に
位
置
す
る
埼
玉
県
児
玉

郡
神
川
町
大
字
矢
納
に
あ
る
。
下
久
保
ダ
ム
建

設
に
よ
り
誕
生
し
た
神
流
湖
を
見
下
ろ
す
公
園

と
し
て
昭
和
四
八
年
に
旧
神
泉
村
が
建
設
。
建

設
時
に
植
え
ら
れ
た
の
が
、
埼
玉
県
が
生
み
出

し
た
冬
桜
で
、
秩
父
に
あ
る
「
天
覧
桜
」
か
ら

苗
を
と
り
改
良
し
た
も
の
。
春
に
も
咲
く
二
度

桜
で
あ
る
。
冬
桜
は
群
馬
県
藤
岡
市
鬼
石
、
愛

知
県
豊
田
市
小
原
町
に
も
咲
き
、
こ
の
三
カ
所

が
「
日
本
三
大
冬
桜
」
と
な
っ
て
い
る
。
冬
桜

の
開
花
期
間
中
に
は
、
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
行
わ
れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
で
夜
桜
見

物
が
楽
し
め
る
。 

（
塩
崎
孝
壽 

記
） 

                             

参 加 者 

◎広川ふじ子、〇大瀧正己、青木道子、石黒由美子、 

榎原忠雄、荻原章子、小澤紀行、斉藤悦子、佐藤 新、 

塩崎孝壽、鹿野紀彦、首藤恒子、鈴木市子、松田昭子、 

森田憲子、和田厚子、神尾ますみ      計 17 名 

 

コースタイム 

本庄児玉 IC＝30 分＝金鑚神社―45 分－御嶽山－70 分― 

―金鑚神社―25 分―城峯公園―5分―城峯神社―50 分－ 

―神山―50分―城峯公園Ｐ13:40＝本庄児玉 IC 
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関
八
州
見
晴
台
（
高
山
不
動
奥
の
院
コ
ー
ス
） 

奥
武
蔵
に
位
置
す
る
高
山
不
動
は
、
一
説
に

よ
れ
ば
、
関
東
三
大
不
動
の
一
つ
と
も
数
え
ら

れ
、
四
季
を
通
じ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
や
学
校
の
遠

足
の
場
と
し
て
好
適
地
で
あ
る
。
そ
の
高
山
不

動
尊
の
奧
の
院
付
近
が
現
在
は
関
八
州
見
晴
台

と
し
て
格
好
の
景
勝
地
と
な
っ
て
い
る
。 

さ
て
２
０
１
４
年
の
正
月
も
明
け
、
最
初
の
３

連
休
の
最
終
日
は
，
寒
さ
は
厳
し
い
が
好
天
に

恵
ま
れ
た
。
南
浦
和
駅
集
合
組
、
途
中
乗
車
組

と
で
合
計
１
３
名
、
予
定
通
り
に
西
吾
野
駅
に

着
く
。
他
の
ハ
イ
カ
ー
も
ち
ら
ほ
ら
。
駅
前
か

ら
一
旦
下
り
、
川
沿
い
に
登
山
口
に
進
む
。
こ

の
駅
か
ら
高
山
不
動
ま
で
の
３
コ
ー
ス
の
う
ち

萩
の
平
経
由
の
コ
ー
ス
を
取
る
。
橋
を
渡
る
と

住
宅
地
で
、
し
ば
し
急
坂
。
し
ば
ら
く
植
林
帯

を
進
む
と
萩
ノ
茶
屋
跡
に
着
く
。
か
つ
て
は
地

元
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
接
待
し
て
く
れ
た
思
い

出
あ
り
。
一
休
み
し
て
い
る
と
、
何
組
か
の
ハ

イ
カ
ー
も
到
着
。
ゆ
る
い
坂
道
を
進
む
と
ま
ず

パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
、
次
に
不
動
滝
コ
ー
ス
と
合

流
す
る
。
大
銀
杏
の
広
場
に
出
る
と
ぱ
っ
と
視

界
が
開
け
、
奥
多
摩
の
山
々
が
真
近
に
。
１
２

０
の
階
段
を
一
気
に
登
る
と
、不
動
尊
の
本
堂
。

太
い
木
材
を
使
っ
た
堅
牢
な
造
り
。
さ
す
が
も

う
初
詣
客
は
見
あ
た
ら
な
い
。
本
堂
裏
の
近
道

を
通
っ
て
い
よ
い
よ
関
八
州
見
晴
台
に
。
山
頂

付
近
は
つ
つ
じ
の
名
所
で
も
あ
る
。
日
当
た
り

を
求
め
て
ほ
ぼ
全
員
一
直
線
に
座
り
、
は
る
か

な
富
士
山
を
愛
で
な
が
ら
昼
食
。
各
自
持
ち
寄

り
の
漬
け
物
な
ど
が
何
度
か
廻
さ
れ
る
。
正
午

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
い
ろ
ん
な
方
向
か
ら
ハ
イ

カ
ー
が
続
々
と
や
っ
て
く
る
。
や
は
り
人
気
の

あ
る
手
軽
な
山
だ
。
記
念
撮
影
を
し
た
あ
と
下

山
開
始
。
花
立
松
ノ
峠
ま
で
は
歩
き
づ
ら
い
下

り
道
。
黒
山
三
滝
に
向
か
う
車
道
に
出
て
す
ぐ

進
む
と
再
び
山
道
に
。
右
前
方
に
、
筑
波
山
が

望
ま
れ
関
東
平
野
の
拡
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

束
の
間
だ
が
風
の
な
い
日
溜
ま
り
の
山
道
歩
き

は
心
も
弾
む
。
水
の
乏
し
い
小
沢
に
沿
い
車
道

に
で
る
と
名
水
“
日
照
水
”
の
看
板
あ
り
。
口

に
含
む
と
意
外
に
暖
か
い
。
車
道
を
少
し
下
り

再
び
山
道
に
入
る
と
ま
も
な
く
黒
山
三
滝
に
。

男
滝
、
女
滝
、
そ
れ
に
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に

天
狗
滝
。
こ
の
時
期
、
水
量
は
少
な
い
が
、
名

勝
地
で
あ
る
こ
と
間
違
い
な
し
。
意
外
に
も
こ 

こ
は
初
め
て
と
い
う
メ
ン
バ
ー
も
。
バ
ス
の

発
車
時
刻
を
見
間
違
っ
た
が
幸
運
に
も
、
黒
山

バ
ス
停
に
着
く
と
、す
ぐ
バ
ス
が
や
っ
て
来
た
。

越
生
駅
，
坂
戸
駅
で
も
乗
り
継
ぎ
よ
く
、
日
差

Ｎo034 

関
八
州
見
晴
台 

（か
ん
は
っ
し
ゅ
う
み
は
ら
し
だ
い
）  
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し
の
暖
か
み
が
ま
だ
感
じ
ら
れ
る
時
間
帯
に
す

で
に
帰
途
に
。 

（
床
次
泰
文 

記
） 

             

参 加 者 

◎床次泰文、山岸 修、三木正子、

大瀧正己、榎原忠雄、藤田喜久子、

山内恵美子、互 茂子、荻原章子、

斉藤悦子、池田信一、浅田良一 

瀧沢恵子、    計 13 名 

コースタイム 

西吾野駅－40 分－萩の平茶屋跡

－30 分－高山不動－30 分－ 

−関八州見晴台－20分－ 

−花立松ノ峠－40 分－黒山三滝－ 

－15 分－黒山バス停 
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関
八
州
見
晴
台
（
越
生
・
柚
子
の
里
コ
ー
ス
） 

（
２
０
１
３
・
１
２
・
５ 

実
施
） 

関
八
州
見
晴
台
は
埼
玉
県
で
は
人
気
あ
る
山

の
一
つ
で
あ
る
。
８
０
０
ｍ
弱
と
そ
れ
程
高
く

な
い
山
だ
が
そ
の
見
晴
は
素
晴
ら
し
く
、
四
季

折
々
訪
れ
る
人
が
多
い
。
関
八
州
の
名
前
は
そ

の
名
の
通
り
武
蔵
、
相
模
、
下
総
、
上
総
、
安

房
、
上
野
、
下
野
、
常
陸
の
関
東
八
州
が
一
望

出
来
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。 

一
般
的
に
は
秩
父
鉄
道
・
吾
野
駅
ま
た
は
西

吾
野
駅
か
ら
歩
き
、
高
山
不
動
尊
を
拝
み
関
八

州
見
晴
台
に
登
る
人
が
多
い
が
、
そ
の
他
に
も

多
数
の
ル
ー
ト
が
あ
る
。
吾
野
の
反
対
側
、
越

生
の
方
か
ら
登
る
コ
ー
ス
、
し
か
も
黒
山
三
滝

か
ら
で
な
く
、
横
吹
峠
か
ら
四
寸
道
を
経
て
関

八
州
に
登
る
コ
ー
ス
を
十
二
月
初
旬
歩
い
た
の

で
紹
介
し
よ
う
。 

越
生
か
ら
黒
山
行
き
の
バ
ス
に
乗
り
黒
山
終
点

二
つ
前
の
火
の
見
下
で
降
り
る
。
冬
晴
れ
の 

素
晴
ら
し
い
日
だ
っ
た
。
越
生
で
も
こ
の
地
域

は
柚
子
栽
培
で
有
名
で
あ
る
。
歩
き
始
め
て
直

ぐ
黄
色
い
実
が
た
わ
わ
に
つ
い
た
柚
子
の
木
が

目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
女
性
陣
は
柚
子
を
安

く
入
手
出
来
な
い
か
と
人
気
を
探
す
。
た
ま
た

ま
家
の
庭
に
中
年
の
女
性
を
見
つ
け
、
こ
の
近

く
で
柚
子
を
譲
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
か

と
尋
ね
た
。
柚
子
な
ら
家
に
あ
る
よ
と
、
快
く

家
に
案
内
し
大
き
な
木
箱
に
入
っ
た
柚
子
を
引 

っ
張
り
出
し
て
く
れ
た
。
好
き
な
だ
け
持
っ
て

い
け
と
い
う
。
心
ば
か
り
の
お
礼
を
し
て
分
け

て
も
ら
っ
た
。
重
く
な
っ
た
リ
ッ
ク
を
担
ぎ
い

よ
い
よ
山
路
に
入
る
。 

横
吹
峠
か
ら
四
寸
道
に
入
る
が
、
表
示
は
小

さ
な
板
ギ
レ
に
書
い
て
あ
る
だ
け
で
初
め
て
の

人
は
見
落
と
す
。
四
寸
道
は
古
く
、
歴
史
あ
る

道
で
あ
る
。「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」(

１
８
０

４
～
１
８
２
９)

に「
入
間
郡
龍
ヶ
村
に
秩
父
郡

高
山
村
へ
通
う
道
あ
り
、
こ
れ
を
四
寸
道
と
よ

ぶ
、
そ
の
幅
狭
く
し
て
馬
の
通
わ
ざ
る
ほ
ど
な 

る
故
、
此
名
あ
る
べ
し
」
と
あ
る
。
入
り
口
か

ら
し
て
狭
く
、
こ
れ
が
道
？
と
思
う
よ
う
な
と

っ
か
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
入
り
込
む
と
普
通

の
山
路
で
危
険
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
暫
く
行
く

と
越
生
・
駒
ヶ
岳
の
表
示
が
で
て
く
る
。
往
復

１
０
分
位
で
リ
ッ
ク
を
お
い
て
登
る
。
全
国
に

駒
ヶ
岳
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
て
、
１
８
と
も 

２
０
と
も
あ
る
全
国
の
駒
ヶ
岳
を
歩
い
て
い
る 

人
達
が
い
る
。
一
番
高
い
の
が
甲
斐
駒
ヶ
岳 

２
０
６
７
ｍ
、
一
番
低
い
の
が
越
生
・
駒
ヶ
岳

３
６
９
ｍ
で
あ
る
。
四
等
三
角
点
を
確
認
す
る 
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が
展
望
は
よ
く
な
い
。
元
の
道
に
戻
り
先
に
進

む
と
、
右
に
登
る
ル
ー
ト
が
出
て
く
る
。
そ
の

先
に
御
嶽
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
は

ス
キ
ッ
プ
し
た
。
暫
く
歩
く
と
舗
装
さ
れ
た
猿

岩
林
道
が
出
て
く
る
。
林
道
を
３
０
０
ｍ
程
登

る
と
左
側
に
四
寸
道
の
入
り
口
が
で
て
く
る
が
、

表
示
は
全
く
な
く
、木
で
覆
わ
れ
判
り
に
く
い
。

入
っ
て
し
ま
う
と
格
別
問
題
に
な
る
所
は
な
い
。

左
側
は
黒
山
三
滝
に
至
る
谷
で
あ
る
。 

再
び
猿
岩
林
道
に
ぶ
つ
か
る
。
花
立
松
ノ
峠
の

方
に
歩
き
、
峠
の
前
か
ら
再
び
山
に
入
る
。 

こ
こ
も
表
示
は
な
い
、
赤
テ
ー
プ
が
ぶ
ら
下
が

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
鬱
蒼
と
し
て
暗
い
谷

間
を
登
る
。
道
は
狭
く
、
高
度
を
か
せ
ぐ
と
花

立
松
ノ
峠
か
ら
関
八
州
見
晴
台
に
登
る
道
に
合

流
し
、
最
後
の
急
登
が
待
っ
て
い
る
。
関
八
州

見
晴
台
か
ら
の
眺
め
は
素
晴
ら
し
く
、武
甲
山
、

両
神
山
な
ど
秩
父
の
山
系
、富
士
山
も
見
え
る
。

暖
か
い
日
差
し
の
中
で
お
昼
を
取
っ
て
い
る
と
、

透
明
感
の
あ
る
薄
い
グ
リ
ー
ン
色
の
バ
ッ
タ
に

似
た
昆
虫
が
リ
ッ
ク
に
止
ま
っ
た
。
こ
ん
な
に

寒
い
の
に
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
ね
と
暫
く
観
察

し
た
後
、
草
む
ら
に
帰
し
た
。
ヤ
マ
ク
ダ
マ
キ

モ
ド
キ
と
い
う
名
前
だ
と
Ｋ
氏
が
後
か
ら
調
べ

て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
高
山
不
動
尊
に
寄
り
、

大
い
ち
ょ
う
の
木
を
見
て
西
吾
野
に
下
り
た
。 

（
浅
田
良
一 

記
） 

                             

参 加 者 

◎浅田良一、力丸忠夫、 

箕輪ゆり子、小棚木 魁、 

互 茂子、清水順子、小林善行、

榎本千代子、石黒由美子、 

大槻千代子、池田信一計 11 名 

 

コースタイム 

越生駅＝25 分＝火の見下− 

-15 分―横吹峠/四寸道−120 分 

−関八州見晴台−20分-高山不動尊

−50 分-間野−20 分― 

―西武秩父線西吾野駅 
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東
武
東
上
線
小
川
町
駅
か
ら
１
時
間
に
１

本
の
白
石
車
庫
行
き
・
イ
ー
グ
ル
バ
ス
に
乗

車
す
る
と
３
０
分
程
で
橋
場
バ
ス
停
に
到
着
、

バ
ス
停
の
反
対
側
に
は
立
派
な
ト
イ
レ
も
あ

る
。
バ
ス
停
か
ら
粥
新
田
橋
を
渡
り
、
舗
装

道
路
を
１
５
分
程
歩
く
と
、
道
路
左
に
“
世

界
一
小
さ
な
釣
り
場
”
の
看
板
が
目
に
入
る
。

看
板
の
道
路
反
対
側
に
馬
頭
尊
の
石
碑
と
朽

ち
か
け
た
「
粥
米
田
峠
・
大
霧
山
」
の
標
識

が
あ
り
、
標
識
に
従
い
こ
こ
か
ら
山
道
を
登

っ
て
行
く
と
、
１
５
分
も
し
な
い
内
に
元
の

舗
装
道
路
に
出
る
。
道
路
端
に
あ
る
無
人
の

直
売
場
で
ゆ
ず
や
ミ
カ
ン
等
を
買
あ
さ
り
な

が
ら
舗
装
道
路
を
進
む
と
右
に
大
き
く
カ
ー

ブ
す
る
車
道
の
左
側
に
民
家
の
石
垣
が
あ
り
、

金
網
の
フ
ェ
ン
ス
に
「
粥
仁
田
峠
、
大
霧
山

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
の
標
識
が
掲
げ
て
あ

る
。
標
識
に
従
い
舗
装
道
か
ら
再
度
山
道
に

入
る
。
左
手
に
目
的
の
大
霧
山
を
見
な
が
ら

進
む
と
登
山
口
か
ら
１
時
間
程
で
日
本
武
尊

の
伝
説
の
あ
る
粥
新
田
峠
に
到
着
。
峠
の
左

手
に
は
あ
ず
ま
屋
が
あ
り
数
台
の
車
が
駐
車

し
て
い
て
、
最
近
流
行
の
山
ガ
ー
ル
の
グ
ル

ー
プ
が
こ
れ
か
ら
登
る
準
備
を
し
て
い
る
。 

あ
ず
ま
屋
の
脇
に
あ
る
登
山
道
か
ら
は
本

格
的
な
登
り
に
な
る
が
、
展
望
も
な
く
所
々

に
階
段
も
あ
る
急
な
山
道
を
登
っ
て
行
く
と

１
時
間
程
で
山
頂
に
到
着
し
た
。
山
頂
か
ら

は
、
武
甲
山
、
両
神
山
、
双
子
山
や
雲
取
山

の
秩
父
の
山
々
、
榛
名
山
、
赤
城
山
、
子
持

山
等
の
上
毛
の
山
々
や
、
眼
下
に
は
秩
父
の

市
内
が
は
っ
き
り
み
え
と
て
も
素
晴
ら
し
い

展
望
だ
っ
た
。
空
気
が
澄
ん
だ
良
い
天
気
の

時
は
浅
間
山
や
日
光
連
山
も
展
望
出
来
る
。 

こ
こ
で
早
め
の
昼
食
、
記
念
写 

真
を
撮

影
後
下
山
開
始
。
左
手
に
東
秩
父
牧
場
や
笠

山
、
堂
平
山
を
眺
め
な
が
ら
下
っ
て
行
く
と

や
が
て
杉
や
ヒ
ノ
キ
の
森
林
地
帯
に
入
り
旧

定
峰
峠
に
到
着
、
鬱
蒼
と
し
た
林
の
中
に
「
旧

定
峰
峠
」
の
標
識
と
笠
山
、
粥
仁
田
峠
、
釜

伏
山
、
二
本
木
峠
、
大
霧
山
等
の
地
名
に
因

ん
だ
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
の
伝
説
が
書
か
れ
た

説
明
書
き
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
峠
を

右
に
下
る
と
４
５
分
程
で
定
峰
バ
ス
停
に
、

左
に
下
る
と
経
塚
の
バ
ス
停
に
出
ら
れ
る
が

当
初
の
予
定
通
り
直
進
し
定
峰
峠
に
向
か
う
。 

定
峰
峠
ま
で
は
下
り
と
い
い
な
が
ら
幾
つ
か

の
急
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
あ
っ
て
意
外
と
こ

た
え
る
。
定
峰
峠
に
は
茶
屋
が
開
い
て
い
た

が
、
バ
ス
の
時
間
の
関
係
も
あ
り
素
通
り
す

る
。
峠
か
ら
白
石
車
庫
バ
ス
停
ま
で
は
車
道

歩
き
に
な
る
が
、
３
か
所
程
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
の
道
も
あ
り
、
ほ
ぼ
予
定
通
り
白
石
車
庫

バ
ス
停
に
無
事
到
着
し
た
。 

（
力
丸
忠
夫 

記
） 

  

Ｎo035 
 

大 

霧 

山 

（お
お
ぎ
り
や
ま
） 

 

 

標高 

△766.6m 

N360204 

E1390922 

 

2011,01,20 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「安戸」 

H23.1.20 
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※ 

参
考 

平
日
の
白
石
車
庫
か
ら
小
川
町
駅
行
き
バ
ス

は
１
０
時
台
か
ら
１
３
時
台
が
無
い
の
で
早

く
山
か
ら
下
り
る
と
バ
ス
が
無
い
の
で
注
意

の
事
。  

 
 

（
Ｈ
２
５
．
３
月
現
在
） 

 

※ 

粥
新
田
峠
の
表
示 

峠
の
表
示
は
場
所
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
最

初
の
標
識
で
は
「
粥
米
田
峠
」
民
家
の
標
識

に
は
「
粥
仁
田
峠
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
の

で
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
。
最
近
の
地
図
上
で

は
「
粥
新
田
峠
」
と
あ
る
が
古
い
地
図
で
は 

「
粥
仁
田
峠
」
と
記
載
し
て
あ
る
の
も
あ
る 

  

                

 

                
 
 
 
 

【
絵
・
浅
田
良
一
】 

             

参 加 者 

◎力丸忠夫、早川正雄、 

 山口 勝、和田厚子、 

高橋八重子、豊田孝道、 

浅田良一  計 7 名 

コースタイム 

小川町＝橋場バス停―15 分― 

―登山口―70 分―粥新田峠― 

―45 分―大霧山頂―30 分― 

―旧定峰峠―40 分―定峰峠― 

50 分―白石車庫バス停＝小川町 
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四
阿
屋
山
か
ら
両
神
山
へ
と
つ
な
が
る
尾
根

上
の
１
１
１
５
．
１
メ
ー
ト
ル
三
角
点
峰
は
、

多
く
の
案
内
書
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

「
両
見
山
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
地
元
旧
両
神
村
で
は
、
両
見
山
は
浦
島

集
落
に
あ
る
金
剛
院
西
方
の
７
４
８
メ
ー
ト
ル

峰
を
指
す
と
さ
れ
、
金
剛
院
の
遥
拝
所
で
あ
る

こ
の
両
見
山
か
ら
は
、
か
つ
て
尾
根
伝
い
に
両

神
山
へ
と
向
か
う
修
験
の
道
が
開
か
れ
て
い
た

と
い
う
。そ
し
て
そ
の
途
上
に
あ
る
１
１
１
５
．

１
メ
ー
ト
ル
三
角
点
峰
は
、
地
元
で
は
「
三
合

落
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

地
元
の
呼
称
を
尊
重
し
て
、
そ
れ
ら
の
山
名
を

記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

上
尾
駅
西
口
を
６
時
に
出
発
し
て
、
順
調
に

四
阿
屋
山
登
山
口
の
菖
蒲
園
駐
車
場
に
到
着
し

た
。
四
阿
屋
山
ま
で
は
、
一
般
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
で
あ
る
。
指
導
標
が
完
備
さ
れ
横
道
に

も
行
先
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
迷
い
よ
う
の
な

い
感
じ
で
あ
る
。
途
中
で
、
菖
蒲
園
か
ら
さ
ら

に
伸
び
て
い
る
林
道
を
横
切
り
、
福
寿
草
園
に

出
る
。
ち
ょ
っ
と
花
の
数
が
少
な
く
て
、
寂
し

い
感
じ
だ
。
さ
ら
に
登
る
と
、
両
神
神
社
に
到

着
す
る
。
こ
こ
か
ら
頂
上
は
も
う
す
ぐ
上
な
の

な
の
だ
が
、か
な
り
急
な
斜
面
と
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
か
ら
の
直
登
は
禁
止
で
あ
っ
た
。
登
山
道

は
頂
上
を
南
に
巻
き
な
が
ら
、
ぐ
ん
ぐ
ん
と
登

っ
て
い
く
。ず
っ
と
鎖
が
連
続
し
て
か
か
る
が
、

足
元
に
さ
え
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
さ
ほ
ど
の
危

険
は
な
い
。 

菖
蒲
園
か
ら
１
時
間
あ
ま
り
で
、

四
阿
屋
山
頂
上
に
つ
い
た
。
頂
上
は
狭
く
、
周

囲
が
切
り
立
っ
て
い
る
の
で
休
む
に
も
注
意
が

必
要
だ
。
一
段
降
り
た
と
こ
ろ
に
木
製
の
ベ
ン

チ
が
あ
る
。
禁
止
さ
れ
て
い
る
直
登
コ
ー
ス
か

ら
上
が
る
と
こ
ち
ら
に
出
て
く
る
よ
う
だ
。
頂

上
か
ら
は
一
部
潅
木
が
切
り
開
か
れ
て
、
両
神

山
や
二
子
山
が
よ
く
見
え
る
。
今
日
辿
る
尾
根

も
ず
っ
と
見
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

さ
て
、こ
こ
か
ら
が
今
回
の
メ
イ
ン
で
あ
る
。

頂
上
を
少
し
南
に
戻
っ
た
地
点
か
ら
、
西
に
伸

び
る
尾
根
に
入
る
。
出
だ
し
か
ら
急
峻
な
岩
尾

根
で
、
北
側
を
巻
く
踏
み
跡
が
あ
る
の
で
そ
ち

ら
に
入
る
が
、落
ち
た
ら
お
陀
仏
な
道
で
あ
る
。

ち
ょ
っ
と
先
が
思
い
や
ら
れ
る
と
思
い
き
や
、

尾
根
を
進
む
と
潅
木
と
植
林
の
中
に
踏
み
跡
が

伸
び
て
お
り
、
快
適
な
縦
走
に
な
る
。
結
構
登

り
下
り
が
あ
る
が
、
下
草
も
な
く
実
に
歩
き
や

す
い
。
一
ヶ
所
、
急
坂
で
直
接
稜
線
に
上
が
る

こ
と
が
で
き
ず
に
、
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
小
尾
根

に
取
り
付
き
そ
の
尾
根
を
登
る
と
こ
ろ
が
あ
る

が
、
こ
こ
に
も
踏
み
跡
が
あ
っ
た
。
あ
と
は
忠

実
に
稜
線
を
辿
り
９
８
６
ｍ
峰
に
到
着
す
る
。

こ
こ
か
ら
は
も
う
１
１
１
５
・
１
三
角
点
峰
の

「
三
合
落
」
は
目
の
前
で
あ
る
。
少
し
下
降
す

る
と
、
小
さ
な
祠
が
あ
っ
た
。
何
と
な
く
こ
の

峠
を
越
え
て
い
る
よ
う
な
踏
み
跡
も
あ
り
、
浦

島
と
川
塩
を
結
ぶ
い
に
し
え
の
路
な
の
か
も
し 
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Ｎo055 

 

四
阿
屋
山
～
三
合
落 

（あ
ず
ま
や
さ
ん
～
さ
ん
ご
う
つ
） 

 

四阿屋山 

△771.6m 

N355953 

E1385706 

 

三合落 

△1115.1ｍ 

N355957 

E1385447 

2012,3,25 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「三峰」 



64 

 

な
い
。
こ
こ
か
ら
は
実
に
急
な
斜
面
を
、
潅
木

や
木
の
根
に
掴
ま
り
な
が
ら
頂
上
へ
と
直
登
し

て
い
く
。
程
な
く
三
角
点
だ
け
が
寂
し
く
鎮
座

す
る
三
合
落
頂
上
に
着
い
た
。 

 

こ
こ
か
ら
が
苦
難
の
道
の
り
で
あ
っ
た
。 

頂
上
の
北
峰
か
ら
、
北
に
向
か
う
稜
線
に
入
る

が
、
ひ
た
す
ら
急
な
尾
根
道
で
、
し
か
も
踏
み

固
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
つ
か
む
岩
角
が
ぼ

ろ
ぼ
ろ
と
剥
が
れ
落
ち
て
く
る
。
潅
木
を
掴
み

な
が
ら
降
り
る
が
、
掴
み
た
い
木
に
限
っ
て
枯

れ
て
腐
っ
て
い
た
り
も
す
る
。
し
か
も
も
し
、

滑
っ
た
ら
間
違
い
な
く
、
谷
底
ま
で
落
ち
て
別

の
世
界
へ
と
旅
立
っ
て
し
ま
う
。
幾
度
か
「
ロ

ー
プ
出
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
メ
ン
バ
ー
に
問
い

か
け
る
よ
う
な
激
し
い
尾
根
だ
っ
た
。 

や
が
て

小
広
い
８
９
２
ｍ
峰
に
着
き
、
よ
う
や
く
ほ
っ

と
一
息
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
先
も
相
変
わ
ら
ず

ヤ
ブ
の
な
い
、
快
適
な
尾
根
道
に
な
る
。 

 
 

「
両
見
山
」
を
越
え
、
踏
み
跡
は
ず
っ
と
尾
根

沿
い
に
続
い
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
地
図

に
は
な
い
新
し
い
林
道
が
尾
根
を
横
切
っ
て
お

り
、
こ
こ
で
山
行
を
終
了
し
た
。 

 

あ
と
は
林
道
を
下
り
、浦
島
集
落
を
抜
け
て
、

町
営
バ
ス
の
走
る
県
道
に
降
り
た
っ
た
が
、
バ

ス
は
１
時
間
後
と
い
う
こ
と
で
、
結
局
朝
出
発

し
た
駐
車
場
ま
で
歩
い
て
し
ま
っ
た
。
秩
父
の

山
は
里
の
す
ぐ
裏
山
で
も
侮
れ
な
い
、
と
の
思

い
を
深
く
し
た
山
行
だ
っ
た
。 

（
大
和
田 

良
一 

記
） 
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奥
武
蔵
に
あ
る
正
丸
峠
は
良
く
聞
き
な
れ
た

峠
だ
が
、
正
丸
山
と
な
る
と
日
頃
あ
ま
り
知
ら

れ
て
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
平
成
二
十
四

年
十
二
月
初
め
支
部
会
員
一
七
名
で
森
田
さ
ん

の
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
ゆ
っ
く
り
と
９
時
半
過
ぎ

に
西
武
正
丸
駅
を
出
発
し
た
。 

西
武
線
の
線
路
下
を
通
り
正
丸
峠
の
標
識
に

従
っ
て
集
落
を
通
り
過
ぎ
る
頃
、
道
筋
に
行
楽

登
山
客
目
当
て
の
素
朴
な
一
軒
の
お
店
が
あ
っ

た
。
地
元
の
産
物
や
お
饅
頭
を
売
っ
て
い
る
。

何
年
か
前
に
こ
こ
を
通
っ
た
時
、
皆
が
急
い
で

い
る
の
で
立
ち
寄
る
間
も
な
く
通
り
過
ご
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
、
蒸
し
た
お
饅
頭
を
買
っ
て

早
速
歩
き
な
が
ら
食
べ
る
が
、
こ
れ
も
山
歩
き

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
楽
し
み
だ
ろ
う
。
ゆ
っ
く

り
お
喋
り
を
し
な
が
ら
四
〇
分
で
大
き
な
馬
頭

観
音
の
碑
の
前
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
左
へ
分
け

る
道
は
伊
豆
ヶ
岳
の
方
へ
行
く
が
、
そ
の
ま
ま

直
進
し
て
荒
れ
た
涸
沢
模
様
（
水
が
干
上
が
っ

た
、
か
っ
て
沢
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
）
の
道
を
進

む
。
し
ば
ら
く
す
る
と
急
な
階
段
と
な
る
が
、

そ
れ
を
登
り
切
っ
て
車
道
に
飛
び
出
し
た
と
こ

ろ
が
正
丸
峠
だ
。
こ
の
峠
の
傍
ら
に
一
般
行
楽

客
向
け
の
茶
店
が
あ
り
、
東
方
向
に
は
吾
野
方

面
を
俯
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

昭
和
三
〇
年
に
昭
和
天
皇
が
こ
こ
で
眺
望
を

愉
し
ま
れ
た
由
の
立
派
な
記
念
碑
も
建
て
ら
れ

て
い
る
。
な
お
こ
の
車
道
は
右
の
方
向
に
行
け

ば
そ
の
先
が
正
丸
ト
ン
ネ
ル
だ
。
ち
ょ
う
ど
時

間
的
に
こ
こ
で
一
休
み
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
休

息
せ
ず
車
道
の
反
対
側
の
階
段
を
駆
け
上
が
り

五
分
も
す
る
と
東
屋
の
休
憩
場
が
あ
る
の
で
そ

こ
で
昼
食
を
取
る
こ
と
に
す
る
。
た
だ
こ
の
冬

一
番
の
寒
気
と
い
う
風
の
吹
き
付
け
る
中
、
手

袋
も
外
さ
ず
の
食
事
で
早
々
に
出
発
す
る
こ
と

に
し
た
。
食
後
す
ぐ
の
ス
タ
ー
ト
で
急
登
が
始

ま
り
で
き
る
だ
け
ゆ
っ
く
り
と
歩
を
進
め
る
。

傾
斜
は
キ
ツ
イ
が
時
に
危
険
な
箇
所
も
な
く
二
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〇
分
位
で
正
丸
山
の
頂
上
に
到
着
し
た
。
西
に

武
甲
山
、
二
子
山
が
。
そ
の
先
遠
く
に
両
神
山

を
眺
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
記
念
撮
影
の
址
さ

ら
に
川
越
山
を
経
て
旧
正
丸
峠
に
向
か
う
。

楢
・
唐
松
・
赤
松
な
ど
の
落
葉
を
踏
み
な
が
ら

の
心
地
よ
い
山
道
が
続
く
。
ゆ
っ
く
り
３
０
分

足
ら
ず
に
旧
正
丸
峠
に
到
着
し
た
。
こ
こ
に
も

は
っ
き
り
し
た
標
識
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
昔

は
こ
こ
が
本
道
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
今
は
く

る
ま
の
通
る
正
丸
峠
に
比
べ
知
る
人
も
少
な
い

所
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
先

は
道
を
右
に
曲
が
っ
て
杉
・
桧
の
植
林
の
整
備

さ
れ
た
作
業
道
を
ゆ
っ
く
り
下
り
な
が
ら
西
武

正
丸
駅
に
向
か
う
。 

 （
吉
野
喜
八
郎 

記
） 
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父
不
見
山
～
城
峰
山
の
山
稜
か
ら
は
、
い
く

つ
も
の
長
大
な
尾
根
が
派
出
し
、
広
大
な
山
域

を
形
成
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
城
峰
山
、
破

風
山
以
外
の
山
々
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
登
山
の
対

象
と
は
み
な
さ
れ
ず
、
訪
れ
る
人
も
少
な
い
。

そ
ん
な
山
域
に
も
、
変
化
に
富
ん
だ
魅
力
的
な

山
稜
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
真

弓
沢
山
で
あ
る
。
登
山
の
適
期
は
晩
秋
か
ら
早

春
に
か
け
て
の
間
で
、
夏
は
不
向
き
で
あ
る
。 

真
弓
沢
山
は
石
間
川
と
小
川
に
挟
ま
れ
た
長

大
な
（
仮
称
）
石
間
山
稜
の
主
峰
で
、
石
間
（
い

さ
ま
）
の
沢
戸
集
落
と
小
川
集
落
を
結
ぶ
小
川

峠
（
石
間
峠
）
の
南
側
に
位
置
す
る
。
三
角
錐

の
美
し
い
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
山
名
は
小
川
側
の

小
字
名
（
山
域
名
）
に
由
来
す
る
。
ち
な
み
に

石
間
の
沢
戸
集
落
で
は
小
川
山
、
半
納
集
落
で

は
三
角
山
と
呼
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
固

定
さ
れ
た
名
称
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。 

今
回
は
石
間
の
漆
木
集
落
か
ら
石
間
山
稜
に

登
り
、
米
山
～
石
間
雨
乞
山
～
真
弓
沢
山
と
続

く
長
大
な
山
稜
を
小
川
峠
ま
で
縦
走
し
た
。
踏

み
跡
が
不
明
瞭
な
区
間
が
多
く
、
地
形
が
複
雑

な
う
え
、
痩
せ
た
岩
稜
も
多
い
。
も
ち
ろ
ん
道

標
の
類
は
皆
無
な
の
で
、
地
図
読
み
の
熟
練
、

ま
た
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
携
帯
が
必
要
で
あ
る
。
特
に

石
間
側
の
支
尾
根
に
迷
い
込
む
と
危
険
な
箇
所

が
多
い
の
で
、
細
心
の
注
意
を
払
い
た
い
。 

登
山
口
は
漆
木
集
落
の
先
に
あ
る
。
縦
走
路
ま

で
送
電
線
の
巡
視
路
を
利
用
す
る
の
で
、
鉄
塔

の
あ
る
支
尾
根
を
目
指
す
と
よ
い
。
登
り
始
め

は
植
林
の
中
で
あ
る
が
、
す
ぐ
に
自
然
林
の
明

る
い
尾
根
に
な
る
。
急
登
が
続
く
が
、
間
も
な

く
支
尾
根
の
中
間
点
と
な
る
鉄
塔
に
着
く
の
で
、

一
息
入
れ
る
と
よ
い
。
こ
こ
か
ら
先
も
急
登
で

あ
る
が
、
冬
枯
れ
の
頃
な
ら
展
望
が
開
け
、
効

率
的
で
快
適
な
登
り
で
あ
る
。
程
な
く
し
て
ふ

た
つ
目
の
鉄
塔
が
あ
る
稜
線
に
た
ど
り
着
く
。 

こ
こ
か
ら
は
真
弓
沢
山
を
目
指
し
て
北
東
に
稜

線
を
た
ど
る
。
鉄
塔
か
ら
少
し
行
く
と
岩
峰
が

あ
る
が
、
左
側
か
ら
岩
峰
上
に
踏
み
跡
が
つ
い

て
い
る
。
な
お
も
進
む
と
稜
線
を
越
え
る
林
道

「
明
ヶ
平
沢
戸
線
」
に
出
る
。
再
び
稜
線
に
乗

る
た
め
に
は
、
明
ヶ
平
側
に
少
し
移
動
し
、
林

道
の
側
壁
が
切
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
山
の
斜
面
に

取
り
付
く
。
１
０
ｍ
ほ
ど
登
り
、
稜
線
側
に
ト

ラ
バ
ー
ス
す
る
感
じ
に
踏
み
跡
が
つ
い
て
い
る

が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
以
後
、
小
川
峠
に
至

る
ま
で
、
は
っ
き
り
し
た
踏
み
跡
は
な
い
。
獣

道
も
多
い
の
で
、
稜
線
上
を
た
ど
る
こ
と
を
意

識
し
、
あ
ま
り
踏
み
跡
を
気
に
し
な
い
ほ
う
が

良
い
か
も
し
れ
な
い
。 

稜
線
に
戻
る
と
、
尾
根
筋
が
は
っ
き
り
し
な

い
急
登
と
な
る
。
足
場
も
悪
く
、
か
な
り
体
力

を
消
耗
す
る
が
距
離
は
短
か
い
。
す
ぐ
に
明
瞭

な
稜
線
に
出
る
が
、
こ
の
稜
線
を
東
に
進
む
と

石
間
側
に
落
ち
る
支
尾
根
（
林
道
が
ト
ン
ネ
ル

と
な
っ
て
い
る
）
に
続
い
て
お
り
、
末
端
が
大
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岸
壁
に
な
っ
て
い
る
。
逆
コ
ー
ス
の
場
合
、
引

き
込
ま
れ
や
す
い
の
で
、
注
意
を
要
す
る
。
こ

の
稜
線
を
北
西
に
進
む
と
、
す
ぐ
に
三
角
点
の

あ
る
米
山
（
６
９
５
・
５
ｍ
）
に
至
る
。
上
吉

田
の
市
街
地
の
中
に
あ
る
米
山
薬
師
（
よ
ね
や

ま
や
く
し
）
の
背
後
に
見
え
る
山
だ
。
こ
こ
か

ら
先
は
小
さ
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
な

が
ら
稜
線
を
進
む
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
変
な
と
こ

ろ
は
な
い
。
程
な
く
、
７
１
１
ｍ
の
石
間
雨
乞

山
に
到
着
す
る
。
石
間
の
各
集
落
に
よ
る
雨
乞

い
の
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た
山
で
、
山
ノ
神
が

祭
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
痩
せ
尾
根
や
岩
稜

が
多
く
な
る
が
、
注
意
し
て
い
れ
ば
、
う
ま
く

す
り
抜
け
る
踏
み
跡
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
コ
ー
ス
で
、
最
も
楽
し
い
区
間
で
あ

り
、
こ
こ
を
た
ど
ら
な
け
れ
ば
、
真
弓
沢
山
に

登
る
価
値
が
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

や
が
て
、
植
林
の
中
の
急
登
と
な
り
、
真
弓
沢

山
の
山
頂
に
到
着
す
る
。
展
望
は
な
い
。
国
土

地
理
院
の
地
図
に
は
山
名
も
標
高
も
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
秩
父
市
が
作
成
し
た
白
図
で
は
７

９
８
ｍ
の
標
高
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。 

山
頂
か
ら
北
側
に
下
る
と
す
ぐ
に
小
川
峠
に

到
着
す
る
。
峠
か
ら
は
小
川
集
落
、
沢
戸
集
落

に
下
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
沢
戸
へ
の
道
は
、

不
明
瞭
に
な
り
つ
つ
あ
る
。 

（
高
田 

良
一 

記
） 

  

    

         

参 加 者 

◎高田良一、阿部米子、 

杉原三千代、箕輪ゆり子、      

計 4 名 

 

コースタイム 

大宮＝石間漆木―100 分

―米山―80分― 

―石間雨乞山―60分― 

―真弓沢山―40 分― 

―小川＝大宮 
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両
詰
山
は
小
鹿
野
町
（
旧
両
神
村
）
日
蔭
集

落
の
西
方
に
位
置
す
る
、
標
高
７
９
１
ｍ
の
山

で
す
。
両
神
山
か
ら
天
理
岳
を
通
り
楢
尾
沢
峠

を
越
え
て
続
く
、
天
武
将
尾
根
の
最
後
の
ピ
ー

ク
と
も
云
え
ま
す
。
私
た
ち
は
、
日
向
大
谷
か

ら
楢
尾
沢
峠
を
経
由
し
て
日
蔭
集
落
に
下
る
ル

ー
ト
を
辿
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
明
確
な

登
山
道
が
な
く
、
所
々
で
ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
強
い
ら
れ
ま
す
。 

 

日
向
大
谷
の
登
山
口
は
小
鹿
野
町
営
バ
ス
の

終
点
で
、
無
料
駐
車
場
や
ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
は
両
神
山
の
主
要
な
登
山
口

で
あ
り
、
い
つ
も
大
勢
の
登
山
者
で
賑
わ
っ
て

い
ま
す
。
登
山
口
の
石
段
に
取
り
付
く
と
、
ひ

と
登
り
で
「
ふ
た
か
み
荘
」
が
あ
り
、
そ
の
手

前
で
道
が
左
右
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
表
示
板

に
は
左
が
〔
両
神
山
頂
・
清
滝
小
屋
〕、
右
が
〔
奈

良
尾
峠
・
納
宮
〕
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

奈
良
尾
峠
は
略
称
で
「
楢
尾
沢
峠
」
が
本
来
の

名
称
の
よ
う
で
す
。
す
べ
て
の
登
山
者
が
左
手

へ
向
か
う
中
、
私
達
だ
け
右
手
へ
向
か
っ
て
歩

き
出
し
ま
し
た
。
鳥
居
の
前
の
木
橋
を
渡
っ
て

杉
林
の
中
に
入
る
と
、
す
ぐ
に
左
へ
上
が
る
微

か
な
踏
み
跡
が
現
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
か
ら
所
々

に
岩
の
混
じ
っ
た
急
登
が
続
き
、
一
汗
か
い
た

と
こ
ろ
で
右
方
向
へ
の
ト
ラ
バ
ー
ス
と
な
り
ま

す
。
落
ち
葉
に
埋
ま
っ
た
崩
れ
や
す
い
登
山
道

を
慎
重
に
進
む
と
、
や
が
て
楢
尾
沢
峠
に
着
き

ま
し
た
。
右
方
向
が
納
宮
で
、
左
へ
向
か
う
と

天
理
岳
で
す
が
廃
道
の
警
告
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

一
息
入
れ
て
右
手
へ
歩
き
出
す
と
、
な
だ
ら

か
な
尾
根
道
と
な
り
ま
し
た
。す
ぐ
に「
納
宮
」

へ
下
る
道
が
現
わ
れ
ま
す
が
、
直
進
し
て
案
内

表
示
の
な
い
尾
根
を
進
み
ま
す
。
展
望
の
少
な

い
緩
や
か
な
登
り
や
下
り
を
繰
り
返
し
、
８
５

２
ｍ
峰
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
更
に
行
く
と
、
北

面
が
開
け
た
８
５
７
ｍ
峰
に
着
き
ま
し
た
。
こ

Ｎo039 
 

両 

詰 

山 

（り
ょ
う
づ
ま
り
や
ま
） 

  

 

標高 

△790.7m 
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2012,11,11 
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こ
か
ら
見
る
両
神
山
は
、
全
体
が
壁
の
よ
う
に

そ
そ
り
立
ち
、天
武
将
尾
根
が
手
前
に
伸
び
て
、

天
理
岳
の
尖
が
り
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
付
け
て
い

ま
す
。
双
子
山
や
毘
沙
門
山
の
奥
に
は
、
西
上

州
の
山
々
も
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。
休
憩
や
昼

食
が
済
ん
だ
ら
、
直
進
し
て
薄
暗
い
杉
林
の
中

を
下
り
ま
す
。尾
根
を
外
さ
な
い
よ
う
に
進
み
、

広
く
明
る
い
ヌ
タ
場
の
よ
う
な
所
を
過
ぎ
る
と
、

や
が
て
ぽ
つ
ん
と
三
角
点
が
現
わ
れ
ま
し
た
。

杉
林
に
囲
ま
れ
展
望
も
目
印
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
Ｏ
リ
ー
ダ
ー
が
手
作
り
の
山
名
板
を
掛

け
、
み
ん
な
で
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。 

山
頂
を
後
に
し
て
標
高
差
で
５
０
ｍ
ほ
ど
下

る
と
、
左
手
に
北
東
へ
伸
び
る
尾
根
が
あ
り
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
７
３
８
ｍ
の
ピ
ー
ク
の
手
前
で

す
が
、
こ
こ
を
降
り
る
形
に
な
り
ま
す
。
目
印

や
踏
み
跡
が
な
く
非
常
に
判
り
難
い
の
で
、
細

心
の
注
意
が
必
要
で
す
。
急
な
斜
面
を
慎
重
に

下
る
と
、
な
だ
ら
か
な
尾
根
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
先
も
尾
根
を
外
さ
な
い
よ
う
進
む
と
、

再
び
急
な
斜
面
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
過
ぎ
る

と
は
っ
き
り
し
た
作
業
道
に
な
り
、
程
な
く
舗

装
路
に
降
り
立
ち
ま
す
。
右
方
向
へ
進
み
、
薄

川
に
架
か
る
沼
里
橋
を
渡
る
と
県
道
に
出
ま
す
。

右
手
へ
進
む
と
わ
ず
か
で
「
日
蔭
バ
ス
停
」
が

あ
り
、
き
れ
い
な
観
光
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

な
お
、
バ
ス
停
の
手
前
に
は
樹
齢
５
０
０
年

を
誇
る
見
事
な
夫
婦
杉
が
あ
り
、
周
辺
に
は
一

万
㎡
の
ダ
リ
ア
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
秋
に

は
ダ
リ
ア
祭
り
が
開
か
れ
、
５
０
０
０
本
の

花
々
が
一
面
に
咲
き
誇
り
ま
す
。 

（
清
水 

博 
 

記
） 

            

                 

【
酔
人
山
荘 

互 

茂
子 

画 
 

】 

           

参 加 者 

◎大瀧正己、小澤紀行、互 茂子、

床次泰文、森田憲子、清水 博 

          計６名 

 

コースタイム 

日向大谷-60 分-天理岳分岐― 

−45 分―857ｍ峰―25分― 

―両詰山・山頂―10 分― 

―738ｍ地点・北東分岐―40 分―

―日蔭バス停 
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東
武
東
上
線
・
小
川
町
駅
か
ら
リ
ー
バ
ス
に

乗
り
、
皆
谷
バ
ス
停
で
下
車
。
バ
ス
は
行
楽
シ

ー
ズ
ン
の
日
曜
日
と
あ
っ
て
満
員
で
し
た
。 

バ
ス
停
か
ら
白
石
方
面
へ
６
０
ｍ
行
く
と
左
に

登
山
口
が
あ
り
、
民
家
の
側
を
通
る
と
ミ
カ
ン

や
ユ
ズ
、
カ
リ
ン
な
ど
手
が
届
き
そ
う
な
と
こ

ろ
に
実
っ
て
い
ま
し
た
。
車
道
に
出
て
左
に
行

く
と
間
も
な
く
右
に
登
山
道
の
標
識
が
あ
る
の

で
こ
れ
に
入
る
。
こ
の
コ
ー
ス
は
外
秩
父
七
峰

縦
走
の
一
部
な
の
で
登
山
道
は
し
っ
か
り
と
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
は
車
道
と
登
山

道
の
繰
り
返
し
と
な
り
ま
し
た
。
途
中
、
比
企

三
山
と
い
わ
れ
る
堂
平
山
や
大
霧
山
（
笠
山
を

含
め
て
比
企
三
山
）
が
眺
め
ら
れ
ま
し
た
。
車

道
を
少
し
長
く
歩
く
と
や
が
て
東
屋
が
あ
る
丁

字
路
に
突
き
当
た
り
ま
し
た
。
こ
の
東
屋
で
休

憩
。
こ
こ
か
ら
右
に
向
か
い
ブ
ド
ウ
園
の
脇
を

標
識
に
従
い
左
折
。
や
や
行
く
と
左
側
に
登
山

道
の
標
識
が
あ
り
、
こ
れ
に
従
っ
て
登
山
道
に

入
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
コ
ナ
ラ
や
ブ

ナ
の
樹
林
帯
の
や
や
急
登
が
続
き
、
所
々
、
淡

い
紅
葉
が
真
っ
盛
り
で
し
た
。
や
が
て
堂
平
山

へ
の
分
岐
に
着
く
。す
ぐ
先
が
笠
山
山
頂
で
す
。 

 

山
頂
か
ら
さ
ら
に
奥
の
笠
山
神
社
ま
で
行
き

ま
し
た
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
見
ら
れ
る
ビ

ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
か
ら
は
残
念
な
が
ら
う
す
雲
が

か
か
っ
て
い
て
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
神
社
の

建
物
を
風
よ
け
に
し
て
昼
食
。
温
度
計
は
６
度

を
指
し
て
い
ま
し
た
。 

寒
か
っ
た
の
で
昼
食
を
早
々
に
済
ま
せ
て
堂

平
山
分
岐
ま
で
戻
り
、
急
坂
を
慎
重
に
下
る
と

水
平
道
の
笠
山
峠
に
降
り
立
つ
。
さ
ら
に
行
く

と
林
道
栗
山
線
と
交
差
す
る
七
重
峠
に
着
き
ま

し
た
。
林
道
を
横
切
っ
て
尾
根
道
を
登
っ
て
行

く
と
突
然
前
が
開
け
広
場
に
突
き
当
た
り
、
正

面
に
ド
ー
ム
型
の
屋
根
の
天
文
台
が
見
え
ま
し

た
。
広
場
を
横
切
っ
て
堂
平
山
の
一
等
三
角
点

に
タ
ッ
チ
。
剣
ヶ
峰
は
曇
天
で
展
望
が
望
め
な

い
と
判
断
し
パ
ス
、
林
道
を
歩
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。途
中
に
グ
ラ
イ
ダ
ー
基
地
が
あ
り
、軽
々

と
飛
び
立
つ
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
見
て
感
動
。

白
石
峠
か
ら
登
山
道
を
下
り
白
石
車
庫
バ
ス
停

に
無
事
到
着
し
ま
し
た
。 （

益
田
光
男 

記
） 

《 

参
考
資
料 

》 

沢
を
登
っ
て
笠
山
へ 

車
で
川
越
街
道
か
ら
県
道
１
１
号
線
で
小
川

町
の
市
街
を
抜
け
、
腰
越
の
切
通
バ
ス
停
の
あ

る
信
号
を
左
折
し
、
館
川
を
左
に
見
な
が
ら
少

し
行
く
と
鳥
居
が
あ
る
。
そ
の
鳥
居
を
く
ぐ
り

抜
け
て
、
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
き
二
十
二

夜
塔
の
先
を
右
折
す
る
。
栗
山
の
集
落
過
ぎ
る

と
笠
山
へ
向
か
う
と
曲
が
り
く
ね
っ
た
林
道
に

な
る
。
や
が
て
、
右
側
に
湧
水
が
出
て
い
る
所

に
着
く
。
こ
の
水
は
名
水
で
、
近
く
の
人
た
ち

が
ポ
リ
タ
ン
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
参
し
て

汲
み
に
来
ま
す
。
そ
の
手
前
に
２~

３
台
駐
車

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
２
か
所
あ
る
の
で
こ
こ
に

駐
車
す
る
。 

Ｎo041 
 

笠 
 
 

山 

（か
さ
や
ま
） 

 

 

標高 
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◬ 

　　皆谷

白

石
車

白石峠

笠山
８３７

七重峠

堂平山

875.8

栗山

水

県

道

１１

号

線

庫

水
場
の
右
脇
か
ら
沢
登
り
が
始
ま
る
。
水
量
は

い
つ
も
少
な
い
の
で
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ

で
充
分
登
る
こ
と
が
で
き
る
。
階
段
状
の
段
差

の
少
な
い
岩
を
選
び
な
が
ら
前
進
す
る
。
大
き

な
岩
で
前
進
不
可
能
な
場
合
は
、
沢
の
脇
の
林

の
中
を
登
れ
ば
い
い
。
た
だ
し
、
沢
か
ら
離
れ

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。 

水
量
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
こ
ろ
、
右
側
か

ら
の
登
山
道
と
合
流
す
る
。
こ
の
道
を
左
に
行

く
。
ほ
と
ん
ど
水
の
な
い
沢
を
右
左
と
繰
り
返

す
と
歩
き
や
す
い
登
山
道
に
な
っ
て
く
る
。
緩

や
か
な
道
を
登
っ
て
行
く
と
最
近
で
き
た
ば
か

り
の
林
道
に
突
き
当
た
る
。
こ
れ
を
左
折
す
る

と
笠
山
に
向
か
う
林
道
に
出
る
。
右
折
し
て
笠

山
に
行
く
。 

東
秩
父
村 

和
紙
の
里 

 
 

手
す
き
和
紙
の
作
り
方
を
実
演
し
て
い
る
。

１
３
０
０
年
の
伝
統
が
あ
る
手
す
き
和
紙

「
細
川
紙
」
の
技
術
は
重
要
無
形
文
化
財
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

                       

 

【 

益
田
光
男 

 

画
】 

               

参 加 者 

◎益田光男、荻原章子・ 

小林善行、互 茂子・ 

松本文男・道江伸枝 

計 6 名 

コースタイム 

皆谷バス停―30 分―萩平分岐 

―90 分―笠山―5分― 

―笠山神社―5 分―笠山― 

―25 分―七重峠―45分― 

堂平山―35分―白石峠― 

―60 分―白石車庫 
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西
武
鉄
道
吾
野
駅
が
ま
だ
終
点
だ
っ
た
頃
、

若
人
は
、
土
曜
日
の
半
日
仕
事
を
終
え
る
と
、

競
っ
て
正
丸
峠
に
や
っ
て
来
て
、
こ
こ
の
バ
ン

ガ
ロ
ー
に
泊
ま
っ
た
。
そ
れ
は
吾
野
駅
か
ら
秩

父
行
き
の
バ
ス
に
乗
っ
て
、
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス

前
で
下
車
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
時
間
帯
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
日
、
正
丸
峠
か
ら

伊
豆
ヶ
岳
、
古
御
岳
、
子
ノ
権
現
と
縦
走
し
て

吾
野
駅
に
下
っ
て
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
メ

イ
ン
ル
ー
ト
は
今
で
も
健
在
で
あ
る
が
、
鉄
道

が
秩
父
ま
で
開
通
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
丸

峠
に
立
つ
者
は
稀
に
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が

正
丸
駅
か
ら
直
接
、
伊
豆
ヶ
岳
に
登
り
、
メ
イ

ン
ル
ー
ト
を
縦
走
し
て
子
ノ
権
現
に
参
拝
し
て

か
ら
、
西
吾
野
駅
か
吾
野
駅
の
ど
ち
ら
か
に
下

っ
て
い
る
。 

栄
枯
盛
衰
は
世
の
常
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
奥

武
蔵
の
名
峰
伊
豆
が
岳
は
、
今
で
も
賑
わ
い
を

保
っ
て
い
る
。
特
に
新
緑
の
頃
が
私
は
好
き
で

あ
る
。
紅
葉
の
季
節
も
よ
い
の
だ
が
、
や
は
り

去
り
行
く
低
山
の
秋
は
な
ぜ
か
も
の
悲
し
い
。

正
丸
駅
か
ら
伊
豆
ヶ
岳
に
登
る
ル
ー
ト
は
３
０

分
ほ
ど
舗
装
道
路
を
歩
く
。
そ
し
て
大
蔵
の
分

岐
を
左
方
向
に
登
る
の
が
一
般
的
に
な
っ
た
が
、

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ル
ー
ト
に
拘
る
の
で
あ
れ
ば
、

右
へ
正
丸
峠
へ
の
路
を
登
る
。
そ
し
て
峠
の
茶

店
の
前
に
立
っ
て
、
映
画
の
カ
チ
ン
コ
の
如
く

「
よ
し
、
出
発
」
を
宣
言
し
て
か
ら
伊
豆
が
岳

に
向
か
う
事
に
な
る
が
、
時
間
的
に
は
９
０
分

程
多
く
歩
く
事
に
な
る
の
で
、
日
帰
り
が
主
流

の
今
日
は
前
者
選
択
が
多
い
の
だ
と
思
う
。
私

達
が
歩
い
た
の
は
新
緑
の
５
月
で
あ
っ
た
。
大

蔵
の
分
岐
か
ら
山
路
に
入
る
と
、
そ
れ
は
か
な

り
の
傾
斜
が
あ
っ
た
が
、さ
わ
や
か
な
薫
風
は
、

相
殺
し
て
も
尚
、
お
つ
り
が
来
る
よ
う
な
心
地

よ
い
大
自
然
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
っ
た
。
緑
の

中
に
点
在
す
る
山
躑
躅
の
花
（
赤
）
は
、
群
生

美
に
は
無
い
控
え
め
な
美
し
さ
で
あ
り
、
ま
さ

に
奥
武
蔵
と
い
う
低
山
帯
に
合
致
し
て
い
て
、

気
品
さ
え
漂
っ
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
登
り

切
っ
た
と
こ
ろ
が
伊
豆
ヶ
岳
の
山
頂
直
下
の
鎖

場
で
あ
っ
た
。
現
在
は
登
攀
禁
止
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
原
則
的
に
は
女
坂
か
ら
頂
上
を
目
指

す
事
に
な
る
が
、
こ
の
山
の
特
徴
は
こ
の
男
坂

と
、
そ
の
上
部
の
岩
稜
帯
で
あ
ろ
う
。
こ
の
描

写
を
横
内
浦
男
氏
は
４
０
数
年
前
の
朝
日
新
聞

の
紙
上
に
次
の
様
に
載
せ
て
い
る
。
『
て
っ
ぺ

ん
の
岩
の
塔
が
頭
の
上
に
見
え
る
。
頂
上
か
ら

さ
が
っ
た
ク
サ
リ
に
つ
か
ま
っ
て
、
ヤ
ッ
コ
ラ

サ
と
岩
場
を
よ
じ
登
る
。
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
ニ
セ
モ
ノ
の
よ
う
な
味
で
あ
る
。
も
の
の

三
十
分
ほ
ど
で
頂
上
。
て
っ
ぺ
ん
の
岩
の
頭
に

立
つ
と
、
汗
ば
ん
だ
顔
に
サ
ッ
と
初
夏
（
原
文

は
冬
）
の
風
。
お
お
、
す
ば
ら
し
い
な
が
め
じ

ゃ
な
ア
。
こ
こ
か
ら
な
が
め
る
景
色
は
ア
タ
イ

千
両
。
た
ば
こ
の
煙
が
、
初
夏
（
原
文
は
初
冬
）

の
空
に
流
れ
る
。
流
れ
た
む
こ
う
は
飯
能
か
ら 

Ｎo042 

Ｎo040 

 

伊
豆
ヶ
岳
～
古
御
岳 

（い
ず
が
た
け
～
こ
み
た
け
） 

 

伊豆ヶ岳 

△850.9m 

N355537 

E1390938 

2012,11,24 

日帰り 

 

古御岳 

820m 

N355523 

 E1390936 

地図 

1/25,000 

「正丸峠」 
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と
東
京
あ
た
り
。
あ
っ
ち
は
川
越
、
東
松
山
、

熊
谷
で
、
白
く
見
え
る
の
が
荒
川
だ
ろ
う
。
ふ

り
か
え
れ
ば
、
武
甲
山
を
目
の
前
に
秩
父
の
山

ま
た
山
。
』
そ
し
て
５
月
の
伊
豆
が
岳
山
頂
は

多
く
の
登
山
者
で
溢
れ
て
い
た
。
そ
れ
も
老
若

男
女
、
今
は
や
り
の
山
ガ
ー
ル
の
姿
も
。
よ
く

視
る
と
、
そ
れ
は
オ
バ
サ
ン
だ
っ
た
り
。
と
に

も
か
く
に
も
、
伊
豆
が
岳
は
昔
も
今
も
賑
わ
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
喧
騒
の
頂
上
を
後
に
し
て

私
達
は
古
御
岳
に
向
か
っ
た
。
山
伏
峠
へ
の
分

岐
を
右
に
見
送
り
、
急
坂
を
最
低
鞍
部
ま
で
下

り
、
そ
こ
か
ら
登
り
返
す
こ
と
１
０
分
程
で
古

御
岳
の
山
頂
に
着
い
た
。
静
か
に
佇
む
四
阿
屋

の
そ
の
上
部
に
は
、
ま
る
で
巨
大
テ
ン
ト
の
フ

ラ
イ
シ
ー
ト
の
よ
う
な
、
緑
の
屋
根
。
や
っ
ぱ

り
伊
豆
が
岳
の
弟
分
の
よ
う
な
古
御
岳
も
名
峰

な
ん
だ
。
私
達
が
休
ん
で
い
る
と
反
対
側
の
方

か
ら
親
子
連
が
登
っ
て
き
た
。「
こ
ん
に
ち
わ
」

お
兄
ち
ゃ
ん
の
方
は
元
気
が
よ
い
。
子
ノ
権
現

か
ら
来
た
の
だ
と
す
れ
ば
た
い
し
た
も
の
で
あ

る
。
巨
大
テ
ン
ト
の
中
で
一
服
し
て
か
ら
私
達

は
な
お
も
縦
走
を
続
け
る
た
め
に
出
発
し
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
爽
や
か
な
空
気
、
そ
し

て
山
の
精
が
立
っ
て
い
て
「
さ
よ
う
な
ら
」
と

言
っ
た
よ
う
に
思
え
た
。
や
っ
ぱ
り
奥
武
蔵
高 

原
は
初
夏
の
頃
が
良
い
。 （

小
澤
紀
行 

記
） 

  

                           

【
想
い
で
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
】 

 

参 加 者 

◎小澤紀行、互 茂子、浅田良一 

小澤三枝子、斎藤悦子、柳舘紀人、 

石井正夫、萩原 昇、藤田喜久子、

道江伸枝、和田厚子、倉重裕一 

計 12 名 

 

コースタイム 

西吾野−20 分-森坂峠登山口－

9:15-森坂峠 9:30-南川上名栗線林

道-80 分-南東尾根-55 分- 

-古御岳/伊豆ヶ岳鞍部-20 分― 

-伊豆ヶ岳-女坂-90 分-正丸駅 



75 

 

外
秩
父
七
峰
の
一
つ
で
あ
る
堂
平
山
は
、
東

武
東
上
線
小
川
町
駅
よ
り
白
石
車
庫
行
き
の
バ

ス
で
、
終
点
で
下
車
し
ま
す
。 

白
石
峠
方
面
へ
し
ば
ら
く
歩
き
、
白
石
峠
分
岐

よ
り
剣
ヶ
峰
へ
と
急
登
路
を
目
指
す
。
一
番
高

い
剣
ヶ
峰
へ
と
進
む
と
堂
平
山
の
山
頂
が
表
れ

る
。
あ
と
一
登
り
と
歩
を
進
め
る
と
、
目
の
前

に
明
る
い
空
が
飛
び
こ
ん
で
く
る
。 

天
文
観
測
所
の
ド
ー

ム
が
建

つ
頂
上
は
、
芝
生

に
囲

ま
れ
て
い
て
広

く
明

る
く
休
憩

す
る

の
に
も
っ

て
こ

い
の
所
で

す
。

た
っ
ぷ
り

休
憩

を
取
っ
た

ら
、

都
幾
川
ト
レ

ッ
キ

ン
グ
コ
ー
ス

方
面

へ
下
る
。 

約
２
時
間
山
里
を
下
る
と
、
坂
東
札
所
の
あ
る

慈
光
寺
に
出
る
。
バ
ス
停
は
す
ぐ
そ
ば
で
す
。 

（
榎
本
千
代
子 

記
） 

 

 

【
連 

作 

紀 

行 

文
】 

奥
武
蔵
の
山
々
へ
出
か
け
る
折
に
、
川
島
の
あ

た
り
の
広
い
畑
地
の
彼
方
に
、
お
っ
ぱ
い
山
と

も
呼
ば
れ
る
笠
山
と
並
ん
で
ゆ
っ
た
り
と
裾
野

を
広
げ
る
堂
平
山
が
車
窓
か
ら
眺
め
ら
れ
る
。

こ
の
笠
山
と
、
槻
川
の
向
か
い
の
大
霧
山
と
併

せ
て
比
企
三
山
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る

の
が
堂
平
山
だ
。
そ
の
山
頂
に
は
、
国
立
天
文

台
か
ら
、
と
き
が
わ
町
が
譲
り
う
け
た
堂
平
天

文
台
が
あ
り
９
１
セ
ン
チ
反
射
望
遠
鏡
で
の
星

空
観
測
会
は
人
気
の
催
し
だ
。
森
林
体
験
施
設

や
キ
ャ
ン
プ
場
も
整
備
さ
れ
、
マ
イ
カ
―
で
も

登
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て

い
る
。 

 

こ
の
年
、
支
部
の
新
年
山
行
は
こ
の
堂
平
山

で
あ
っ
た
。
正
月
三
ガ
日
の
疲
れ
？
を
癒
す
べ

く
集
ま
っ
た
参
加
者
に
、
冬
の
快
晴
の
青
空
が 

ま
ぶ
し
い
。
小
川
町
駅
か
ら
イ
ー
グ
ル
バ
ス
に

乗
り
、
終
点
の
白
石
車
庫
で
下
車
。
緩
や
か
な

舗
装
道
路
を
白
石
峠
へ
と
歩
き
は
じ
め
る
。 

途
中
か
ら
山
道
に
入
り
、
足
元
の
霜
柱
が
ザ
ク

ザ
ク
と
小
気
味
よ
い
音
を
た
て
る
。
す
っ
か
り

冬
枯
れ
の
道
は
落
ち
葉
も
あ
つ
く
、
は
く
息
は

白
い
。
じ
っ
と
し
て
い
る
と
寒
い
が
少
し
傾
斜

が
あ
る
と
、
す
ぐ
暑
く
な
り
衣
服
の
調
節
が
忙

し
い
。
白
石
峠
か
ら
最
高
峰
の
剣
ヶ
峰
へ
は
急

な
階
段
を
登
ら
さ
れ
、
息
が
あ
が
る
。
頂
き
は

電
波
塔
が
占
拠
し
て
い
て
展
望
も
な
く
、
ち
ょ

っ
と
当
て
は
ず
れ
な
感
じ
だ
。
こ
こ
か
ら
登
山

道
へ
戻
る
は
ず
が
、
植
林
の
中
を
急
下
降
。
眼

下
に
明
る
い
民
家
を
見
下
ろ
す
陽
だ
ま
り
へ
飛

び
出
す
。
し
ば
し
陽
を
あ
び
て
休
憩
し
た
が
、

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
し
た
気
分
転
換
の
道
迷
い
で

あ
っ
た
。
急
斜
面
の
雑
木
の
中
を
登
り
返
し
て 

Ｎo044 
 

堂 

平 

山 

（ど
う
だ
い
ら
さ
ん
） 

 

 

標高 

△875.8m 

N360021 

E1391124 

 

2011,01,04 

日帰り 

地 図 
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「安戸」 



76 

 

林
道
へ
戻
る
。
山
頂
は
、
遠
く
か
ら
も
天
体
観

測
ド
ー
ム
が
青
空
に
映
え
、
一
等
三
角
点
の
あ

る
広
い
芝
の
広
場
に
陣
取
っ
て
の
お
昼
ご
飯
は

格
別
に
お
い
し
い
。
新
春
ら
し
く
お
汁
粉
が
振

る
舞
わ
れ
た
り
、お
神
酒
が
回
っ
て
き
た
り
と
、

和
気
あ
い
あ
い
の
時
間
が
な
が
れ
る
。 

 

下
山
は
七
重
へ
と
向
か
う
。
歩
き
や
す
い
山

道
や
車
道
を
交
互
に
た
ど
っ
て
‘
と
き
が
わ
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
’
を
、
慈
光
寺
へ
下
る
。 

コ
ー
ス
途
中
に
は 

雛
段
の
よ
う
な
休
憩
所
も

設
え
ら
れ
、
し
ば
し
、
日
向
ぼ
っ
こ
で
小
腹
を

満
た
し
た
り
、
お
喋
り
を
愉
し
ん
だ
り
の
大
休 

止
。
慈
光
寺
ま
で
は
結
構
な
距
離
を
歩
か
さ
れ

た
が
、
さ
す
が
坂
東
九
番
の
名
刹
、
観
音
堂
や

本
堂
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
、
し
ば
し
疲
れ

も
忘
れ
る
。
慈
光
寺
入
口
の
バ
ス
停
ま
で
を
頑

張
っ
て
歩
き
、
清
々
し
い
新
年
山
行
は
無
事
終

了
し
た
。 

 
 

（
互 

茂
子 

記
） 

 

                             

参 加 者 

◎浅田良一、互 茂子、荻原章子、池田信一、井上武久、 

藤田喜久子、和田厚子、川俣秀子、山本富枝、早川正雄 

榎本千代子、清水順子、大和田良一、益田光男、松田昭子、

小澤紀行、小澤三枝子、森田憲子       計 18 名 

 

 

コースタイム 

JR 大宮＝川越＝東武東上線小川町＝バス白石車庫― 

―70 分―白石峠―20分―剣が峰―40 分―堂平山―60 分― 

―七重―70分―慈光寺―30 分―慈光寺入口＝越生 16:00 
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名
郷
バ
ス
停
か
ら
ほ
ん
の
少
し
歩
く
と
武
川
尾

根
に
取
り
つ
く
新
道
で
あ
る
天
狗
コ
ー
ス
が
あ

る
が
、
今
回
は
旧
コ
ー
ス
の
妻
坂
峠
コ
ー
ス
を

選
ん
で
歩
く
こ
と
に
し
た
。 

大
場
戸
を
直
進
し
て
、
杉
林
の
中
の
車
道
を

歩
く
。
名
栗
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
心
地
よ
く 

聞
こ
え
、
空
は
秋
晴
れ
で
真
っ
青
で
あ
る
。
狭

い
が
し
っ
か
り
し
た
橋
を
渡
る
と
山
中
で
登
山

道
に
な
っ
た
。
小
さ
な
沢
に
沿
っ
て
杉
林
の
中

を
登
っ
て
行
く
。
途
中
か
ら
ジ
グ
ザ
グ
の
急
登

と
な
り
、
う
っ
す
ら
と
汗
を
か
い
て
登
り
切
る

と
妻
坂
峠
に
到
着
。
峠
は
風
が
通
る
休
憩
に
最

適
な
場
所
で
あ
る
。
四
差
路
に
な
っ
て
い
て
左

折
す
る
と
一
時
間
三
〇
分
で
大
持
山
、
直
進
す

る
と
三
〇
分
で
生
川
、
右
は
武
川
岳
で
あ
る
。 

こ
こ
か
ら
は
左
右
が
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
グ
リ

な
ど
の
木
々
に
変
わ
り
、
多
少
急
降
下
す
る
道

も
あ
る
が
快
適
な
歩
き
で
、
や
が
て
急
登
に
な

り
武
川
岳
の
山
頂
に
着
く
。
こ
こ
で
昼
食
。 

周
り
は
樹
林
だ
が
南
東
側
が
少
し
だ
け
開
け

て
い
て
大
岳
山
が
指
呼
で
き
た
。
焼
山
は
西
側

が
大
き
く
開
け
て
お
り
、す
ぐ
近
く
に
武
甲
山
、 

 

右
奥
に
両
神
山
、
小
鹿
野
の
二
子
山
が
確
認
で

き
た
。
二
子
山
雄
岳
の
山
頂
近
く
は
短
い
が
大

変
な
急
登
で
あ
る
。
雄
岳
、
雌
岳
山
頂
は
小
広

い
広
場
に
な
っ
て
お
り
休
憩
に
は
格
好
の
場
所

だ
が
展
望
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
谷
コ
ー
ス
を
選

択
。
滑
り
や
す
い
急
坂
を 

慎
重
に
下
り
芦
ヶ 

保
駅
に
３
時
過
ぎ
に
無
事
到
着
。 

 

今
回
は
日
暮
れ
が
早
い
こ
と
を
考
慮
し
、
平

坦
地
は
や
や
速
足
、
急
坂
の
登
下
降
は
ゆ
っ
く

り
足
の
「
メ
リ
ハ
リ
」
を
つ
け
た
歩
き
方
を
し

た
。
参
加
者
８
人
は
健
脚
で
足
並
み
が
そ
ろ
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
予
定
よ
り
は
る
か
に
早
く

下
山
し
た
。 

（
益
田
光
男 

記
） 

                      

Ｎo053 

Ｎo045 

 

武 

川 

岳
～
二 

子 

山 
（た
け
か
わ
だ
け
～
横
瀬
・ふ
た
ご
や
ま
） 

 

武川岳 

△1052m 

N355613 

E1390749 

2012,10,21 

日帰り 

二子山 

△882.7m 

N355743 

 E1390817 

地図 

1/25,000 

「正丸峠」 
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◬

◬

芦ヶ久保

山中

武川岳

焼山

二子山

天狗岩

白岩

生川

大持山へ
前武川岳

５４２

１００３
伊豆ヶ岳へ

１０５１．７

８５０

８８２．７

妻坂峠

ウノタワ

大場戸

名郷

 

《
参
考
資
料
》 

新
道
・
天
狗
の
岩
コ
ー
ス 

名
郷
バ
ス
停
か
ら
左
の
川
の
流
れ
の
音
を
聞
き

な
が
ら
、
少
し
車
道
を
歩
く
と
右
に
西
山
荘
が

あ
る
。
そ
の
横
か
ら
登
り
が
始
ま
る
。
舗
装
の

切
れ
る
あ
た
り
の
左
に
階
段
が
あ
り
、
こ
れ
を

上
が
る
。
こ
こ
か
ら
５
０
分
ほ
ど
歩
く
と
二
つ

目
の
岩
場
が
あ
る
。
こ
こ
が
天
狗
岩
で
あ
る
。

岩
場
の
頂
上
か
ら
は
背
後
に
蕨
山
方
面
の
展
望

が
い
い
。
天
狗
岩
を
あ
と
に
前
武
川
岳
ま
で
は 

林
の
中
の
急
登
で
フ
ェ
ン
ス
沿
い
に
登
る
。
前

武
川
岳
が
は
る
か
遠
く
に
見
え
る
が
辛
抱
し
て

登
る
と
傾
斜
が
緩
く
な
り
前
武
川
岳
に
着
く
。

こ
こ
に
は
ベ
ン
チ
が
あ
り
、
休
憩
に
い
い
場
所

で
あ
る
。
右
折
す
る
と
伊
豆
ヶ
岳
に
行
く
こ
と

が
で
き
る
。
直
進
し
て
武
川
岳
に
向
か
う
。
一

旦
下
っ
て
急
登
す
る
と
武
川
岳
で
あ
る
。 

 

新
道
コ
ー
ス
の
コ
ー
ス
タ
イ
ム 

名
郷
名
バ
ス
停
―
３
分
―
西
山
荘
― 

―
１
時
間
３
０
分
―
天
狗
岩
―
４
０
分
― 

前
武
川
岳
―
２
０
分
―
武
川
岳 

 

武
川
岳
か
ら
伊
豆
ヶ
岳
へ 

武
川
岳
か
ら
一
旦
下
っ
て
登
り
返
す
と
前
武
川

岳
で
あ
る
。
前
武
川
岳
は
全
く
展
望
は
な
い
。 

左
折
し
て
山
伏
峠
へ
向
か
う
。
と
に
か
く
ひ
た

す
ら
下
る
。
山
伏
峠
か
ら
北
に
向
か
う
と
県
立

名
栗
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

伊
豆
ヶ
岳
へ
は
直
進
す
る
。
こ
こ
か
ら
の
登
り

は
か
な
り
き
つ
い
。
鳥
居
を
く
ぐ
り
石
の
祠
の

側
を
登
っ
て
行
く
。
途
中
、
階
段
が
あ
る
。
や

が
て
伊
豆
ヶ
岳
の
山
頂
に
着
く
。
伊
豆
ヶ
岳
山

頂
は
３
６
０
度
の
絶
景
で
あ
る
。
伊
豆
半
島
ま

で
展
望
で
い
る
た
め
伊
豆
ヶ
岳
と
い
う
山
名
が

付
い
た
と
の
説
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
伊
豆

ヶ
岳
か
ら
は
正
丸
駅
へ
向
か
っ
て
く
だ
る
。 

 

武
川
岳
か
ら
伊
豆
ヶ
岳
へ
の
コ
ー
ス
タ
イ
ム 

武
川
岳-

１
５
分-

前
武
川
岳-

７
５
分- 

-

山
伏
峠-

５
０
分-

伊
豆
ヶ
岳-

８
５
分
― 

―
正
丸
駅 

 

   
 
 
 

【
益
田
光
男 

画
】 

               

参 加 者 

◎益田光男、西片 昇、 

小澤紀行、鹿野紀彦、 

小澤三枝子、力丸忠夫 

佐藤由紀子、池田信一 

計 8名 

 

コースタイム 

名郷バス停―55 分―山中― 

―35 分―妻坂峠―30分― 

―武川岳―70 分―焼山― 

―40 分―二子雄岳―15 分― 

―雌岳―80分―芦ヶ久保駅 
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埼
玉
一
〇
〇
名
山
選
定
調
査
を
兼
ね
、 

埼
玉
・
群
馬
県
境
の
「
塚
山
」
に
二
六
名
で
出

か
け
た
。
本
庄
児
玉
イ
ン
タ
ー
経
由
で
群
馬
県

と
の
県
境
を
走
る
国
道
４
６
２
号
を
利
用
し
、

神
流
川
沿
い
を
下
久
保
ダ
ム
に
向
か
う
。 

ダ
ム
湖
に
か
か
る
秩
父
・
太
田
部
集
落
入
口

の
橋
で
下
車
。
リ
ー
ダ
ー
の
説
明
で
は
埼
玉
の

山
ガ
イ
ド
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
山
で
、
冬
の

藪
漕
ぎ
も
楽
し
め
る
と
の
こ
と
。
参
加
者
全
員

興
味
津
々
！
山
斜
面
は
雪
化
粧
し
て
い
る
。 

ダ
ム
建
設
補
償
の
為
で
あ
ろ
う
家
々
が
山
沿
い

に
へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
点
在
し
て
い
る
。
標
高

三
一
四
ｍ
に
あ
る
「
梁
場
の
碑
」
か
ら
登
山
を

開
始
す
る
。
い
き
な
り
急
登
。
雪
の
被
る
杉
植

林
の
作
業
道
を
喘
ぎ
な
が
ら
相
見
集
落
を
目
指

す
。
数
件
の
繭
小
屋
の
廃
屋
を
横
目
に
林
道
に

出
て
、
吉
田
太
田
部
公
民
館
前
に
到
着
。
凍
結

で
水
道
が
使
え
な
く
水
汲
み
の
台
車
を
押
す
地

元
の
女
性
に
出
会
う
。
親
切
に
周
辺
の
山
の
注

意
と
励
ま
し
を
受
け
る
。
「
私
は
若
い
こ
ろ
に

穂
高
の
山
小
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
た
の
よ
」

と
話
さ
れ
た
の
が
心
地
良
い
。
十
八
神
社
の
神

楽
舞
台
の
脇
か
ら
塚
山
古
墳
群
入
口
を
目
指
す
。

雪
に
シ
カ
や
小
動
物
の
足
跡
が
く
っ
き
り
残
る

凍
っ
た
作
業
道
の
急
登
が
続
く
。 

立
休
み
を
繰
り
返
し
な
が
ら
１
時
間
の
苦
闘

で
古
墳
群
入
口
の
標
識
が
待
っ
て
い
た
。
雪
道

が
続
く
が
風
の
な
い
こ
と
に
感
謝
。
頂
上
へ
の

稜
線
の
手
前
、
標
高
７
０
０
ｍ
の
あ
た
り
に
小

さ
な
古
墳
ら
し
い
盛
土
が
杉
林
の
中
に
点
在
し

て
い
る
。
１
５
０
０
年
前
な
ぜ
こ
ん
な
場
所
に 

「
古
墳
が
？
」
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
頂
上

直
下
の
稜
線
に
出
る
と
視
界
が
開
け
頂
上
は
雪

に
覆
わ
れ
て
い
た
。
秩
父
の
主
峰
「
武
甲
山
」

が
雪
に
映
え
て
美
し
い
。
風
の
な
い
雪
の
山
頂

で
ゆ
っ
く
り
食
事
を
と
り
、
事
前
に
数
度
も
下

見
を
し
て
い
た
だ
い
た
リ
ー
ダ
ー
の
先
導
で
藪

漕
ぎ
下
山
の
開
始
。
い
き
な
り
急
坂
の
稜
線
下

山
で
雪
に
足
を
取
ら
れ
た
り
、
登
り
返
し
の
連

Ｎo046 
 

塚 
 

山 

（つ
か
や
ま
） 

  

 

標高 

△953.9m 

N360627 

E1385735 

 

2012,02,05 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「万場」 
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続
に
四
苦
八
苦
。
し
か
し
枯
れ
枝
の
重
な
り
の

上
に
雪
が
積
り
や
わ
ら
か
い
ク
ッ
シ
ョ
ン
で
心

地
よ
い
。
凍
り
つ
い
た
獣
道
斜
面
の
歩
行
は
慎

重
さ
を
要
求
す
る
が
冬
山
訓
練
に
ち
ょ
う
ど
良

い
。
木
洩
れ
日 

が
美
し
い
冬
の
尾
根
道
の
藪

漕
ぎ
は
夏
に
比
較
し
安
心
し
て
進
め
る
。
群
馬

県
の
災
害
用
電
波
中
継
局
「
万
場
中
継
局
」
の

あ
る
竹
ノ
茅
山(

９
７
８
ｍ)

か
ら
見
る
塚
山
は

雪
に
映
え
て
美
し
い
。
リ
ー
ダ
ー
提
案
の
上
ノ

峠
ま
で
標
高
差
８
０
ｍ
直
下
下
山
は
本
日
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
。
声
を
掛
け
合
っ
て
の
楽
し
い
挑
戦

で
し
た
。
バ
ス
の
待
つ
麻
生
橋(

群
馬
県
側)

ま

で
の
長
い
林
道
は
北
斜
面
に
あ
り
深
い
パ
ウ
ダ

ー
ス
ノ
ー
の
雪
中
行
進
で
し
た
が
、
雪
遊
び
や

下
山
し
て
き
た
ル
ー
ト
な
ど
を
振
り
返
る
余
裕

で
予
定
時
間
に
到
着
。 

（
倉
重
裕
一 

記
） 

             

                             

                             

参 加 者 

◎大瀧正己、佐藤 新、小澤紀行、小澤三枝子、互 茂子、 

清水順子、荻原章子、浅田良一、新井藤代、安才冨美代、 

内田克己、榎原忠雄、神尾ますみ、鹿野紀彦、島 博子、 

和田厚子、高木幸代、高橋八重子、豊田孝道、広川ふじ子、 

益田光男、松田昭子、森田憲子、山本富枝、松本文男、倉重裕一、         

計 26 名 

コースタイム 

本庄児玉 IC=下久保ダム・太田部入口―60 分―十八神社―35 分― 

―林道出合―20 分塚山古墳群入口―50 分―塚山―60 分― 

―竹ノ茅山―20 分-上ノ峠―80 分―麻生＝本庄児玉 IC=大宮 
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桜
の
季
節
に
、
展
望
で
は
奥
武
蔵
随
一
と
い

う
丸
山
か
ら
、
花
と
果
樹
で
名
高
い
日
向
山
へ

一
周
し
た
。 

 

西
武
芦
ヶ
久
保
駅
か
ら
横
瀬
川
を
渡
り
、
国

道
を
右
へ
し
ば
ら
く
歩
く
。
左
右
の
山
は
芽
吹

き
始
め
た
木
々
の
中
に
桜
の
花
が
混
じ
り
淡
い

色
合
い
が
と
て
も
美
し
い
。
そ
し
て
民
家
の
庭

も
、
紅
白
の
花
桃
、
黄
色
の
、
れ
ん
ぎ
ょ
う
、

や
ま
ぶ
き
、
白
の
、
ゆ
き
や
な
ぎ
等
々
、
色
と

り
ど
り
の
花
木
が
満
開
で
あ
る
。 

 

赤
谷
集
落
か
ら
「
大
野
峠
・
丸
山
」
の
道
標

に
従
い
沢
沿
い
の
道
に
入
る
。
鳥
の
囀
り
が
絶

え
ず
聞
こ
え
、
リ
ス
も
見
か
け
た
。
丸
太
の
橋

や
飛
び
石
で
沢
を
渡
る
。
路
肩
に
古
い
石
垣
が

残
っ
て
た
り
、
石
仏
や
、「
昔
道
」
と
い
う
道
標

も
あ
り
、
古
く
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
峠
道
だ

っ
た
よ
う
だ
。
杉
林
の
急
斜
面
を
ジ
グ
ザ
グ
に

登
る
と
、
舗
装
道
路
に
出
る
。
そ
こ
が
大
野
峠

で
、
刈
場
坂
峠
か
ら
大
野
峠
を
経
て
、
丸
山
、

白
石
峠
へ
至
る
「
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
」
で
あ

る
。
芽
吹
き
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
雑
木
林
の
歩

き
や
す
い
尾
根
道
に
入
る
。
こ
の
コ
ー
ス
、
麓

か
ら
ず
っ
と
数
種
類
の
ス
ミ
レ
が
沢
山
咲
い
て

い
て
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
丸
山
へ
向

か
う
途
中
の
ピ
ー
ク
で
は
、
笠
山
・
堂
平
山
が

す
ぐ
近
く
に
見
え
る
。
そ
れ
か
ら
、
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
が
飛
び
立
つ
と
こ
ろ
に
出
会
う
。
風
を

受
け
て
フ
ワ
リ
と
鳥
の
様
に
飛
ん
で
行
く
。
気

持
ち
い
い
だ
ろ
う
な
と
し
ば
し
見
物
す
る
。 

 

丸
山
の
頂
上
の
展
望
広
場
に
は
展
望
台
が
建

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
、
砦

の
よ
う
な
建
物
で
あ
る
。
３
６
０
度
の
大
パ
ノ

ラ
マ
が
楽
し
め
る
ら
し
い
が
、
あ
い
に
く
眼
前

の
武
甲
山
も
二
子
山
も
春
霞
の
中
で
く
っ
き
り

と
は
見
え
な
い
。
う
ら
ら
か
な
陽
射
し
の
中
で

の
ん
び
り
と
昼
食
を
と
る
。
日
向
山
へ
の
道
の

雑
木
林
で
は
、
盛
り
は
過
ぎ
て
い
た
が
カ
タ
ク

リ
の
花
が
ま
だ
咲
い
て
い
た
。
も
う
終
わ
っ
て

い
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
見
ら
れ
て

う
れ
し
い
。
そ
し
て
途
中
で
す
れ
違
っ
た
人
の 

「
桃
源
郷
で
す
よ
」の
言
葉
に
期
待
が
高
ま
る
。

木
の
子
茶
屋
を
過
ぎ
、
日
向
山
へ
の
登
り
の
右

斜
面
一
帯
が
満
開
の
桜
で
あ
る
。
桜
の
種
類
も

沢
山
あ
り
色
も
濃
淡
さ
ま
ざ
ま
で
特
に
枝
垂
桜

の
美
し
い
こ
と
、
ま
さ
に
桃
源
郷
で
あ
る
。
こ

こ
で
の
ん
び
り
と
お
花
見
が
し
た
い
と
思
う
が
、

今
回
は
残
念
だ
が
一
周
し
て
先
に
進
む
。
頂
上

へ
の
道
の
傍
ら
に
は
、
ジ
ュ
ウ
ニ
ヒ
ト
エ
が
目

に
つ
く
。
里
で
見
る
の
と
違
い
小
さ
い
が
、
ツ

ン
と
立
ち
上
が
っ
た
紫
色
の
花
が
か
わ
い
い
。 

 

日
向
山
山
頂
は
雑
木
林
だ
が
、
武
甲
山
が
真

正
面
に
見
え
る
よ
う
に
南
側
が
切
り
開
か
れ
て

い
る
。
帰
り
は
「
６
番
峠
・
風
の
道
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
」を
行
く
。ま
ず
尾
根
伝
い
に
行
き
、

そ
れ
か
ら
急
な
階
段
状
の
道
を
フ
ェ
ン
ス
に
沿

っ
て
下
る
。
フ
ェ
ン
ス
の
向
こ
う
側
の
斜
面
に

は
、
何
の
果
物
か
わ
か
ら
な
い
が
白
い
花
が
満 

Ｎo047 

Ｎo027 

 

丸 

山
～
日 

向 

山 

（ま
る
や
ま
～
ひ
な
た
や
ま
） 

 

丸山 

△960.3m 

N355919 

E1390935 

日向山 

633m 

N355921 

 E1390759 

2014,04,19 

日帰り 

地図 

1/25,000 

「正丸峠」 
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開
の
果
樹
園
が
広
が
っ
て
い
る
。
琴
平
神
社
か

ら
は
、
風
の
道
コ
ー
ス
を
行
き
芦
ヶ
久
保
観
音

を
経
て
芦
ヶ
久
保
駅
へ
。
途
中
、
露
地
や
ハ
ウ

ス
の
い
ち
ご
園
が
あ
り
赤
い
い
ち
ご
を
横
目
に
、

春
爛
漫
の
道
を
下
る
。
こ
の
景
色
も
又
桃
源
郷

だ
と
思
え
る
。 

駅
前
に
は「
道
の
駅
・
果
樹
公
園
あ
し
が
く
ぼ
」

が
あ
り
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。 

（
荻
原
章
子 

記
） 

                    

                             

                             

参 加 者 

◎清水順子、浅田良一、今福孝代、

荻原章子、黒田拓司、小棚木 魁、 

小林善行、互茂子、高橋八重子、 

豊田孝道、野澤六治、早川正雄、 

松本文男、和田厚子  計 14 名 

 

コースタイム 

芦ヶ久保駅―25 分―赤谷―95 分― 

―大野峠―45 分―丸山―85 分― 

―日向山―70 分―芦ヶ久保駅 
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埼
玉
１
０
０
山
候
補
の
「
棒
ノ
嶺
」
を
埼
玉

県
側
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
前
日
の
雨
が
嘘

の
よ
う
に
晴
れ
渡
り
爽
や
か
な
絶
好
の
登
山
日

和
と
な
る
。
西
武
・
飯
能
駅
か
ら
名
栗
行
の
バ

ス
乗
車
４
０
分
。臨
時
バ
ス
が
増
発
さ
れ
る
程
、

多
く
の
登
山
者
を
乗
せ
「
さ
わ
ら
び
の
湯
」
に

到
着
。
全
員
で
準
備
体
操
を
済
ま
せ
有
間
ダ
ム

の
名
栗
湖
に
向
け
き
つ
い
車
道
を
進
む
。
新
緑

の
山
肌
に
藤
の
花
の
紫
が
素
晴
ら
し
い
。
ダ
ム

を
渡
り
湖
沿
い
に
登
山
口
へ
向
か
う
と
、
途
中

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
自
家
用
車
が
沢
山
停
め
て

あ
る
。
お
そ
ら
く
頂
上
は
沢
山
の
ハ
イ
カ
ー
で

賑
わ
っ
て
い
る
と
予
想
さ
れ
た
。
橋
を
渡
る
と

白
谷
沢
の
登
山
口
だ
。
登
山
口
に
あ
る
「
白
谷

の
泉
」
は
な
ぜ
か
涸
れ
て
い
た
。
い
よ
い
よ
登

山
道
に
入
る
。
沢
沿
い
の
登
山
道
は
狭
く
切
り

立
ち
急
に
高
度
を
上
げ
て
行
く
。
昨
夜
の
雨
で

登
山
道
の
岩
場
は
滑
り
そ
う
で
注
意
し
な
が
ら

進
む
。
４
０
分
程
で
「
藤
懸
の
滝
」
に
到
着
。 

 
 
 
 

い
よ
い
よ
道
は
沢
に
降
り
る
。
以
前
、
沢
を
嫌

っ
て
迂
回
で
き
る
と
勘
違
い
し
そ
う
に
な
っ
た

危
険
な
ル
ー
ト
は
、
進
入
禁
止
の
大
き
な
標
識

と
ロ
ー
プ
が
張
っ
て
あ
っ
た
。
沢
の
流
れ
を
左

右
に
渡
り
変
え
な
が
ら
岸
壁
が
迫
る
峡
谷
を
抜

け
る
。
次
に
「
天
狗
の
滝
」
を
左
か
ら
抜
け
て

さ
ら
に
狭
ま
る
峡
谷
を
滑
ら
な
い
よ
う
に
抜
け

る
と
、
鎖
の
付
い
た
岩
場
の
階
段
が
現
れ
る
。

注
意
深
く
登
り
切
る
と
「
白
孔
雀
の
滝
」
の
落

ち
口
に
到
着
す
る
。
狭
い
場
所
で
あ
る
が
鎖
越

し
に
覗
き
込
む
こ
と
が
出
来
る
。
後
か
ら
続
く

“
山
ガ
ー
ル
”
達
の
歓
声
に
う
ら
や
ま
し

さ
？
？
？
を
感
じ
た
。
登
山
口
か
ら
７
５
分
。

林
道
大
名
栗
線
に
飛
び
出
す
。
東
屋
が
あ
り
小

休
止
。
気
づ
く
と
一
面
“
ひ
い
ら
ぎ
草
”
の
群

落
で
皆
小
躍
り
し
て
カ
メ
ラ
タ
イ
ム
。
再
ス
タ

ー
ト
で
す
ぐ
木
止
め
さ
れ
た
急
登
が
現
れ
大
き

く
左
に
迂
回
し
な
が
ら
息
を
切
ら
し
て
「
岩
茸

石
」
の
稜
線
に
出
る
。
左
に
折
れ
る
と
、
稜
線

伝
い
に
「
権
次
入
峠(
ご
ん
じ
り
と
う
げ)

」
ま

で
一
部
荒
れ
た
木
段
交
じ
り
の
急
登
が
ま
た
さ

ら
に
続
く
。
つ
ら
い
登
り
だ
。
権
次
入
峠
は
東

京
都
側
の
黒
山
か
ら
く
る
ル
ー
ト
と
合
流
す
る

峠
で
あ
る
。
頂
上
へ
は
右
方
向
に
進
む
。
峠
の

木
立
の
間
か
ら
飯
能
の
街
並
み
が
見
え
、
し
ば

ら
く
平
坦
な
新
緑
の
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
の
ト
ン
ネ

ル
の
稜
線
を
進
む
。
秋
の
紅
葉
は
ま
た
素
晴
ら

し
い
だ
ろ
う
と
感
じ
た
。
い
よ
い
よ
最
後
の
急

登
の
木
の
階
段
が
頂
上
ま
で
続
く
の
だ
が
、
白

い
テ
ー
プ
が
張
ら
れ
て
い
て
、
登
山
道
養
生
中

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
脇
の
樹
林
帯
を
伐
採

し
仮
道
が
造
ら
れ
て
い
た
が
、
連
日
多
く
の
登

山
者
が
訪
れ
る
の
か
、
踏
み
固
め
ら
れ
非
常
に

荒
れ
始
め
て
い
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
あ
の
山

を
荒
ら
す
７
０
０
人
参
加
の“
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
”

の
大
会
が
頂
上
折
り
返
し
で
開
催
さ
れ
て
い
て
、

我
々
登
山
者
を
蹴
散
ら
す
よ
う
に
駆
け
登
り
、

Ｎo048 
 

棒 

ノ 

嶺 

（ぼ
う
の
み
ね
） 

 
 
 

（ 

棒 

ノ 

折 

山 

） 

 

標高 

969m 

N355132 

E1390919 

 

2013,05,12 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「原市場」 
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駆
け
下
り
て
ゆ
く
姿
に
山
が
泣
い
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
な
ら
な
か
っ
た
。自
然
破
壊
で
あ
る
。 

広
い
山
頂
に
は
案
の
定
、
沢
山
の
登
山
者
が

休
息
を
取
っ
て
い
た
。
山
頂
の
広
く
北
に
開
け

た
眺
望
は
素
晴
ら
し
い
。
下
山
は
「
岩
茸
石
」

ま
で
同
じ
道
を
戻
り
、
岩
の
左
を
巻
き
な
が
ら

滝
ノ
平
尾
根
を
降
り
る
。
３
度
林
道
と
交
差
。

静
か
な
植
林
と
雑
木
林
の
山
道
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
を
繰
り
返
し
な
が
ら
標
高
を
下
げ
て
ゆ
く
。

迷
う
こ
と
は
な
い
。
ゴ
ー
ル
の
「
さ
わ
ら
び
の

湯
」
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
山
道
が
さ
ら
に
急
坂

と
な
り
、
非
常
に
注
意
を
要
し
た
。
下
山
完
了

に
皆
安
堵
の
笑
顔
が
あ
っ
た
。 

 
 

（
倉
重
裕
一 
記
） 

                             

                             

参 加 者 

◎本島 健、豊田孝道、山崎 忠、浅田良一、

藤田喜久子、石塚嘉子、西片 昇、熊谷裕子、

高橋八重子、小林善行、力丸忠夫、松田昭子、

荻原章子、道江伸枝、倉重裕一  

計 15 名 

コースタイム 

西武飯能＝(バス)＝さわらびの湯―20 分――

白谷沢登山口－30分－藤懸の滝−20分――クサ

リ場−白孔雀滝−15 分－東屋−岩茸岩−30 分－ 

―権次入峠 20 分－棒の嶺―−15 分－岩茸岩− 

―(滝ノ平尾根)－130 分－さわらびの湯＝飯能 
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毘
沙
門
山
は
小
鹿
野
町
に
あ
る
標
高
９
９
７

ｍ
の
山
で
、
白
石
山
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
０
年
代
半
ば
ま
で
は
、
倉
尾
鉱
山
が
石

灰
石
を
採
掘
し
て
い
た
た
め
、
全
山
入
山
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
南
面
は
痛
々

し
い
採
掘
跡
が
残
り
、
今
で
も
立
入
禁
止
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
私
た
ち
は
北
側
か
ら
周

遊
す
る
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
が
、
わ
ず
か
に

踏
み
跡
が
あ
る
だ
け
で
登
山
道
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

 

国
道
２
８
２
号
線
で
合
角
ダ
ム
を
渡
り
、
平

成
の
名
水
で
知
ら
れ
る
毘
沙
門
水
を
過
ぎ
る
と
、

新
旧
の
「
要
ト
ン
ネ
ル
」
が
並
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
手
前
を
左
折
し
て
林
道
を
行
く
と
、
ほ
ど

な
く
車
２
～
３
台
が
止
め
ら
れ
る
広
場
に
突
き

当
た
り
ま
す
。
広
場
の
隅
に
は
〔
新
榛
名
線
１

５
４
〕
の
黄
色
い
杭
が
あ
り
、
行
く
手
を
見
上

げ
る
と
そ
の
鉄
塔
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

 

古
び
た
木
橋
で
長
合
沢
を
渡
り
、
す
ぐ
に
パ

イ
プ
で
造
ら
れ
た
橋
で
右
岸
へ
渡
り
返
し
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
植
林
で
覆
わ
れ
た
巡
視
路
を
ジ
グ

ザ
グ
に
登
り
ま
す
。
い
き
な
り
の
急
登
で
十
分

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
が
で
き
た
こ
ろ
、
作
業

道
に
合
流
し
て
左
方
向
に
向
か
い
ま
す
。
緩
や

か
な
登
り
を
行
く
と
「
１
５
４
鉄
塔
」
が
現
わ

れ
、
そ
の
先
の
右
手
に
「
見
晴
岩
」
が
あ
り
ま

し
た
。こ
こ
に
上
が
る
と
北
側
の
展
望
が
開
け
、

父
不
見
山
や
城
峯
山
が
近
く
に
は
っ
き
り
見
え

ま
し
た
。
さ
ら
に
進
む
と
壊
れ
た
作
業
小
屋
が

現
わ
れ
、
こ
こ
か
ら
左
斜
め
方
向
へ
踏
み
跡
を

下
り
ま
す
。
倒
木
の
多
い
急
な
斜
面
を
標
高
差

で
１
０
０
ｍ
ほ
ど
下
る
と
長
合
沢
に
降
り
立
ち

ま
す
。
左
岸
に
渡
っ
て
踏
み
跡
を
ト
ラ
バ
ー
ス

気
味
に
高
巻
く
と
、
や
が
て
沢
が
詰
ま
っ
て
明

る
い
「
直
登
尾
根
」
の
末
端
に
突
き
当
た
り
ま

し
た
。
こ
こ
か
ら
尾
根
伝
い
に
３
０
０
ｍ
の
急

登
が
始
ま
り
、
１
時
間
弱
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
強

い
ら
れ
ま
す
。
岩
混
じ
り
の
自
然
林
を
木
や
根

を
頼
り
に
攀
じ
登
る
と
、
次
は
薄
暗
い
植
林
の

急
登
に
な
り
ま
す
。
た
っ
ぷ
り
汗
を
か
い
た
と

こ
ろ
で
急
に
空
が
開
け
、
別
世
界
の
よ
う
な
主

稜
線
の
広
場
が
現
わ
れ
ま
し
た
。
正
面
は
明
る

い
雑
木
林
で
、
左
手
に
大
き
な
岩
の
山
頂
が
見

え
ま
す
。
や
せ
尾
根
の
岩
稜
を
右
側
か
ら
巻
い

て
、
草
付
き
の
岩
場
を
３
０
ｍ
ほ
ど
登
る
と
山

頂
で
す
。 

狭
い
頂
上
に
は
ポ
ツ
ン
と
三
角
点
が
あ
り
、

遮
る
も
の
の
な
い
３
６
０
度
の
展
望
が
待
っ
て

い
ま
し
た
。西
に
は
大
き
く
両
神
山
が
そ
び
え
、

時
計
回
り
に
二
子
山
、
西
上
州
、
赤
城
山
、
白

根
山
、
男
体
山
、
筑
波
山
、
奥
武
蔵
、
武
甲
山
、

雲
取
山
、
和
名
倉
山
、
奥
秩
父
の
山
々
・
・
・

と
、
い
つ
ま
で
も
飽
き
な
い
眺
望
が
広
が
り
ま

す
。
山
頂
の
先
を
東
側
へ
降
り
る
と
〔
危
険
・

立
入
禁
止
〕の
看
板
と
ロ
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 

景
色
を
十
分
堪
能
し
た
ら
下
山
開
始
で
す
。
岩

場
を
慎
重
に
降
り
て
、
先
ほ
ど
の
広
場
か
ら
西

に
向
か
い
ま
す
。
行
く
手
の
小
高
い
ピ
ー
ク
を

右
側
に
巻
く
と
、
右
手
が
植
林
で
左
手
が
自
然

林
の
尾
根
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
１
５
０
ｍ

も
あ
る
急
激
な
下
り
を
、
立
ち
木
や
岩
を
頼
り

に
下
り
ま
す
。
今
日
一
番
の
緊
張
に
汗
が
噴
き 

Ｎo049 
 

毘 

沙 

門 
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し
ゃ
も
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( 

白 

石 

山 
) 

 

標高 

△996.8m 

N360258 
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2012,11,10 
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出
し
た
と
こ
ろ
で
平
坦
に
な
り
ま
し
た
。 

一
息
つ
い
て
緩
い
登
り
を
行
く
と
８
３
６
ｍ
地

点
に
着
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
間
違
い
や
す
い
ポ

イ
ン
ト
で
す
が
右
方
向
へ
向
か
い
ま
す
。
し
ば

ら
く
進
む
と
通
行
止
め
の
標
が
あ
り
、
こ
こ
も

右
側
へ
尾
根
を
下
り
ま
す
。
さ
ら
に
進
む
と
岩

の
あ
る
ピ
ー
ク
と
な
り
、
こ
こ
は
真
っ
直
ぐ
行

き
が
ち
で
す
が
、
右
側
の
植
林
の
中
を
下
り
ま

す
。
こ
こ
か
ら
先
は
確
か
な
踏
み
跡
が
あ
り
、

や
が
て
作
業
道
に
合
流
し
、
作
業
小
屋
跡
に
着

き
ま
し
た
。
あ
と
は
朝
来
た
道
を
戻
り
ま
す
。 

見
晴
岩
・
鉄
塔
と
作
業
道
を
戻
り
、
右
へ
巡
視

路
を
降
り
て
広
場
ま
で
帰
り
ま
し
た
。 

（
清
水 

博 

記
） 

               

                             

                             

 

参 加 者 

◎大瀧正己、小澤紀行、 

互 茂子、床次泰文、 

森田憲子、清水 博 

計６名 

 

コースタイム 

駐車広場―50 分―作業小屋跡―

―80 分―毘沙門山・山頂―40 分

―836ｍ地点―35分―作業小屋跡

―35 分―駐車広場 
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秩
父
盆
地
の
北
方
に
位
置
す
る
城
峰
山
は
展

望
台
も
兼
ね
る
電
波
塔
が
あ
り
周
囲
の
山
々
か

ら
も
良
く
確
認
で
き
る
。
登
山
道
は
石
間
川
に

沿
っ
て
延
び
る
林
道
最
奥
の
民
家
横
を
抜
け
て

山
頂
を
目
指
す
コ
ー
ス
、
手
前
の
中
郷
登
山
口

か
ら
の
コ
ー
ス
等
も
あ
る
が
、
今
回
は
西
門
平

か
ら
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
へ
と
入
る
。 

 

前
日
の
雨
で
足
元
が
懸
念
さ
れ
た
が
湿
り
気

が
全
く
無
く
、
良
く
踏
ま
れ
た
道
は
落
ち
葉
で

ふ
か
ふ
か
と
柔
ら
か
く
心
地
良
い
。
迷
う
事
も

無
く
植
林
地
、
そ
し
て
自
然
林
を
進
み
二
度
林

道
を
渡
り
、
送
電
線
の
下
を
潜
り
鍵
掛
城
を
通

過
す
れ
ば
、
二
時
間
程
で
一
等
三
角
点
が
置
か

れ
る
城
峰
山
頂
上
に
到
着
で
き
る
。 

 

遠
目
で
確
認
し
た
以
上
に
立
派
な
電
波
塔
を

登
れ
ば
視
界
良
好
で
両
神
山
、
八
ヶ
岳
、
浅
間

山
、
谷
川
連
邦
等
く
っ
き
り
見
え
た
。
日
々
山

に
親
し
ん
で
い
る
仲
間
達
が
感
嘆
す
る
程
の
大

展
望
に
満
足
し
な
が
ら
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
楽
し

む
。 帰

路
は
北
に
雑
木
林
の
尾
根
道
を
進
む
が
山

頂
直
下
は
丸
太
の
階
段
で
、
凍
結
時
に
は
ア
イ

ゼ
ン
が
無
け
れ
ば
歩
け
な
い
程
の
急
斜
面
と
な

り
、
歩
幅
を
狭
め
て
恐
る
恐
る
下
る
。 

西
に
向
き
を
変
え
れ
ば
間
も
な
く
日
本
武
尊
が

祀
ら
れ
る
城
峰
神
社
に
着
く
。
そ
こ
に
は
金
色

の
目
を
し
た
オ
オ
カ
ミ
の
狛
犬
が
迫
力
の
あ
る

風
貌
で
待
ち
構
え
て
い
た
。 

見
上
げ
れ
ば
城
峰
山
頂
の
ど
っ
し
り
し
た
電

波
塔
が
目
に
入
る
。 

 
 
 
 

☆ 

毎
年
五
月
三
日
は
春
季
大
祭（
山
開
き
）で
、

お
神
楽
の
奉
納
が
あ
る
と
い
う
。 

神
社
の
境
内
は
広
々
と
し
て
い
て
キ
ャ
ン
プ

場
も
あ
り
、
丸
太
で
仕
切
ら
れ
た
テ
ン
ト
サ
イ

ト
が
二
十
程
並
ん
で
い
る
。
そ
の
脇
に
沿
っ
て

進
む
と
十
分
程
で
表
参
道
入
り
口
に
着
き
、
関

東
ふ
れ
あ
い
の
道
を
辿
り
西
門
平
に
戻
る
。 

 
 
 
 

☆ 

こ
の
地
は
将
門
が
天
慶
の
乱
（
九
百
四
十
年

頃
）
で
破
れ
て
敗
走
し
、
石
間
ヶ
岳
に
砦
を
築

い
た
。
そ
の
後
に
こ
の
山
を
城
峰
山
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

ま
た
敵
方
に
密
通
し
た
疑
い
で
将
門
は
愛
妾

桔
梗
を
殺
害
し
た
が
、
以
来
城
峰
山
に
桔
梗
の

花
が
咲
か
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
と
山
岳
ガ
イ

ド
に
記
さ
れ
て
い
た
。 

 

又
明
治
十
七
年
、
困
窮
に
耐
え
か
ね
た
農
民

が
、
減
税
や
借
金
棒
引
き
を
求
め
秩
父
困
民
党

を
結
成
し
、
武
装
蜂
起
し
た
秩
父
事
件
が
あ
っ

た
が
、
石
間
川
沿
い
に
は
党
副
総
理
加
藤
職
平

の
墓
や
生
家
、
乙
副
大
隊
長
落
合
寅
市
の
生
家

が
現
存
し
て
い
る
と
い
う
。
歴
史
に
興
味
の
あ

る
方
に
は
見
所
が
多
そ
う
だ
。 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

☆ 

厳
冬
期
は
展
望
を
楽
し
め
、
春
を
待
て
ば
山
頂

Ｎo050 
 

城 

峯 

山 

（じ
ょ
う
み
ね
さ
ん
） 

  

 

標高 

△1037.7m 

N360551 

E1390028 

 

2012,12,23 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「鬼石」 

 



88 

 

付
近
に
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
、
将
門
隠
れ
岩
付
近
に

ア
カ
ヤ
シ
オ
が
咲
き
、
城
峰
神
社
付
近
で
は
ヒ

ト
リ
シ
ズ
カ
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
、
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ

等
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。 

季
節
を
変
え
、コ
ー
ス
も
変
え
て
再
訪
し
た
い
。 

 

 
 

（
高
橋
八
重
子
・
互 

茂
子 

記
） 

    

                             

                           

【
城 

峯 

神 

社
】 

参 加 者 

◎清水順子、山本富枝、首藤恒子、浜田茂子、

塩崎孝尋、豊田孝道、高橋八重子、本島 健、

野澤六治青木道子、上原貞幸、西方 昇、 

岡田純子、浅田良一、互 茂子、本島由利子、

神尾ますみ、榎原忠雄、鹿野紀彦、内田克己、

大室光江      計 21 名 

コースタイム 

皆野＝西門平―130 分―鍵掛城―40 分― 

―城峯山―120 分―城峯神社― 

―西門平＝皆野 
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上
武
国
境
の
父
不
見
山
は
、
多
く
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
で
は
群
馬
県
側
か
ら
の
登
山
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
埼
玉
県
側
は
植
林
が
多
く
、
四
季

折
々
の
風
情
は
雑
木
林
が
主
体
の
群
馬
県
側
の

方
が
優
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
の

よ
う
だ
。
し
か
し
今
回
は
、
埼
玉
百
山
の
一
峰

と
い
う
こ
と
で
、
あ
え
て
埼
玉
県
側
か
ら
の
登

山
を
試
み
た
。 

 

長
沢
（
ち
ょ
う
ざ
わ
）
バ
ス
停
か
ら
は
集
落

の
間
を
し
ば
ら
く
歩
く
。
最
後
の
民
家
を
過
ぎ

る
と
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
入
れ
る
く
ら
い
の
作
業

道
と
な
っ
て
、
沢
沿
い
に
登
っ
て
い
く
。
や
が

て
こ
の
道
は
右
に
折
れ
て
、
山
腹
を
巻
く
よ
う

な
道
に
な
る
の
だ
が
、
父
不
見
山
を
示
す
指
導

標
が
こ
の
作
業
道
を
指
し
て
い
る
。
な
ん
と
も

紛
ら
わ
し
い
表
示
だ
が
、
正
し
い
登
山
道
は
こ

こ
で
作
業
道
を
離
れ
直
進
し
て
沢
を
渡
る
。
こ

こ
は
時
期
に
よ
っ
て
は
ボ
サ
が
茂
り
、
道
が
わ

か
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
沢
を
飛
び
石
伝

い
に
渡
る
と
、
後
は
緩
や
か
に
坂
丸
峠
に
向
か

っ
て
登
っ
て
い
く
。
途
中
父
不
見
山
フ
ラ
ワ
ー

ラ
イ
ン
と
い
う
林
道
を
横
切
り
、
バ
ス
停
か
ら

一
時
間
ほ
ど
で
、植
林
の
中
の
峠
に
到
着
す
る
。 

 

こ
こ
か
ら
は
県
境
の
尾
根
を
ゆ
っ
く
り
と
辿

っ
て
い
く
。
な
る
ほ
ど
、
見
事
に
埼
玉
県
側
は

植
林
、
群
馬
県
側
は
自
然
林
だ
。
穏
や
か
な
道

を
登
っ
て
行
く
と
、
今
日
の
最
高
峰
、
長
久
保

の
頭
を
経
て
、
峠
か
ら
一
時
間
足
ら
ず
で
父
不

見
山
頂
上
に
着
い
た
。
木
の
葉
の
落
ち
た
頂
上

は
、
日
当
た
り
も
よ
く
、
実
に
の
ど
か
だ
。
た

だ
、
県
境
縦
走
路
に
は
ず
っ
と
バ
イ
ク
の
轍
が

刻
ま
れ
て
お
り
、
今
後
雨
が
降
れ
ば
急
斜
面
の

轍
跡
に
雨
水
が
流
れ
、
流
水
溝
の
よ
う
に
な
っ

て
、
登
山
道
が
破
壊
さ
れ
る
の
で
は
と
危
惧
さ

れ
る
。 

 

昼
食
後
、
頂
上
か
ら
は
長
久
保
の
頭
ま
で
戻

り
、
南
に
向
か
う
尾
根
に
入
る
。
こ
の
尾
根
は

つ
い
最
近
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い
う
風
情
の
伐

採
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
好

展
望
の
尾
根
に
変
身
し
て
い
た
。
御
荷
鉾
山
を

は
じ
め
と
す
る
西
上
州
の
山
々
や
城
峯
山
が
近

い
。
目
を
転
じ
れ
ば
二
子
山
や
両
神
山
が
岩
峰

を
峙
た
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
足
元
の
こ
の
尾

根
に
は
、
材
木
運
び
出
し
の
た
め
の
ト
ラ
ッ
ク

道
が
縦
横
に
走
り
、
痛
々
し
い
山
肌
を
晒
し
て

い
る
。
尾
根
を
下
っ
て
行
く
と
、
今
朝
横
切
っ

た
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
に
再
び
出
て
こ
れ
を
渡
り
、

稜
線
伝
い
の
や
や
心
許
な
い
踏
み
跡
に
入
っ
て

い
く
。
ち
ょ
っ
と
し
た
ヤ
ブ
や
岩
が
ち
な
道
を

降
り
て
い
く
と
地
形
図
に
あ
る
寺
平
と
八
谷

（
や
が
い
）
を
結
ぶ
道
に
で
た
。
も
う
八
谷
の

バ
ス
停
は
近
い
の
だ
が
、
実
際
の
道
は
地
形
図

と
異
な
り
、
７
４
４
メ
ー
ト
ル
標
高
点
か
ら
南

に
伸
び
る
尾
根
の
西
側
を
下
っ
て
、
標
高
６
０

０
メ
ー
ト
ル
圏
で
ま
っ
す
ぐ
登
山
道
記
号
に
向

Ｎo052 
 

父
不
見
山 

（て
て
み
え
ず
や
ま
） 

 

標高 

1047m 

N360538 

E1385459 

 

2013,03,17 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「万場」 
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か
っ
て
下
降
し
て
地
図
上
の
道
に
出
会
い
、
八

谷
へ
と
降
り
て
い
く
。
他
の
登
山
道
記
号
は
、

富
田
へ
降
り
て
い
く
巻
道
以
外
、
実
在
し
て
い

な
い
よ
う
だ
。
と
も
あ
れ
、
八
谷
で
バ
ス
通
り

に
降
り
立
ち
、
わ
ず
か
に
東
へ
歩
け
ば
バ
ス
停

に
着
い
た
。
実
働
四
時
間
ほ
ど
の
変
化
の
あ
る

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。 

 

一
方
、
こ
の
父
不
見
山
に
最
も
簡
単
に
登
頂

す
る
に
は
、
山
頂
東
側
の
杉
ノ
峠
に
フ
ラ
ワ
ー

ラ
イ
ン
か
ら
登
り
、国
境
稜
線
を
辿
れ
ば
よ
い
。

自
家
用
車
な
ら
登
山
口
近
く
に
駐
車
し
、
１
時

間
ほ
ど
で
頂
上
を
往
復
で
き
る
。
あ
る
い
は
頂

上
か
ら
長
久
保
の
頭
に
向
か
い
、
南
尾
根
を
下

り
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
を
歩
い
て
駐
車
地
点
に
戻

る
と
い
う
手
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ

の
父
不
見
山
は
埼
玉
県
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す

れ
ば
、
南
向
き
の
山
肌
を
歩
く
の
で
、
凍
結
の

心
配
も
少
な
く
、
早
春
や
晩
秋
の
ひ
だ
ま
り
ハ

イ
キ
ン
グ
に
も
っ
て
こ
い
の
山
だ
。 

（
大
和
田 

良
一 

記
） 

                  

                             

参 加 者 

◎大和田良一、 

他本部会員 11 名 

 

コースタイム」 

長沢バス停－60 分－坂丸峠－ 

－40 分－長久保ノ頭－15 分－ 

－父不見山－15 分－長久保ノ頭-－

40 分－林道－70 分－八谷バス停 

参考コースタイム 

林道（10 分）杉ノ峠（20 分）父不

見山（10 分）杉ノ峠（5分）林道 
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峰
口
駅
か
ら
車
道
を
右
に
行
く
。
歩
道
に
は

大
き
な
桜
の
木
が
十
数
本
植
え
て
あ
り
、
そ
の

先
で
荒
川
を
白
川
橋
で
渡
り
ま
す
。
そ
の
す
ぐ

突
き
当
り
が
国
道
１
４
０
号
線
で
、
右
折
し
ま

す
。
数
十
メ
ー
ト
ル
行
く
と
左
側
に
県
道
３
７

号
線
「
両
神
・
小
鹿
野
・
吉
田
」
線
が
あ
り
、

こ
ち
ら
の
道
に
入
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
秩

父
往
還
・
贄
川
宿
と
い
わ
れ
る
地
域
で
す
。
こ

こ
に
は
立
派
な
贄
川
宿
観
光
ト
イ
レ
が
あ
り
ま

し
た
。 

こ
こ
か
ら
「
御
岳
山
登
山
口
・
常
明
寺
」
の

標
識
通
り
左
折
し
て
舗
装
さ
れ
た
林
道
を
登
っ

て
行
く
と
５
分
ほ
ど
で
再
び
同
じ
標
識
が
あ
り

左
折
し
て
登
山
道
に
な
り
ま
し
た
。
雨
水
で
え

ぐ
ら
れ
Ｕ
字
型
に
な
っ
た
道
を
登
っ
て
行
き
ま

し
た
。
途
中
、
石
の
急
階
段
と
な
っ
て
、
夏
だ

と
大
汗
を
か
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
ジ
グ

ザ
グ
に
急
登
す
る
と
樹
林
の
一
部
が
開
け
て
い

て
熊
倉
山
・
武
甲
山
が
よ
く
見
え
る
。 

東
電
・

三
峰
線
２
６
号
鉄
塔
か
ら
は
大
き
く
ジ
グ
ザ
グ

に
な
り
、２
０
分
ほ
ど
で
尾
根
上
に
出
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
ナ
ラ
の
樹
林
帯
を
ま
っ
す
ぐ
登
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
す
る
と
展
望
地
に
出
て
、
は

る
か
下
方
に
荒
川
の
向
こ
う
に
三
峰
口
駅
の
青

い
屋
根
が
見
え
ま
し
た
。
そ
の
向
こ
う
の
上
方

に
は
妙
法
ヶ
岳
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

登
る
に
し
た
が
っ
て
昨
日
の
初
雪
で
雪
景
色

と
な
り
、
標
高
８
０
０
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
か
ら

は
雪
道
に
な
っ
た
。
１
０
セ
ン
チ
く
ら
い
積
も

っ
た
雪
上
を
歩
く
と
、
サ
ク
サ
ク
、
ザ
ク
ザ
ク

と
い
っ
た
音
は
心
地
よ
く
感
じ
る
。
や
や
平
坦

な
尾
根
の
南
面
を
歩
き
が
続
き
、
や
っ
と
、
御

岳
山
へ
の
標
識
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
北
面
歩
き

と
な
る
。
ま
た
同
じ
よ
う
な
標
識
か
ら
南
面
歩

き
と
な
り
、
ま
も
な
く
右
か
ら
連
な
る
主
尾
根

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
大
き
な
尾
根
に
上
が
り
、

直
角
に
左
折
す
る
。
や
や
急
な
尾
根
を
登
る
と

タ
ツ
ミ
チ
で
、
右
に
行
く
と
猪
狩
山
（
８
２
２

メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
て
古
池
に
向
か
う
こ
と
が

で
き
る
。
左
折
し
、
や
や
急
坂
を
登
る
と
、
分

岐
に
着
き
、
左
に
行
く
と
大
滝
・
強
石
方
面
で

下
山
は
こ
の
コ
ー
ス
を
行
き
ま
す
。
こ
の
場
所

に
は「
落
合
コ
ー
ス
は
閉
鎖
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
変
危
険
で
す
の
で
コ
ー
ス
内
に
絶
対
立
ち
入

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
大
規
模
な
山
崩
れ
が
発

生
し
た
た
め
」と
の
注
意
書
き
が
あ
り
ま
し
た
。 

御
岳
山
頂
上
は
直
進
し
て
す
ぐ
で
し
た
。
こ
こ

で
昼
食
。
頂
上
か
ら
は
北
側
に
両
神
山
、
二
子

山
や
西
上
州
の
山
々
、
遠
く
は
浅
間
山
、
双
耳

峰
の
燧
ヶ
岳
ま
で
望
め
、
南
側
は
雲
取
山
、
飛

龍
山
、
和
名
倉
山
な
ど
絶
景
で
し
た
。 

 

下
り
は
先
ほ
ど
の
分
岐
ま
で
戻
り
「
大
滝
・

強
石
」
方
面
へ
向
か
い
ま
し
た
。
針
葉
樹
の
中

を
ぐ
ん
ぐ
ん
下
っ
て
行
き
、
杉
ノ
峠
か
ら
林
間

の
道
を
強
石
集
落
ま
で
下
っ
た
。
国
道
を
歩
い

て
強
石
バ
ス
停
を
過
ぎ
、
白
川
橋
を
渡
っ
て
無

事
三
峰
口
駅
に
到
着
。 

（
益
田
光
男 

記
） 

 

Ｎo054 
 

秩
父
御
岳
山
（ち
ち
ぶ
お
ん
た
け
さ
ん
） 

 

標高 

△1080.4m 

N355800 

E1385634 

 

2011,12,10 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「三峰」 
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７３３

タツミチ

御岳山

１０８０．５

９１６

８３３

杉ノ峠

荒川

国道

三峰口駅

両神・小鹿野方面

強石

猪狩山・古池方面

◬

                             

《
参
考
資
料
》 

秩
父
往
還 

秩
父
往
還
（
道
）
と
は
甲
斐
の
国
、
小
原
西

（
甲
州
市
）
か
ら
笛
吹
川
に
沿
っ
て
上
り
、
雁

坂
嶺
を
越
え
、
栃
本
か
ら
大
宮
（
秩
父
市
）
ま

で
の
３
７
里
あ
ま
り
の
街
道
で
す
。 

甲
州
街
道
の
裏
街
道
が
青
梅
街
道
で
、
そ
の

裏
街
道
が
秩
父
往
還
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

（
秩
父
往
還
・
太
田
巌
著
） 

そ
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

〈
贄
川
（
に
え
が
わ
）
宿
〉 

秩
父
御
岳
山
を
登
る
に
は
三
峰
口
駅
か
ら
国

道
１
４
０
号
線
・
県
道
３
７
号
線
に
入
り
ま
す

が
、
そ
の
す
ぐ
右
に
「
贄
川
宿
」
の
案
内
板
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
「
秩
父
市
に
次
ぐ
秩
父
甲

州
往
還
の
宿
場
町
で
三
峰
神
社
講
中
、
諸
国
商

人
衆
の
定
宿
と
し
て
江
戸
初
期
か
ら
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
。ま
た
六
斎
市
や
、雛
市
も
開
か
れ
た
」

と
あ
る
。
ま
た
太
田
巌
著
に
よ
る
と
、
江
戸
時

代
に
は
２
０
軒
も
の
家
が
並
ん
で
お
り
そ
の
半

数
が
宿
屋
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。 

〈
猪
鼻
・
土
壇
場
地
蔵
の
由
来
〉 

江
戸
時
代
、
大
滝
村
は
天
領
で
し
た
。
こ
こ

は
秩
父
往
還
沿
い
の
大
滝
村
一
番
地
の
入
口
で

す
。
そ
し
て
、
罪
人
の
処
刑
場
で
し
た
。
罪
人

は
土
壇
場
で
処
刑
さ
れ･

･
･
･
･

た
と
え
罪
人
で

も
死
す
れ
ば
仏
界
に
入
る
の
で･

･
･
･
･

地
蔵
尊

を
祀
っ
て･････

」
と
案
内
板
に
あ
り
ま
す
。 

〈
強
石
（
こ
わ
い
し
） 

巨
岩
・
大
石
が
そ
ば
だ
っ
て
い
る
意
味
で
あ

る
。
今
の
強
石
は
３
０
軒
ほ
ど
だ
が
往
時
は
８

０
軒
あ
り
、
食
料
、
雑
貨
、
酒
屋
、
駐
在
所
、

宿
屋
も
繁
盛
し
て
い
た
。 

 

〈
杉
ノ
峠
〉 

旧
秩
父
往
還
で
強
石
か
ら
ジ
グ
ザ
グ
に
急
登

１
時
間
、
下
り
落
合
へ
４
０
分
。 

                    

参 加 者 

益田光男、大和田良一、 

高木幸代、大滝 悟 

清水 博   計 5 名 

 

コースタイム 

三峰口―10分―白川橋―5分― 

―贄川―５分―登山道取付点― 

―60 分―タツミチ－30 分― 

―秩父御岳山―80分―杉ノ峠― 

―75 分―白川橋―5分―三峰口 
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良
く
晴
れ
た
十
一
月
の
青
空
を
眺
め
な
が
ら

秩
父
、
両
神
山
の
東
の
尾
根
続
き
に
あ
る
天
理

岳
に
行
っ
た
。
早
朝
に
日
向
大
谷
の
集
落
に
入

っ
た
が
、
駐
車
場
は
す
で
に
満
車
で
路
肩
に
停

め
る
。
ほ
と
ん
ど
の
人
た
ち
は
会
所
を
経
て
清

滝
小
屋
か
ら
両
神
山
に
行
く
の
だ
ろ
う
。 

私
た
ち
は
道
路
脇
の
階
段
を
上
り
両
神
山
荘

の
前
を
横
切
り
植
林
帯
に
入
っ
た
。
こ
こ
か
ら

楢
尾
沢
峠
ま
で
は
ト
ラ
バ
ー
ス
を
交
え
な
が
ら

の
急
登
だ
。
楢
尾
沢
峠
は
西
に
両
神
山
の
前
東

岳
、
東
に
両
詰
山
に
続
く
天
武
将
尾
根
上
に
あ

る
。 

峠
に
着
く
と
「
こ
の
道
は
登
山
道
と
し
て
管
理

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
立
て
看
板
の 

後
ろ
に
天
理
岳
へ
の
道
標
が
あ
っ
た
。 

最
初
は
な
だ
ら
か
な
尾
根
に
乗
っ
た
よ
う
に 

思
っ
た
が
す
ぐ
に
急
な
岩
稜
に
代
わ
る
。 

最
初
の
岩
稜
は
右
に
巻
く
踏
み
跡
が
あ
っ
た
が

岩
を
直
登
す
る
。
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
満
天
星

に
埋
も
れ
る
よ
う
に
あ
る
岩
峰
を
二
つ
越
し
少

し
な
だ
ら
に
な
っ
た
所
で
昼
食
に
す
る
。 

北
側
に
は
オ
ド
ケ
山
、
西
御
荷
鉾
山
～
東
御
荷

鉾
山
、
雨
降
山
毘
沙
門
山
が
見
え
る
。 

１
０
８
３
ｍ
三
角
点
を
通
過
し
帰
路
の
長
尾

沢
へ
の
下
降
路
を
気
に
し
な
が
ら
尾
根
道
を

歩
く
が
下
山
の
踏
み
跡
は
っ
き
り
特
定
で
き

な
い
。
１
０
ｍ
ほ
ど
の
ク
サ
リ
を
登
る
と
天
理

岳
の
頂
上
に
出
た
。
頂
上
は
二
峰
に
分
か
れ
て

い
て
小
祠
が
置
か
れ
て
あ
り
、
枯
れ
木
に
天
理

岳
と
書
か
れ
た
小
さ
な
プ
レ
ー
ト
が
つ
い
て

い
た
。
前
東
岳
に
続
く
天
武
将
尾
根
は
優
雅
に

手
招
き
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。 

下
山
は
南
に
延
び
る
小
尾
根
の
少
し
先 

１
０
８
３
ｍ
ピ
ー
ク
手
前
か
ら
、
倒
木
や
枯
草

の
中
を
ま
っ
し
ぐ
ら
に
長
尾
沢
出
合
を
め
ざ
し

た
。
左
右
に
沢
形
が
出
て
現
在
地
の
確
認
が 

Ｎo056 
 

天 

理 

岳 

（て
ん
り
だ
け
） 

 

 

標高 

1150m 

N360203 

E1385150 

 

2012,11,03 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「両神山」 
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は
っ
き
り
す
る
と
間
も
な
く
二
俣
に
あ
る
諏

訪
神
社
に
着
い
た
。 

諏
訪
神
社
は
骨
組
み
だ
け
だ
。
一
休
み
し
て 

在
り
し
日
の
神
社
を
思
い
浮
か
べ
る
。
周
り
に

は
何
本
も
の
踏
み
跡
が
交
錯
す
る
が
一
番
明
瞭

な
と
こ
ろ
を
辿
る
と
登
山
道
に
な
っ
た
。 

両
神
山
か
ら
の
登
山
道
を
合
わ
せ
る
と
間
も
な 

く
日
向
大
谷
の
集
落
に
も
ど
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
田
中
比
佐
子 

記
） 

                    
 

 
 

              
 
 
 

【
楢
尾
沢
峠
の
分
岐
】 

      
 

 

         

参 加 者 

◎佐藤(新)、大瀧正己 

互 茂子 森田憲子、広川ふじ子 

田中比佐子    計 6 名 

 

コースタイム 

日向大谷―60 分―楢尾沢峠― 

―70 分―1050ｍ―45 分― 

―天理岳―80 分－諏訪神社－ 

―両神山への登山道―45 分― 

―日向大谷 
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駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
す
で
に
満
杯
と
な
っ
て
い

た
の
で
余
裕
の
あ
る
路
肩
を
見
つ
け
て
車
を
止

め
る
。
天
気
も
良
い
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
と
な
っ

て
き
た
。
登
山
口
を
出
発
し
て
ア
ッ
と
い
う
間

に
起
点
の
股
峠
に
着
く
。
標
柱
に
は
直
進
（
下

り
）
で
坂
本
地
区
へ
、
右
折
で
西
岳
へ
、
左
折

で
東
岳
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
東
岳
方
向
に
足

を
向
け
る
。
す
ぐ
に
崖
と
な
り
連
続
急
登
の
始

ま
り
で
あ
る
。
岩
に
手
を
掛
け
、
足
を
掛
け
、

小
木
の
幹
や
根
っ
こ
に
掴
ま
り
３
点
確
保
で
高

度
を
上
げ
る
。
中
間
点
あ
た
り
の
難
所
に
は
新

た
に
６
セ
ン
チ
四
方
の
金
属
製
の
ス
テ
ッ
プ
が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
て
助
か
る
。
だ
ん
だ
ん
と

展
望
も
き
く
よ
う
に
な
り
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
花

も
残
っ
た
り
し
て
い
て
気
分
も
和
ら
ぐ
。
さ
ら

に
上
へ
ク
サ
リ
に
も
助
け
ら
れ
崖
を
一
気
に
登

り
山
頂
に
出
る
。 
 
 
 

 

３
６
０
度
の
展
望
に
バ
ン
ザ
イ
！
で
あ
る
。
南

側
方
向
目
の
前
に
両
神
山
が
。
そ
の
奥
に
奥
秩

父
連
峰
の
山
並
み
が
雲
取
山
も
見
え
る
。
西
方

向
は
こ
れ
か
ら
向
か
う
。 

西
岳
と
そ
の
奥
に
群
馬
県
境
の
峰
々
が
、
狭
い

山
頂
で
は
あ
る
が
足
元
に
は
イ
ワ
シ
モ
ツ
ケ
が

咲
き
誇
っ
て
い
た
。
今
度
は
登
っ
て
来
た
同
じ

ル
ー
ト
の
下
り
で
慎
重
に
行
動
す
る
。 

股
峠
に
は
西
岳
へ
の
案
内
板
が
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
ル
ー
ト
を
確
認
し
て
出
発
。
中
間

点
あ
た
り
で
分
岐
と
な
り
一
般
コ
ー
ス
と
正
面

の
岩
稜
を
上
る
上
級
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
道
で 

【
東 

 
 
 
 

岳
】 

あ
る
。
西
岳
の
北
面
の
裾
を
巻
く
よ
う
に
進
む

一
般
コ
ー
ス
を
選
択
。
岩
も
多
く
な
り
ク
サ
リ

に
も
助
け
ら
れ
な
が
ら
両
手
を
使
っ
て
急
な
登

り
を
一
気
に
稜
線
ま
で
登
る
。
ほ
ど
な
く
西
岳 

山
頂
に
到
着
。
こ
こ
も
３
６
０
度
の
展
望
で
両

神
山
や
群
馬
県
境
の
山
々
と
御
荷
鉾
山
方
面
の

近
く
に
父
不
見
山
が
望
め
る
。
足
下
に
は
志
賀

Ｎo057 
 

小
鹿
野

・二 

子 

山 
 
 

（お
が
の
・ふ
た
ご
や
ま
） 

標高 

△1165.8m 

N360411    

E1385149 

 

2013,06,02 

日帰り 

マイカー 

 

地 図 

1/25,000 

「両神山」 
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坂
峠
越
え
の
国
道
と
坂
本
の
人
家
も
見
え
る
。

狭
い
山
頂
と
日
当
た
り
を
避
け
て
少
し
下
っ
た 

処
で
昼
食
タ
イ
ム
と
し
た
。
体
力
を
つ
け
て
一

気
に
下
り
股
峠
経
由
で
登
山
口
に
戻
る
。
石
灰

岩
の
怪
峰
「
二
子
山
」
を
最
短
距
離
利
用
で
踏

破
。
岩
場
を
登
る
ス
リ
ル
を
味
わ
っ
た
楽
し
い

一
日
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
山
崎 

忠 

記
） 

 

【
西 

 
 
 
 

岳
】 

 
 
 
 
 

 

※
コ 

ラ 

ム 

『
石
灰
岩
に
つ
い
て
』 

 

西
岳
か
ら
望
む
と
、
西
に
採
掘
で
た
い
ら
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
叶
岳
、東
に
は
二
子
山
東
岳
、 

そ
の
先
に
毘
沙
門
山
そ
し
て
盆
地
を
隔
て
て
武

甲
山
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
山
は
、
い
ず
れ
も

石
灰
岩
で
で
き
て
い
て
、
西
北
西
―
東
南
東
の

方
向
に
一
列
に
並
ん
で
い
る
。
こ
こ
の
石
灰
岩

は
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で
で
き
た
骨
格
を
持
つ 

フ
ズ
リ
ナ
類
や
サ
ン
ゴ
虫
な
ど
今
か
ら
３
億
年

前
の
太
古
の
海
（
古
生
代
の
石
灰
紀
～
ペ
ム
ル

紀
）
に
生
き
て
い
た
生
物
の
し
死
骸
が
海
底
に

堆
積
し
て
で
き
た
。
表
面
を
平
ら
に
し
て
磨
く

と
中
に
模
様
の
あ
る
米
粒
の
よ
う
な
ス
ブ
リ
ナ 

（
紡
錘
中
）
の
化
石
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
参
考
「
埼
玉
の
自
然
を
た
ず
ね
て
」 

 
 
 
 
 

堀
口
萬
吉
監
修
・
築
地
書
館
よ
り 

         

                             

参  加  者 

◎広川ふじ子、内田克己、大瀧正己、佐藤 新 

小澤紀行、小澤三枝子、互 茂子、西片 昇、

野澤六治、松岡茂夫、箕輪ゆり子、 

吉野喜八郎,、山崎 忠     計 13 名 

コースタイム 

国道 299 号を志賀坂峠手前の 

坂本登山口を右折し北登山口駐車場 

北登山口―10 分―股峠―30 分― 

―東岳―30 分―股峠―45 分―西岳――40 分

―股峠―10 分―北登山口 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Limestone_block_at_the_Indiana_Memorial_Union.jpg
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秋
の
日
は
良
く
晴
れ
て
、
歩
き
は
じ
め
た
の

が
十
一
時
頃
と
云
う
の
に
爽
や
か
だ
。 

明
日
は
、
メ
イ
ン
の
両
神
山
に
登
る
の
で
軽
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
つ
も
り
で
、
こ
こ
諏
訪
山
に

登
る
こ
と
に
す
る
。 

志
賀
坂
ト
ン
ネ
ル
入
口
脇
に
駐
車
。
６
人
で

賑
や
か
に
登
り
始
め
る
。
す
ぐ
に
、
尾
根
コ
ー

ス
と
谷
コ
ー
ス
と
に
別
れ
る
が
、
か
か
る
時
間

は
大
差
な
い
の
で
、
尾
根
コ
ー
ス
を
た
ど
る
こ

と
に
す
る
。
こ
こ
は
、
シ
オ
ジ
の
林
で
有
名
と

い
う
が
、
ど
の
木
が
そ
う
な
の
か
、
悲
し
い
か

な
、
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
コ
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
、

カ
エ
デ
な
ど
の
紅
葉
が
杉
の
植
林
と
競
い
合
っ

て
鮮
や
か
だ
。
勾
配
が
き
つ
く
な
り
木
段
に
息

が
は
ず
む
。
振
り
返
れ
ば
二
子
山
の
岩
峰
が
そ

び
え
、
西
上
州
の
峰
々
が
遥
か
に
連
な
る
。
そ

ろ
そ
ろ
ア
ゴ
が
出
か
か
っ
た
頃
、
「
諏
訪
山
ま

で
４
０
分
」
の
標
識
。
エ
～
、
ま
だ
そ
ん
な
に
、

と
、
愚
痴
る
と
仲
間
が
「
簡
単
に
標
識
を
信
じ

ち
ゃ
ダ
メ
。
あ
と
、
１
０
分
だ
よ
」
と
、
お
っ

し
ゃ
る
。
ま
っ
こ
と
、
少
し
の
登
り
で
「
山
頂

ま
で
あ
と
２
分
」
の
標
識
。
さ
あ
、
登
頂
は
レ

デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
で
、
と
の
お
言
葉
に
甘
え

て
、
女
二
人
が
ま
ず
山
頂
へ
。
古
い
木
の
祠
の

あ
る
山
頂
は
、
両
神
山
の
側
が
切
り
開
か
れ
、

堂
々
の
鋭
鋒
を
堪
能
す
る
。
下
山
は
間
物
登
山

口
を
目
指
す
。
（
ま
も
の
、
と
は
不
思
議
な
地

名
だ
が
、
由
来
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
山
頂
か

ら
は
ゆ
る
や
か
に
下
る
が
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
岩

道
も
あ
り
愉
し
い
。
東
屋
が
見
え
て
き
た
あ
た

り
で
、
Ｏ
氏
が
、
「
幻
の
滝
」
に
ご
案
内
す
る

と
い
う
。
登
山
道
か
ら
は
件
の
滝
は
見
え
な
い

の
で
、
ち
ょ
っ
と
ワ
イ
ル
ド
な
急
斜
面
を
下
っ

て
、
白
く
飛
沫
を
あ
げ
る
滝
を
眺
め
る
。
落
差

は
４
０
ｍ
だ
そ
う
な
。
登
山
道
に
戻
る
と
「
九

十
滝
」
と
い
う
標
識
が
。
な
あ
ん
だ....

。
そ

の
先
に
渡
登
橋
と
い
う
鉄
の
つ
り
橋
が
付
け
ら

れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
も
正
面
に
滝
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
滝
壷
へ
も
降
り
ら
れ
る
道
も
あ

る
よ
う
だ
っ
た
が
、
我
々
は
間
物
登
山
口
へ
下

っ
た
。
間
物
か
ら
は
Ｒ
２
９
９
を
ひ
た
す
ら
歩

き
、
出
発
地
の
志
賀
坂
ト
ン
ネ
ル
へ
と
歩
を
す

す
め
る
。
こ
う
い
う
、
最
後
の
舗
装
歩
き
は
き

つ
い
が
、
そ
こ
は
良
き
仲
間
、
足
の
重
さ
は
口

の
軽
さ
で
カ
バ
ー
し
て
、
愉
し
く
締
め
く
く
っ

た
。
そ
の
夜
の
宿
は
Ｏ
氏
の
「
酔
人
山
荘
」
。

Ｉ
氏
の
用
意
し
て
く
れ
た
岩
魚
の
塩
焼
き
も
香

ば
し
く
、
宴
は
果
て
な
い
・
・
・
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
互 

茂
子 

記
） 

             

Ｎo058 
 

諏 

訪 

山 

（す
わ
や
ま
） 

  

標高 

△1207.1m 

N360301 

E1385005 

 

2011,10,09 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「両神山」 
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【
酔
人
山
荘 

 

川
俣
秀
子 

画
】 

            
 
 
 

 

 
 
 
 

 

             

              

【
酔
人
山
荘
・
い
ろ
り
端 

】 

              

参 加 者 

◎互 茂子 小澤紀行、浅田良一  

荻原章子、倉重裕一、益田光男 

井上武久  計 7 名 

コースタイム 

志賀坂トンネル登山口―90 分－ 

―山頂― 

―60 分－九十滝―40分―渡登橋― 

―15 分－間物登山口―35 分－ 

―志賀坂トンネル入り口 
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神
山
か
ら
派
出
す
る
長
大
な
辺
見
尾
根
に
は
、

登
山
道
と
呼
べ
る
よ
う
な
道
は
無
い
が
、
す
こ

ぶ
る
魅
力
的
な
峰
が
連
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ひ

と
つ
で
あ
る
瞽
女
ヶ
岳
は
、
大
谷
峠
の
東
に
位

置
す
る
双
耳
峰
の
岩
峰
で
、
埼
玉
山
岳
の
白
眉

と
言
っ
て
も
い
い
秀
峰
で
あ
る
。
登
山
の
適
期

は
晩
秋
と
早
春
で
、
夏
は
不
向
き
で
あ
る
。 

山
名
に
つ
い
て
は
、
大
谷
（
お
お
や
）
集
落

の
千
島
氏
に
う
か
が
っ
た
。
固
定
さ
れ
た
正
式

な
名
称
は
無
い
と
の
こ
と
だ
が
、
山
頂
直
下
に

落
差
５
０
ｍ
の
「
瞽
女
の
滝
」
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
便
宜
上
「
瞽
女
ヶ
岳
」
ま
た
は
「
瞽
女
の

滝
上
山
」
と
呼
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
一
方
、

南
面
の
小
森
側
で
は
北
峰
と
南
峰
が
並
ん
で
見

え
る
こ
と
か
ら「
双
子
山
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

今
回
は
小
森
側
の
中
尾
か
ら
南
峰
に
直
接
突

き
上
げ
る
南
西
尾
根
を
登
り
、
南
峰
～
北
峰
～

大
谷
山
～
大
谷
峠
と
縦
走
し
、
北
面
の
大
谷
尾

根
を
下
る
ル
ー
ト
を
と
っ
た
。
当
コ
ー
ス
は
登

山
道
や
道
標
の
類
は
一
切
無
い
が
、藪
も
薄
く
、

快
適
に
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
反
面
、
地
形
が

複
雑
な
箇
所
が
あ
り
、
地
図
読
み
の
熟
練
、
ま

た
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
携
帯
が
必
要
で
あ
る
。 

 

【
大
谷
集
落
よ
り
瞽
女
ヶ
岳
を
望
む
】 

登
山
口
は
、
中
尾
の
廃
林
道
の
ゲ
ー
ト
脇
で
あ

る
。
ザ
レ
て
い
る
所
か
ら
、
強
引
に
南
西
尾
根

に
取
り
付
く
。
最
初
の
う
ち
は
植
林
の
中
の
急

登
で
、尾
根
の
高
み
を
目
指
し
て
黙
々
と
登
る
。

高
低
差
に
し
て
１
０
０
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
が
、
今

日
の
行
程
の
中
で
最
も
辛
い
と
こ
ろ
だ
。
植
林

が
尽
き
る
と
、
尾
根
は
平
坦
に
な
り
、
明
る
い

雑
木
林
と
な
る
。
再
び
急
騰
と
な
る
が
、
尾
根

筋
が
明
瞭
な
の
で
、
快
適
な
登
り
で
あ
る
。
ぐ

ん
ぐ
ん
と
高
度
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
途

中
、
脆
い
岩
稜
や
両
側
が
切
れ
た
痩
せ
尾
根
が

出
現
す
る
が
、
難
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
。 

 

程
な
く
し
て
瞽
女
ヶ
岳
南
峰（
１
１
９
９
ｍ
）

に
着
く
。
雑
木
に
囲
ま
れ
た
狭
い
山
頂
で
展
望

は
な
い
が
、
北
面
の
傾
斜
が
緩
い
の
で
、
大
人

数
で
も
ゆ
っ
く
り
休
め
る
。 

主
峰
で
あ
る
瞽
女
ヶ
岳
北
峰
へ
は
、
い
っ
た

ん
急
降
下
し
、
岩
稜
を
た
ど
る
。
北
峰
は
ち
ょ

っ
と
し
た
鋭
峰
で
、
最
後
は
急
登
と
な
る
が
、

岩
が
階
段
状
に
な
っ
て
お
り
、
快
適
に
登
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
山
頂
も
狭
く
、
雑
木
に
囲

ま
れ
て
い
る
が
、
突
出
し
た
岩
峰
な
の
で
、
両

神
山
や
辺
見
岳
が
よ
く
見
え
る
。
標
高
点
は
な

い
が
、
小
鹿
野
町
が
作
成
し
た
白
図
で
は
１
２

０
８
ｍ
の
標
高
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。 

北
峰
の
下
り
は
特
に
急
で
、
両
側
が
切
れ
て

い
る
箇
所
も
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。
立
ち

木
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
慎
重
に
下
る
。
ち
ょ
う

ど
瞽
女
の
滝
の
上
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
、
大
谷

側
が
、
す
っ
ぱ
り
と
切
れ
落
ち
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
、
や
が

て
尾
根
は
緩
く
穏
や
か
に
な
り
、
ひ
と
登
り
で

大
谷
山
（
１
１
９
５
・
２
ｍ
）
に
着
く
。
今
日

の
行
程
で
唯
一
の
三
角
点
が
あ
る
。 

こ
こ
か
ら
は
緩
い
く
だ
り
で
、
大
岩
を
越
す

と
山
ノ
神
が
祭
っ
て
あ
る
大
谷
峠
に
着
く
。 

Ｎo059 
 

瞽 

女 

ヶ 

岳 

（ご
ぜ
が
た
け
） 

 

標高 

△1208m 

N360012 

E1385326 

 

2013,04,20 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「長又・ 

  三峰」 
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【
山
頂
直
下
の
稜
線
】 

大
谷
峠
道
は
、白
井
差
峠
、三
国
峠
と
と
も
に
、

秩
父
～
中
津
川
～
信
州
佐
久
を
結
ぶ
街
道
を
構

成
し
て
お
り
、
平
安
時
代
以
前
に
成
立
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
、
過
疎
化
や

自
動
車
利
用
に
よ
り
使
わ
れ
な
く
な
り
、
荒
れ

て
、
通
行
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
千
数

百
年
の
歴
史
あ
る
道
が
、
私
た
ち
の
時
代
に
消

滅
し
て
し
ま
う
と
は
何
と
も
悲
し
い
。 

大
谷
峠
か
ら
は
大
谷
沢
の
頭
ま
で
再
び
登
り
と

な
る
。
大
谷
沢
の
頭
は
植
林
に
囲
ま
れ
た
小
さ

な
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
植
林
地
に
沿
っ

て
鋭
角
に
北
側
に
向
い
、
大
谷
尾
根
に
乗
る
。

よ
く
地
図
を
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。 

 

大
谷
尾
根
は
大
谷
側
が
植
林
、
北
西
面
の
瀬

ノ
沢
側
が
自
然
林
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の

境
界
を
は
ず
さ
な
い
よ
う
に
下
る
。
や
が
て
、

山
ノ
神
が
祭
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
出
る
。
そ

こ
か
ら
大
谷
側
へ
植
林
の
中
の
急
斜
面
を
強
引

に
下
る
と
大
谷
集
落
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

大
谷
集
落
は
、
早
春
の
こ
ろ
で
あ
れ
ば
桜
や

梅
の
花
に
囲
ま
れ
た
ほ
ん
と
う
に
美
し
い
山
里

だ
。
桜
の
花
を
東
京
の
市
場
に
出
荷
し
て
い
る

そ
う
だ
。瞽
女
ヶ
岳
も
意
外
に
近
く
に
見
え
る
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
数
台
の
車
が
駐
車
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
も
あ
る
。 

（
高
田
良
一 

記
） 

                

                             

参 加 者 

◎高田良一、阿部米子、小澤三枝子、 

杉原三千代、広川ふじ子、箕輪ゆり子、 

益田光男、吉野喜八郎、 計 8名 

 

コースタイム 

大宮＝小森中尾―80 分― 

―瞽女ヶ岳南峰―30 分― 

―瞽女ヶ岳北峰― 

―40 分―大谷山―30分―大谷峠― 

―60 分―大谷＝(バス)＝大宮 
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有
間
山
は
一
般
的
に
は
橋
小
屋
ノ
頭
を
指
す
こ
と

が
多
い
。
そ
の
頂
上
に
は
立
派
な
「
有
間
山
」

の
山
名
板
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
最
高
点
は

タ
タ
ラ
ノ
頭
の
三
角
点
峰
で
あ
る
。
今
回
は
タ

タ
ラ
ノ
頭
を
有
間
山
と
し
て
落
合
か
ら
直
接
タ

タ
ラ
ノ
頭
へ
登
り
上
げ
て
い
る
長
く
踏
み
跡
の

無
い
バ
ラ
尾
根
を
登
り
、
蕨
山
、
藤
棚
山
へ
と

回
り
、
大
ヨ
ケ
ノ
頭
か
ら
落
合
へ
下
る
周
回
コ

ー
ス
を
歩
く
。
Ｃ
Ｌ
曰
く
、
少
々
ワ
イ
ル
ド
な

コ
ー
ス
と
の
こ
と
。 

早
春
の
一
日
、
晴
天
で
風
も
無
く
、
絶
好
の

登
山
日
和
に
恵
ま
れ
る
。
仲
間
八
名
、
今
日
の

コ
ー
ス
を
確
認
後
、
ゆ
っ
く
り
歩
き
出
す
。
す

ぐ
道
の
な
い
藪
の
急
斜
面
に
取
り
付
く
。
掴
ま

る
も
の
と
い
え
ば
ス
ス
キ
の
枯
枝
、
と
て
も
頼

り
な
い
。
し
か
も
足
元
の
敷
き
詰
め
ら
れ
た
よ

う
な
枯
葉
は
、
滑
り
や
す
く
、
少
々
ワ
イ
ル
ド

ど
こ
ろ
か
充
分
に
ワ
イ
ル
ド
だ
。
３
０
分
ほ
ど

の
登
り
で
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
に
囲
ま
れ
た
小
ピ
ー

ク
に
上
が
り
、
ほ
っ
と
一
息
つ
く
。
「
こ
こ
か

ら
は
少
し
楽
に
な
り
ま
す
よ
」
と
い
う
Ｃ
Ｌ
の

言
葉
に
期
待
す
る
間
も
な
く
、
又
も
や
急
登
の

連
続
と
な
る
。
で
も
メ
ン
バ
ー
の
楽
し
い
会
話

に
後
押
し
さ
れ
、
心
が
和
み
足
も
進
む
。 

上
を
臨
み
な
が
ら
ア
ル
バ
イ
ト
２
時
間
。
急
登

も
よ
う
や
く
一
段
落
、
緩
や
か
な
道
な
き
道
を

の
ん
び
り
と
歩
を
進
め
る
。
更
に
二
度
林
道
を

横
切
り
、
最
後
の
急
登
を
少
々
頑
張
る
と
、 

今
日
の
最
大
の
目
的
地
、
有
間
山
最
高
地
点
タ

タ
ラ
ノ
頭
に
到
着
。
２
時
間
５
０
分
、
長
か
っ

た
バ
ラ
尾
根
を
登
り
切
っ
た
達
成
感
に
浸
る
。 

タ
タ
ラ
ノ
頭
は
、
あ
ま
り
広
く
な
い
稜
線
上

に
あ
る
静
か
で
地
味
な
ピ
ー
ク
だ
。
葉
を
落
と

し
た
樹
幹
に
「
タ
タ
ラ
ノ
頭
」
と
小
さ
な
看
板

が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
誰
か
が
有
間
山
と

小
さ
く
添
え
書
き
を
し
て
い
て
、
筆
者
の
最
高

地
点
へ
の
こ
だ
わ
り
を
垣
間
見
る
。
目
の
前
に

は
こ
れ
か
ら
行
く
蕨
山
の
稜
線
が
広
が
り
、
周

回
コ
ー
ス
の
峰
々
が
続
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら

は
し
っ
か
り
と
し
た
登
山
道
を
歩
け
る
。
道
を

歩
け
る
楽
し
さ
を
実
感
。
少
々
の
登
り
も
気
に

な
ら
な
い
。
ま
だ
少
し
残
雪
の
あ
る
小
ピ
ー
ク

を
幾
度
か
越
え
、
３
０
分
弱
で
立
派
な
「
有
間

山
」
の
看
板
の
あ
る
橋
小
屋
ノ
頭
に
到
着
。
大

持
山
へ
の
分
岐
点
で
も
あ
る
。
こ
こ
が
有
間
山

と
思
っ
て
引
き
返
す
人
が
多
く
い
る
よ
う
だ
。

こ
れ
で
は
タ
タ
ラ
ノ
頭
が
静
か
な
の
も
頷
け
る
。

そ
し
て
、
稜
線
を
東
に
取
り
、
逆
川
乗
越
ま
で

進
み
、
陽
だ
ま
り
で
ゆ
っ
く
り
昼
食
を
取
り
、

蕨
山
へ
と
向
か
う
。 

蕨
山
に
は
「
本
来
の
山
頂
」
が
あ
り
、
こ
こ

が
蕨
山
の
最
高
地
点
だ
。
小
石
が
そ
れ
ら
し
く

積
み
重
ね
て
あ
る
が
、
道
か
ら
外
れ
て
い
る
の

で
見
逃
し
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
し
か
し
、
蕨
山

展
望
台
は
そ
れ
よ
り
少
し
低
い
が
、
し
っ
か
り

と
蕨
山
の
標
識
が
立
っ
て
い
て
、
こ
こ
か
ら
は

春
霞
は
あ
る
も
の
の
、
北
に
は
武
甲
山
、
武
川

Ｎo060 

Ｎo051 

 

有
間
山
～
蕨
山 

（あ
り
ま
や
ま
～
わ
ら
び
や
ま
） 

 

有間山 

△1213.5m 

N355312 

E1390657 

2013,03,17 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「武蔵日原」 

蕨山 

1044m 

N355347 

 E1390756 

地図 

1/25,000 

「原市場」 
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岳
、
伊
豆
ヶ
岳
、
ま
た
南
に
は
冬
枯
れ
の
木
々 

の
間
か
ら
棒
ノ
嶺
も
う
か
が
え
る
。
山
座
同
定

が
楽
し
め
る
。
蕨
山
か
ら
は
徐
々
に
高
度
を
下

げ
な
が
ら
歩
き
、
藤
棚
山
か
ら
最
後
の
ピ
ー
ク

大
ヨ
ケ
ノ
頭
へ
と
進
み
、
い
よ
い
よ
落
合
へ
と

下
る
。
し
か
し
こ
の
ル
ー
ト
、
昭
文
社
の
地
図

か
ら
外
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
下
り
。
ロ
ー
プ
は
あ

る
も
の
の
慎
重
さ
を
要
す
。
有
間
小
屋
跡
ま
で

一
気
に
下
り
、ほ
っ
と
し
て
周
り
を
見
渡
す
と
、

右
手
に
朝
登
っ
た
バ
ラ
尾
根
が
、
長
々
と
か
つ

雄
大
に
タ
タ
ラ
ノ
頭
へ
と
続
い
て
い
る
。 

「
こ
れ
を
は
じ
め
に
見
た
ら
登
ら
な
か
っ
た
」

と
何
処
か
で
声
が
す
る
。
改
め
て
今
日
の
コ
ー

ス
を
振
り
返
り
感
慨
に
ふ
け
る
。
そ
し
て
す
ぐ

落
合
に
至
る
。 

 
 
 （

杉
原
三
千
代 

記
） 

                        

＊
コ 

ラ 

ム 
 

 

畠
山
重
忠
と
有
馬
山 

 

本
に
よ
っ
て
は
、
有
間
山
は
有
馬
山
と
も
表

記
さ
れ
る
。 

源
頼
朝
の
先
陣
を
つ
と
め
た
武
蔵
武
士
の
重 

忠
は
、
深
谷
市
の
畠
山
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
鎌 

倉
で
有
力
御
家
人
に
な
る
が
、
北
条
氏
の
謀
略 

で
横
浜
市
の
二
俣
川
で
討
ち
死
に
す
る
。 

有
馬
山
は
、
重
忠
が
実
は
討
死
を
せ
ず
、
忍 

び
隠
れ
た
と
こ
ろ
で
、
後
に
土
佐
に
行
っ
た
と 

い
う
話
が
伝
わ
る
。 

深
谷
市
Ｈ
Ｐ
「
畠
山
重
忠
」
辞
典
よ
り 

                 

参 加 者 

◎大滝正巳 小澤紀行、佐藤 新、 

互 茂子、床次泰文、萩原 昇、 

森田憲子、杉原三千代 計 8名 

 

コースタイム 

落合−80 分－834 峰−40 分−1016 峰− 

―50 分－タタラノ頭−20 分－ 

―橋小屋ノ頭（有間山）−20 分－ 

−逆川乗越−25 分－蕨山最高点−15 分 

―蕨山展望台―藤棚山−75 分― 

―大ヨケノ頭―15分―有間小屋跡―落合 
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飯
能
市
に
あ
る
天
覧
山
か
ら
秩
父
の
盟
主
と

言
わ
れ
て
い
る
武
甲
山
ま
で
六
回
シ
リ
ー
ズ
で

歩
い
て
み
た
。
最
終
回
の
大
持
山
～
小
持
山
～

武
甲
山
を
紹
介
し
よ
う
。 

 

西
武
秩
父
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
石
灰
岩
採
掘

工
場
を
通
り
ぬ
け
生
川
へ
。
一
ノ
鳥
居
前
で
降

り
る
。
こ
こ
は
以
前
駐
車
場
が
な
か
っ
た
が
、

現
在
は
整
備
さ
れ
て
い
て
利
用
者
は
多
い
。
今

日
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
あ
っ
て
マ
イ
カ

ー
で
満
車
状
態
だ
。
一
ノ
鳥
居
か
ら
は
林
道
を

挟
ん
で
西
は
武
甲
山
へ
の
表
参
道
、
南
は
妻
坂

峠
に
通
じ
て
い
る
。
今
回
は
妻
坂
峠
か
ら
登
る

こ
と
に
な
る
。
広
葉
樹
の
新
緑
が
美
し
い
が
荒

れ
た
道
だ
。
意
外
な
ほ
ど
に
急
な
坂
道
を
ゆ
っ

く
り
と
５
０
分
か
け
て
妻
坂
峠
へ
登
り
つ
く
。

小
広
い
平
担
地
で
延
享
年
号
の
刻
ま
れ
て
い
る

地
蔵
尊
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
妻
坂
峠
が
前
回

の
最
終
地
点
で
今
回
は
こ
こ
が
ス
タ
ー
ト
地
点

と
な
る
。 

峠
か
ら
西
へ
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
急
な
坂
道
が

し
ば
ら
く
続
く
。
足
元
に
は
盛
り
を
過
ぎ
た
カ

タ
ク
リ
の
花
が
目
に
入
る
。 

標
高

1
,1

1
0

m

過
ぎ
る
と
防
火
帯
は
広
く
、

緩
や
か
な
傾
斜
に
な
り
展
望
が
広
が
る
。
背
後

に
は
武
川
岳
か
ら
二
子
山
、
焼
山
方
面
の
稜
線

が
続
い
て
い
る
。
程
良
い
涼
風
の
中
、
ま
ず
は

大
持
山
登
頂
。
展
望
は
酉
谷
山
、
天
目
山
、
蕎

麦
粒
山
の
尾
根
が
一
望
だ
。
そ
し
て
小
持
山
へ

は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
続
く
岩
稜
混
じ
り
の
ヤ
セ

尾
根
を
歩
き
緊
張
感
を
味
わ
う
。
例
年
で
あ
れ

ば
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
大
持
山
か
ら
小
持

山
に
か
け
て
、
尾
根
の
両
側
に
咲
く
ア
カ
ヤ
シ

オ
が
満
開
な
の
だ
が
、
今
年
は
？
と
期
待
し
て

歩
い
て
き
ま
し
た
。
だ
が
満
開
を
心
待
ち
し
て

い
た
ア
カ
ヤ
シ
オ
は
、
残
念
だ
が
日
照
り
続
き

の
た
め
か
、
水
不
足
で
花
び
ら
が
茶
色
っ
ぽ
く

な
っ
て
い
る
。
い
つ
も
の
年
で
あ
れ
ば
ア
カ
ヤ

シ
オ
の
花
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
っ
て
小
持
山
頂
と

な
る
の
だ
が
、
ち
ら
ほ
ら
咲
い
て
い
る
だ
け
で

非
常
に
残
念
で
あ
る
。
小
持
山
頂
は
小
広
く
大

持
山
よ
り
展
望
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
し
て
目

の
前
に
は
武
甲
山
が
優
美
に
構
え
て
い
る
。 

が
最
低
鞍
部
の
シ
ラ
ジ
ク
ボ
ま
で
は2

0
0

m

ほ

ど
一
旦
下
り
、
そ
こ
か
ら
見
る
武
甲
山
は
よ
り

高
さ
を
増
し
て
立
ち
は
だ
か
る
。 

コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
の
群
落
が
山
肌
を
覆
い
見

事
な
景
観
を
つ
く
っ
て
い
る
。
下
っ
て
く
る
登

山
者
に
励
ま
さ
れ
又
、
励
ま
し
返
し
な
が
ら
、

ほ
ぼ
４
０
分
の
登
り
で
武
甲
山
頂
に
到
着
し
た
。 

 

午
後
二
時
近
く
だ
が
北
西
方
向
に
両
神
山
が 

 

Ｎo061 

Ｎo062 

Ｎo063 

 

小
持
山
～
大
持
山
～
武
甲
山 

（こ
も
ち
や
ま
～
お
お
も
ち
や
ま
～
ぶ
こ
う
さ
ん
） 

 

小持山 

1273m 

N355608 

E1390545 

2013,04,28 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「秩父」 

大持山 

△1294.1m 

N355543 

 E1390602 

1/25,000 

「秩父」 

武甲山 

△1,295.4m 

E3555706 

E1390552 

1/25,000 

「秩父」 
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迎
え
て
く
れ
る
。
転
落
防
止
用
フ
ェ
ン
ス
か
ら

覗
く
眼
下
に
は
、
秩
父
市
郊
外
の
羊
山
公
園
の

芝
桜
が
ピ
ン
ク
色
で
鮮
や
か
だ
。
最
後
の
記
念

写
真
を
撮
り
、
下
り
も
ま
だ
２
時
間
３
０
分
あ

り
気
が
抜
け
な
い
。
長
者
屋
敷
ノ
頭
を
経
て
秩

父
線
浦
山
口
駅
へ
と
急
ぐ
。 

飯
能
市
の
天
覧
山
か
ら
始
ま
っ
た
六
回
シ
リ

ー
ズ
の
登
山
も
武
甲
山
の
登
頂
で
完
結
し
、
赤

ラ
イ
ン
で
地
図
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
清
水
順
子 

記
） 

※
コ 

ラ 

ム 草 

笛 

で 

道 

草 

自
然
に
親
し
み
た
く
て
山
を
歩
く
、
自
然
と 

戯
れ
た
く
て
、
そ
こ
に
あ
っ
た
葉
で
曲
を
奏
で 

る
。
静
寂
の
中
で
。
そ
ん
な
楽
し
み
方
を
貴
方 

に
も
。
葉
・
・
形
と
柔
ら
か
さ
が
ポ
イ
ン
ト
。

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
、
ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
の

葉
な
ど
が
比
較
的
吹
き
や
す
い
。 

奏
で
方
・
・
葉
を
横
に
し
て
下
唇
に
押
し
当 

て
、
両
端
に
指
を
添
え
る
。
お
ち
ょ
ぼ
口
に
し 

て
葉
の
上
側
に
向
け
息
を
強
く
吹
い
て
、
葉
を 

振
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
音
を
出
す
。
音
階
・
・

息
を
噴
き
出
す
方
向
を
上
下
に
変
え
る
こ
と
で

音
階
を
創
り
だ
す
。 

  

                             

参 加 者 

◎清水順子、井上武久、西片 昇、 

山崎 忠、吉野喜八郎、床次泰文 

荻原章子、池田信一  計 8 名 

 

コースタイム 

西武秩父＝(タクシー)＝生川― 

―50 分―妻坂峠－40分―大持山 

―90 分―小持山―80分― 

―シラジクボ−80 分―武甲山― 

―30 分―長者屋敷ノ頭―120 分―

―秩父浦山口 
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秩
父
に
は
メ
ジ
ャ
ー
な
山
、
例
え
ば
武
甲

山
・
伊
豆
ヶ
岳
・
秩
父
槍
ヶ
岳
等
色
々
有
り
ま

す
が
、
私
の
中
で
は
妙
法
ヶ
岳
は
、
メ
ジ
ャ
ー

な
山
で
は
な
い
と
い
う
感
覚
が
有
り
ま
し
た
。

妙
法
ヶ
岳
は
三
峰
駅
の
南
西
に
位
置
し
、
秩
父

で
は
比
較
的
に
容
易
な
山
で
あ
る
。
登
山
口
は

三
峯
神
社
を
拠
点
と
し
往
復
す
る
か
太
陽
寺
に

下
山
を
す
る
の
が
、
一
般
的
で
あ
る
。
我
々
一

行
１
７
名
は
、
当
初
２
０
１
３
年
５
月
に
Ｓ
さ

ん
（
２
０
１
３
年
６
月
他
界
）
が
係
と
し
て
実

施
予
定
で
し
た
が
、
Ｓ
さ
ん
の
追
悼
も
兼
ね
て

の
山
行
と
し
ま
し
た
。 

こ
の
週
の
天
気
は
比
較
的
に
穏
や
か
な
秋
晴

れ
の
続
く
天
気
で
、
当
日
も
見
事
に
終
始
快
晴

で
あ
っ
た
。
こ
の
快
晴
の
空
の
元
、
私
達
は
上

尾
を
出
発
。
順
調
に
三
峯
神
社
着
と
な
り
、
準

備
を
整
え
時
間
の
関
係
で
神
社
に
は
寄
ら
ず
、

早
々
に
出
発
す
る
。
登
山
道
は
極
め
て
整
備
さ

れ
て
お
り
歩
き
や
す
い
。
両
神
山
の
分
岐
を
左

へ
巻
く
よ
う
に
と
り
、
妙
法
ヶ
岳
と
霧
藻
ヶ
峰

の
分
岐
に
至
る
。
若
干
下
り
、
今
回
最
大
の
急

登
な
直
下
の
階
段
を
登
り
、
ち
ょ
っ
と
き
つ
い

な
と
思
っ
た
頃
に
頂
き
に
立
つ
。
神
社
か
ら
来 

る
と
手
軽
さ
も
あ
り
、
現
在
は
登
山
ブ
ー
ム
も

老
若
男
女
問
わ
ず
結
構
登
山
客
も
多
く
、
１
０

年
前
と
は
全
然
違
っ
て
メ
ジ
ャ
ー
な
山
に
な
っ

た
感
じ
が
す
る
。 

【
霧
藻
ヶ
峰
・
秩
父
宮
様
レ
リ
ー
フ
】 

頂
上
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
後
、
こ
こ
で
Ｓ
さ
ん

の
追
悼
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
次
々
と

登
山
者
が
絶
え
な
い
た
め
、
頂
上
を
後
に
し
、

途
中
の
東
屋
で
Ｓ
さ
ん
を
偲
び
「
今
日
の
日
は

さ
よ
う
な
ら
」
を
声
高
ら
か
に
メ
ン
バ
ー
Ａ
氏

の
ハ
ー
モ
ニ
カ
伴
奏
で
大
合
唱
し
、
霧
藻
ヶ
峰

を
目
指
す
。
霧
藻
ヶ
峰
へ
の
道
の
り
は
緩
や
か

な
登
り
を
軽
快
に
進
み
、
地
蔵
峠
を
経
て
１
時

Ｎo064 
 

妙 

法 

ヶ 

岳 

（み
ょ
う
ほ
う
が
だ
け
） 

 

 

標高 

1329m 

N355505 

E1385652 

 

2013,11,23 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「雲取山」 
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間
程
で
到
着
す
る
。
霧
藻
ヶ
峰
に
は
秩
父
宮
様

の
レ
リ
ー
フ
が
有
り
そ
の
先
に
休
憩
所
が
あ
る
。

こ
こ
は
展
望
が
良
く
、
今
日
は
遠
望
が
利
き
北

ア
ル
プ
ス
方
面
も
見
る
事
が
出
来
た
。
こ
の
景

色
や
歌
声
は
、
Ｓ
さ
ん
に
も
届
い
た
と
確
信
し

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
一
旦
地
蔵
峠
に
戻
る

と
、
太
陽
寺
ま
で
は
下
る
の
み
。
休
憩
所
が
中

間
点
に
あ
り
更
に
下
る
と
水
場
が
あ
る
。
秩
父

に
は
名
水
が
多
く
め
い
め
い
水
筒
に
入
れ
て
持

ち
帰
る
人
も
い
る
。
こ
こ
か
ら
太
陽
寺
は
す
ぐ

に
着
く
。
太
陽
寺
を
拝
観
し
た
か
っ
た
が
、
不

可
と
い
う
事
で
早
々
バ
ス
に
乗
車
し
、
帰
路
上

尾
駅
に
向
っ
た
。 

（
柳
舘
紀
人 

記
） 

 

※
コ
ラ
ム 

三
峰
神
社
と
狼 

 

三
峰
山
は
紀
州
熊
野
か
ら
名
前
を
移
し
た 

雲
取
山
、
白
岩
山
、
妙
法
ケ
岳
の
三
山
を
総 

称
し
た
。
今
は
、
奥
宮
の
あ
る
妙
法
ケ
岳
を 

遥
拝
で
き
る
三
峰
神
社
の
辺
り
を
呼
ぶ
。 

 

三
峰
神
社
の
神
の
使
い
、
け
ん
属
は
狼
で
、 

神
札
に
描
か
れ
境
内
に
は
狛
犬
で
は
な
く
狼 

の
像
が
あ
る
。
万
葉
集
の
歌
に
あ
る
大
口
真 

神
は
狼
の
こ
と
で
「
お
お
か
み
」
の
名
は
「 

大
神
お
お
か
み
」
に
由
来
す
る
。 

 

ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
は
２
０
世
紀
初
頭
に
絶 

滅
し
、
標
本
は
世
界
に
６
例
し
か
な
い
。
平 

成
８
年
に
秩
父
の
個
人
宅
で
７
例
目
の
毛
皮 

が
見
つ
か
り
三
峰
神
社
博
物
館
に
展
示
さ
れ 

て
い
る
。 

参
考 

「
秩
父
学
」・
千
嶋
監
修
・
学
研 

 

 

※
コ
ラ
ム 

太
陽
寺
の
畠
山
重
忠
伝
説 

 

三
峰
山
麓
大
血
川
の
太
陽
寺
の
髭
僧
大
師 

を
妙
齢
の
美
し
い
娘
が
訪
ね
て
き
て
、
ち
ぎ 

り
を
結
び
子
を
産
ん
だ
。
産
室
を
け
っ
し
て 

見
な
い
で
く
れ
と
い
わ
れ
た
が
、
待
ち
切
れ 

ず
に
覗
く
と
そ
こ
に
は
大
蛇
の
姿
が
あ
っ
た
。 

 

大
蛇
は
恨
ん
で
、
故
郷
の
諏
訪
湖
に
飛
ん 

で
帰
っ
た
。
子
は
荒
川
に
流
さ
れ
て
た
が
、 

畠
山
で
拾
わ
れ
成
長
し
て
武
名
を
と
ど
ろ
か 

す
重
忠
に
な
っ
た
。 

参
考
「
も
の
が
た
り
奥
武
蔵
」 

神
山
新
井
著
・
岳
書
房 

  
 

                           

参 加 者 

◎柳舘紀人、萩原 昇、大瀧正己、 

大和田良一、森田憲子、井上武久 

清水 博、桶川和子・田中比佐子、 

杉原三千代、広川ふじ子・互 茂子、 

小澤紀行、小澤三枝子、松本文男、  

清水順子、浅田良一  計 17 名 

コースタイム 

三峰神社－70 分－妙法ヶ岳－15 分－ 

−妙法ヶ岳分岐－70分－霧藻ヶ峰− 

−40 分－東屋−20 分－水場－20 分－ 

−太陽寺 
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１
４
０
号
を
中
津
川
渓
谷
へ
目
指
す
と
、
滝

沢
ダ
ム
（
奥
秩
父
も
み
じ
湖
）
が
現
れ
る
。
そ

の
先
に
滝
ノ
沢
望
郷
広
場
の
標
識
が
あ
り
、
更

に
登
る
と
立
派
な
駐
車
場
と
ト
イ
レ
が
あ
る
。

こ
の
広
場
は
、
滝
沢
ダ
ム
建
設
に
伴
い
、
こ
の

滝
沢
地
区
に
４
２
戸
の
住
民
が
住
ん
で
い
た
が
、

移
転
の
た
め
に
作
ら
れ
た
広
場
で
あ
る
が
、
多

分
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
廃
村
・
廃
町
を
趣
味
と
し
て

い
る
人
が
訪
れ
る
ぐ
ら
い
と
思
わ
れ
、
個
人
的

に
い
つ
か
廃
村
廃
町
の
見
学
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
願
っ
た
り
か
な
っ
た
り
。
山
よ

り
こ
ち
ら
の
方
が
興
味
深
い
。 

こ
の
元
集
落
の
遊
歩
道
を
上
へ
上
へ
と
登
り

適
当
な
と
こ
ろ
で
樹
林
帯
に
入
っ
て
行
く
が
、

こ
こ
か
ら
急
登
な
た
め
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
東
側

か
ら
尾
根
に
と
り
着
く
。
尾
根
ま
で
は
か
な
り

の
急
登
な
の
で
注
意
が
必
要
。
ま
た
、
直
登
す

る
と
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
を
強
い
ら
れ
る
。
尾
根
に

と
り
着
い
た
ら
、
後
は
こ
の
尾
根
を
登
る
。
途

中
稲
荷
神
社
跡
が
あ
り
、
ひ
た
す
ら
尾
根
を
登

り
き
る
と
、
立
派
な
標
識
の
あ
る
倉
明
山
に
着

く
。
山
頂
は
樹
林
帯
に
囲
ま
れ
て
は
い
る
が
、

今
時
期
は
両
神
方
面
も
見
る
事
が
出
来
る
。 

 

【
倉
明
山
か
ら
芋
掘
ド
ッ
ケ
ン
を
望
む
】 

倉
明
山
か
ら
芋
掘
ド
ッ
ケ
ン
は
若
干
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
の
あ
る
尾
根
歩
き
で
、
オ
レ
ン
ジ
や
黄

色
が
映
え
る
紅
葉
の
中
を
歩
く
の
で
気
持
ち
良

い
。
途
中
１
３
３
１
ｍ
峰
の
岩
か
ら
真
正
面
に

紅
葉
し
た
芋
掘
ド
ッ
ケ
ン
と
両
神
山
が
よ
く
見

え
る
。
１
３
３
１
ｍ
峰
か
ら
標
高
に
し
て
３
０

ｍ
程
下
り
、芋
掘
ド
ッ
ケ
ン
目
掛
け
登
り
返
す
。

平
坦
な
丘
の
先
に
三
角
点
が
あ
る
芋
掘
ド
ッ
ケ

ン
の
山
頂
に
着
く
。
こ
の
山
頂
は
平
坦
で
樹
林

帯
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
倉
明
山
よ
り
展
望
は

な
い
。 

芋
掘
ド
ッ
ケ
ン
か
ら
白
井
差
峠
ま
で
は
地
図

で
確
認
し
な
い
と
、
西
寄
り
（
ま
っ
す
ぐ
）
に

行
く
可
能
性
が
あ
る
の
で
充
分
注
意
が
必
要
。

進
路
を
北
西
に
延
び
る
尾
根
を
歩
く
と
１
時
間

程
で
最
後
の
ピ
ー
ク
１
４
４
１
ｍ
峰
。
さ
ら
に

２
０
分
程
で
登
山
道
の
あ
る
白
井
差
峠
に
合
流

す
る
。
白
井
差
峠
か
ら
は
、
高
低
差
８
０
０
ｍ

を
一
気
に
下
る
が
、
歩
き
や
す
い
一
般
登
山
道

で
、
ジ
グ
ザ
ク
に
切
っ
て
あ
る
た
め
歩
き
や
す

い
。
中
津
川
の
川
音
が
ど
ん
ど
ん
近
く
な
り
集

落
が
見
え
る
と
す
ぐ
に
中
双
里
着
と
な
る
。
中

津
川
を
渡
れ
ば
バ
ス
停
は
目
の
前
に
あ
る
。
土

日
の
バ
ス
は
午
後
か
ら
２
本
し
か
な
く
、
目
指

し
て
い
た
１
４
時
２
２
分
発
の
バ
ス
に
余
裕
で

間
に
あ
う
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
コ
ー
ス
は
全

Ｎo065 

Ｎo069 

 

倉
明
山
～
芋
掘
ド
ッ
ケ
ン 

（く
ら
け
や
ま
～
い
も
ほ
り
ど
っ
け
ん
） 

 

 

倉明山 

標高 

△1333.4m 

N355821 

E1385304 

 

日帰り 

2013,11,3 

地 図 

1/25,000 

「三峰」 

 

芋掘ドッケン 

標高 

△1464.0m 

N355850 

E1385158 

 

2013,11,3 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「中津峡」 
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体
的
に
景
観
が
な
い
の
で
落
葉
の
１
１
月
か
ら

３
月
が
お
勧
め
で
あ
る
。
ま
た
、
殆
ど
が
尾
根

歩
き
の
た
め
こ
の
時
期
に
歩
け
ば
景
観
も
得
ら

れ
紅
葉
も
楽
し
め
る
。 

芋
掘
り
ド
ッ
ケ
ン
の
山
名
で
あ
る
「
ド
ッ
ケ

ン
」
は
「
突
」
の
意
味
で
い
わ
ゆ
る
「
山
頂
」

と
い
う
意
味
で
、場
所
に
よ
っ
て
は「
ド
ッ
ケ
」

と
表
現
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。 

（
柳
舘
紀
人 

記
） 

【
倉
明
山 

山
頂
は
樹
林
帯
】 

                   

                

                             

 

参 加 者 

◎大瀧正己 広川ふじ子 

柳舘紀人  計 3 名 

コースタイム 

滝ノ沢望郷広場―130 分― 

―倉明山―60 分― 1331ｍ― 

―55 分―芋掘ドッケンー 

―60 分―1441ｍ峰―15 分― 

―白井差峠―80 分―中双里＝ 

＝（バス 35 分）＝ 

＝滝ノ沢望郷広場 
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早
朝
、
下
吉
田
を
出
る
。 

途
中
、
車
か
ら
降
り
て
、
中
双
里
の
橋
の
上
か

ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
よ
う
に
朝
日
を
浴

び
て
金
色
に
輝
く
鋭
い
岩
峰
群
の
槍
ヶ
岳
の

姿
を
堪
能
す
る
。
男
性
陣
は
女
性
を
相
原
橋
で

降
ろ
し
、
下
山
口
の
中
津
川
キ
ャ
ン
プ
場
に
１

台
車
を
回
し
て
く
れ
た
。 

登
路
の
野
鳥
の
森
観
察
路
に
あ
る
相
原
沢
は

優
し
く
綺
麗
な
流
れ
で
心
和
む
。
野
鳥
観
察
小

屋
を
右
に
見
て
、
急
登
の
小
尾
根
に
乗
る
。 

野
鳥
の
森
終
点
の
表
示
が
あ
る
と
間
も
な
く

１
４
６
１
ｍ
峰
と
槍
ヶ
岳
へ
の
鞍
部
に
出
る
。

青
空
の
も
と
、
展
望
は
最
高
だ
。
両
側
の
切
れ

た
岩
峰
を
巻
い
た
り
登
っ
た
り
し
な
が
ら 

１
４
３
０
ｍ
の
（
コ
ン
サ
イ
ス
）
槍
ヶ
岳
に
着

く
。
コ
ン
サ
イ
ス
山
名
辞
典
に
載
っ
て
い
る
山

頂
な
の
で
（
コ
ン
サ
イ
ス
）
と
書
く
ら
し
い
。

一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
山
頂
の
秩
父
槍
ヶ
岳
山

頂
よ
り
約
１
０
０
ｍ
高
い
。 

急
下
降
し
１
３
４
１
ｍ
秩
父
槍
ヶ
岳
に
着
く
。

山
頂
は
樹
林
で
は
あ
る
が
真
紅
の
満
天
星
に
か

こ
ま
れ
て
明
る
い
。
北
東
に
は
狩
倉
岳
が
大
き

Ｎo066 
 

秩
父
槍
ヶ
岳 

（ち
ち
ぶ
や
り
が
た
け
） 

 

 

標高 

1341m 

N355927 

E1384851 

 

2012,11,04 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「中津峡」 
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く
見
え
る
。
東
南
に
続
く
急
な
尾
根
は
野
鳥
観

察
小
屋
裏
か
ら
の
直
登
の
尾
根
コ
ー
ス
の
よ
う

だ
が
「
こ
れ
よ
り
先
通
行
禁
止
」
の
看
板
が
張

ら
れ
て
い
る
。
事
故
が
多
発
し
た
そ
う
だ
。
早

い
昼
食
を
食
べ
往
路
を
少
し
戻
っ
た
小
さ
な
鞍

部
か
ら
北
に
向
か
う
斜
面
の
踏
み
跡
を
探
る
。 

山
盛
り
の
落
ち
葉
で
踏
み
跡
は
微
か
、
し
ば 

ら
く
す
る
と
そ
れ
も
無
く
な
り
前
日
の
天
理

岳
と
同
じ
よ
う
に
中
津
川
支
流
を
目
指
し
直

滑
降
。
ナ
メ
の
沢
に
出
る
と
右
上
か
ら
踏
み
跡 

が
小
尾
根
を
巻
い
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
楽
勝

で
諏
訪
神
社
裏
に
出
た
。 

予
想
通
り
、
中
津
川
渓
谷
は
も
み
じ
祭
り
で

大
混
雑
。
早
め
の
下
山
で
大
し
た
渋
滞
も
な
く

帰
路
に
就
く
。 

（
田
中
比
佐
子 

記
） 

             

                             

                             

参 加 者 

◎佐藤 新、大瀧正己、互 茂子 

森田憲子、広川ふじ子、田中比佐子 

計 6名 

コースタイム 

下吉田キャンプ場＝ 

＝相原橋−140 分―野鳥の森終点 

―40 分―槍ヶ岳（コンサイス）― 

―40 分－秩父槍ヶ岳―120 分－ 

―諏訪神社－15 分－ 

―中津川村キャンプ場 
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一
日
目 

 

武
州
日
野
駅
か
ら
熊
倉
山
日
野
コ
ー
ス
登
山

口
に
向
か
っ
て
歩
き
出
す
。
白
久
駅
か
ら
の
林

道
コ
ー
ス
は
、
登
山
道
崩
落
で
通
行
止
め
と
の

由
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
車
道
を
た
ど
る
。
矢

通
反
（
や
と
お
り
ぞ
り
）
隧
道
と
い
う
か
わ
い

ら
し
い
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
、
登
山
口
ま
で
は

小
一
時
間
の
道
の
り
。
立
派
な
指
導
標
の
立
つ

登
山
口
か
ら
山
道
に
入
る
と
、
ほ
ど
な
く
沢
沿

い
の
道
に
な
る
。
日
差
し
は
強
い
が
、
風
が
涼

し
い
。
沢
音
も
耳
に
涼
し
い
。
こ
の
道
な
ら
夏

で
も
登
れ
そ
う
だ
。
沢
身
を
右
に
左
に
と
渡
り

な
が
ら
徐
々
に
高
度
を
上
げ
て
い
く
。一
ヶ
所
、

橋
が
な
く
、
沢
の
中
に
靴
を
浸
し
な
が
ら
渡
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
は
増
水
時
に
は
渡

れ
な
い
だ
ろ
う
。
や
が
て
沢
を
離
れ
急
登
に
た

っ
ぷ
り
汗
を
絞
ら
れ
る
と
、
官
舎
跡
を
通
り
、

水
場
に
着
く
。
斜
面
を
横
切
る
登
山
道
の
少
し

下
に
清
冽
な
水
が
湧
い
て
い
る
。
ま
わ
り
を
見

渡
す
と
、
他
に
も
水
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
。
こ
こ
で
昼
食
に
し
た
。 

 

再
び
歩
き
出
す
と
す
ぐ
、素
晴
ら
し
い
広
場
、

笹
平
に
で
る
。
新
緑
の
木
々
が
美
し
い
。
こ
こ

か
ら
ひ
と
登
り
で
よ
う
や
く
熊
倉
山
頂
上
だ
。

着
い
た
時
に
は
多
く
の
登
山
者
が
い
た
の
だ
が
、

我
々
が
休
ん
で
い
る
う
ち
に
、
誰
も
い
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ぁ
、
こ
こ
か
ら
が
今
回
の 

Ｎo068 

No080 

Ｎo067 

Ｎo043 

熊
倉
山
～
酉
谷
山
～ 

～
矢
岳
～
大
反
山 

（く
ま
く
ら
や
ま
～
と
り
だ
に
や
ま
～ 

～
や
だ
け
～
お
お
そ
り
や
ま
） 

 

2012,05,13 

～05,14 

熊倉山 

△1426.5m 

N355529 

E1385928 

酉谷山 

△1718.3m 

N355350 

E1390037 

矢岳 

△1357.9m 

N355458 

 E1390151 

大反山 

△853.7 

N355627 

 E1390242 

地図 

1/25,000 

「三峰」 

「武蔵日原」 

「秩父」 
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山
行
の
メ
イ
ン
だ
。
熊
倉
山
を
後
に
す
る
が
、

ル
ー
ト
は
今
ま
で
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
良
い

道
だ
。
迷
い
込
み
防
止
の
大
き
な
標
識
が
、
か

え
っ
て
踏
み
跡
の
確
か
さ
を
証
明
し
て
い
る
よ

う
に
も
思
え
る
。
あ
ま
り
広
す
ぎ
ず
、
狭
す
ぎ

な
い
快
適
な
尾
根
道
を
辿
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
ア
カ
ヤ
シ
オ
が
咲
い
て
い
る
。
ま
た
遠
く
の

山
も
見
え
て
い
る
の
だ
が
、
潅
木
が
邪
魔
し
て

見
づ
ら
く
て
、
何
と
な
く
欲
求
不
満
で
あ
る
。 

小
さ
な
コ
ブ
を
越
え
な
が
ら
酉
谷
山
へ
と
迫
っ

て
い
く
。
や
が
て
、
尾
根
の
幅
が
広
が
り
、
枯

れ
た
笹
原
の
道
に
な
る
。
一
面
の
す
べ
て
の
笹

が
枯
れ
て
い
る
。
ウ
ェ
ブ
上
の
記
録
で
は
背
丈

を
没
す
る
笹
薮
の
道
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
枯

れ
た
よ
う
だ
。
歩
き
や
す
い
。
ま
た
再
び
笹
薮

に
な
る
日
が
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
バ
ス
停
留
所

の
よ
う
な
丸
い
標
識
の
大
血
川
分
岐
を
過
ぎ
て
、

小
黒
へ
の
登
り
に
か
か
る
と
、
踏
み
跡
が
不
明

瞭
に
な
る
。
赤
布
は
あ
る
の
だ
が
、
見
つ
け
に

く
い
。
稜
線
の
西
側
を
巻
き
な
が
ら
登
っ
て
い

く
人
が
多
い
よ
う
だ
。
だ
い
ぶ
疲
れ
て
き
て
い

る
の
で
、
巻
き
た
い
気
持
ち
は
良
く
わ
か
る
。

ど
う
せ
な
ら
全
部
巻
い
て
、
酉
谷
山
と
の
鞍
部

に
上
が
れ
ば
い
い
の
に
と
思
う
。
赤
布
を
拾
っ

て
い
く
と
、
ひ
と
し
き
り
の
急
登
で
よ
う
や
く

小
黒
の
頂
上
に
着
く
。 

こ
こ
か
ら
は
一
旦
高
度
を
下
げ
、
本
日
最
後

の
登
り
に
か
か
る
。
日
は
西
に
ず
い
ぶ
ん
と
傾

い
た
。
晩
秋
な
ら
も
う
暗
く
な
る
時
刻
だ
。
な

か
な
か
小
黒
が
低
く
な
ら
な
い
。
少
し
傾
斜
が

緩
く
な
る
こ
ろ
よ
う
や
く
小
黒
を
眼
下
に
し
、

登
り
や
す
い
と
こ
ろ
を
拾
い
な
が
ら
歩
い
て
い

く
と
、
頂
上
の
標
識
が
見
え
た
。
１
７
時
近
く

に
な
っ
て
、
酉
谷
山
頂
に
よ
う
や
く
辿
り
着
い

た
。
初
め
て
、
奥
多
摩
側
の
展
望
が
開
け
た
。

な
か
な
か
山
深
い
頂
上
だ
。 

し
ば
ら
く
休
憩
し
た
後
、
今
宵
の
宿
泊
地
、 

酉
谷
避
難
小
屋
に
降
り
る
。
混
雑
は
ど
う
か
と

気
に
な
っ
て
い
た
が
、
先
客
は
若
い
男
性
が
一

人
、
加
え
て
我
々
五
人
で
ち
ょ
う
ど
公
称
定
員

一
杯
だ
。
皆
で
持
ち
寄
っ
た
つ
ま
み
と
、
こ
の

時
の
為
に
延
々
運
ん
で
き
た
酒
で
乾
杯
し
た
。

実
家
は
浦
和
と
い
う
同
宿
の
男
性
も
加
わ
っ
て
、

快
適
な
避
難
小
屋
の
夜
は
更
け
た
。 

二
日
目 

 

今
日
も
い
い
天
気
だ
。
避
難
小
屋
の
窓
か
ら

奥
多
摩
は
も
と
よ
り
、
富
士
山
や
丹
沢
の
山
々

も
見
渡
せ
る
。
ひ
と
し
き
り
夜
明
け
の
山
々
の

景
観
を
楽
し
ん
だ
後
、
朝
食
の
準
備
を
す
る
。

水
場
は
小
屋
の
す
ぐ
前
に
あ
る
が
、
水
量
は
あ

ま
り
多
く
な
い
。
枯
れ
る
と
き
も
あ
る
と
い
う

が
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
さ
れ
る
ほ
ど

の
流
れ
だ
。 

朝
食
を
済
ま
せ
、
支
度
を
整
え
て
、
簡
単
に
小

屋
掃
除(

同
宿
の
男
性
は
ま
だ
し
っ
か
り
寝
て

い
た
の
で)

を
済
ま
せ
、
矢
岳
に
向
け
て
出
発
す

る
。
都
県
境
の
登
山
道
は
、
よ
く
整
備
さ
れ
歩

き
や
す
い
。
あ
ま
り
に
も
歩
き
や
す
か
っ
た
の

で
、
う
っ
か
り
矢
岳
へ
向
か
う
尾
根
へ
の
分
岐

を
通
り
越
し
て
し
ま
っ
た
。
と
言
っ
て
も
分
岐

に
は
明
ら
か
な
標
識
は
な
く
、
安
易
に
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
警
告
が
書
か
れ
て
い
る

表
示
板
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
登
山
道
か
ら
別

れ
て
踏
み
跡
に
入
る
。
路
型
は
か
な
り
し
っ
か

り
し
て
お
り
、
ル
ー
ト
は
わ
か
り
や
す
い
が
、

時
々
短
い
距
離
だ
が
踏
み
跡
が
途
切
れ
る
場
所

が
あ
る
。天
気
が
よ
く
て
見
通
し
が
よ
い
の
で
、

今
日
は
問
題
が
少
な
い
が
、
条
件
の
悪
い
日
は 
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意
し
な
い
と
あ
ら
ぬ
方
向
に
踏
み
込
ん
で
し

ま
い
そ
う
だ
。
小
さ
な
ピ
ー
ク
を
ひ
と
つ
ひ
と

つ
越
え
な
が
ら
、
特
徴
的
な
三
角
形
の
矢
岳
を

目
指
し
て
歩
い
て
い
く
。 

 

登
山
地
図
の
ポ
イ
ン
ト
に
着
く
と
、
そ
こ
に

は
大
概
、
誰
か
の
手
製
の
標
識
、
あ
る
い
は
、

朽
ち
か
け
た
木
製
指
導
標
が
あ
っ
た
。
な
か
に

は
メ
モ
用
紙
然
と
し
た
も
の(

さ
す
が
に
材
質

は
紙
で
は
な
い)

を
画
鋲
で
止
め
た
も
の
や
、
赤

テ
ー
プ
に
現
在
地
が
油
性
ペ
ン
で
書
か
れ
た
だ

け
の
も
の
も
あ
る
。
や
が
て
特
に
問
題
と
な
る

よ
う
な
と
こ
ろ
も
な
く
、
矢
岳
の
頂
上
に
つ
い

た
。「
ロ
ー
プ
が
必
要
」
な
ど
と
書
か
れ
た
古
い

ガ
イ
ド
本
も
あ
る
が
、
今
日
の
よ
う
に
条
件
が

よ
け
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
山
慣
れ
た
人
な
ら
、

問
題
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。た
だ
し
、丹
沢
、

奥
多
摩
あ
た
り
の
整
備
さ
れ
た
登
山
道
を
歩
い

た
事
が
あ
る
程
度
の
経
験
で
は
、
総
じ
て
秩
父

の
山
々
に
は
歯
が
立
た
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、

安
易
な
入
山
は
禁
物
だ
。 

 

矢
岳
か
ら
は
、
新
緑
の
道
を
快
適
に
歩
い
て

い
く
。
透
過
光
に
映
え
る
若
々
し
い
木
々
の
緑

が
こ
の
上
も
な
く
美
し
い
。
尾
根
は
適
度
な
広

さ
で
、踏
み
跡
も
比
較
的
は
っ
き
り
し
て
お
り
、

何
の
心
配
も
な
く
稜
線
を
辿
っ
て
い
け
る
。 

や
が
て
斜
面
一
面
が
皆
伐
さ
れ
た
篠
戸
山
に

着
く
。
武
甲
山
や
大
持
山
、
小
持
山
か
ら
南
へ

と
続
く
稜
線
が
見
渡
せ
る
。
振
り
返
れ
ば
矢
岳

が
見
え
て
い
た
。
だ
が
、
伐
採
さ
れ
た
稜
線
は

日
当
た
り
が
よ
く
て
暑
い
。
ど
っ
と
疲
れ
が
で

る
。
逃
げ
る
よ
う
に
日
の
当
た
る
稜
線
に
別
れ

を
告
げ
て
再
び
樹
林
帯
に
入
る
。
や
が
て
大
き

な
送
電
線
鉄
塔
に
着
く
と
、
あ
と
は
大
反
山
へ

の
最
後
の
登
り
と
な
る
。 

 

急
登
を
ひ
と
し
き
り
耐
え
る
と
本
日
最
後
の

ピ
ー
ク
、
大
反
山
に
着
い
た
。
軽
く
食
事
し
た

り
し
て
の
ん
び
り
し
て
い
る
と
、
昨
晩
同
宿
だ

っ
た
男
性
が
追
い
つ
い
て
き
た
。
避
難
小
屋
を

我
々
よ
り1

時
間
ほ
ど
後
に
出
発
し
た
そ
う
だ
。

途
中
で
膝
を
痛
め
た
と
言
い
な
が
ら
も
軽
い
足

取
り
で
や
っ
て
き
た
。
さ
ぁ
！
こ
こ
か
ら
は
、

一
般
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
あ
る
登
山
道
だ
と
油

断
し
た
せ
い
か
、
尾
根
を
乗
り
換
え
そ
こ
ね
、

若
御
子
山
へ
の
稜
線
に
入
り
そ
う
に
な
っ
た
。

少
し
戻
り
、
怪
し
げ
な
踏
み
跡
を
辿
っ
て
、
登

山
道
に
合
流
し
た
。
深
く
え
ぐ
れ
た
道
を
下
界

へ
と
向
か
っ
て
降
り
つ
づ
け
る
。
や
が
て
沢
に

出
会
い
、
こ
こ
で
顔
を
洗
っ
た
り
し
て
さ
っ
ぱ

り
し
た
後
、
人
里
へ
と
下
る
。
す
れ
違
う
地
元

の
方
々
と
親
し
げ
に
挨
拶
を
交
わ
し
な
が
ら
、

駅
へ
と
急
ぐ
が
、
お
い
し
い
蕎
麦
屋
が
あ
る
と

聞
き
つ
け
、
駅
へ
の
道
を
や
り
過
ご
し
て
そ
の 
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店
に
向
か
う
。
ま
だ
昼
を
少
し
ま
わ
っ
た
時
刻

だ
が
、
待
ち
き
れ
な
い
面
々
は
、
電
車
の
待
ち

時
間
を
口
実
に
、
こ
こ
で
山
行
の
無
事
完
結
を

祝
っ
て
、
乾
杯
！ 

す
べ
て
が
充
実
感
に
満
ち

溢
れ
た
山
行
に
な
っ
た
。 

（
大
和
田 

良
一 

記
） 

                       

  

  

参 加 者 

◎大和田良一、益田光男、鹿野紀彦、 

清水順子、井上武久  計 5 名 

 

コースタイム 

武州日野駅―60 分―登山口―90 分― 

―水場―45分―熊倉山―60 分―P1451― 

―50 分―大血川分岐―25 分―小黒― 

―25 分―酉谷山―15分―酉谷避難小屋― 

―20分―矢岳分岐―90分―矢岳―110分―

―大反山―80 分―武州中川駅 
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南
天
山
は
中
津
川
の
上
流
域
、
奥
秩
父
山
域

に
あ
り
、
秩
父
の
奥
深
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
長
く

ア
ク
セ
ス
に
時
間
を
要
す
る
。
し
か
し
、
山
行

当
日
は
、
折
か
ら
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
加
え
雲

ひ
と
つ
な
い
快
晴
。
何
組
も
の
グ
ル
ー
プ
と
す

れ
違
い
、
狭
い
山
頂
に
は
あ
ふ
れ
る
程
の
人
た

ち
で
盛
況
で
あ
っ
た
。 

大
宮
駅
を
レ
ン
タ
カ
ー
で
出
発
、
秩
父
か
ら

国
道
１
４
０
号
線
を
走
り
ル
ー
プ
橋
を
過
ぎ
て

右
手
の
林
道
へ
入
り
、
川
沿
い
の
登
山
口
に
到

着
、
約
３
時
間
弱
の
道
程
で
あ
る
。 

鎌
倉
橋
の
上
流
よ
り
路
肩
に
駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
有
り
、
先
着
の
車
が
１
０
台
前
後
、
我
々

は
先
端
に
駐
車
し
た
。
早
速
支
度
を
整
え
鎌
倉

沢
右
岸
の
登
山
口
か
ら
山
行
開
始
。 

山
行
直
後
の
沢
沿
い
歩
行
で
は
、
何
度
も
沢

を
渡
り
返
す
。
沢
の
横
断
部
に
は
木
道
が
ほ
と

ん
ど
全
て
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
よ
く
整
備
さ
れ

て
お
り
、
危
険
な
箇
所
は
少
な
く
歩
き
や
す
い
。

沢
に
は
適
度
の
水
量
が
あ
り
、
途
中
の
方
印
の

滝
を
始
め
い
く
つ
か
の
滝
に
出
合
っ
た
。 

し
ば
ら
く
行
く
と
沢
を
離
れ
、
樹
林
帯
の
中

を
抜
け
稜
線
へ
。
紅
葉
は
盛
り
の
一
歩
手
前
で

あ
る
が
、
高
度
を
上
げ
る
に
従
い
黄
金
色
に
輝

く
カ
ラ
マ
ツ
の
黄
葉
が
映
え
て
く
る
。 

山
頂
ま
で
は
、
岩
の
間
を
最
後
の
一
踏
ん
張

り
、
二
時
間
半
時
間
程
度
で
山
頂
へ
到
着
。
頂

上
は
、
雲
ひ
と
つ
な
い
天
候
の
も
と
、
両
神 

山
・
天
丸
山
・
帳
付
山
等
々
、
３
６
０
度
の
展

望
が
満
喫
で
き
た
。 

下
山
は
同
じ
道
を
引
返
し
、
二
時
間
足
ら
ず

で
鎌
倉
橋
に
無
事
到
着
。 

帰
路
途
中
の
中
津
峡
で
は
多
く
の
紅
葉
狩

り
の
人
出
に
出
会
い
途
中
下
車
、
見
事
な
紅
葉

を
脳
裏
に
納
め
、
帰
途
に
つ
い
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 

（
萩
原 

昇 

記
） 

   

Ｎo071 
 

南 

天 

山 
 

（な
ん
て
ん
さ
ん
） 

 

標高 

△1483m 

N360040 

E1384651 

 

2012,11,04 

日帰り 

 

地 図 

1/25,000 

「両神山」 
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【
頂
上
か
ら
両
神
山
を
の
ぞ
む
】 

            

参 加 者 

◎益田光男 鹿野紀彦 

吉野喜八郎 榎原忠雄 緒形 明 

石井正夫 萩原 昇 

計７名 

 

コースタイム 

中津川林道・鎌倉橋―30 分― 

―方印の滝―40 分―尾根分岐― 

―70 分―南天山―2 時間 30 分― 

―鎌倉橋＝大宮 
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１ 
日 
目 

 

北
浦
和
駅
を
マ
イ
カ
ー
で
に
出
発
。
今
日
は

午
後
か
ら
大
雨
の
予
報
な
の
で
、
早
め
に
宗
四

郎
山
の
登
頂
を
済
ま
せ
よ
う
と
先
を
急
ぐ
。 

 
 
 

３
時
間
弱
の
所
要
時
間
で
、
登
山
口
で
あ
る

天
丸
ト
ン
ネ
ル
入
口
（
群
馬
県
側
）
に
到
着
。

ト
ン
ネ
ル
右
側
の
広
場
に
駐
車
、
そ
の
奥
に
あ

る
沢
筋
が
登
山
口
で
あ
る
。
身
支
度
を
調
え
て

い
る
最
中
に
小
雨
模
様
と
な
り
、
雨
具
を
身
に

つ
け
て
の
出
発
と
な
る
。
沢
に
沿
っ
て
、
登
り

や
す
い
所
を
適
当
に
、
稜
線
目
指
し
て
登
る
。

途
中
藪
こ
ぎ
な
ど
苦
労
し
て
稜
線
へ
た
ど
り
着

き
、
た
っ
ぷ
り
汗
を
か
い
た
が
、
小
雨
は
い
つ

の
間
に
か
や
ん
で
い
た
。 

稜
線
か
ら
は
、
歩
き
や
す
い
山
道
で
あ
る
。

春
の
若
葉
の
な
か
を
快
適
に
山
頂
目
指
し
て
進

む
。
山
頂
に
近
づ
く
に
つ
れ
急
登
と
な
り
、
ロ

ー
プ
が
数
カ
所
張
っ
て
あ
る
。
山
頂
に
は
、
１

時
間
２
０
分
ほ
ど
で
到
着
。
あ
い
に
く
の
曇
り

空
だ
が
、
晴
れ
て
い
れ
ば
３
６
０
度
の
眺
望
―

上
武
国
境
稜
線
に
あ
る
帳
付
山
・
滝
谷
山
・
南

天
山
が
目
前
に
見
え
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
わ
や 

か
な
空
気
を
胸
一
杯
吸
い
込
み
、
森
林
浴
を
味 

【
宗 

四 

郎 

山
】 

わ
い
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
下
山
す
る
。

幸
い
下
山
す
る
ま
で
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
も
無

く
快
適
で
あ
っ
た
が
、
下
山
後
は
ま
も
な
く
雨

が
ふ
り
だ
し
、
今
夜
の
宿
泊
地
で
あ
る
民
宿
・

不
二
野
家
へ
早
め
に
入
っ
た
。
民
宿
到
着
後
、

明
日
の
鋭
気
を
養
う
た
め
、
食
前
の
小
宴
を
行

っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
無
い
。 

２ 

日 

目 

翌
日
は
、
気
持
ち
の
良
い
快
晴
、
５
時
頃
早

め
の
朝
食
を
摂
り
、
６
時
頃
出
発
。
帳
付
山
登

山
口
は
、
天
丸
橋
を
通
り
過
ぎ
た
林
道
の
先
端

付
近
で
あ
る
。
途
中
の
林
道
に
は
、
落
石
が
点

在
、「
落
石
は
拾
っ
て
片
付
け
て
」
と
の
看
板
あ

り
、
踏
ま
な
い
よ
う
に
・
車
の
腹
に
接
触
し
な

い
よ
う
に
慎
重
に
運
転
す
る
。
登
山
口
（
社
壇

乗
越
）
付
近
の
林
道
脇
に
車
を
駐
車
し
、
準
備

を
整
え
出
発
。
登
山
口
か
ら
「
馬
道
の
コ
ル
」

と
言
わ
れ
る
稜
線
ま
で
が
、
幅
広
く
な
だ
ら
か

な
登
り
や
す
い
山
道
で
あ
り
、
１
時
間
２
０
分

ほ
ど
の
所
要
時
間
。
馬
道
の
コ
ル
か
ら
は
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
激
し
く
険
し
い
稜
線
を
ひ
た
す
ら

登
り
、
山
頂
ま
で
２
時
間
近
い
所
要
時
間
で
あ

る
。
登
山
口
か
ら
稜
線
（
馬
道
の
コ
ル
）
ま
で

の
な
だ
ら
か
な
道
は
、
昔
の
馬
道
と
思
わ
れ
、

日
陰
の
苔
生
す
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
。
雨

後
の
湿
り
気
の
あ
る
空
気
が
気
持
ち
よ
く
、
鼻

歌
で
も
で
そ
う
な
気
分
で
あ
る
。
馬
道
の
コ
ル

Ｎo072 

Ｎo077 

 

宗 

四 

郎 

山 

・ 

帳 

付 

山 

（そ
う
し
ろ
う
や
ま 

・ 

ち
ょ
う
づ
け
や
ま
） 

 

 

 

宗四郎山 

1510m 

N360150 

E1384716 

2013,05,11 

～05,12 

 

帳付山 

1619m 

N360204 

 E1384516 

2013,05,11 

～05,12 

 

地図 

1/25,000 

「両神山」 
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か
ら
山
頂
ま
で
の
稜
線
沿
い
の
山
道
は
、
行
く

手
を
塞
ぐ
岩
山
を
乗
り
越
え
、
巻
き
道
を
捜
し

つ
つ
ひ
た
す
ら
登
る
。
巻
き
道
の
無
い
の
を
確

認
し
岩
山
乗
り
越
え
に
挑
ん
だ
と
こ
ろ
崖
に
で

あ
い
引
き
返
し
、
再
度
巻
き
道
を
捜
し
先
に
進

む
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
も
わ
い
わ
い
賑
や
か
な

グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
は
苦
に
な
ら
ず
、
む
し
ろ

険
し
い
登
り
を
乗
り
越
え
て
行
く
楽
し
さ
が
あ

る
。
所
々
で
、
雨
後
の
澄
み
切
っ
た
快
晴
の
な

か
、
く
っ
き
り
鮮
や
か
な
眺
望
が
得
ら
れ
る
。

加
え
て
時
節
柄
、
若
葉
が
映
え
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
咲
い
て
い
る
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ
ア
カ
ヤ
シ
オ
の

ピ
ン
ク
色
の
花
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
登
る
に
つ

れ
尾
根
は
痩
せ
、
痩
せ
尾
根
の
右
側
は
崖
、
足

場
も
悪
く
慎
重
に
登
る
。
帳
付
山
山
頂
は
、
細

長
く
右
側
が
崖
で
、
左
下
が
り
の
尾
根
と
な
っ

て
い
る
。
折
し
も
絶
好
の
空
模
様
か
ら
す
ば
ら

し
い
眺
望
が
得
ら
れ
、
み
ん
な
歓
声
を
上
げ
る

こ
と
し
き
り
。
近
場
の
諏
訪
山
・
両
神
山
は
目

前
に
せ
ま
り
、
遠
く
に
は
八
ヶ
岳
、
雪
の
白
馬

岳
が
見
え
る
。
又
周
囲
に
点
在
し
て
い
る
ヒ
カ

ゲ
ツ
ツ
ジ
の
中
に
絶
滅
の
恐
れ
有
る
希
少
種
に

指
定
さ
れ
て
い
る
種
（
ウ
ラ
ジ
ロ
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ

ジ
）
が
混
じ
っ
て
い
る
の
を
発
見
、
ま
た
も
歓

声
が
上
が
る
。
下
山
は
、
険
し
い
痩
せ
尾
根
を

慎
重
に
お
り
る
。
馬
上
の
コ
ル
に
つ
く
と
ほ
っ

と
一
安
心
。
後
は
な
だ
ら
か
な
馬
道
を
ゆ
っ
く

り
下
る
の
み
、
２
時
間
３
０
分
で
登
山
口
に
到

着
。     

 
 
 

（
萩
原 

昇 

記
） 

             

                

参 加 者 

◎佐藤 新、森田憲子、互 茂子、 

大瀧正巳、広川ふじ子、田中比佐子、 

桶川和子、萩原 昇   計 8名 

コースタイム 

1 日目：天丸トンネル入口―80 分―-宗四郎山― 

30 分―天丸トンネル入口＝ 

＝上野村民宿/不二野家(泊) 

2 日目：民宿＝天丸橋＝帳付山登山―-80 分― 

―馬道のコル―110 分―帳付山―80分― 

―馬道のコル-60 分―帳付山登山口（社壇乗越） 
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西
秩
父
に
あ
り
、
両
神
山
の
八
丁
尾
根
に
派

生
し
て
続
く
赤
岩
尾
根
の
岩
峰
で
あ
る
。 

 

赤
岩
岳
は
両
神
山
と
同
じ
チ
ャ
ー
ト
と
い
う
岩

石
か
ら
な
り
、
赤
色
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。 

小
倉
沢
の
鉱
山
住
宅
跡
か
ら
赤
岩
峠
を
経
て
登

る
コ
ー
ス
を
選
ん
だ
。
合
わ
せ
て
隣
に
あ
る
大

ナ
ゲ
シ
（
群
馬
県
）
の
山
を
往
復
し
、
赤
岩
岳

の
雄
姿
を
見
る
。
ゆ
っ
く
り
と
安
全
に
登
る
た

め
に
、
前
夜
は
下
吉
田
の
キ
ャ
ン
プ
場
に
泊
り

一
泊
二
日
の
行
程
で
実
施
し
た
。 

小
倉
沢
の
鉱
山
住
宅
跡
は
ロ
ー
プ
の
車
止
が

あ
り
、林
道
横
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
に
駐
車
す
る
。

朽
ち
始
め
た
建
物
の
上
に
赤
岩
岳
の
岩
峰
が
見

え
る
。
住
宅
に
赤
岩
岳
登
山
口
を
示
す
標
識
が

付
け
ら
れ
て
い
て
、
こ
こ
が
登
山
口
だ
。
右
手

の
住
宅
の
間
に
入
り
、
小
沢
を
鉄
板
の
橋
で
渡

っ
て
右
岸
に
つ
け
ら
れ
た
道
を
上
が
る
。 

仮
小
屋
を
右
に
見
て
、
植
林
の
道
か
ら
尾
根
の

道
に
な
る
。
測
量
の
基
準
点
が
あ
り
、
木
々
の

間
か
ら
狩
倉
尾
根
が
見
え
る
。
岩
礫
の
斜
面
を

ジ
グ
ザ
グ
に
登
り
、
峠
に
着
く
と
石
祠
と
標
識

が
あ
る
。 

少
し
尾
根
を
登
り
、
す
ぐ
左
へ
ト
ラ
バ
ー
ス

に
入
る
る
。
岩
壁
の
下
を
巻
い
て
、
落
石
に
注

意
し
て
岩
溝
を
登
る
と
岩
に
囲
ま
れ
た
コ
ル
に

到
着
。
右
の
階
段
状
の
岩
を
上
が
り
、
小
さ
な

ケ
ル
ン
の
あ
る
尾
根
に
出
る
。
以
前
は
こ
の
岩

尾
根
を
登
り
ザ
イ
ル
が
ほ
し
く
な
っ
た
が
、
今

は
左
側
に
あ
る
急
斜
面
の
樹
林
の
中
に
ル
ー
ト

が
あ
り
、
木
に
す
が
っ
て
登
る
と
赤
岩
岳
頂
上

に
出
る
。
樹
木
の
た
め
に
展
望
は
よ
く
な
い
。

山
名
板
が
あ
る
。
赤
岩
峠
ま
で
戻
り
、
西
へ
岩

交
り
の
県
境
尾
根
を
登
る
。
傾
斜
が
緩
く
な
る

と
「
県
界
見
出
標
９
２
番
」
の
先
で
、
尾
根
を

は
ず
し
右
へ
横
切
る
道
に
な
る
。
こ
の
分
岐
に

は
道
標
が
な
い
の
で
注
意
し
た
い
。 

森
の
高
ま
り
の
よ
う
な
小
ピ
ー
ク
を
二
つ
ど

越
え
る
と
、
大
ナ
ゲ
シ
下
部
の
岩
場
に
着
く
。 

Ｎo074 
 

赤 

岩 

岳 

（あ
か
い
わ
だ
け
） 

  

 

標高 

1570m 

N360201 

E1384843 

 

テント泊 

2012,09,29 

～30 

地 図 

1/25,000 

「両神山」 
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岩
尾
根
の
左
側
か
ら
鎖
を
使
っ
て
登
る
。
上

部
の
岩
場
は
容
易
に
登
れ
、頂
上
に
到
着
す
る
。 

赤
岩
岳
は
も
ち
ろ
ん
、
西
上
州
の
山
々
の
ほ
と

ん
ど
が
見
ら
れ
る
好
展
望
台
で
あ
る
。
同
じ
道

を
登
山
口
に
戻
る
。 

 
 （

佐
藤 

新 

記
） 

  

                 

            

                

 

参 加 者 

◎佐藤 新、互 茂子、 

広川ふじ子、清水 博、 

大瀧正己、鹿野紀彦 

計 6 名 

コースタイム 

小倉沢鉱山住宅跡―65 分― 

―赤岩峠―30 分―赤岩岳― 

―25 分―赤岩峠―65 分― 

―大ナゲシ―45 分―赤岩峠― 

―45 分―小倉沢鉱山住宅跡 
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埼
玉
１
０
０
山
の
対
象
の
山
で
は
あ
る
が
、 

登
山
コ
ー
ス
は
全
て
東
京
都
で
あ
る
た
め
、 

参
考
紀
行
と
し
て
掲
載
し
ま
す
。 

心
配
し
て
い
た
台
風
１
８
号
は
、
見
事
に
ス
ラ

イ
ス
・
・
好
天
を
期
待
し
て
い
た
が
残
念
な
が

ら
今
一
の
天
気
で
あ
っ
た
。
到
着
し
た
奥
多
摩

駅
は
登
山
客
で
ご
っ
た
返
し
し
て
お
り
、
東
日

原
行
き
の
バ
ス
は
２
台
待
機
し
て
い
た
が
川
乗

山
の
登
山
口
で
あ
る
川
乗
橋
ま
で
は
２
台
と
も

超
満
員
で
あ
っ
た
。 

 

東
日
原
バ
ス
停
か
ら
登
山
開
始
。
車
道
を
日

原
鍾
乳
洞
方
面
に
進
む
と
間
も
な
く
駐
在
所
が

あ
り
、
右
手
の
急
な
石
段
を
登
り
バ
ス
道
路
の

上
の
道
に
出
る
と
左
手
に
登
山
口
の
標
識
が
あ

る
。
登
山
道
は
良
く
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、 

 

奥
多
摩
特
有
の
急
坂
が
中
間
点
ま
で
続
き
結
構

き
つ
い
登
り
で
あ
っ
た
。
杉
や
ヒ
ノ
キ
の
植
林

地
を
抜
け
る
と
雑
木
林
に
な
り
、
傾
斜
は
段
々

緩
く
な
っ
て
く
る
が
無
人
小
屋
ま
で
は
時
間
が

か
か
り
そ
う
。
道
路
わ
き
に
は
名
前
が
判
ら
な

い
色
々
な
キ
ノ
コ
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
が
始
ま
り
、

ま
さ
に
お
花
見
山
行
な
ら
ぬ
キ
ノ
コ
見
山
行
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
道
に
は
ド
ン
グ
リ
や
山
栗
の

殻
が
散
乱
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
数
匹
の
子
連

れ
の
猿
が
逃
げ
て
行
く
の
が
見
え
た
。 

一
杯
水
避
難
小
屋
に
着
く
と
、
小
屋
の
前
の

ベ
ン
チ
に
キ
ノ
コ
狩
り
の
３
人
の
男
性
が
休
憩

し
て
い
た
。
お
昼
を
過
ぎ
て
い
た
の
で
、
こ
こ

で
昼
食
、
そ
の
間
に
キ
ノ
コ
狩
り
の
人
に
収
穫

し
た
キ
ノ
コ
の
名
前
を
教
え
て
も
ら
っ
た
が
、

判
っ
た
の
は
シ
メ
ジ
く
ら
い
で
あ
と
は
初
め
て

の
聞
く
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
に
熊

の
出
没
の
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
通
過
し
て
き

た
道
に
栗
の
殻
が
散
乱
し
て
い
た
と
こ
ろ
は
熊

の
え
さ
場
で
、
猿
が
居
た
の
は
そ
の
お
こ
ぼ
れ

を
あ
さ
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。 

さ
ら
に
、
休
憩
中
に
山
頂
の
木
を
無
断
伐
採

し
た
人
が
到
着
し
、
当
時
の
い
き
さ
つ
を
Ａ
氏

が
直
接
聞
き
、
そ
の
話
を
後
で
ま
と
め
て
も
ら

い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

『
・
・
話
は
６
年
前
「
天
目
山
頂
上
か
ら
の
展

望
が
な
く
、
他
の
ハ
イ
カ
ー
も
不
満
を
も
ら
し

て
い
た
事
も
あ
り
２
１
８
本
の
木
を
伐
採
し
た
。

ネ
ッ
ト
で
展
望
が
良
く
な
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
各
管
轄
部
署
に
事
情
説
明

に
出
向
い
た
。
埼
玉
県
は
秩
父
営
林
署
、
東
京

都
は
水
源
管
理
事
務
所
、
結
果
的
に
は
埼
玉
県

側
１
７
０
本
の
伐
採
に
対
し
て
２
７
，
０
０
０
円
の

罰
金
、
東
京
都
側
は
４
８
本
の
伐
採
に
対
し
て
２

７
万
円
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
た
」
と
云
う
話
。

尚
、
そ
の
後
頂
上
に
「
違
法
伐
採
は
罰
せ
ら
れ

る
」
と
の
看
板
が
立
て
ら
れ
、
山
頂
で
そ
れ
も

看
ま
し
た
。
（
Ａ
記
）
』 

天
目
山
の
山
頂
へ
は
無
人
小
屋
の
脇
の
急
な

道
を
登
っ
て
行
く
が
、
食
後
で
も
あ
り
と
て
も

き
つ
い
登
り
で
あ
っ
た
。 

山
頂
に
は
２
５
分
程
で
到
着
し
た
が
、
せ
っ 

Ｎo075 
 

天 

目 

山
（三
ッ
ド
ッ
ケ
） 

（て
ん
も
く
ざ
ん
）日
原
コ
ー
ス 

 

標高 

△1576m 

N355238 

E1390330 

 

2012,09,29 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「武蔵日原」 

 

9 月 29 日 
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か
く
伐
採
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
待
望
の
展
望

は
霧
の
中
で
、
見
え
る
は
ず
の
山
を
勝
手
に
想

像
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。 

こ
こ
で
記
念
写
真
を
撮
影
し
、
直
ち
に
下
山

開
始
、
避
難
小
屋
か
ら
は
元
の
道
を
ひ
た
す
ら

下
り
無
事
、
バ
ス
停
に
到
着
し
た
。 

（
力
丸
忠
夫 

記
） 

 

                             

                             

参 加 者 

◎力丸忠夫、榎原忠雄、高橋八重子、 

神尾ますみ、益田光男、吉野喜八郎、 

豊田孝道、西片 昇、山本富枝、 

萩原 昇、榎本千代子、浅田良一、 

池田信一、大室光江    計 14 名 

コースタイム 

奥多摩駅＝東日原バス停―170 分― 

一杯水避難小屋―25 分―三ツドッケ− 

―20 分―一杯水避難小屋―100 分― 

―東日原バス停＝奥多摩駅 
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当
初
、
前
日
朝
か
ら
登
り
は
じ
め
、
一
杯
水

避
難
小
屋
に
宿
泊
し
た
後
、
蕎
麦
粒
山
か
ら
有

間
山
を
経
由
し
て
鳥
首
峠
か
ら
浦
山
に
降
り
る

と
い
う
周
回
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
た
が
、 

２
１
日
は
朝
か
ら
雨
だ
っ
た
た
め
、
午
後
に
出

発
し
て
現
地
に
宿
泊
し
、
日
帰
り
で
大
平
山
か

ら
蕎
麦
粒
山
ま
で
を
周
回
す
る
コ
ー
ス
に
縮
小

し
て
実
行
し
た
。 

 

２
２
日
は
素
晴
ら
し
い
晴
天
に
恵
ま
れ
た
。

細
久
保
廃
村
の
道
を
な
ん
と
な
く
登
っ
て
行
く

と
、
神
社
に
た
ど
り
着
き
、
こ
こ
か
ら
適
当
に

踏
み
跡
を
拾
っ
て
、
尾
根
に
登
っ
た
。
あ
と
は

尾
根
伝
い
に
ひ
た
す
ら
高
度
を
上
げ
、
大
平
山

へ
と
向
か
っ
た
。
昨
日
の
雨
は
、
山
で
は
雪
だ

っ
た
よ
う
で
、
尾
根
上
に
は
ハ
イ
カ
ッ
ト
ブ
ー

ツ
が
埋
ま
る
く
ら
い
の
積
雪
が
あ
っ
た
が
、
登

山
道
は
明
瞭
で
、
ま
る
で
雪
山
を
歩
い
て
い
る

よ
う
な
心
地
よ
さ
で
、
迷
う
こ
と
な
く
大
平
山

に
登
り
つ
い
た
。
大
平
山
は
展
望
も
乏
し
く
、

地
味
な
山
頂
で
あ
っ
た
が
な
か
な
か
訪
れ
に
く

い
山
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
休
憩
し
て
風
情
を

味
わ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
稜
線
沿
い
に
長
沢

背
稜
の
七
跳
山
に
向
か
う
の
だ
が
、
コ
ー
ス
を

天
目
山
林
道
が
横
切
っ
て
お
り
、
し
か
も
稜
線

部
分
は
広
場
に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
の
先

登
っ
て
い
く
雪
の
斜
面
に
登
山
道
ら
し
き
も
の

は
見
当
た
ら
ず
、
適
当
な
と
こ
ろ
を
登
っ
て
い

っ
た
。
わ
ず
か
に
２
ヶ
所
ほ
ど
変
色
し
た
赤
テ

ー
プ
を
見
つ
け
た
が
、
結
局
頂
上
近
く
に
な
る 

Ｎo076 

Ｎo079 

Ｎo070 

 

大
平
山
～
七
跳
山
～
蕎
麦
粒
山 

（お
お
ひ
ら
や
ま
～
な
な
は
ね
や
ま
～
そ
ば
つ
ぶ
や
ま
） 
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で
道
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。 

 
七
跳
山
か
ら
は
、
整
備
さ
れ
た
水
源
の
尾
根

道
を
行
く
。
だ
が
、
無
雪
期
は
楽
な
巻
道
も
、

雪
が
あ
る
と
な
か
な
か
ス
リ
リ
ン
グ
で
、
桟
道

に
雪
が
乗
る
と
ど
こ
が
板
だ
か
わ
か
ら
ず
、
踏

み
抜
き
そ
う
に
な
る
。
ハ
ナ
ド
岩
で
、
今
日
初

め
て
の
奥
多
摩
方
面
の
展
望
を
楽
し
み
、
や
が

て
巻
き
道
か
ら
別
れ
て
、
天
目
山
頂
上
に
向
か

う
道
に
入
っ
た
。
こ
の
道
は
か
な
り
の
急
登
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【
一
杯
水
避
難
屋
】 

 
 
 
 

 

 
 

【
蕎
麦
粒
山 

山
頂
】 

岩
も
あ
り
、ま
た
気
温
が
上
が
っ
て
雪
が
腐
り
、

足
場
が
悪
い
。
そ
れ
で
も
何
と
か
い
わ
く
つ
き

で
好
展
望
を
獲
得
し
た
天
目
山
に
着
い
た
。
奥

多
摩
か
ら
丹
沢
方
面
の
展
望
を
堪
能
し
た
後
、

一
杯
水
避
難
小
屋
に
向
か
う
が
、
頂
上
か
ら
の

最
初
の
下
り
と
そ
の
上
り
返
し
が
か
な
り
急
で
、

登
っ
た
上
に
今
日
初
め
て
他
者
の
ト
レ
ー
ル
を

発
見
し
た
。
ど
う
や
ら
こ
こ
で
、
積
雪
の
た
め

諦
め
て
帰
っ
た
よ
う
だ
。避
難
小
屋
に
着
く
と
、

数
名
の
登
山
者
と
行
き
あ
っ
た
。
小
屋
の
中
で

休
憩
し
て
い
た
人
が
、
あ
の
足
跡
の
主
で
あ
っ

た
。
少
し
話
を
し
た
あ
と
、
ま
だ
先
は
長
い
の

で
出
発
し
た
。一
杯
水
は
よ
く
水
が
出
て
お
り
、

冷
た
い
水
で
喉
を
潤
し
、蕎
麦
粒
山
へ
向
か
う
。

巻
き
道
を
滑
ら
ぬ
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
急
ぐ
。

こ
の
あ
た
り
は
す
で
に
ト
レ
ー
ル
が
あ
り
、 

【
仙 

元 

峠
】 
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一
人
の
若
者
と
す
れ
違
っ
た
。
や
が
て
仙
元
峠 

も
巻
い
て
い
よ
い
よ
蕎
麦
粒
山
へ
の
急
登
だ
。 

蕎
麦
粒
山
か
ら
は
、
都
心
方
面
の
展
望
が
得
ら 

れ
た
が
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
見
え
な
か
っ
た
。

ゆ
っ
く
り
と
休
憩
し
て
下
山
に
備
え
る
。
だ
い

ぶ
陽
も
傾
い
て
き
た
。
少
し
戻
っ
て
か
ら
、
巻

道
を
離
れ
仙
元
峠
に
登
る
。
再
び
、
ト
レ
ー
ル

の
な
い
雪
道
に
な
っ
た
。 

長
い
仙
元
尾
根
を

ひ
た
す
ら
く
だ
る
。
時
折
、
木
々
の
間
か
ら
大

平
山
や
天
目
山
が
見
え
る
。
登
山
道
か
ら
雪
が

消
え
か
か
る
頃
、
稜
線
を
外
れ
、
巻
き
気
味
の

道
に
な
る
が
、
路
肩
は
崩
れ
て
歩
き
に
く
い
。

通
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
、
道
の
整
備
が
な
さ

れ
ず
、
古
か
ら
の
峠
道
が
こ
う
や
っ
て
荒
廃
し

て
い
く
の
か
と
、
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
気
持
ち
に

な
っ
た
。 

 

送
電
線
鉄
塔
で
振
り
返
る
と
、
大
平
山
か
ら

蕎
麦
粒
山
ま
で
、
今
日
歩
い
た
稜
線
が
一
望
で

き
た
。
や
が
て
大
日
堂
の
屋
根
が
眼
下
に
見
え

て
き
た
。
疲
労
感
と
達
成
感
の
入
り
混
じ
っ
た

な
ん
と
も
言
え
な
い
満
足
感
で
、
心
を
い
っ
ぱ

い
に
し
な
が
ら
、１
１
時
間
の
山
旅
を
終
え
た
。 

（
大
和
田 

良
一 

記
） 

               

                  
 
 

【
天
目
山 

山
頂
】 

           

参 加 者 

◎大和田良一、井上武久、 

小澤紀行 

計 3 名 

 

コースタイム 

浦山大日堂駐車場－40 分― 

―細久保集落神社－95 分―大ドッケ－ 

―75 分―大平山―40 分―七跳山―40 分

――ハナド岩―30 分―天目山―20 分― 

―一杯水避難小屋―70 分－蕎麦粒山― 

―20 分―仙元峠―135 分―駐車場着 
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【
踏
み
跡
の
な
い
新
雪
を
歩
く
・
・
】 
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両
神
山
か
ら
南
に
延
び
る
梵
天
尾
根
を
４
０

０
㍍
ほ
ど
下
っ
た
と
こ
ろ
に
大
笹
と
呼
ば
れ
る

地
点
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
西
に
向
か
っ
て
狩
倉

尾
根
が
派
生
し
て
お
り
、
狩
倉
槍
ヶ
岳
は
こ
の

尾
根
上
の
一
峰
で
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て
は
名

の
通
り
の
鋭
い
穂
先
を
天
に
向
け
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
三
角
点
は
無
い
が
、
山
頂
は
１
６
４

０
㍍
の
等
高
線
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
隣
の
狩
倉

岳
（
狩
倉
山
の
呼
称
も
あ
る
）
よ
り
僅
か
に
高

い
。
今
回
我
々
は
小
倉
沢
の
廃
屋
状
に
な
っ
た

鉱
山
住
宅
の
裏
手
か
ら
支
尾
根
に
取
り
付
き
、

こ
れ
を
辿
っ
て
標
高
１
４
３
５
㍍
峰
で
狩
倉
尾

根
に
合
流
し
、
狩
倉
岳
を
経
て
狩
倉
槍
ヶ
岳
に

達
す
る
計
画
を
立
て
た
。帰
路
は
往
復
と
せ
ず
、

さ
ら
に
進
ん
で
大
笹
か
ら
両
神
山
を
越
え
て
八

丁
峠
ま
で
行
き
、
峠
か
ら
林
道
の
通
る
上
落
合

橋
に
下
山
し
て
出
発
地
点
に
戻
る
と
い
う
少
々

長
丁
場
の
計
画
で
あ
る
。 

 

山
行
前
夜
は
総
勢
７
名
が
下
吉
田
の
キ
ャ
ン

プ
場
に
宿
泊
。
愉
し
い
夕
餉
の
卓
を
囲
ん
で
大

い
に
親
交
を
深
め
た
。
明
け
て
山
行
当
日
の
朝

は
、ま
だ
暗
い
う
ち
に
キ
ャ
ン
プ
場
を
出
発
し
、

１
時
間
以
上
か
け
て
登
山
口
と
な
る
小
倉
沢
に

着
く
。
早
々
に
身
支
度
を
整
え
、
６
時
過
ぎ
に

登
山
口
を
出
発
。
廃
屋
の
裏
手
か
ら
山
に
取
り

付
く
。
こ
こ
の
標
高
は
約
９
４
０
㍍
。
支
尾
根

の
ピ
ー
ク
ま
で
は
お
よ
そ
５
０
０
㍍
の
登
り
で

あ
る
。
昨
夜
は
山
で
は
う
っ
す
ら
の
降
雪
が
あ

り
、
足
元
も
所
々
白
く
な
っ
て
い
る
。
谷
筋
に

は
２
月
の
残
雪
も
見
ら
れ
る
。
お
よ
そ
１
２
５

０
㍍
地
点
で
行
く
手
を
阻
む
大
岩
が
現
れ
る
が
、

こ
こ
は
慎
重
に
手
掛
か
り
足
掛
り
を
探
し
て
攀

じ
登
る
。
喘
ぎ
着
い
た
１
４
３
５
㍍
峰
に
は
既

に
使
用
し
て
い
な
い
ア
ン
テ
ナ
が
立
っ
て
い
る
。

ガ
ス
で
視
界
も
な
い
の
で
小
休
止
後
、
次
の
目

標
の
狩
倉
岳
を
目
指
す
。
ア
ン
テ
ナ
ピ
ー
ク
か

ら
鞍
部
へ
の
下
り
で
は
、
足
元
が
悪
い
の
で
安

心
安
全
の
ロ
ー
プ
を
使
用
し
た
。 

狩
倉
岳
の
山
頂
は
樹
林
に
囲
ま
れ
、
三
角
点

や
山
名
板
も
無
い
実
に
地
味
な
ピ
ー
ク
で
あ
る
。

証
拠
の
記
念
撮
影
を
し
、
小
腹
を
満
た
し
て
か

ら
本
日
の
目
的
地
で
あ
る
狩
倉
槍
ヶ
岳
に
向
け

て
再
び
歩
き
出
す
。
一
旦
大
き
く
下
っ
て
か
ら

岩
交
じ
り
の
道
な
き
道
を
登
り
返
す
と
、
待
望

の
狩
倉
槍
ヶ
岳
に
到
達
し
た
。
本
来
は
こ
こ
か

ら
は
周
囲
の
山
々
が
広
く
望
め
る
の
だ
が
、
今

日
は
生
憎
雲
が
多
く
、
大
半
は
雲
の
中
。
山
頂

の
ア
カ
ヤ
シ
オ
や
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
蕾
も
ま
だ

固
い
。
記
念
撮
影
後
は
大
休
止
と
す
る
。 

こ
の
先
に
は
、
狩
倉
尾
根
と
梵
天
尾
根
が
合

流
す
る
大
笹
ま
で
の
間
に
、
横
八
丁
と
呼
ば
れ

る
連
続
す
る
岩
場
が
あ
り
、
こ
の
縦
走
コ
ー
ス

の
核
心
部
と
な
る
。
痩
せ
た
岩
場
を
全
員
が
慎

重
に
通
過
す
る
と
、
ホ
ッ
と
す
る
の
も
束
の
間 

コ
ー
ス
最
大
の
難
所
に
出
く
わ
す
。 

 

男
性
陣
は
な
ん
と
か
フ
リ
ー
で
登
り
き
る
が
、

女
性
陣
に
は
安
全
確
保
の
た
め
ロ
ー
プ
を
使
用

し
た
。
こ
こ
を
攀
じ
て
本
日
の
難
所
は
ほ
ぼ
終 

 

Ｎo078 

 

狩
倉
槍
ヶ
岳 

（か
り
く
ら
や
り
が
た
け
） 

標高 

1640m 

N360110    

E1384953 

 

2014,04,19

～04,20 

地 図 
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「両神山」 
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わ
り
と
な
る
。
来
し
方
を
眺
め
れ
ば
、
狩
倉
槍

ヶ
岳
が
そ
の
鋭
鋒
を
空
に
向
け
、
背
後
に
は
狩

倉
岳
が
ど
っ
し
り
と
控
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

眺
め
、
全
員
が
こ
こ
ま
で
よ
く
無
事
に
越
え
て

こ
ら
れ
た
も
の
と
感
慨
を
覚
え
る
。
た
だ
今
回

の
予
定
コ
ー
ス
は
ま
だ
ま
だ
先
が
長
い
。
登
山

開
始
か
ら
既
に
７
時
間
ほ
ど
経
っ
て
い
る
。
余

裕
は
な
い
。
大
笹
か
ら
梵
天
尾
根
に
入
り
、
両

神
山
ま
で
は
よ
く
踏
ま
れ
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
だ
が
、
そ
の
先
の
八
丁
尾
根
は
鎖
場
の
連
続

す
る
険
路
で
あ
る
。 

日
本
百
名
山
の
両
神
山
山
頂
は
我
々
の
貸
し

切
り
だ
が
、
今
回
は
こ
こ
は
単
な
る
一
通
過
点

に
す
ぎ
な
い
。
長
居
は
無
用
で
あ
る
。
八
丁
尾

根
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
す
ぐ
コ
ー
ス
上
に
残

雪
が
現
れ
る
が
、
こ
こ
は
慌
て
ず
に
時
間
を
か

け
て
ク
リ
ア
す
る
。 

 

こ
こ
で
メ
ン
バ
ー
で
一
番
若
く
元
気
な
Ｈ
氏

に
一
人
先
行
し
て
も
ら
い
、
出
来
得
れ
ば
林
道

の
下
山
口
と
な
る
上
落
合
橋
ま
で
車
を
回
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。
Ｈ
氏
は
瞬
く
間

に
視
界
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。
残
さ
れ
た
熟

年
組
は
、
安
全
第
一
を
念
頭
に
次
々
に
現
れ
る

鎖
場
を
慎
重
に
こ
な
す
。
鎖
場
は
原
則
一
人
ず

つ
の
通
過
で
、
複
数
の
登
山
者
だ
と
結
構
な
時

間
を
要
す
る
。
こ
の
八
丁
尾
根
は
一
般
登
山
者

も
利
用
す
る
コ
ー
ス
と
は
言
え
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
も
多
く
、
疲
れ
た
足
に
は
や
は
り
厳
し
い
。 

１
８
時
近
く
に
な
っ
て
や
っ
と
八
丁
峠
を
通
過 

す
る
。
薄
暗
く
な
っ
て
き
た
が
、
何
と
か
ラ
イ

ト
を
点
け
ず
に
上
落
合
橋
に
着
け
る
よ
う
に
皆

黙
々
と
歩
く
。
か
な
り
暗
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で

眼
下
に
我
々
を
待
つ
Ｈ
氏
の
車
の
明
か
り
が
見

え
て
ホ
ッ
と
す
る
が
、
最
後
に
林
道
に
下
り
立

つ
地
点
の
残
雪
で
コ
ー
ス
が
不
明
瞭
に
な
り
、

少
々
手
こ
ず
っ
た
。 

 

下
山
に
予
想
を
超
え
た
時
間
を
要
し
、
大
い

に
心
配
を
か
け
た
Ｈ
氏
の
車
に
乗
り
込
ん
で
登

山
開
始
地
点
に
戻
っ
た
。
１
２
時
間
を
超
え
る

充
実
し
た
山
歩
き
で
あ
っ
た
。 

(

大
瀧 

正
己 

記) 

   

                             

参 加 者 

◎大瀧正己 桶川和子、 

小澤三枝子、杉原三千代、 

森田憲子 塩﨑孝壽、樋口 哲 

計７名 

 

コースタイム 

旧鉱山住宅―130 分―1435 ㍍峰― 

―70 分―狩倉岳―60分― 

―狩倉槍ヶ岳―125 分―大笹― 

―20 分―両神山―225 分― 

―八丁峠―40 分―上落合橋 
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「両
神
山
八
丁
尾
根
縦
走
」 

一
日
目 

 

西
武
秩
父
駅
前
に
集
合
し
、
バ
ス
を
乗
り
継

い
で
日
向
大
谷
へ
向
か
う
。
バ
ス
を
降
り
る
と

ち
ょ
う
ど
昼
食
時
。
軽
く
腹
を
満
た
し
て
か
ら

歩
き
出
す
。
真
夏
か
と
思
う
よ
う
な
強
い
日
差

し
だ
が
、
登
山
道
に
入
る
と
沢
沿
い
の
緑
陰
の

道
で
快
適
に
高
度
を
上
げ
て
い
く
。
鎖
場
が
あ

っ
た
り
の
変
化
の
あ
る
道
で
、
１
４
時
半
頃
に

は
今
宵
の
宿
、
清
滝
小
屋
に
到
着
す
る
。
小
屋

は
よ
く
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
快
適
な
小
屋
で
、

ト
イ
レ
も
清
潔
で
素
晴
ら
し
い
。
た
だ
、
か
つ

て
焼
失
し
た
こ
と
が
あ
る
せ
い
か
、
小
屋
内
は

火
気
厳
禁
と
の
こ
と
で
、
外
の
小
屋
掛
け
で
炊

事
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
冬
季
は
寒
い
だ
ろ

う
。
小
屋
内
の
一
角
に
火
気
使
用
ス
ペ
ー
ス
が

あ
れ
ば
い
い
の
に
と
思
う
。
こ
こ
で
、
め
い
め

い
持
ち
寄
っ
た
食
材
で
夕
食
に
す
る
。
お
酒
も

入
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。
明
日
に
備

え
て
２
０
時
こ
ろ
に
は
皆
、
シ
ュ
ラ
フ
に
入
っ

た
。 

二
日
目 

 

翌
朝
、小
屋
周
囲
は
霧
に
巻
か
れ
て
い
た
が
、

晴
天
を
信
じ
て
歩
き
始
め
る
。
は
じ
め
か
ら
急

登
で
、
お
か
げ
で
体
が
目
覚
め
た
。
神
社
を
過

ぎ
て
産
泰
尾
根
に
登
れ
ば
、そ
こ
は
雲
海
の
上
。

周
囲
の
展
望
が
開
け
て
く
る
。
富
士
山
が
奥
秩

父
の
山
々
の
上
に
顔
を
出
す
。
そ
し
て
簡
単
な 

【
清 

滝 

小 

屋
】 

鎖
場
を
乗
り
切
る
と
そ
こ
が
頂
上
で
あ
っ
た
。

は
る
ば
る
山
形
県
か
ら
、
そ
し
て
静
岡
県
か
ら

の
参
加
者
が
あ
っ
た
が
、
３
６
０
度
の
大
展
望

に
、
遠
方
か
ら
の
参
加
も
報
わ
れ
た
と
信
じ
た

い
。
浅
間
山
と
八
ヶ
岳
の
間
に
北
ア
ル
プ
ス
が

全
山
見
え
て
い
た
。 

 

だ
が
、
こ
こ
か
ら
が
今
回
の
真
骨
頂
だ
。
垂

直
に
近
い
よ
う
な
鎖
場
を
、
寝
具
や
炊
事
用
具 

Ｎo081 

 

両 

神 

山 

（り
ょ
う
か
み
さ
ん
） 

 

標高 

△1723.0m 

N360124 

E1385029 

2013,09,28 

～09,29 

2011,10,20 

日帰り 

地 図 

1/25,000 

「両神山」 
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と
い
っ
た
無
人
小
屋
宿
泊
の
装
備
を
背
負
っ
て

次
々
と
越
え
て
い
く
。
し
ば
ら
く
す
る
と
八
丁

峠
か
ら
と
思
し
き
若
者
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に

次
々
と
出
会
う
が
、
彼
ら
は
皆
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に

ハ
ー
ネ
ス
、
金
物
を
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ
ラ
言
わ
せ
て

歩
い
て
く
る
。
安
全
装
備
は
わ
か
ら
な
い
で
も

な
い
が
、
こ
の
コ
ー
ス
に
そ
の
い
で
た
ち
は
過

剰
だ
ろ
う
。
彼
ら
の
親
た
ち
と
同
年
代
の
我
々

が
、
彼
ら
の
日
帰
り
装
備
よ
り
も
は
る
か
に
大

き
な
荷
物
を
背
負
っ
て
、
軽
々
と
鎖
場
を
こ
な

し
て
い
く
姿
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
優
先
登
山
の

愚
か
し
さ
を
自
覚
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
と

思
う
。
さ
ら
に
我
々
と
同
年
代
の
男
性
は
、
ガ

イ
ド
と
思
し
き
人
に
ザ
イ
ル
で
結
ば
れ
、
コ
ン

テ
ィ
ニ
ュ
ア
ス
で
歩
い
て
き
た
。
鎖
場
の
歩
き

方
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
ど
こ
か
で
練
習
し
て
、

易
か
ら
難
へ
と
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
く
れ
ば
、

そ
ん
な
事
を
し
な
く
て
も
登
れ
る
と
い
う
こ
と

を
、
我
々
を
見
て
気
づ
い
て
欲
し
い
も
の
だ
。

ま
ぁ
、
そ
れ
が
面
倒
で
ガ
イ
ド
に
高
い
対
価
を

払
っ
て
来
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
お
か
し
な
傾

向
が
現
代
の
山
登
り
に
、
は
び
こ
り
つ
つ
あ
る

よ
う
だ
。
鎖
場
を
十
分
堪
能
し
て
、
や
が
て
八

丁
峠
に
着
く
。ホ
ッ
と
安
心
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、

実
は
こ
こ
か
ら
坂
本
へ
の
道
は
、
最
近
通
る
人

が
少
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
整
備
が
不
良
で
、
あ
ま

り
安
心
し
す
ぎ
る
の
も
禁
物
だ
。
は
じ
め
は
急

斜
面
を
ジ
グ
ザ
グ
に
降
り
て
い
く
が
、
八
丁
ト

ン
ネ
ル
へ
の
道
を

分
け
る
と
、
や
が

て
沢
沿
い
の
下
山

路
に
な
る
。途
中
、

大
岩
と
呼
ば
れ
る

地
点
で
道
を
失
う
。

埼
玉
県
の
銘
の
あ

る
指
導
標
は
林
道

を
指
し
て
い
る
。 

だ
が
、
林
道
を
降
り
た
の
で
は
遥
か
に
遠
回
り

に
な
る
。
大
岩
の
前
で
、
沢
を
渡
っ
た
橋
の
途

中
か
ら
、
大
岩
を
回
り
こ
む
よ
う
に
か
か
っ
た

橋
と
も
言
え
な
い
よ
う
な
木
道
を
注
意
し
な
が

ら
下
る
と
登
山
道
に
で
た
。
罪
な
指
導
標
を
立

て
た
も
の
だ
。 

 

あ
と
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
崩
れ
か
け
た
よ
う

な
道
を
慎
重
に
下
り
、
や
が
て
小
さ
な
神
社
に

で
た
と
こ
ろ
か
ら
、気
楽
な
登
山
道
に
な
っ
た
。

充
実
感
に
満
た
さ
れ
な
が
ら
、
そ
し
て
な
ん
と

も
微
妙
な
時
刻
に
バ
ス
停
に
降
り
立
っ
た
。
バ

ス
を
待
つ
に
し
て
も
、
周
囲
に
自
動
販
売
機
一

つ
な
い
。結
局
こ
こ
か
ら
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
で
、

早
々
に
小
鹿
野
の
街
に
戻
り
、
名
物
わ
ら
じ
カ

ツ
を
食
べ
て
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
て
こ
の
山
行
を

締
め
く
く
っ
た
。 

（
大
和
田 

良
一 

記
） 

             

2013,09,28～29 

参 加 者 

◎大和田良一、清水 博、 

井上武久、箕輪ゆり子、 

萩原 昇 他本部会員 6名 

コースタイム 

日向大谷－145 分－清滝小屋―

100 分―両神山剣ヶ峰― 

―125 分―八丁峠―135 分― 

―坂本バス停 
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「白
井
差
新
道
か
ら
両
神
山
剣
ヶ
峰
往
復
」 

 
一
時
期
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
白
井
差
か
ら
の
登

山
道
が
新
し
く
な
っ
て
解
禁
さ
れ
、
両
神
山
剣

ヶ
峰
に
登
る
だ
け
な
ら
、
最
も
楽
チ
ン
な
コ
ー

ス
が
復
活
し
た
。
た
だ
し
土
地
所
有
者
へ
の
事

前
の
予
約
が
不
可
欠
で
、
コ
ー
ス
は
頂
上
往
復

に
限
ら
れ
、
入
山
料
が
必
要
だ
。 

 

白
井
差
の
最
奥
に
あ
る
地
権
者
山
中
さ
ん
の

お
宅
に
車
を
置
く
。
広
場
で
中
山
さ
ん
か
ら
コ

ー
ス
説
明
を
受
け
て
登
り
始
め
る
。
間
も
な
く

昇
竜
の
滝
が
出
現
。
大
き
く
は
な
い
が
、
す
っ

き
り
し
た
美
し
い
滝
だ
。
し
ば
ら
く
続
く
沢
沿

い
の
道
か
ら
、
や
が
て
斜
面
を
登
る
道
に
な
る

が
、
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
歩
き
や
す
く
、
背

の
低
い
笹
が
い
い
感
じ
だ
。
登
り
切
る
と
御
嶽

山
へ
続
く
梵
天
尾
根
に
出
て
、
さ
ら
に
掴
ま
る

必
要
も
な
い
位
の
容
易
な
鎖
場
を
登
れ
ば
頂
上

だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
八
丁
尾
根
は
見
え
な
か

っ
た
が
、
そ
の
先
の
赤
岩
尾
根
が
紅
葉
を
身
に

ま
と
い
連
な
っ
て
い
た
。
雲
の
広
が
る
空
で
あ

っ
た
が
、
西
の
空
に
は
武
信
国
境
の
山
々
が
浮

か
び
、
御
座
山
や
は
る
か
に
八
ヶ
岳
も
見
渡
せ

た
。
南
に
は
雲
取
山
な
ど
の
奥
多
摩
、
奥
秩
父

の
山
が
聳
え
、
高
嶺
の
間
に
富
士
山
が
顔
を
覗

か
せ
て
い
た
。 

 

名
残
惜
し
い
山
頂
を
辞
し
、
も
と
来
た
道
を

登
山
口
へ
と
戻
る
。
歩
き
や
す
い
道
で
、
快
調

に
高
度
を
下
げ
て
い
く
。
少
し
雨
が
降
っ
た
り

も
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
登
山
道
を
気
持
ち
よ

く
下
山
す
る
事
が
で
き
た
。
管
理
者
の
山
中
氏

に
心
か
ら
感
謝
で
あ
る
。 

（
大
和
田 

良
一 

記
） 
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011,10,20 

参 加 者 

◎大和田良一、浅田良一、荻原章子、

互 茂子、倉重裕一、益田光男、 

小澤紀行、井上武久、松田昭子、 

武田建治、鹿野紀彦  計 11 名 

 

コースタイム 

白井差―130 分― 

―両神山剣ヶ峰―90 分― 

―白井差 
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１
日
目 

２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
代
の
山
々
が
並
ぶ
奥
秩

父
山
域
で
、
そ
の
最
東
端
の
２
０
０
０
メ
ー
ト

ル
峰
と
し
て
、
こ
の
雲
取
山
は
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
所
は
埼
玉
と
山
梨
に

東
京
都
が
接
し
て
い
る
都
最
西
端
で
も
あ
っ
て
、

海
抜
２
０
１
７
メ
ー
ト
ル 

は
、都
内
の
最
高
点

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
山
域
は
比
較
的
自
然
の
ま
ま
保
た
れ
て

い
て
、
山
頂
の
眺
望
の
良
い
こ
と
も
、
そ
れ
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
、
東
南
直
近
の
奥
多
摩
の

峰
々
、
す
ぐ
西
の
飛
龍
山
か
ら
続
く
奥
秩
父
の

峰
々
、
南
に
平
た
く
で
こ
ぼ
こ
し
た
三
頭
山
と

そ
の
先
に
あ
る
富
士
の
姿
、
は
る
か
に
西
の
空

の
下
に
は
、 

南
ア
ル
プ
ス
の
峰
々
と
、
天
気
さ

え
よ
け
れ
ば
見
る
対
象
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
は
ず
で
す
。
奥
多
摩
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
り
鴨

沢
で
下
車
し
て
歩
き
出
し
ま
す
。
二
人
静
が
出

迎
え
て
く
れ
穏
や
か
な
登
り
を
快
適
に
歩
き
ま

す
。
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
を
見
上
げ
、
石
尾
根
か

ら
（
石
尾
根
は
奥
多
摩
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね 

 

七
ッ
石
山
（1757.3m

）
ブ
ナ
坂
を
経
て
ミ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
が
満
開
で
し
た
。
雲
に
隠
れ
て
い
ま
し

た
が
飛
竜
山
を
確
認
。
キ
バ
ナ
ノ
コ
ナ
ノ
ツ
メ

の
黄
色
い
小
さ
な
花
に
癒
さ
れ
て
段
々
勾
配
も

き
つ
く
な
り
ま
し
た
が
頑
張
っ
て
歩
き
ま
す
。

休
憩
し
た
と
こ
ろ
が
、
小
雲
取
山
、
見
上
げ
れ

ば
雲
取
山
避
難
小
屋
が
見
え
ま
す
。
雲
取
山 

（2017.1m

） 

原
三
角
点
も
確
認
し
山
荘
に
向

か
い
ま
す
。
頂
上
か
ら
は
少
し
下
り
山
荘
に
宿

泊
で
す
。 

２
日
目 

 

長
沢
背
稜
ル
ー
ト 

東
京
都
と
埼
玉
県
の
県
境
線
が
の
っ
て
い
る

長
く
続
い
た
稜
線
を
辿
る
ル
ー
ト
が
長
沢
背
稜

ル
ー
ト
で
す
。 

長
い
距
離
を
歩
く
の
で
日
の
出

前
か
ら
、
お
弁
当
を
持
ち
出
発
で
す
。 

山
荘
か

ら
グ
ン
グ
ン
下
り
ま
す
、
途
中
で
は
真
っ
赤
な

日
の
出
を
垣
間
見
て
今
日
は
天
気
が
良
さ
そ
う
、

嬉
し
い
な
あ
。
大
ダ
ワ
～
芋
ノ
木
ド
ッ
ケ
へ
朝

日
の
中
を
歩
く
の
は
気
分
い
い
。
山
荘
か
ら
は

昨
日
の
喧
騒
が
嘘
の
よ
う
に
静
か
で
人
も
ま
ば

ら
で
す
。
ふ
か
ふ
か
の
大
地
に
ま
ば
ゆ
い
ば
か

り
の
緑
な
ん
と
素
敵
な
山
域
だ
ろ
う
。 

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や
イ
ワ
カ
ガ
ミ
と
花
を
愛
で
な
が

ら
長
沢
山
（1738m

）
。
樹
林
に
囲
ま
れ
展
望
は

あ
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
更
に
進
む
と
水
松
山（
あ

ら
ら
ぎ
や
ま
）
（1699.2m

）
。
集
合
写
真
を
撮

り
、
さ
ら
に
進
み
ま
す
。
ク
ワ
ガ
タ
ソ
ウ
の
愛

ら
し
い
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
展
望
の

良
い
と
こ
ろ
に
出
た
ら
鷹
ノ
巣
山
、
両
神
山
、

富
士
山
も
ヤ
ッ
タ
ー
。
岩
肌
を
削
ら
れ
た
天
祖

山
も
真
近
に
見
え
ま
す
。
酉
谷
山 

（1718.3m

）
・
七
跳
山
（1651m

）
。
木
の
橋

を
渡
り
、
だ
い
ぶ
歩
い
た
の
で
し
ょ
う
、
左
手

に
七
跳
山
、
隣
に
は
大
平
山
を
眺
め
女
性
四
人

は
天
目
山
へ
。
未
踏
峰
な
の
で
多
数
決
？
で
決

Ｎo082 

（雲
取
山
～
長
沢
背
稜
） 

長 

沢 

山  
 
(

な
が
さ
わ
や
ま) 

 

標高 

1738m 

N355303 

E1385837 

2013,06,08 

～09 

雲取山荘泊 

地 図 

1/25,000 

「雲取山」 

http://www.alternative-tourism.com/Japan/Mountaineering/Day_walks/Okutama/Nagasawa.html
http://www.alternative-tourism.com/Japan/Mountaineering/Day_walks/Okutama/Nagasawa.html
http://www.alternative-tourism.com/Japan/Mountaineering/Day_walks/Okutama/Nagasawa.html
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ま
り
登
頂
。
天
目
山
（
三
ツ
ド
ッ
ケ1576m

）

か
ら
は 

御
前
山
、
雲
取
山
、
有
間
山
な
ど
が

霞
ん
で
は
い
ま
す
が
遥
か
彼
方
の
雲
取
山
を
見

て
、
あ
そ
こ
か
ら
歩
い
て
き
た
ん
だ
ね
！
よ
く

歩
い
て
き
た
わ
ネ
な
ん
て
、感
心
し
た
り
し
て
。 

も
う
こ
れ
か
ら
は
ひ
た
す
ら
下
山
。
一
杯
水

避
難
小
屋
か
ら
は
、
景
色
も
変
化
が
な
く
、
ひ

た
す
ら
下
り
東
日
原
へ
。
バ
ス
停
に
着
い
た
の

は
午
後
四
時
で
し
た
。
皆
で
お
疲
れ
様
と
労
を

ね
ぎ
ら
い
バ
ス
を
待
ち
ま
し
た
。 

（
箕
輪
ゆ
り
子 

記
） 

                             

                             

参 加 者 

◎森田憲子、大瀧正己、萩原 昇、小澤三枝子、田中比佐子、 

箕輪ゆり子    計 6 名 

コースタイム 

8 日：鵜沢―320 分―雲取山―20分―雲取山荘 

9 日：雲取山荘-20 分―大ダワ―60分―芋ノ木ドッケ―75分―

―桂谷ノ頭―30 分―長沢山―35 分―水松山―90 分― 

―酉谷山―65分―七跳山―60分―三ツドッケ―10分― 

～一杯水避難小屋―100 分―東日原＝奥多摩駅 
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三
国
山
は
埼
玉
・
群
馬
・
長
野
の
３
県
境
に

あ
る
標
高
１
８
３
４
㍍
の
山
で
あ
る
。
山
頂
か

ら
北
東
方
向
に
延
び
る
埼
玉
・
群
馬
県
境
の
尾

根
道
は
、
帳
付
山
で
東
に
向
き
を
変
え
、
急
峻

な
赤
岩
岳
に
至
る
。 

ま
た
、
西
方
に
連
な
る
群
馬
・
長
野
県
境
の

尾
根
は
、途
中
で
蟻
ヶ
峰
や
大
蛇
倉
山
、石
仏
、

赤
火
岳
と
い
っ
た
顕
著
な
ピ
ー
ク
を
持
ち
上
げ
、

静
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
好
む
少
数
の
好
事
家
に

歩
か
れ
て
い
る
。
南
に
延
び
る
埼
玉
・
長
野
県

境
尾
根
は
、十
文
字
山
か
ら
十
文
字
峠
を
経
て
、

甲
武
信
ヶ
岳
で
奥
秩
父
の
主
稜
線
に
合
流
す
る

が
、
今
回
、
我
々
は
十
文
字
峠
で
進
路
を
東
に

変
え
、
赤
沢
山
、
白
泰
山
を
経
て
、
昔
は
関
所

が
あ
っ
た
と
い
う
栃
本
集
落
に
下
山
す
る
計
画

を
立
て
た
。 

三
国
山
山
頂
の
南
に
は
車
道
の
通
る
新
三

国
峠
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
標
高
差
に
し
て
僅

か
１
０
０
㍍
ほ
ど
の
登
り
で
山
頂
に
達
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

６
月
後
半
の
週
末
、
支
部
の
仲
間
と
JR
小
海 

【
三 

国 

山 
 

山 

頂
】 

線
の
信
濃
川
上
駅
か
ら
予
約
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
で
こ
の
新
三
国
峠
に
向
か
っ
た
。(
平
成

24
年)

現
在
、
峠
の
埼
玉
県
側
は
災
害
に
よ
る

林
道
の
一
部
崩
壊
の
た
め
、
ゲ
ー
ト
で
侵
入
禁

止
と
な
っ
て
い
る
。
峠
に
荷
物
を
デ
ポ
し
、
空

身
で
三
国
山
に
向
か
う
。
25
分
で
山
頂
着
。
眺

め
は
、
姿
の
整
っ
た
小
川
山
と
そ
の
右
手
に
連

な
る
八
ヶ
岳
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
峠
に
戻
っ

て
ザ
ッ
ク
を
回
収
し
、
県
境
尾
根
を
南
下
す
る

十
文
字
峠
方
面
へ
の
登
山
道
に
入
る
。
峠
か
ら

７
０
０
㍍
ほ
ど
先
の
梓
山
無
線
中
継
所
ま
で
は

登
山
道
と
車
道
が
並
走
し
て
い
る
の
で
、
ど
ち

ら
を
歩
い
て
も
良
い
が
、
美
し
い
緑
に
囲
ま
れ

た
登
山
道
の
方
が
快
適
で
あ
る
。
無
線
中
継
所

を
過
ぎ
る
と
程
な
く
悪
石
の
三
角
点
に
着
く
。

小
休
憩
し
、
前
進
を
続
け
る
。
コ
ー
ス
は
概
ね

広
葉
樹
林
の
中
で
あ
ま
り
展
望
は
利
か
な
い
が
、

時
折
、
眺
め
の
開
け
る
場
所
が
あ
り
、
顕
著
な

岩
峰
の
赤
岩
岳
や
大
ナ
ゲ
シ
等
が
薄
雲
の
間
に

垣
間
見
え
る
。
さ
ら
に
歩
を
進
め
る
と
、
大
き

な
石
灰
岩
の
岩
峰
・
梓
白
岩
に
至
る
。
想
像
以

上
の
大
き
さ
で
、そ
の
見
事
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。

続
い
て
チ
ャ
ー
ト
の
岩
峰
・
弁
慶
岩
が
現
れ
る

Ｎo085 

Ｎo091 

Ｎo084 

No083 

三
国
山
～
十
文
字
山
～ 

～
赤
沢
山
～
白
泰
山 

（み
く
に
や
ま
～
じ
ゅ
う
も
ん
じ
や
ま
～ 

～
あ
か
ざ
わ
や
ま
～
は
く
た
い
さ
ん
） 

 

2012,06,23～24 

三国山 

1834m 

N355907  

E1384247 

十文字山 

△2071.9m 

N355643 

E1384352 

地図 

1/25,000 

「居倉」 

赤沢山 

△1818.9m 

N355738 

 E1384628 

白泰山 

△1793.9m 

N355725 

E1384804 

地図 

1/25,000 

「中津峡」 
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が
、
緑
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
梓
白
岩
の
迫
力
に

は
到
底
及
ば
な
い
。
両
岩
峰
と
も
、
ル
ー
ト
は

信
州
側
に
付
い
て
い
る
。
時
折
、
谷
か
ら
吹
き

上
げ
る
涼
風
が
汗
ば
ん
だ
体
に
心
地
良
い
。 

 

広
い
円
頂
を
持
つ
十
文
字
山
に
近
づ
く
と
、

鬱
蒼
と
し
た
樹
林
帯
に
な
り
、
俄
然
奥
秩
父
ら

し
く
な
る
。最
盛
期
は
と
う
に
過
ぎ
て
い
る
が
、 

【
悪
石
三
角
点
の
道
標
】 

ま
だ
充
分
に
観
賞
で
き
る
ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

の
花
も
見
ら
れ
る
。
十
文
字
山
山
頂
は
展
望
の

無
い
、
静
か
な
森
の
中
に
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら

一
下
り
で
、
営
業
小
屋
の
建
つ
十
文
字
峠
で
あ

る
。 十

文
字
峠
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
今

回
辿
っ
て
き
た
三
国
峠
方
面
と
、
バ
ス
の
発
着

す
る
梓
山
方
面
、
ま
た
奥
秩
父
の
雄
・
甲
武
信

ヶ
岳
方
面
と
、
こ
れ
か
ら
の
我
々
の
進
路
で
あ

る
白
泰
山
方
面
の
、
四
方
向
へ
の
分
岐
点
に
な

る
。
十
文
字
小
屋
の
裏
に
は
、
ま
だ
ま
だ
美
し

い
名
残
の
ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
、
多
数
花
を

つ
け
て
い
た
。
実
際
の
白
泰
山
方
面
へ
の
分
岐

標
識
は
、
甲
武
信
ヶ
岳
方
面
に
向
か
っ
て
ほ
ん

の
僅
か
進
ん
だ
所
に
あ
り
、
白
泰
山
方
面
へ
20

分
ほ
ど
進
む
と
、
さ
ら
に
分
岐
が
現
れ
る
が
、

右
は
、
柳
避
難
小
屋
を
経
て
、
川
又
方
面
に
至

る
道
で
、
我
々
は
左
の
コ
ー
ス
を
行
く
。 

今
宵
の
宿
泊
予
定
地
の
【
四
里
観
音
避
難
小
屋
】

は
水
場
も
近
く
、
ト
イ
レ
も
あ
る
快
適
な
小
屋

で
あ
る
。
十
文
字
峠
か
ら
は
１
時
間
前
後
で
到

達
で
き
る
。
そ
の
夜
の
宿
泊
は
我
々
の
パ
ー
テ

ィ
の
み
で
、
充
実
し
た
愉
し
い
一
夜
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
。 

翌
朝
は
小
屋
を
６
時
に
出
発
。
栃
本
ま
で
は

か
な
り
長
い
行
程
を
行
く
こ
と
に
な
る
。
天
気

は
昨
日
と
同
様
に
雲
が
多
く
、
歩
く
に
は
快
適

な
気
温
で
あ
る
。 

今
回
、
山
頂
を
踏
む
予
定
の
赤
沢
山
と
白
泰

山
は
い
ず
れ
も
縦
走
路
か
ら
少
し
外
れ
た
所
に 

【
赤 

沢 

山 

頂
】 
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位
置
し
て
お
り
、
な
か
で
も
わ
ざ
わ
ざ
赤
沢
山

の
山
頂
に
立
つ
登
山
者
は
稀
で
あ
る
。
こ
の
赤

沢
山
を
巻
い
て
い
る
縦
走
路
の
途
中
で
、
取
り

付
き
点
の
尾
根
の
末
端
部
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
気
づ
き
、
来
た
道
を
少
し
戻
っ
て
、 

赤
沢
山
頂
に
向
か
っ
た
。
山
頂
直
下
ま
で
来
て

み
る
と
、
前
日
見
た
梓
白
岩
の
よ
う
な
大
き
な

石
灰
岩
の
岩
場
に
突
き
当
た
っ
た
。
一
瞬
ど
こ

か
ら
取
り
付
い
て
良
い
の
か
判
断
に
迷
っ
た
が
、

な
ん
と
か
正
面
左
手
か
ら
岩
場
の
裏
側
に
回
り

込
む
こ
と
が
で
き
て
、
無
事
、
山
頂
に
到
達
す

る
こ
と
が
で
き
た
。三
角
点
は
樹
林
の
中
だ
が
、

山
頂
部
外
れ
の
小
岩
峰
か
ら
は
大
き
な
眺
め
が

得
ら
れ
る
よ
う
だ
。
残
念
な
が
ら
今
日
は
周
囲

の
山
々
は
雲
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
て
、
期
待
の
展

望
は
お
預
け
と
な
っ
た
。 

こ
の
赤
沢
山
周
辺
で
は
、
季
節
に
な
る
と
ハ

ク
ロ
バ
イ
等
の
稀
少
な
植
物
が
見
ら
れ
と
い
う
。

今
回
は
完
全
な
形
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
片

鱗
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。（
こ
の
山
行
か

ら
、
お
よ
そ
一
ヶ
月
後
の
７
月
後
半
に
再
訪
し

て
み
る
と
、
見
事
に
開
花
し
て
い
る
ハ
ク
ロ
バ

イ
に
出
会
え
た
。）山
頂
か
ら
は
方
向
を
見
定
め

て
、薄
い
踏
み
跡
の
あ
る
尾
根
道
を
下
る
。少
々

の
藪
を
分
け
て
縦
走
路
に
降
り
立
っ
た
地
点
に

は
、
目
立
た
な
い
が
、
青
い
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ 

が
付
け
ら
れ
て
あ
っ
た
。
穏
や
か
な
樹
林
の
中

を
小
さ
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
た
後
、 

 

僅
か
な
急
坂
を
登
る
と
、
二
里
観
音
の
あ
る
白

泰
山
避
難
小
屋
前
に
飛
び
出
し
た
。 

小
屋
は
頑
丈
な
造
り
で
、ス
ト
ー
ブ
も
あ
り
、

綺
麗
に
清
掃
さ
れ
て
い
る
が
、
窓
は
閉
じ
ら
れ

て
い
て
中
は
真
っ
暗
。水
場
や
ト
イ
レ
も
な
い
。 

小
屋
の
す
ぐ
前
に
あ
る
好
展
望
の
覗
き
岩
で

小
腹
を
満
た
し
、
最
後
四
つ
目
の
ピ
ー
ク
で
あ

る
白
泰
山
に
向
か
う
。
縦
走
路
か
ら
外
れ
た
山

頂
へ
の
分
岐
に
は
し
っ
か
り
し
た
道
標
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
20
分
ほ
ど
の
山
頂
ま
で
空
身
で
往

復
す
る
。
こ
の
山
も
樹
林
で
展
望
は
望
め
ず
、

静
寂
な
頂
で
あ
っ
た
。
白
泰
山
か
ら
栃
本
の
バ

ス
停
ま
で
は
標
高
差
で
１
０
０
０
㍍
も
下
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
気
を
引
き
締
め
直
し
て
下
山
に 

か
か
る
。
分
岐
に
戻
っ
た
後
は
、
幸
い
な
こ
と

【
キ
イ
ロ
ス
ッ
ポ
ン
タ
ケ
】 

に
こ
れ
ま
で
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
た
緩
傾
斜
で

歩
き
易
い
道
が
続
く
。一
里
観
音
で
の
小
憩
後
、

少
し
行
く
と
、
道
は
尾
根
を
外
れ
、
山
腹
を
下

る
よ
う
に
な
る
。
眼
下
に
は
、
舗
装
林
道
が
見

え
、
重
く
な
っ
て
き
た
足
に
は
、
バ
ス
停
間
近

の
期
待
が
高
ま
る
が
、
コ
ー
ス
は
こ
の
舗
装
路

を
横
切
っ
て
再
び
山
道
に
入
り
、さ
ら
に
下
る
。

集
落
外
れ
の
車
道
に
降
り
立
っ
て
か
ら
は
、
緊

張
感
か
ら
開
放
さ
れ
た
満
た
さ
れ
た
気
分
で

【

白

泰

山

 

山

頂

】                  

三
々
五
々
バ
ス
停
を
目
指
す
。
栃
本
関
所
前
バ 
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ス
停
に
は
、
発
車
予
定
時
刻
の
30
分
ほ
ど
前
に

到
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

梅
雨
の
さ
な
か
、両
日
と
も
天
気
に
恵
ま
れ
、

変
化
の
多
い
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
を
全
員
が
無
事
、

完
歩
で
き
た
こ
と
に
感
謝
の
山
行
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

（
大
瀧
正
己 

記
） 

                       

                             

                 
 
 
 

【
十
文
字
山 

山
頂
】 

 
 

           

参 加 者 

◎大瀧正己、広川ふじ子、清水順子、森田憲子、 

石井正夫、鹿野紀彦、小沢紀行     計  7 名 

 

コースタイム 

１日目  信濃川上駅＝新三国峠―25 分－三国山―20 分－ 

―新三国－50 分－悪石―70 分－梓白岩―35分－ 

―弁慶岩―90 分－十文字山―15 分－十文字峠― 

―80 分―四里観音避難小屋(泊) 

２日目  四里観音避難小屋―200 分－赤沢山―90 分－ 

―のぞき岩―45 分－白泰山―3 時間 15 分－ 

―栃本関所前バス停 
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― 

霧
藻
ヶ
峰
～
和
名
倉
山 

そ
の
１ 

― 

や
っ
と
雲
取
山
に
登
る
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
。

日
本
百
名
山
を
目
指
し
て
い
る
訳
で
な
い
け
ど
、

埼
玉
の
百
名
山
に
は
登
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

今
回
は
雲
取
山
だ
け
で
な
い
。
三
峰
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
か
ら
霧
藻
ガ
峰
、
白
石
山
の
ル
ー
ト

で
雲
取
山
荘
で
一
泊
、二
日
目
雲
取
山
に
登
り
、

飛
竜
山
経
由
で
将
監
小
屋
ま
で
、
三
日
目
は
将

監
峠
か
ら
和
名
倉
山
に
登
り
秩
父
湖
に
下
り
る

馬
蹄
形
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
三
日
目
の
和
名
倉

山
は
他
の
人
が
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
私
は
二
日
目
ま
で
の
山
を
書
こ
う
。 

 

秩
父
鉄
道
三
峰
口
か
ら
タ
ク
シ
ー
相
乗
り
で

三
峰
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
降
り
立
ち
、
歩
き

だ
そ
う
と
し
た
時
雨
が
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
き
た
。

予
報
よ
り
早
い
雨
だ
。
雨
具
を
装
着
し
て
歩
き

だ
す
。ポ
ツ
リ
の
雨
が
シ
ト
シ
ト
雨
に
変
わ
る
。

慎
重
に
高
度
を
か
せ
ぐ
と
「
霧
藻
ガ
峰
」
に
着

く
。
以
前
は
「
黒
岩
の
頭
」
と
云
わ
れ
て
い
た

が
、
昭
和
八
年
秩
父
宮
様
が
登
山
さ
れ
た
時
、

霧
の
中
に
揺
れ
る
サ
ル
オ
ガ
セ
を
ご
覧
に
な
っ

て
こ
の
名
前
を
思
い
つ
か
れ
た
と
い
う
。 

こ
こ
に
休
憩
舎
が
建
っ
て
い
る
が
、
週
末
し
か

開
い
て
い
な
い
。
今
日
は
金
曜
日
で
閉
ま
っ
て

い
る
休
憩
舎
の
周
り
で
雨
宿
り
し
な
が
ら
一
息

入
れ
た
。
視
界
は
良
く
な
く
黙
々
歩
く
と
白
岩

小
屋
に
着
く
。
小
屋
は
今
使
わ
れ
て
い
な
い
の

だ
ろ
う
。
埃
が
た
ま
り
荒
れ
て
い
た
。 

白
岩
山
頂
ま
で
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
の
間
の
急
峻

な
道
を
登
る
。
今
日
一
番
き
つ
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
頂
上
は
展
望
は
な
く
雨
の
た
め
通
り
過
ぎ

る
。暫
く
行
く
と
長
沢
背
稜
分
岐
が
出
て
く
る
。

長
沢
山
、
酉
谷
山
、
天
目
山
の
方
に
行
く
ル
ー

ト
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
雲
取
山
荘
は
近

い
。
芋
ノ
木
ド
ッ
ケ
を
巻
い
て
最
後
の
緩
や
か

な
登
り
を
頑
張
る
と
雲
取
山
荘
に
到
着
す
る
。 

今
日
の
泊
り
は
７
０
人
弱
、
雲
取
山
荘
は
新
ハ

イ
の
会
員
証
を
見
せ
る
と
千
円
安
く
な
る
。
当

然
持
参
、
安
く
し
て
も
ら
っ
た
お
金
は
ビ
ー
ル

代
に
な
る
。
し
か
し
明
日
の
土
曜
日
は
予
約
客

が
３
０
０
人
と
聞
い
て
ビ
ッ
ク
リ
！
人
気
あ
る

大
き
な
山
小
屋
な
の
だ
。 

 

二
日
目
は
快
晴
だ
っ
た
。
５
時
半
過
ぎ
雲
取

山
山
頂
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
、
田
部
重
治
、

富
田
治
三
郎(

初
代
雲
取
山
荘
主
人)

の
レ
リ
ー

フ
を
み
て
、
原
生
林
の
中
の
急
坂
を
登
る
と
、 

冠
雪
し
て
い
る
富
士
山
が
く
っ
き
り
目
に
入
っ 

Ｎo073 

No086 

Ｎo089 

Ｎo092 

霧
藻
ヶ
峰
～
白
岩
山
～ 

～
雲
取
山
～
飛
龍
山 

（き
り
も
が
み
ね
～
し
ろ
い
わ
や
ま
～
く
も
と
り
や
ま
～ 

～
ひ
り
ゅ
う
さ
ん
） 

 

2012,05,24 

～05,27 

霧藻ヶ峰 

△1523.1m 

N355413 

E1385721 

白岩山 

△1921.2m 

N355244 

E1385708 

雲取山 

△2017.1m 

N355120 

 E1385638 

飛龍山 

△2069.1 

N355024 

 E1385332 

地図 

1/25,000 

「雲取山」 
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【
浅
田
良
一 

 

ス
ケ
ッ
チ
】 

て
来
た
。
歓
声
が
あ
が
り
、
早
速
シ
ャ
ッ
タ
ー

音
が
鳴
り
響
く
。
富
士
山
だ
け
で
な
く
、
こ
れ 

か
ら
登
る
飛
龍
山
、
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
、 

甲
斐
駒
，
千
丈
ガ
岳
、
北
岳
、
間
ノ
岳
、
そ
し

て
奥
秩
父
の
山
々
が
見
え
る
。
風
が
強
い
が
素

晴
ら
し
い
山
行
日
和
だ
。
小
休
憩
後
、
飛
龍
山

を
め
ざ
す
。
飛
竜
山
へ
は
東
京
都
の
水
源
林
を

ト
ラ
バ
―
ス
し
て
い
く
南
面
の
道
だ
が
、
結
構

登
り
降
り
も
あ
り
、
ま
た
左
側
が
切
り
た
っ
て

い
た
り
、
危
な
い
所
に
桟
道
が
架
か
っ
て
い
た

り
す
る
。
ラ
ク
ダ
の
瘤
の
よ
う
な
三
ツ
山
を
越

え
、
巻
き
道
の
途
中
か
ら
飛
龍
山
頂
上
に
直
接

上
が
る
道
を
選
択
す
る
。
山
頂
は
な
だ
ら
か
で

展
望
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
こ
で
昼
食
後
、
飛

龍
権
現
ま
で
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
林
の
中
の
道
を
下
り

る
と
見
晴
ら
し
の
良
い
ハ
ゲ
岩
は
直
ぐ
だ
。 

ハ
ゲ
岩
か
ら
の
展
望
は
素
晴
ら
し
い
。
あ
れ
が 

甲
武
信
岳
、
そ
ち
ら
は
明
日
登
る
和
名
倉
山

----

話
が
尽
き
な
い
。
将
監
小
屋
へ
の
道
は
Ｕ

字
型
で
暫
く
は
向
い
側
に
ハ
ゲ
岩
を
見
て
歩
く
。

将
監
小
屋
ま
で
は
長
い
が
、
み
ん
な
健
脚
だ
。

１
４
時
前
に
将
監
小
屋
に
到
着
、
夕
食
ま
で
時

間
が
あ
り
外
の
テ
ー
ブ
ル
で
宴
会
が
始
ま
り
、

た
わ
い
な
い
話
で
盛
り
上
が
る
。
将
監
小
屋
に

は
ア
ル
コ
ー
ル
の
売
り
上
げ
に
か
な
り
貢
献
し

た
た
め
か
？
大
変
素
晴
ら
し
い
も
て
な
し
を
し

て
も
ら
っ
た
。 

 

（
浅
田
良
一 

記
） 

               

              

参 加 者 

◎森田憲子、大和田良一、益田光男、 

浅田良一、井上武久、鹿野紀彦、 

清水順子、吉野喜八郎、金子信一、 

小澤三枝子    計 10 名 

コースタイム 

三峰ＢＣ-90 分-霧藻ヶ峰-90 分- 

-白岩山-130 分-雲取山荘-30 分- 

-雲取山-200 分-飛龍山-180 分- 

-将監小屋 
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― 

霧
藻
ヶ
峰
～
和
名
倉
山 

そ
の
２ 

― 

和
名
倉
山
は
、
他
県
と
山
頂
を
共
有
し
な
い

と
い
う
条
件
を
つ
け
れ
ば
埼
玉
県
の
最
高
峰
で

あ
る
。
だ
が
、
埼
玉
県
の
山
な
が
ら
一
般
登
山

路
は
山
梨
側
と
な
っ
て
お
り
、
秩
父
湖
に
縦
走

し
た
い
と
願
い
な
が
ら
も
三
ノ
瀬
か
ら
の
往
復

で
山
頂
を
踏
ん
で
い
た
。 

思
っ
て
い
た
よ
り
し
っ
か
り
踏
ま
れ
た
登
山
路
、

展
望
の
素
晴
ら
し
さ
、
美
し
い
尾
根
に
も
う
一

度
歩
い
て
み
た
い
！
そ
し
て
秩
父
湖
に
下
っ
て

み
た
い
！
と
い
う
想
い
が
強
く
残
っ
て
い
た
。 

そ
し
て
１
年
後
、
念
願
の
再
訪
と
な
っ
た
。 

将
監
峠
か
ら
仙
波
尾
根
へ 

今
日
の
行
動
時
間
は
長
い
。
将
監
小
屋
の
小

屋
番
さ
ん
の
ご
好
意
で
早
め
の
朝
食
を
す
ま
せ

５
時
前
に
は
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
小
屋

を
時
々
振
り
返
り
な
が
ら
急
登
を
こ
な
す
と
将

監
峠
で
あ
る
。
左
に
進
み
牛
王
院
平
を
過
ぎ
る

と
山
の
神
土
の
分
岐
に
出
る
。左
へ
唐
松
尾
山
、

笠
取
山
へ
の
縦
走
路
を
分
け
、
和
名
倉
山
は
右

の
笹
原
に
踏
み
跡
が
続
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら

道
は
細
く
な
る
が
ル
ー
ト
は
し
っ
か
り
つ
い
て

い
る
。
ト
ラ
バ
ー
ス
道
が
終
わ
る
と
い
つ
し
か

尾
根
通
し
の
登
り
と
な
り
、
露
岩
に
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
期
待
し
て
い
た

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
、
真
っ
赤
な
蕾
が
多
い
も
の
の

幾
つ
か
花
を
咲
か
せ
は
じ
め
て
い
る
。
美
し
さ

に
足
が
止
ま
り
が
ち
に
な
り
な
が
ら
自
然
の
庭

園
を
進
む
と
西
仙
波
で
あ
る
。 

注
意
し
な
が
ら
露
岩
を
下
り
、
開
け
た
笹
原

を
着
い
た
。
東
か
ら
西
に
雲
取
山
、
飛
竜
、
雁

坂
、
甲
武
信
、
国
師
岳
へ
と
奥
秩
父
の
山
並
み

が
続
い
て
い
る
。
こ
こ
で
ゆ
っ
く
り
展
望
を
愉

し
み
、
小
休
止
と
す
る
。 

和
名
倉
山
へ 

東
仙
波
か
ら
直
角
に
北
に
下
り
大
き
く
横
た

わ
る
和
名
倉
山
に
向
か
う
。
明
る
い
尾
根
道
で

焼
小
屋
ノ
頭
、
左
側
が
崖
に
な
っ
て
い
る
吹
上

か
ら
は
西
側
の
眺
望
が
絶
景
で
あ
る
。
今
、
あ

ち
ら
側
を
も
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
、
甲
武
師

小
屋
か
ら
雁
坂
峠
に
向
か
っ
て
い
る
。
元
気
に

歩
い
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。
小
さ

な
登
り
下
り
を
繰
り
返
す
と
平
坦
地
の
八
百
平

に
着
く
。
こ
こ
は
直
進
し
そ
う
に
な
る
が
、
登

山
路
は
左
端
に
続
い
て
い
る
。
こ
の
先
の
鞍
部

か
ら
は
、
い
よ
い
よ
和
名
倉
山
へ
の
登
り
と
な

る
。
川
又
へ
の
標
識
を
見
送
り
二
瀬
分
岐
よ
り

右
手
に
進
路
を
と
る
。
千
代
蔵
ノ
休
場
を
突
っ

切
り
、
伐
採
地
を
緩
く
登
っ
て
い
く
と
原
生
林

に
入
っ
て
行
く
。
苔
む
す
倒
木
を
ま
た
ぎ
進
ん

で
い
く
と
、
そ
こ
だ
け
ぽ
っ
か
り
明
る
く
な
っ

た
空
間
に
和
名
倉
山
の
山
頂
が
あ
っ
た
。 

秩
父
湖
へ 

山
頂
の
雰
囲
気
を
し
ば
し
味
わ
い
、
二
瀬
分
岐

に
戻
り
秩
父
湖
に
向
け
て
歩
き
出
し
た
。
や
が

て
こ
れ
ぞ
奥
秩
父
と
い
う
景
観
の
美
し
い
原
生

林
、
こ
こ
が
北
ノ
タ
ル
な
の
だ
ろ
う
。
気
持
ち

安
ら
ぐ
道
を
進
む
と
明
る
い
傾
斜
地
に
出
た
。

こ
こ
で
昼
食
と
す
る
。
テ
ン
ト
泊
のO

さ
ん
手

Ｎo088 

Ｎo090 

仙
波
山
～

和
名
倉
山 

（せ
ん
ば
や
ま
～
わ
な
く
ら
や
ま
） 

 

仙波山 

△2003.1ｍ 

N355231 

E1385223 

 

和名倉山 

△2036.0m 

N355358 

E1385241 

2012,05,24 

～05,27 

地 図 

1/25,000 

「雲取山」 
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造
り
の
い
な
り
寿
司
や
Ｓ
さ
ん
の
ミ
ニ
ト
マ
ト

に
元
気
を
も
ら
い
再
び
歩
き
出
す
。
稜
線
を
巻

く
道
を
下
っ
て
い
る
と
崩
れ
か
か
っ
た
大
き
な

岩
が
あ
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
迷
っ
て
い
る
と
、
後

ろ
の
方
か
ら
上
に
道
が
あ
る
よ
と
声
が
か
か
り

ホ
ッ
と
す
る
。
道
迷
い
を
心
配
し
た
ス
ズ
タ
ケ

も
見
事
に
枯
れ
て
お
り
路
型
が
は
っ
き
り
と
つ

い
て
い
る
。
笹
薮
が
終
わ
る
と
稜
線
を
外
れ
、

滑
り
や
す
い
急
斜
面
だ
。
気
を
つ
け
て
下
り
き

る
と
湧
き
水
が
あ
り
小
さ
な
沢
を
渡
る
。
そ
の 

先
に
、
戦
後
復
興
の
木
材
の
供
給
源
と
し
て
伐 

採
が
吹
き
荒
れ
た
頃
の
造
林
小
屋
跡
が
あ
り
、

周
り
に
は
生
活
用
品
の
屑
や
一
升
瓶
が
散
乱
、

線
路
や
ト
ロ
ッ
コ
の
残
骸
も
あ
っ
た
。
こ
こ
か

ら
森
林
軌
道
跡
を
行
く
。
や
が
て
水
平
道
が
尽

き
る
と
登
尾
沢
ノ
頭
の
立
て
札
が
あ
る
小
広
い

更
地
に
着
い
た
。
小
休
止
後
、
秩
父
湖
に
向
か

っ
て
下
り
つ
づ
け
る
が
、
皆
さ
ん
の
足
は
疲
れ

を
見
せ
ず
快
適
で
あ
る
。吊
橋
に
着
い
た
時
は
、

予
定
よ
り
１
時
間
以
上
早
い
午
後
１
時
３
０
分

で
あ
っ
た
。 

こ
の
雲
取
山
～
飛
竜
山
～
和
名
倉
山
の
山
行

が
決
ま
り
下
山
口
を
確
認
し
に
来
た
時
か
ら
、

無
事
に
下
山
し
て
吊
橋
を
渡
る
の
を
待
ち
続
け

て
き
た
。
今
、
皆
さ
ん
が
元
気
に
吊
橋
を
渡
っ

て
い
る
。
う
れ
し
さ
が
全
身
か
ら
湧
き
あ
が
っ

て
き
た
。
後
は
、
車
道
に
出
て
バ
ス
停
ま
で
歩

く
だ
け
で
あ
る
。 

 

（
森
田
憲
子 

記
） 

 

                

【

 
 

【
将
監
小
屋
を
あ
と
に
】 

           

参 加 者 

◎森田憲子、大和田良一、益田光男、 

浅田良一、井上武久、鹿野紀彦、 

清水順子,吉野喜八郎、金子信一、

小澤三枝子     計 10 名 

コースタイム 

将監小屋―25 分－山ノ神土―90 分 

-東仙波―80 分－二瀬分岐-20 分－ 

-和名倉山―15 分－二瀬分岐― 

-120 分－登尾沢ノ頭―70 分－ 

-秩父湖吊橋―35 分―秩父湖バス停 
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朝
７
時
に
車
２
台
に
分
乗
し
て
北
浦
和
を
出

発
。
奥
多
摩
湖
の
ふ
ち
を
走
り
、
１
０
時
前
に

丹
波
に
。
道
の
駅
で
早
め
の
お
昼
を
摂
る
。
木

の
香
り
の
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
。
鹿
ど
ん
ぶ
り
に

鹿
カ
レ
ー
と
食
指
が
動
い
た
が
、
お
弁
当
を
持

っ
て
来
て
い
る
の
で
残
念
。
味
噌
汁
の
み
注
文

す
る
。
良
心
的
な
作
り
の
味
噌
汁
で
、
他
の
物

も
お
い
し
い
だ
ろ
う
に
と
思
わ
れ
た
。
山
奥
の

小
さ
な
集
落
を
見
な
が
ら
一
ノ
瀬
か
ら
三
ノ
瀬

ま
で
入
っ
て
行
く
。
雨
戸
の
閉
ま
っ
た
家
も
目

に
付
き
、胸
が
痛
い
。中
島
川
橋
に
車
を
置
き
、

三
ノ
瀬
に
戻
っ
て
、
登
山
口
に
入
る
。
道
は
よ

く
整
備
さ
れ
て
い
て
、
幅
広
く
、
緩
や
か
に
登

っ
て
行
く
。
１
４
時
前
に
将
監
小
屋
に
着
い
て

し
ま
っ
た
。
す
ぐ
脇
に
、
き
れ
い
な
水
の
流
れ

落
ち
る
水
場
が
あ
る
。
そ
の
先
に
ス
ロ
ー
プ
の

あ
る
草
原
が
あ
り
、テ
ン
ト
が
ひ
と
つ
見
え
た
。

小
屋
は
大
き
な
四
角
い
部
屋
で
、
入
口
に
薪
ス

ト
ー
ブ
が
で
ん
と
据
え
ら
れ
て
い
る
。
昔
の
素

朴
な
山
小
屋
の
風
情
が
残
っ
て
い
る
。
夕
飯
ま

で
は
時
間
が
あ
る
し
、
と
い
う
わ
け
で
、
み
な

そ
れ
ぞ
れ
お
つ
ま
み
や
飲
み
物
を
持
っ
て
集
ま

り
、
Ｓ
さ
ん
差
し
入
れ
の
日
本
酒
や
男
性
陣
の

持
参
し
た
お
酒
を
楽
し
み
、大
い
に
し
ゃ
べ
り
、

気
分
は
最
高
。夕
食
は
、こ
こ
の
定
番
カ
レ
ー
。

野
菜
が
沢
山
入
っ
て
、
お
母
さ
ん
の
味
と
い
う

感
じ
で
、
「
お
い
し
い
」
と
好
評
。
夜
中
に
星

空
を
見
る
。
空
が
近
く
、
星
の
数
と
明
る
さ
に

驚
く
。
Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｓ 

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
す
。
本
当
に
た
く
さ
ん

の
星
た
ち
が
花
咲
く
よ
う
に
き
ら
め
い
て
い
る
。 

翌
日
も
晴
れ
。
将
監
峠
か
ら
の
尾
根
道
は
低

い
サ
サ
の
茂
み
と
カ
ラ
マ
ツ
の
の
ん
び
り
し
た

感
じ
で
あ
っ
た
が
、
和
名
倉
山
へ
の
登
り
を
分

け
る
山
の
神
土
を
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら
、
結
構

な
登
り
上
り
下
り
が
あ
り
、
木
の
根
岩
の
根
を

踏
む
山
道
と
な
る
。
「
結
構
き
つ
い
」
と
思
い

な
が
ら
、
下
を
向
い
て
歩
い
て
い
る
と
、
先
頭

の
リ
ー
ダ
ー
が
止
り
、
「
ま
た
小
休
止
？
」
と

思
っ
た
ら
、
唐
松
尾
山
頂
だ
。
あ
ま
り
広
く
な

く
、
ま
わ
り
に
は
木
も
生
え
て
い
て
、
山
頂
の

標
識
も
小
さ
な
板
が
木
に
く
っ
つ
い
て
い
る
だ

け
。
南
側
は
開
け
て
、
途
中
何
度
か
見
た
富
士

山
と
大
菩
薩
嶺
が
雲
海
の
向
こ
う
に
シ
ル
エ
ッ

ト
に
な
っ
て
浮
か
ん
で
い
る
眺
め
が
ひ
ろ
が
る
。

林
の
中
を
急
降
下
。
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
落
が
。

こ
の
尾
根
は
本
当
に
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
多
い
。
途

中
か
ら
サ
サ
原
や
カ
ラ
マ
ツ
の
明
る
い
道
に
な

る
。
黒
槐
山
を
す
ぐ
右
に
見
て
な
お
進
む
と
、

水
干
（
み
ず
ひ
）
に
往
復
す
る
道
に
出
る
。
尾

根
道
か
ら
は
ず
れ
て
、
山
腹
を
行
く
と
、
目
立 

つ
標
識
が
あ
り
、
岩
肌
に
小
さ
な
洞
穴
が
。
海

ま
で
１
３
８
㌔
、
多
摩
川
の
始
ま
り
と
な
る
水

源
だ
。
穴
を
覗
く
が
、
水
の
滴
り
は
感
じ
ら
れ

な
い
。
道
を
戻
っ
て
登
り
を
稼
ぐ
と
、
笠
取
山

の
山
頂
に
。
わ
り
に
狭
く
、
北
側
の
展
望
は
な

い
。
続
い
て
次
の
ピ
ー
ク
に
。
東
峰
、
そ
し
て

西
峰
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
ち
ら
の
方
が
い
か
に

Ｎo093 

Ｎo087 

 

唐
松
尾
山
～
笠
取
山 

（
か
ら
ま
つ
お
や
ま
～
か
さ
と
り
や
ま
） 

 

唐松尾山 

△2109.2m 

N355204 

E1385043 

笠取山 

1953m 

N355156 

 E1384912 

2012,10,13 

 ～10,14 

1 泊 2 日 

地図 

1/25,000 

「雁坂峠」 
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も
山
頂
と
い
う
感
じ
で
、
大
き
く
、
堂
々
と
広

が
っ
て
い
る
。
展
望
は
３
６
０
度
。
富
士
と
大

菩
薩
、
乾
徳
、
黒
金
、
金
峰,

国
師
そ
し
て
、
南

ア
ル
プ
ス
の
山
々
も
。
空
が
大
き
い
。
秋
の
雲

が
軽
や
か
に
広
が
っ
て
い
る
。
目
の
下
に
は
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
紅
葉
し
た
木
々
や
、
ゆ
る
や
か

な
サ
サ
の
原
、
カ
ラ
マ
ツ
林
な
ど
、
こ
れ
か
ら

下
る
笠
取
小
屋
方
面
が
見
渡
せ
る
。 

こ
こ
か
ら
草
原
の
中
を
一
気
に
下
っ
て
行
く
。

ス
キ
ー
場
の
斜
面
さ
な
が
ら
。
下
り
き
っ
て
振

り
返
る
と
、
大
き
な
ド
ー
ム
の
よ
う
な
そ
の
姿

が
圧
倒
的
な
存
在
感
を
持
っ
て
迫
っ
て
く
る
。

今
ま
で
ほ
と
ん
ど
人
に
会
わ
な
か
っ
た
が
、

次
々
と
登
っ
て
く
る
人
た
ち
に
出
会
う
。
道
は

遊
歩
道
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
、
ほ
ど
な
く
笠

取
小
屋
に
出
る
。立
派
な
、こ
ぎ
れ
い
な
建
物
。

下
り
は
幅
広
く
、
よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
道
で
、

と
て
も
歩
き
や
す
く
、
作
場
平
ま
で
楽
々
。 

林
道
を
歩
い
て
、
車
の
あ
る
中
島
川
橋
ま
で

戻
る
。渋
滞
も
な
く
、無
事
埼
玉
に
帰
り
着
き
、

狭
山
Ｐ
Ａ
で
解
散
。
奥
秩
父
は
、
山
の
好
き
な

両
親
に
連
れ
ら
れ
て
、
高
校
生
の
時
歩
い
た
思

い
出
の
多
い
山
。一
度
目
は
笠
取
か
ら
雲
取
へ
。

二
度
目
は
高
校
三
年
生
の
夏
で
、母
と
弟
と
で
、

大
菩
薩
か
ら
入
っ
て
、
笠
取
を
経
て
、
甲
武
信

へ
歩
い
た
。
夏
の
花
の
咲
く
草
原
の
中
の
、
小

さ
な
小
屋
、
や
さ
し
い
小
屋
の
主
。
母
は
そ
の

年
の
九
月
に
く
も
膜
下
出
血
で
急
逝
し
た
。
母

と
行
っ
た
最
後
の
山
、笠
取
山
と
笠
取
小
屋
は
、

ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
。
今
回
５
０
年
余
り

た
っ
て
再
訪
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
リ
ー
ダ
ー

と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
お
二
人
に
は
感
謝
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
山
好
き
の
母
の
分
ま
で
元
気
な
私
が

登
る
ん
だ
と
い
う
思
い
が
い
つ
も
あ
る
。
死
者

の
意
志
が
生
き
て
い
る
者
を
動
か
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
。  

（
松
田
昭
子 

記
） 

                     

                             

参 加 者 

◎大瀧正己、佐藤 新、互 茂子、 

広川ふじ子、荻原章子、森田憲子、 

松田昭子  計 7 名 

コースタイム 

1 日目：道の駅たばやま＝50 分＝中島川橋 

―145 分－将監小屋 

2日目  将監小屋―90分―唐松尾山－120 分

－水干−40 分－笠取山-90 分－ 

―笠取小屋－70 分－作場平−30 分― 

―中島川橋 
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本
山
行
は
笠
取
山
と
セ
ッ
ト
に
し
た
１
泊
２

日
と
な
っ
た
が
笠
取
山
分
は
別
稿
で
作
成
さ
れ

て
い
る
の
で
笠
取
小
屋
泊
ま
り
と
し
て
２
日
目

か
ら
の
記
載
と
す
る
。
ま
た
実
際
は
笠
取
小
屋

近
く
の
避
難
小
屋
「
雁
峠
山
荘
」
に
宿
泊
し
た

が
、
現
状
は
老
朽
化
が
進
み
廃
屋
状
態
で
使
用

は
お
薦
め
で
き
な
い
。 

奥
秩
父
主
脈
縦
走
路
の
内
、
甲
武
信
岳
と
雲

取
山
と
の
間
に
あ
る
笠
取
山
・
雁
坂
峠
は
と
も

か
く
、
古
礼
山
（
こ
れ
い
さ
ん
）
や
水
晶
山
（
す

い
し
ょ
う
や
ま
）
は
単
な
る
通
過
ポ
イ
ン
ト
し

て
し
か
認
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、
訪
れ
る

人
も
多
く
な
く
、
四
季
を
通
じ
て
静
か
な
雰
囲

気
が
味
わ
え
る
山
と
い
え
る
。 

翌
朝
４
時
３
０
分
、
同
宿
し
た
奥
秩
父
縦
走

者
は
懇
切
丁
寧
な
別
れ
の
言
葉
を
残
し
て
早
立

ち
す
る
。
私
達
は
朝
食
と
部
屋
の
片
付
け
を
慌

た
だ
し
く
す
ま
せ
る
。
Ｗ
さ
ん
は
近
く
の
分
水

嶺
で
黙
想
の
の
ち
下
山
し
て「
道
の
駅
み
と
み
」

で
私
達
と
合
流
す
る
こ
と
に
。
６
時
２
５
分
、

３
人
で
燕
山
（
つ
ば
く
ろ
や
ま
）
の
急
坂
を
上

り
始
め
る
。
途
中
で
遙
か
彼
方
に
富
士
山
と
南

ア
ル
プ
ス
の
山
々
が
見
え
る
。 

こ
の
山
々
は
、
こ
の
先
雁
坂
峠
ま
で
、
見
え
隠

れ
し
な
が
ら
も
私
達
の
目
を
ふ
ん
だ
ん
に
楽
し 

ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
。 

燕
山
か
ら
始
ま
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
落
を
期

待
し
た
が
咲
き
具
合
は
昨
日
の
笠
取
山
付
近
と 

【
水 

晶 

山 
 

山 

頂
】 

同
様
で
不
作
。
今
年
は
ど
う
も
外
れ
の
年
の
よ

う
だ
。
縦
走
路(

巻
き
道)

を
外
れ
、
古
礼
山
へ

寄
り
道
を
す
る
。
山
頂
付
近
は
案
の
定
、
富
士

山
と
南
ア
ル
プ
ス
の
絶
好
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
。 

眺
め
を
堪
能
し
た
あ
と
、
下
っ
て
再
び
縦
走

路
に
合
流
、
今
回
の
コ
ー
ス
の
最
高
峰
水
晶
山

ま
で
ひ
と
汗
か
く
。
山
頂
は
残
念
な
が
ら
展
望

は
皆
無
。
し
ば
し
の
休
憩
に
は
好
適
地
だ
が
。

雁
坂
峠
へ
は
緩
や
か
で
快
適
な
下
り
が
続
く
。

日
本
三
大
峠
の
一
つ
雁
坂
峠
に
は
甲
武
信
ヶ
岳 

 
 

Ｎo094 

Ｎo095 

 

古
礼
山
～
水
晶
山 

（
こ
れ
い
さ
ん
～
す
い
し
ょ
う
や
ま
） 

 

古礼山 

△2112.1m 

N355232 

E1384731 

2010,06,05 

 ～06,06 

1 泊 2 日 

水晶山 

2158m 

N355256 

 E1384736 

地図 

1/25,000 

「雁坂峠」 
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【
日
本
三
大
峠
・
雁
坂
峠
に
て
】 

方
面
か
ら
の
下
山
者
１
０
名
ほ
ど
が
一
休
み
し

て
お
り
ち
ょ
っ
と
し
た
賑
わ
い
。
私
達
も
約
３

０
分
休
憩
。
峠
か
ら
は
急
坂
を
一
気
に
下
る
。

道
中
は
ま
さ
に
「
目
に
青
葉
一
色
。
沢
を
下
り

左
岸
が
ス
パ
ッ
と
切
れ
た
山
道
を
経
て
亀
田 

林
業
の
林
道
終
点
沓
切
沢
橋
に
た
ど
り
着
く
。 

味
気
な
い
舗
装
道
路
を
１
時
間
ば
か
り
歩
い

て
「
道
の
駅
み
と
み
」
に
よ
う
や
く
到
着
。 

折
良
く
Ｗ
さ
ん
と
合
流
し
そ
ば
と
生
ビ
ー
ル
で

昼
食
兼
打
ち
上
げ
に
。
Ｗ
さ
ん
が
１
４
時
３
０

分
の
塩
山
行
き
の
バ
ス
が
あ
る
こ
と
を
調
べ
て

く
れ
た
の
で
こ
れ
に
乗
る
。
西
沢
渓
谷
方
面
か

ら
の
行
楽
客
・
登
山
者
で
超
満
員
。
塩
山
か
ら

普
通
電
車
で
立
川
・
西
国
寺
で
乗
り
換
え
予
定

よ
り
早
め
に
帰
途
に
つ
け
た
。 
 

入
梅
前
の
新
緑
ま
っ
盛
り
の
爽
や
か
な
い
い
山

行
で
し
た
。 

 
 

（
床
次
泰
文 

記
） 

                     

 

       

参 加 者 

小沢三枝子、◎床次泰文 

(支部外 2名)計 4名 

コースタイム 

笠取小屋－20分―雁峠－ 

―30分－燕山－60 分－ 

―古礼山分岐－１0分－ 

―古礼山－40分－水晶山――

40分－雁坂峠－120 分－ 

―沓切沢橋（林道終点― 

―60分－道の駅みとみ 
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１
日
目 

西
沢
山
荘
手
前
の
徳
ち
ゃ
ん
新
道
登

山
口
か
ら
、
本
日
の
宿
泊
地
・
甲
武
信
小
屋
へ

向
け
、
歩
を
進
め
る
。
な
か
な
か
の
登
り
。
体

も
順
応
し
て
い
な
い
故
か
シ
ン
ド
イ
。
休
憩
１

回
と
り
、
１
８
６
９
㍍
合
流
地
点
で
一 

 

【
木 

賊 

山
】 

息
と
る
。
こ
の
間
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
ピ
ン
ク

色
が
あ
で
や
か
に
新
緑
の
緑
色
に
似
合
う
。
こ

の
地
点
か
ら
が
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
ト
ン
ネ
ル
。
花

の
高
さ
が
人
の
目
の
高
さ
位
な
の
で
、
薄
ピ
ン

ク
が
艶
や
か
で
あ
る
。
天
城
の
花
に
比
較
す
る

と
、
樹
木
の
高
さ
、
花
の
大
き
さ
は
小
さ
く
、

花
の
形
も
小
振
り
で
あ
る
。
２
０
０
０
㍍
前
後

で
開
花
し
て
い
た
。そ
れ
以
上
の
高
さ
で
は
蕾
。

赤
み
を
帯
び
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
お

楽
し
み
で
す
。
ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
お
蔭
で

疲
れ
も
忘
れ
、
い
つ
か
雪
道
と
な
り
、
木
賊
山

に
到
着
。
こ
ん
も
り
し
た
森
の
中
に
標
識
と
三

等
三
角
点
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

残
雪
の
中
を
下
山
。
甲
武
信
小
屋
へ
と
向
か

う
。
本
日
、
団
体
客
が
予
約
さ
れ
満
員
状
況
と

か
。
そ
の
混
雑
が
時
間
と
共
に
過
ご
し
に
く
い

状
況
と
な
り
、
不
快
感
が
消
灯
の
頃
に
は
ピ
ー 

ク
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
夕
食
前

に
甲
武
信
ヶ
岳
へ
と
歩
を
進
め
る
。
雪
道
は
結

氷
し
て
い
る
所
も
あ
っ
て
、
足
元
を
よ
く
確
か 

め
て
歩
行
す
る
。 

山
頂
は
、
で
っ
か
い
ケ
ル
ン
と
「
日
本
百
名

山
甲
武
信
ヶ
岳
」
と
書
か
れ
た
で
っ
か
い
標
識

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
何
年
か
前
は
、「
甲
武
信

ヶ
岳
」
と
い
う
標
識
１
本
だ
け
で
あ
っ
た
。 

山
頂
部
分
も
狭
か
っ
た
。
と
に
か
く
、
何
も
か

に
も
変
わ
っ
て
い
た
。
記
念
写
真
を
撮
っ
て
、 

Ｎo098 

Ｎo097 

Ｎo096 

 

木
賊
山
～
破
風
山
～
雁
坂
嶺 

（と
く
さ
や
ま
～
は
ふ
さ
ん
～
か
り
さ
か
れ
い
） 

 

2012,05,26 

～05,27 

木賊山 

△2468.6m 

N355415  

E1384402 

地図 

1/25,000 

「金峰山」 

破風山 

△2317・7m 

N355407 

 E1384532 

雁坂嶺 

△2289.2m 

N355356 

E1384653 

地図 

1/25,000 

「雁坂峠」 
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【
日
本
百
名
山 

甲
武
信
ヶ
岳
】 

           

下
山
し
た
。
小
屋
に
戻
る
と
、
小
屋
の
前
は
客

で
い
っ
ぱ
い
。
食
時
ま
で
、
本
日
の
反
省
と
見

聞
し
た
事
の
感
想
を
相
互
に
語
り
合
い
、
楽
し

い
一
時
を
過
ご
す
。 

【
混
雑
の
甲
武
信
小
屋
】 

小
屋
の
壁
に
、
皇
太
子
殿
下
・
妃
殿
下
の(

宿

泊)

写
真
が
あ
っ
た
。
ト
イ
レ
が
洋
式
で
し
た
。

夕
食
は
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
で
し
た
が
、
非
常
に
清 

潔
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
味
も
良
か
っ
た
。 

２
日
目 

す
し
詰
め
の
寝
床
か
ら
起
き
て
、
チ

ョ
ロ
チ
ョ
ロ
流
れ
て
い
る
水
で
洗
面
を
行
う
。

と
に
か
く
、
低
い
天
井
の
上
に
、
約
１
０
０
人

位
寝
て
い
る
の
だ
か
ら
、
暑
い
暑
い
。
口
は
か

ら
か
ら
と
、
若
い
女
２
人
が
歯
磨
き
粉
を
使
っ

て
の
歯
磨
き
を
し
て
い
る
の
で
、
水
は
ど
う
す

る
の
？
と
聞
い
て
み
た
が
、
水
の
貴
重
で
あ
る

こ
と
を
わ
き
ま
え
て
い
な
い
。
ホ
テ
ル
泊
の
感

じ
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
、
小
屋
主
の
「
日

の
出
ダ
～
」
と
い
う
叫
び
声
が
聞
こ
え
た
。 

小
屋
の
真
正
面
に
ピ
ン
ク
色
の
小
さ
い
玉 

【
破
風
山
避
難
小
屋
】 
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が
見
え
た
。
玉
は
時
間
と
と
も
に
上
昇
、
大
き

な
玉
と
な
っ
た
。
パ
チ
リ
と
記
念
撮
影
。
や
が

て
、
朝
食
の
長
い
列
に
加
わ
る
。 

５
時
２
５
分
頃
、
出
発
準
備
を
し
て
小
屋
前

に
全
員
集
合
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
出
発
。
暫

く
は
残
雪
が
続
く
。
ト
ラ
バ
ー
ス
道
を
ゆ
っ
く

り
注
意
し
な
が
ら
歩
く
。
天
候
も
ヨ
シ
。 

木
賊
山
分
岐
あ
た
り
で
残
雪
は
消
え
笹
平
へ

と
下
っ
て
行
く
。
笹
平
か
ら
破
風
山
へ
の
南
斜

面
と
尾
根
筋
の
倒
木
が
ひ
ど
い
。
痛
々
し
い
立

ち
枯
れ
の
木
々
。
原
因
は
鹿
の
食
害
か
酸
性
雨

な
の
か
。
や
が
て
き
れ
い
に
建
て
替
え
ら
れ
た 

立
派
な
破
風
山
避
難
小
屋
前
に
到
着
。 

し
ば
し
休
息
を
と
る
。
な
か
な
か
の
避
難
小
屋

で
次
回
の
山
行
で
利
用
し
た
い
と
感
じ
る
。 

余
り
眺
望
の
よ
く
な
い
西
破
風
山
そ
し
て
岩
稜

の
東
破
風
山
を
越
え
雁
坂
嶺
へ
と
進
む
。 

雁
坂
嶺
で
ち
ょ
う
ど
居
合
わ
せ
た
山
ボ
ー
イ
に

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
お
願
い
し
や
っ
と
参
加
者
全
員

の
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
た
。
登
り
下
り
を 

 
 
 

【
雁 

坂 

嶺
】 

し
な
が
ら
や
が
て
雁
坂
峠
に
到
着
。
好
展
望
の

峠
で
し
ば
し
休
息
。
こ
の
稜
線
上
で
は
、
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
は
開
花
前
。
峠
か
ら
和
名
倉
方
面
の
展

望
が
き
く
。 

 

さ
あ
、
こ
こ
か
ら
高
度
差
１
０
０
０
㍍
の 

秩
父
往
還
道
を
往
時
を
し
の
び
な
が
ら
下
る
。

同
時
山
行
中
の
森
田
パ
ー
テ
ィ
は
ど
の
あ
た
り

を
す
す
ん
で
い
る
の
か
。
つ
づ
ら
折
り
の
急
斜

面
を
下
る
。
沢
沿
い
に
近
づ
く
と
、
ト
リ
カ
ブ

ト
・
バ
シ
リ
ド
コ
ロ
が
よ
く
育
っ
て
い
る
。 

沓
切
沢
橋
ま
で
途
中
二
・
三
か
所
、
登
山
道
の 
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【
雁 

坂 

峠
】 

修
理
が
必
要
な
箇
所
が
あ
る
。
峠
沢
、
久
渡
沢

の
渓
流
沿
い
を
新
緑
に
染
ま
り
な
が
ら
進
む
。

沢
の
三
本
丸
太
橋
や
岩
の
上
を
飛
び
越
え
る
。

小
さ
な
滝
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、「
亀
田
林
業
所

橋
」
に
到
着
。
こ
こ
か
ら
は
、
舗
装
さ
れ
た
林

道
を
歩
く
。
皆
の
安
堵
と
満
足
の
顔
が
う
れ
し

い
。
昨
日
の
朝
、
駐
車
し
た
「
道
の
駅
み
と
み
」

に
到
着
。
登
山
は
、
事
故
な
く
、
天
候
に
も
恵 

ま
れ
予
定
通
り
終
了
。
こ
の
後
は
途
中
、
温
泉

へ
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

（
加
藤
憲
司
・
内
田
克
己 

記
） 

    

            
 

                 

参 加 者 

◎大瀧正己、互 茂子、広川ふじ子荻原章子、高木幸代、安才冨美子 

加藤憲司、清水 博、内田克己     計 9 名 

コースタイム 

前 日：彩甲斐賀街道「出合いの丘」仮眠 

1 日目： 道の駅みとみ－40分――登山口-160 分-―ヌク沢分岐― 

―180 分―木賊山―50分-甲武信小屋――40分―甲武信岳― 

―甲武信小屋(泊) 

2 日目：甲武信小屋―80分―笹平――60 分―西破風山―120 分― 

―雁坂嶺―40分――雁坂峠―150 分―沓切沢橋―80 分― 

―道の駅みとみ 
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１
日
目 

登
山
口
の
毛
木
平
か
ら
雨
具
と
傘
を
差
し
て

の
登
り
と
な
る
。
こ
こ
は
６
月
中
旬
だ
と
、「
ベ

ニ
バ
ナ
ノ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
」
が
一
面
に
咲
き
、

見
事
な
と
こ
ろ
で
す
が
初
冬
の
雨
は
静
か
で
見

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

登
山
口
か
ら
少
し
行
く
と
「
三
国
峠
へ
の
道

は
全
面
通
行
止
め
」
の
看
板
が
あ
り
ま
し
た
。

千
曲
川
の
流
れ
の
音
が
左
か
ら
サ
ラ
サ
ラ
と
聞

こ
え
て
気
持
ち
が
い
い
。
１
０
分
歩
く
と
、 

 

千
曲
川
源
流
方
面
と
分
か
れ
て
分
岐
を
左
に
行

く
。
立
派
な
木
橋
で
千
曲
川
を
渡
り
ま
し
た
。

道
は
広
く
カ
ラ
マ
ツ
の
落
ち
葉
で
ふ
わ
ふ
わ
し

て
い
て
歩
き
や
す
い
。
２
本
の
丸
太
で
で
き
た

橋
で
支
流
を
左
岸
、右
岸
と
３
回
ほ
ど
渡
る
と
、

今
度
は
大
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
登
り
に
な
り
、

ま
も
な
く
水
場
に
着
き
ま
し
た
。
エ
ン
ビ
の
パ

イ
プ
か
ら
流
れ
落
ち
る
水
は
小
沢
か
ら
の
流
れ

て
く
る
よ
う
で
し
た
。 

 

こ
こ
か
ら
急
登
に
な
り
、
蒸
し
暑
か
っ
た
せ

い
も
あ
っ
て
登
る
に
し
た
が
い
汗
で
び
っ
し
ょ

り
に
な
り
ま
し
た
。
４
回
目
の
渡
渉
は
涸
れ
た

沢
で
渡
り
、
支
流
と
支
流
の
間
を
登
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
中
間
点
に
は
「
十
文
字
ま
で
１

時
間
」
と
案
内
が
あ
り
こ
こ
か
ら
つ
づ
ら
折
り

の
急
登
に
な
る
。
あ
た
り
は
樹
林
帯
で
苔
む
し

て
い
る
。
尾
根
に
上
が
る
と
直
角
に
左
折
し
て

十
文
字
小
屋
に
向
か
う
。 

 

十
文
字
小
屋
は
７
名
の
宿
泊
者
で
、
小
屋
で

買
っ
た
缶
ビ
ー
ル
や
持
ち
寄
っ
た
ボ
ー
ジ
ョ

レ
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
、
小
屋
の
主
人
か
ら
の
差
し 

い
れ
の
焼
酎
を
飲
ん
で
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、

９
時
過
ぎ
就
寝
。 

２
日
目 

 
夜
明
け
前
の
外
は
昨
夜
ま
で
の
雨
が
上
り
、

満
天
の
星
空
で
天
の
川
が
は
っ
き
り
見
え
低
木

の
向
こ
う
に
奥
秩
父
の
集
落
の
灯
り
が
点
々
と

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
昨
日
と
は
違
い
、
今
日

は
晴
天
を
確
信
し
た
。 

 

朝
、
７
時
、
十
文
字
小
屋
を
出
発
す
る
。 

武
信
白
岩
山
ま
で
は
木
の
根
と
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た

岩
の
急
登
の
連
続
で
、
登
山
道
の
右
側
は
秩
父

特
有
の
苔
で
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
詰
め
た

よ
う
で
し
た
。
小
屋
か
ら
３
０
分
ほ
ど
行
く
と

や
や
平
坦
に
な
り
ま
し
た
。
大
山
か
ら
武
信
白

岩
山
ま
で
は
ハ
シ
ゴ
や
ク
サ
リ
３
本
が
あ
り
慎 

 

【
埼
玉
県
の
最
高
峰
・
三
宝
山 

山
頂
】 

重
に
登
下
降
す
る
。
武
信
白
岩
山
か
ら
三
宝
山

ま
で
は
白
樺
の
混
じ
っ
た
樹
林
の
中
、
ピ
ー
ク

を
３
～
４
回
繰
り
返
す
。
す
る
と
、
急
に
樹
林

帯
か
ら
明
る
い
と
こ
ろ
に
飛
び
だ
し
た
。 

埼
玉
県
の
最
高
峰
の
三
宝
山
山
頂
で
あ
る
。 

 
 

頂
上
は
広
く
明
る
い
が
展
望
は
な
い
。
広
場

の
中
心
部
に
一
等
三
角
点
が
ど
っ
し
り
と
収
ま

っ
て
い
る
。貫
録
の
あ
る
三
角
点
だ
と
思
っ
た
。

広
場
の
隅
っ
こ
に
あ
る
小
岩
の
上
か
ら
か
ろ
う

じ
て
甲
武
信
ヶ
岳
が
見
え
た
。 

Ｎo100 

Ｎo099 

 

三
宝
山
～
甲
武
信
ヶ
岳 

（
さ
ん
ぽ
う
ざ
ん
～
こ
ぶ
し
が
た
け
） 

 

2011,11,19 

～11,20 

三宝山 

△2,483.3m 

N355503 

 E1384340 

甲武信岳 

2,475m 

N355432 

E1384344 

地図 

1/25,000 

「金峰山」 
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三
宝
山
か
ら
一
旦
下
っ
て
最
後
の
急
登
で
甲
武

信
ヶ
岳
に
到
着
。
山
頂
は
さ
す
が
に
人
気
で
１

０
人
ほ
ど
登
山
者
が
い
ま
し
た
。
国
師
岳
、
大

弛
峠
、
朝
日
岳
、
金
峰
山
、
御
座
山
、
両
神
山 

な
ど
展
望
は
抜
群
で
し
た
が
、
風
が
強
く
寒
か

っ
た
の
で
早
々
に
下
山
開
始
。
千
曲
川
源
流
で

昼
食
。
源
流
の
湧
水
で
沸
か
し
た
リ
ー
ダ
ー
の

し
る
こ
は
温
か
く
お
い
し
か
っ
た
。 

源
流
か
ら
は
千
曲
川
に
沿
っ
て
で
き
た
千
曲

川
遊
歩
道
を
左
岸
・
右
岸
と
下
り
、
ナ
メ
滝
は

水
か
さ
も
増
し
て
い
て
サ
ラ
サ
ラ
と
な
め
ら
か

に
滑
り
落
ち
て
い
る
の
を
見
ら
れ
た
。 

（
益
田
光
男 

記
） 

《

信
濃
川
・
千
曲
川
源
流
の
お
話
》 

 

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
信
濃
川
は
甲
武
信
岳
の

源
流
か
ら
新
潟
市
西
港
の
先
で
日
本
海
に
流
れ

込
み
ま
す
。
全
長
３
６
７
㌔
で
、
日
本
一
長
い

川
で
す
。
信
濃
川
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
１
５
３

㌔
，
千
曲
川
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
２
１
４
㌔
で

す
。 以

前
、
単
独
行
で
同
じ
コ
ー
ス
を
歩
き
、「
千

曲
川
・
信
濃
川
水
源
地
標
」
の
標
柱
の
脇
に
座

り
休
憩
し
て
い
る
と
２
組
の
パ
ー
テ
ィ
に
合
い

ま
し
た
。
１
組
は
新
潟
市
内
か
ら
夜
中
に
出
発

し
て
車
で
毛
木
平
の
登
山
口
に
朝
着
い
て
登
っ

て
き
た
と
い
う
若
夫
婦
と
中
学
生
の
女
の
子
と

小
学
生
と
思
わ
れ
る
男
の
子
の
４
人
連
れ
で
し

た
。
奥
様
は
山
慣
れ
し
て
い
て
、
旦
那
さ
ん
や

お
子
供
た
ち
を
リ
ー
ド
し
、甲
武
信
岳
に
登
り
、

下
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
無
事
こ
こ
ま

で
４
人
で
来
ら
れ
た
安
堵
と
、
新
潟
市
内
で
見

る
大
き
な
川
が
こ
こ
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
と
て

も
感
動
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

も
う
一
組
は
単
独
で
新
潟
市
の
西
港
か
ら
源
流

を
見
る
た
め
に
歩
い
て
１
０
日
間
か
け
辿
り
着

い
た
と
の
こ
と
。
道
路
は
信
濃
川
よ
り
長
く
、

一
日
４
０
㌔
以
上
歩
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

古
希
を
す
で
に
過
ぎ
た
と
い
う
こ
の
方
の
健
康

と
健
脚
に
感
服
い
た
し
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
信
濃
川
の
支
流
の
犀
川
や
奈
良

井
川
の
源
流
の
方
が
総
延
長
で
は
長
い
。
千
曲

川
の
両
岸
は
緩
斜
面
が
続
き
上
田
盆
地
・
長
野

盆
地
と
平
坦
な
地
域
を
流
れ
て
き
ま
す
。
犀
川

は
急
斜
面
の
峡
谷
を
流
れ
て
き
て
長
野
盆
地
で

千
曲
川
と
合
流
す
る
。
こ
の
よ
う
に
平
地
を
流

れ
て
き
た
千
曲
川
に
犀
川
は
丘
陵
地
帯
か
ら
千

曲
川
に
流
れ
込
む
よ
う
に
見
え
る
た
め
千
曲
川

が
本
流
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
犀
川
は
上
高
地
か
ら
流
れ
て
く
る
梓
川
が

本
川
で
源
流
は
槍
沢
の
上
方
天
狗
池
あ
た
り
だ

そ
う
で
す
。
犀
川
の
支
流
で
あ
る
奈
良
井
川
は

中
央
ア
ル
プ
ス
茶
臼
山
（
２
６
５
２
ｍ
）
北
壁

が
源
流
で
す
。 

                 

参 加 者 

◎大和田良一、鹿野紀彦、 

益田光男 計 3名 

コースタイム 

１日目：毛木平―10分―十文字峠分岐――

20 分―水場―40 分―中間点――

60 分―十文字小屋 

２日目：十文字小屋―50 分― 

―大山―70 分―尻岩――55 分―

三宝山―35分―甲武信岳―135分

―毛木平 
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〈
紀
行
文
そ
の
２
〉 

登
山
口
の
毛
木
場
に
車
を
止
め
、
そ
ば
の
四

阿
で
、
雨
を
避
け
な
が
ら
昼
食
と
し
た
後
、
雨

具
を
身
に
つ
け
出
発
す
る
。
道
は
完
全
に
整
備

さ
れ
、
こ
の
程
度
の
雨
降
り
な
ら
何
の
問
題
も

な
く
歩
け
る
。2

時
間
ほ
ど
で
小
屋
に
着
き
、

燃
え
盛
る
ス
ト
ー
ブ
で
、
濡
れ
た
も
の
を
乾
か

し
、
明
日
に
備
え
る
。 

 

夜
は
、
解
禁
さ
れ
た
ば
か
り
の
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ

ー
ボ
を
飲
み
な
が
ら
同
宿
と
な
っ
た
登
山
者
た

ち
と
、
一
時
の
山
談
義
。
夜
も
更
け
て
さ
ぁ
そ

ろ
そ
ろ
就
寝
と
い
う
頃
、
空
は
満
天
の
星
空
で

あ
っ
た
。 

夜
明
け
前
通
り
雨
が
あ
っ
た
が
、
朝
食
の
後

出
発
し
よ
う
と
す
る
と
、
上
空
は
雲
だ
が
、
山

の
麓
の
方
は
日
が
当
た
り
、
好
天
の
予
感
。
大

山
へ
の
緩
や
か
な
登
り
道
を
辿
る
が
、
あ
た
り

は
薄
暗
く
、
奥
秩
父
ら
し
い
雰
囲
気
に
満
ち
て

い
る
。
掴
ま
る
必
要
は
な
い
程
度
の
鎖
場
を
数

ヶ
所
越
え
て
、
大
山
の
頂
上
に
着
く
と
、
動
き

始
め
た
雲
の
下
に
、
両
神
山
や
御
座
山
が
見
え

て
い
た
。
標
高
の
高
い
八
ヶ
岳
は
残
念
な
が
ら

雲
の
中
だ
。 

三
宝
山
か
ら
は
再
び
少
し
下
っ
て
、
甲
武
信

岳
へ
と
向
か
う
。
関
東
平
野
か
ら
見
る
甲
武
信

岳
は
、
単
純
に
三
峰
、
つ
ま
り
木
賊
山
、
甲
武

信
岳
、
三
宝
山
と
見
え
る
が
、
三
宝
山
か
ら
は

2

度
ほ
ど
登
り
下
り
を
繰
り
返
し
、
よ
う
や
く
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本
当
に
最
後
の
登
り
と
な
る
。
急
な
登
り
を
ひ

と
し
き
り
耐
え
る
と
、
強
風
の
吹
き
抜
け
る
甲

武
信
岳
に
つ
い
た
。 

 

頭
上
は
素
晴
ら
し
い
青
空
だ
。
や
は
り
八
ヶ

岳
は
見
え
な
い
が
、
奥
秩
父
の
主
脈
、
国
師
ヶ

岳
か
ら
金
峰
山
へ
と
続
く
稜
線
が
素
晴
ら
し
い
。

い
つ
か
歩
き
た
い
と
思
わ
せ
る
重
厚
な
縦
走
路

だ
。
頂
上
か
ら
は
青
空
の
も
と
両
神
山
か
ら
西

上
州
の
山
々
、
奇
怪
な
形
の
五
郎
山
、
男
山
や

天
狗
山
、
そ
し
て
御
座
山
が
よ
く
見
え
た
。 

 

頂
上
で
展
望
を
お
か
ず
に
昼
食
に
す
る
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
風
が
強
く
て
寒
い
の
で
、
写
真

を
撮
っ
て
小
休
止
し
た
後
、
千
曲
川
水
源
へ
と

向
か
う
。
縦
走
路
を
わ
ず
か
で
、
水
源
へ
の
分

岐
に
着
き
、
展
望
と
も
お
別
れ
で
あ
る
。 

千
曲
川
水
源
で
昼
食
に
す
る
。 

 

そ
し
て
山
行
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
緩
や
か
な

沢
沿
い
の
道
を
毛
木
場
へ
と
歩
い
て
い
く
。
最

初
は
カ
ッ
プ
で
や
っ
と
掬
え
る
水
量
だ
っ
た
千

曲
川
が
、
歩
く
に
つ
れ
て
ど
ん
ど
ん
と
水
量
を

増
し
、奔
流
と
な
る
。葉
の
落
ち
つ
く
し
た
木
々

の
間
か
ら
、
透
明
度
の
高
い
青
空
が
の
ぞ
く
。

晩
秋
の
奥
秩
父
は
、
私
た
ち
の
心
を
充
実
感
で

い
っ
ぱ
い
に
満
た
し
て
く
れ
た
。 

（
大
和
田
良
一 

記
） 

                

                          

【
甲
武
信
岳
か
ら
見
た 国

師
ヶ
岳
と
金
峰
山
】 



155 

 

浦
和
支
部 

 
創
立
２
０
周
年
に
寄
せ
て 

新
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

会
長 

鮫
島
員
義 

浦
和
支
部
の
み
な
さ
ま
、
支
部
創
立
２
０
周

年
か
つ
「
埼
玉
１
０
０
山
」
の
刊
行
、
ま
こ
と

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

あ
ー
、
す
ば
ら
し
い
な
ー
！ 

で
す
ね
。 

い
つ
も
元
気
で
前
向
き
な
浦
和
支
部
の
み
な

さ
ん
が
、
今
度
は
ど
ん
な
企
画
を
み
な
さ
ん
で

取
り
組
ま
れ
る
の
か
と
密
か
に
期
待
し
て
お
り

ま
し
た
ら
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
企
画
を
完
遂

さ
れ
た
の
で
す
ね
。 

今
回
完
成
さ
れ
た
埼
玉
１
０
０
山
は
、
今
後

埼
玉
の
山
を
語
る
と
き
に
、
必
ず
言
及
す
る
べ

き
資
料
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
浦
和
支
部
の
多
士
済
々
振
り
を
発
揮
し
、

老
・
壮
・
青(

？)

男
性
・
女
性
、
い
ろ
い
ろ
な
お

仕
事
を
な
さ
っ
て
こ
ら
れ
た
個
々
人
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
タ
レ
ン
ト
を
お

互
い
に
尊
重
し
、
発
揮
し
あ
い
な
が
ら
完
成
さ

れ
た
こ
と
に
感
服
で
す
。 

一
山
一
山
の
紹
介
記
事
を
じ
っ
く
り
と
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

期
待
し
て
い
ま
す
。
私
も
埼
玉
県
民
の
一
人
と

し
て
、
今
後
で
き
る
だ
け
多
く
の
山
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
大
い
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。 

ま
た
浦
和
支
部
の
２
０
年
間
の
元
気
な
活
動

の
中
か
ら
、
明
る
く
頼
り
に
な
る
立
派
な
リ
ー

ダ
ー
を
何
人
も
輩
出
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
も

大
変
に
素
晴
ら
し
い
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

高
齢
化
だ
、
少
子
化
だ
と
喧
伝
ば
か
り
さ
れ

少
々
元
気
が
な
い
様
に
見
え
る
日
本
に
と
っ
て

「
読
ん
で
、
登
っ
て
、
仲
間
が
で
き
る
」
の
新

ハ
イ
キ
ン
グ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
切
で
、
元

気
な
気
持
ち
を
持
っ
て
取
り
組
め
ば
、
思
い
も

よ
ら
な
か
っ
た
大
き
な
こ
と
も
で
き
る
の
だ
と
、

こ
の
「
埼
玉
１
０
０
山
」
は
示
し
て
い
た
だ
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

今
後
と
も
、
浦
和
支
部
が
他
の
支
部
の
一
つ

の
お
手
本
に
も
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
ま

す
ま
す
元
気
闊
達
・
活
気
に
満
ち
、
か
つ
和
気

藹
々
と
し
た
支
部
と
し
て
一
層
活
発
に
活
躍
す

る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

浦
和
支
部
が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
、
３
０

周
年
・
５
０
周
年
に
向
か
っ
て
、
今
の
『
お
も

し
ろ
そ
う
な
こ
と
な
ら
何
で
も
や
っ
て
み
ま
し

ょ
う
！
』
と
い
う
若
い
気
持
ち
を
持
続
し
て
、

み
な
さ
ま
が
一
緒
に
喜
び
を
持
っ
て
祝
う
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
一
層
の
ご
健
康
・
ご
活

躍
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

   

 

【
顔
振
峠 

水
野
律
子
・
ス
ケ
ッ
チ
】 
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編 

集 

後 

記 
浦
和
支
部
創
立
二
十
周
年
記
念
誌 

『
埼
玉
百
山
』を
編
集
発
行
す
る
に
あ
た
り
、

支
部
会
員
の
皆
様
か
ら
素
晴
ら
し
い
山
行
紀
行

文
、
写
真
、
挿
絵
、
ス
ケ
ッ
チ
、
イ
ラ
ス
ト
、

ポ
ン
チ
絵
、
ル
ー
ト
図
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
記
念
誌
は
、
２
０
１
０
年
６
月
か
ら 

２
０
１
４
年
４
月
ま
で
約
４
年
間
か
け
て
浦
和

支
部
の
皆
さ
ん
が
、
延
べ
９
６
５
名
で
歩
き
、

担
当
筆
者
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な

山
行
紀
行
文
で
あ
り
ま
す
。 

お
読
み
い
た
だ
け
る
皆
様
に
は
、
ご
自
分
と

違
っ
た
感
想
を
お
持
ち
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、「
こ
の
山
、
歩
い
て
み
た
い
な
～
」
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
一
味
違

っ
た
ル
ー
ト
案
内
の
一
つ
と
し
て
参
考
に
な
さ

れ
る
の
も
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。 

支
部
会
員
の
み
な
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健
全

な
山
行
を
行
い
、
会
員
相
互
の
交
流
並
び
に
親

睦
を
深
め
、
健
康
体
力
の
保
持
増
進
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
吉
日 

  

  

【
水
野
律
子 

ス
ケ
ッ
チ
】 
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